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本擦の特殊教育においては，昭和54年度合養護学校義務事j麗行後，この教育の一

震の発展を窮するよで，今なお韓討を必要とする課題に特殊学級の教育内容，方法

に関する問題や障害克の理解と就学指導に関する問意義等がありました。

そこで，本研究は，昭額約年震から 8か年計離(昭和60年度~平成4年度)で，

茨城県教育議興計画や学校教育指導方針，さらに誌，臨時教育審議会の答申等を踏

まえ，特殊学殺における教育方法の改善託ついて取り組んできました。昭和60年度

に，特殊学級における f棒殊教曹に関する謁査jを全県的な規模で実施し，昭和61

年度には，調査結果の分析検討をし実態の把麗に努めてきました。その結梨，特殊

学殺の今日的課題である児童生徒の障害の状態からみた教蒋課程及び指導計醤{乍成

の指針を訴すことになりました。

その後， r特殊学級における教膏課穣及び指導計離の試案J (昭和62・昭和63年
度〉を作成し，ぞれをぺ…スとして，各校から苦手司会られたアンケートを参考にしな

がら， r特数学級における教膏課穂及び指導計磁の試案(2)J (平或充・ 2年度〉を
作成しました。さらに，平成3・4年度は， r試案(2)j~こついて各校の実患の結果
をアンケート調査し，改善すべき点についての分析を進め，その結果を本報告審第

1 {きにまとめました。

本報告書は，特殊学級拙柾の先生方が，一人一人む児童生徒の発達段階に車、じた

指導をする際，その指針になるようにという観点からまとめたものです。実擦に活

用するに当たっては，各校の先輩生徒の実態に合わせながら，指導に生かしていた

だきたいと願っております。

最後に，この研究を進めるに当たり，脅指導を賜りました講師の先生方や韓協力

いただきました各小・中学授の校澱先生に寧〈お礼串し上げると共に，この報告欝

作成に当たって，執筆していただいた研究協力員の方々ル心から感謝申し上げます。

平或5年3月

茨城県教育研修センタ…所長

高久清
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研究概要及び索引諮

本擦の特殊学級は，捧寄の状態が多様悲し，学級内の傭人差も大きい。そのため，よ

り具体的・実践的な教育諜程及ぴ指導計闘案が必要とされて念た。この課題の解明のた

め，組織的研究の核となる研究グループを織成し，紹担60年震から平成4年度まで特殊

学級の教育方法に関する理論的・実践的な研究に取り緩んできた。この研究成果を「特

殊学級におげる教育諜程及び指導計闘の手寺IJとしてまとめ発行した。

| 索引語{キーワード):特殊教育，教育課袈，指導方法，指導計癌，個人差，学級経営



第 1章研究の基調

1 研究の機婆

本爆の小・中学校における特殊学級は，援的な薗{入級克童生徒数や学級数}から見ると昭

和54 (1979)年症の養護学校義務制施行告と墳にして減少傾向をたどってきた。一方，教

育の質的な甑{教育内容等)からみると，精神薄弱特殊学級，難聴特殊学級，議諦障害特殊学

級及び情緒障轡特殊学級(以下，それぞれ精神薄弱学級，難聴学級，言語学級，情緒学級と略

記)のいずれの学級においても.障害の状態が多様化し，学級内のイ怪人澄も大きくなってき

た。そこで，個人獲の大きい児童生徒をどのようにして一つの集菌として学習に取り組ませる

か，あるいは，集部活動の中でどの様にして指導撃の鶴鋭化を徹痘するか，ということが大きな

課題となった。郎主主，難審の状態や発達設階等，俗人差に感じた教育課程及び指導計麗案が必

要とされてきたのである。一方，特殊学級担当者の交替が進み，特殊学級銭当者の経験が浅

く，特殊学級の経営方法や就学指導及び交流教育などについて，より具体的・爽践的な手引が

必要とされてきた。

旧茨城県立教育研修ゼンターでは，この課題の解明のため， r特殊学級における教育方法の
研究jの主題のもとに昭和60年度から平成3年度まで年間継続的に研究を潜めてきた。

本研修センターにおいても，その成果を基盤として， r特殊学級における教育方法の研究j
の主題を継承し，綴織的研究の核となる研究グループを様成し，特殊学級の教育方法に欝ずる

理論的・実襲鵠な研究に取り組んできた。

2 研究の経鑓

昭和60年度より平成4年度まで進められてきた本研究の経過は次のとおりである。

(1 )研究テーマ及び障害別研究テーマ

ア全体研究テーマ

f特殊学級におげる教育方法の研究j

イ 襲警震研究テーマ

研究グループ|小学校精神薄弱 i中学校精神薄弱|難轄・言語欝害
研究テーマ|障答の状態及び発達段階等に応じ l

た教育課程の研究

(2) 研究グループの構成

精神薄弱学級，難警護学級，言語学級及び情緒学級の各学級の実態に!zむて，実銭的に訴究

を進める必要があり，学識経験者若干名， 3名〈平成4年度は指導主導4名)ほか，

5人
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(3) 研究の牟次計爾

瓦セ亡プ 小学柵神薄弱|中学欄欄弱 醐・言語障害|情緒 害

第一次 教育課程笑腕上の問題点の分析 指導計磁実施上の問難点の分析

{信和60‘61年度);

第二次 |学級の実態に応じた類型別教育課袈 欝警の類波別指導計画試案の作成

(昭和62・63年度)試案の作成

i試案に義づく賦舗の変容の分析と繍2)の作成
(平成先・2年度)

第四次 !繍時づく児童生徒の変容の分析時間作成

平成 (3・4年度〉

何年次計画に義づく研究の経過

年次 主な協議題 j 講 師 l研究課題及び課題護| 研 報告書

第一次 。実践的な議究とするi[茨城大学} [調査結架から] -研究報告審69号

(昭和60・ ため祭下の特殊学級 思i崎久記 • 1学級の克窓生徒 「特殊教育に翻する
61年度) の現状と課題につい 相馬縛 数が減り，集間活 識変研究

て調貨を計画 動がしにくく適応 特殊学級にお砂る

-謂査項慌の検討 カ~伸ばしにくい。 教育課程及び指導

協議会 -県下693学級を対象 -能力援が著しく， 計画の笑施に関T
開催 に，教育課程及び指 {箆に応じた指導が る議査結果一

各年度 導計画の実施状況に 困難である。 昭和60・61年度

3翻 ついて謂査及び集計 -特殊学級鐙悲の経 (昭和62年3月発fj-)

-集計結巣の考察 験が浅い。 -名学校に重苦付。

第二次 O第一次研究結果を跨{千葉大学} -各領域・教科の呉 -研究報告書第75考
〈昭和62・ まえて f教育課程及小出進氏 体的内容が明確に 「特殊学級における

63年度) ぴ指導計画の試案Ji [東京学芸大学} なった。 教育課程及び指導

協議会 の作成を計画 谷俊治 '欝警の状態に応、じ 計画の試薬J
開催 -個人差・能力差に応 小Jfl仁 て指導内容系統表か 昭和62・63

信62年度 じ類護支部Sこ教育課程 [茨城大学] ら灘択できるように (平成元年3丹発行)

3問 及び指導計画を検討 尾崎久記 なった。 -各学校に配付。

昭63年度 a指導内容系統表を作 相馬嘉一 • 1箆に却した指導計 {以下f試案Jと略記)
2菌 成し障害の状態に応 阪繍轍離競怒 画の立て方Sこめや

t;τ選択できるよう 宮崎重男 すができた。

にする。 -能力差に応じた教

育課程の大枠的研

究から，継部への

検討が必要

2 -



年次 主な協議題 講 師 研究課題及び課題 研究報告書

第三次 o r試案」についてさ [文部省教科調査官] -学級経営に関する -研究報告書79号
(平成元・ らに分析・検討し， 大南英明 内容の充実を図っ 「特殊学級におけ

2年度) 試案(2)の作成を計 【東京学芸大学】 た。 る教育課程及び指

協議会 画 小川仁 -学習指導計画はフ 導計画の試案(2)J

開催 . r試案」の実践結果に 【茨城大学】 ローチャート式に 平成元・ 2年度

平成元年度 ついて各学校へ調査 相馬喜一 して計画しやすく (平成3年3月発行)

5回 -研究協力委員による 恒錆轍機錦慨] した。 -各学校に配付。

平成2年度 検証授業 大石益男 -指導内容系統表-は (以下「試案(2)Jと略

5回 -調査及び検証授業結 新学習指導要領に 記)

果を分析・検討し試 基づき，さらに内

案(2)の内容を検討 容を充実させた。

(5)第四次研究経過

第四次の研究では，第三次でまとめた「試案(2)Jに基づき県内小・中学校の特殊学級で実

接した結果をアンケート調査し，さらに検討を加え「特殊学級における教育課程及ぴ指導計

画の手引」を作成することにした。

研究経過と協力員会議の内容については次のとおりである。

回 期 日 協 議 内 廿，τ'" 講 師

1 5月15日 . r試案(2)Jに基づ〈実接結果について各学
校への調査を計画

-調査項目の内容を検討

平

2 5月31日 -調査票及ぴ調査実施要綱の内容検討 阻立特殊教育総合研究所]

篠原吉穂

成 3 8月8日 -調査結果についての集計と分析 【茨城大学】

相馬蕎明

[前勝田市立外野小学校]

小松沢勝雄
一
4 8月9日 -調査結果の分析に基づく「試案(2)Jの改

善点の検討と分析

年
5 8月27日 . r試案」及び「試案(2)Jから改善すべき点 【筑波大学】

の検討及ぴ「特殊学級における教育課程 井田範美

及ぴ指導計画の手号IJ作成のための項立
度 ての検討

6 10月23日 . r特殊学級における教育課程及ぴ指導計
画の手引」の執筆内容及び執筆分担
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自 期 日 協 内 ~培f 講 師

1 6月26日 . r特殊学級における教育諜設及び指導計
平| IJの執筆
成

. r特殊学級における教育課程及び指導計2 7 Jj 27 B 
蹄

画の手引jの執筆及び第1次原稿校正

度 . r特殊学級における教育課程及び指導計
3 11月24日 画の手当IJ執筆及び第2次原稿校正

先に述べたように第酉次の研究では，第三次研究でまとめた「試案包)Jに基づき県内小・

校の特殊学級で実践した結巣きそアンケート諦王ました。その結果をふまえ次のような観点で研究寄

進めた。

。r試薬jと f試薬(2)Jでは，実践携における指導形態や指導内容等について重複を避けて
掲載するよう努めた。しかし，調査結果による各学級担当者の要望では， r試案jと
薬(2)Jの内容を合わせた f特殊学級における教育課程及び指導針甑の手ヲIJ作成して欲し
い旨の要望が強いことから， r試薬J及び f試案(2)Jの内容そ検討し，各試案の特徴を生
かして f手守IJ安作成する。

@特殊学級の経験年数の浅い担当者が多く，狭義の学習指導計画の手引きではなく，指導計

画作成の基本的方針や学級経営及び待問割編成，就学指導や交流教育など特殊学級担当者

として必要な指導内容そ，さらに具体的に提示していく必要がある。

窃指導内容系統表はさらに検討を加えるほか，小学校新学習指導婆領の生活科の内容をも加

えて設賠的に示?など，一憲充実した内容にする必要がある。
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第II章小・中学校精神薄弱特殊学級における

教青諜程編成上の方針

1 教育呂標の設定

近年，精神薄弱学級では，対象箆の多様化・議複化tこ蕗じた指導の在り方が課題となってい

る。即ち学級内の能力差が馨しいため，指導計閣の立て方や鶴男日指導の在り方が縫超されてい

る。この点については，顎和60~6J年度に笑施した本研修-t!ンターの語奈でも明らかにされた

ところである。従って，これらを踏まえて教育E標を考えてみる必要がある。

精神薄弱学級の教育目標は，義本的には教育基本法に定められた教育践的に基づき，学校教

育法小学校または中学校の教育日擦を受けて設定ずることになる。しかし，精神薄弱児章生徒

は，精神発漆に遅滞があるので，小学校または中学校の教育毘穣そそのまま達成させることに

困難さがある。そこで，精神薄弱学級の教育関標を設定するにあたっては，養護学校{精神薄

弱)の教育目標を参考にし，克童生徒…人一人の特性や能力者と具体的に把饗し，目標を設窓ず

ることになるが，特に次のようなこと

O 身辺生活の確立と処理

。集団生活への参加と社会生活の理解

。経済生活及び職業生活への適応

をおく必要がある。

いずれにしても，精神薄弱学級の児童生徒一人一人の欝惑の状態，発達段鶴，興味・関心，

家庭環境等を十分考慮し，児童生徒自らが生き生きと学習Hこ取組み，社会的自立および職業的

きるようにしていくことが肝要である。そのためには，教騨の笑臨の中から，具体的

に問題点を掛り鶴こしながら教育目標の設定に~たることが，今後，一層重視されなければな

らない。

2 教育線程の基本機造

小学校及び中学校の教育課程は，各教科，道徳及び特別活動の3領域?緬成されている。し

かし，精神薄弱学級の児童生徒札通常学級の教育課援を履修することが圏難であるので，特

別な教育課績によることができるよう学校教育法施行規期第73条の19によって窓められている。

精神薄弱学級の教育課穏の議本的性格試生活中心であることと指導の個別免を重視している

ことである。従って，務神薄弱学級における指導形態は，領域・教科を合わせた指導と教科別，

領域期の指導により，それぞれの特性愛生かして指導していくことが大切である。

3 指導内容の選定と指導方法

(1) 指導内容の選定

精神漕弱学級の指導持容については，小学校及び中学校の学警指導内容に加えて，蓄学校，

欝学校及び養護学校学習指導要領で示されている精神薄弱養護学校の各教科の内容並びに学

留指導要領解説一養護学校{精神薄弱教育)絹ーで訴している各教科の呉体的内容を参考に

する必要がある。なお，指導内容の選定にあたっては，次のようなことを考慮していくこと

が大切であるo

ア 指導生徒が強い閥的意識や課題意識をもてる内容マあること。
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イ 異体的な生活か したもので，総合的，具体的内容であること。

ウ 樟害の状態や発途段轄に合わせて，指導内容を精選する ζ と。

特に指導内容を選定していく場合，名教科の指導内容表を作成しておき，その中か

生徒の発達段踏にfiI)じて必要な内容を?誌に選びだせるようにし，その内容については，

に指導していく過程で適宜，加除・修正していくととが必獲である。

本研修センターにおいては，指導内容の選定の慕となる f指導内容系統表J~作成した。
{第溶章指導内容系統表を参照)

そこで，精神薄弱学級におりる f指導計画及び学習指導案Jでは，指導内容系統表からど
のような内容を選びだしたかを明らかにするため， r関連する学習内容j槙を設け，
で示した。(略記号については本家来箆参障)

部指導方法

指導方法についてはき第阻章小・中学校精神薄弱学級における教脊課糠踊成上の方針に

詳述してあるので参考にされたいが，次の3察本的事項をおさえておく必要がある。

ア 領域・教科~合わせた指導

精神簿弱児は，精神発達の状態が来分化であり， fiI)ffl，総合等の能力が弱いため，知

識・技能等の習得が断片的になりやすい。従って，具体的な生活場面において，領域・教

科の一部または全部を合わせた指導形態によって，学習効果を高めていくことが，大切で

ある。

なお，領域・教科を合わせた指導には，次の三つの形擦が考えられる0

0鎮域安合わせた指導

O教科を合わせた指導

O領域・教科を合わせた指導

イ 教科部，領域部指導

教科別の指導比生活単元学習や作業学習等で必要とされる知的学習の深北，発展{ド

リル学漕)，または，その縄連的内容そ強化・補足する意味で位鍵づけられることもあるし，

それぞれの系統性を重視して，独立した形ですすめられるとともある。いずれにおいても，

学響効果が実擦の生活に生かさFれるような配慮がなされなければならない。

*精神薄弱学級の携導計画及び学習詰導案における略記号の見方

指導内容系統淡の見方及び活用上の欝意事項については，第潜霊祭 指導内容系統表の欝頭

部分を参照会れたいが，各指導計闘の中で f関連する学湾内容jとして略記号で示している。

生活帯主元学習指導計画J

導上の留意

・用意を頼まれて，できたことや

失敗してしまった経験.ベ絡)

→本報告替の指導内容系統表「国語jの舟容Ar聞く・
II段階の1，6に該当する内容である。
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第田章精神薄弱特殊学級の学級経営と学習指導計繭

1 !学級経営

おいては，心身に樟警のある見童生徒の実態が多様化している現状そ

踏まえ，学欝{r効果的に進めるために次のニ点を努力目様として押さえることが大切である。

ある児霊童生徒の多様化に対応した指導内容，指導方法の研究・光笑そ闘る。

ある児童生徒の経験を広め，社会性を養い，好ましい人間関係を育てるとと

もに，特殊学級に対する地域社会の理解存発を図る。

(1)経営方針

生~ぬく

しく主主き生きと学校生活を送れることを根底に据えて，将来に向け， r自ら
ていくjことを目指す。それには，児重量生徒一人一人の実態に即して

個々の可能性そ引き出す工夫をし，自立への能力と態度を育てていくとともに，

ばしていくことが大切である。また，地域社会への啓発を圏り児童生徒が地域社会の中マ適

切に全滅していけるよう働きかげることも必要である。小学校においては，社会人として自

立できる素地を育成するため，基本的生活習慣の確立と集毘参加能力，意思の訟途能力安!匂

よさそること

や器樹カ

くこと，また，中学校においては，小学校の指導

社会適応牲を高めることが必要でるる。

としては，次のようなことが考えられる。

o 愛生徒の実態を的穫にとらえ， f濁に誌じた指導をする。

O 呉体的絞験の場を確保し，主体的に取り組める場を設ける。

O 

O 

した義縫学カの定着を留る。

との連携を閥り，適切な交流の場を設定して入関務係を円滑にする。

O 家庭と連絡受取りながら，基本的行動様式を身につけさせ集団参加能力を高めていく o

o f闘に応仏将来を見通した適切な進路指導を行う。

o PTA，予をつなぐ親の会などと交流を深め，校内及び地域社会の理解啓発に努める。

(2) 指導方法及び形態

ア

イ

精神薄弱学級の児童窓生徒は，抽象化したり，一般化したりする能力が米発遼であるため，

各領域・教科の内容をそれぞれ独立させるのではなく，児童生捷の実態に応じて，弾力的

に組み合わせて授業を行うことが望ましい。また，発展的に繰り返し指導した方が効果的

ついては，教科別，領域別に指導していくようにするο 一般的には，

議いほど領域・教科を合わせた総合的な指導が適し，障害の程喪が車まくなれば教科別，

域別の指導の方が効祭が大きい。いずれにしても，児童生徒の能力・個性を大拐にし，そ

の可能性会最大限に伸ばし，可能な限り社会に参加できる人憶を育成することが大切であ

る。そのためには，兇童生徒の実態を的確に把握し，適窃な教材・教呉そ選定して，

課程の鱗成や指導計蕗の作成に当たる必要がある。

小学校及び中学校の教育課韓民各教科，道徳及び特爵活動の3領域で議成会れている。

-7-



しかし，精神薄弱学級の児童生徒は，通常

学級の教育課程を履習することが間難であ

るので，養護学校小学部(密1)，中学部

などの特挺の教育課程によることができる

よう学校教育法施行規溺によって定められ

ている。その内容は下記のとおりである。

教 育課程

脅器産車場数料を合わせた指導 教科i;領域華料騨

教科5認の指導

金箆事事音室雪手事

画

工

事震竣聾きのお毒事

γ十1
遂特番喜

Jltl護護

活静11

徳重曲線。ぅ
O 

O 

O 

O 

4イ)

O 

O 

領域・教科~合わせた指導 務言語教楽作育

日常生活の指導
図1 指導形態(養護学校小学部の例)

衣淑の着脱や洗面，あいさつ， こと

ばづかいなど日常生活の流れにそった活動後過して，基本的生活習慣や，集団参加の能力そ

高めるため，全体及び個人別の指導計画に義づお，議関的，継続的に指導する。

生活単元学習

生活上の課題処理や問題解決のための一連の閥的活動を頼織的に経験させることによって，

自立的な生活に必要な事柄を実標的，総合的に学務させようとする。指導に当たっては選

窓生徒の興味・縄心に基づいた学習再容で雪自発的，主体的な活動を大切にして，できるか

ぎり教鰯と先輩生徒が共に活動することが大切である。

ましい社会人の育成を意留し，作業活動をや心に社会全話に必要なことを経験させる。

小学校においては，地域に基づいた身近な教材を，中学校においては，より社会生活に結び

ついた生震性のある教材を選定し，計画的に指導ずる。

灘ぴの指導

横燐及び集団選びなどを通して，生活に役立つ全議た能力や資質の伸長を図る。

教科別，領域別の指導(系統性を重んじ，発達段階や進度に合わせ， i個別的に指導する。)

教科別の指導

兇窓生徒の発達水準にa.じて学習集盟を錨成したり，時荷数を適切に定めたりTる。

関濁工作{美術)，体育(保健体育)，家庭(技術・家庭}などの技能教科は参

謀常学級との交流として行うことも可能である。

学務再容は， 1鼠々の能力に会わせ館建きに選択し，段階部，系統的指導に努める。生活科

民小学校低学年生活科の指導内容との関連に留意する。

領域援の指導

灘徳一特設する場合は，児童生徒の実態に合わせて，内容によってはー単位時間を分

類jして指導の機械を多くする。特設せずに領域・教科そ合わせた指導の中に位闇づけて指

しでもよい。

特別活動叩一学級活動，クラブ活動，児議会(生徒会)活動など，交流学轡として通常

学級の児窓生徒とともに活動することができる。本人の希望を大事にするとともに，少し

でも参加できるものを選び，自発的，主体的に活動マさるようにする。

・議11練時一障害の程度に応じ，領域・教科そ合わせた指導及び教科態，領域裂の指

導課程のゆで十分罷慮する。また，必要に蕗じて儲部に時撲を設けて指導してもよい。
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(3) 入緩の手続8

(6月額)-0障害警のあると忽われる児童生徒の発見と爽態把握

叶個別検査(検査のできる者に依頼)と資料作成

( 9月)-0鐙任からの資料に基づき審議

。市街村教育委員会に提出する議類の作成

( 9月)-0市町村就学指導委員会にかける資料の作成

(10月)
-0資料に基づく審議双山と判定

(12月〉
追加分

{判定後)-0報告を受けて，保護者等への入級指導の実施

{担任・学年主任・学校長老事}

(判定後)-0保護者‘の承諾を得る

※ 入級対象児については，入級措置前に市議I村教育委員会へ報会ずる。

〔配慮事項〕

O該当児の把握 学習能力が低いということだけでなく，学級生活自体に爵難牲がみ

られる場合についても，入級対象として考える必要があるo

O個}jtl検査 審議・判定の資料として必要であるo

O保護者への入級指導一保護者の気持ちゃ立場安漆解する。

と教蔀隠の信頼関係を確立し，話し合いを重ね，よりよい解

決に努める。

O特殊学級理解のためにー特殊学級参観や通常学級担任との散し合いも大切になる。

{詳しくは特殊教育資料第鵠集 f精神薄弱特殊学級入級指導の手号IJを参照)

{毒} 実態把援のための諸欝資

ア留意事項

教育課程の編成や指導計画の作成に当たっては，児業生徒の実態を的確に抱援することが

必要である。そのための識変，検宝駐を実施する擦に留意すべき事項は次の遜りであるo

例 目的にそって調査，検査を行い，得られた資料は吾釣にfie;じて分析し活用する。

§ 



{イ} どのような指導内容や方法が必要である

的に詑繰し，結集を分析しておく。

幼児童設生徒の全体像を客霊的に記握ずる。

t:)兇窓生徒の生普及び現在の様子から，将来の姿についての見通しを持つ。

的精神発途凝滞の程度は，環境条件によって影響されていることが多いことに留意し，

の状態を閥定的なものととらえず，変容しているものととらえる。

約)実鍛については，継続的な資料収集によって撚縫い不十分であることが分かった時には

をやり直し，指導計画などの修正そする。

イ検資(参考例)

るため， El常の様子や学習過躍を累加

。再検査とも一般的な知的発 12才~成人

達水準を知るために後われ，

時鈴木どト式知能検査i就学指導織に参考対れる
jことが多い。

脅I*WISC R知能検査 10言語性と動作伎に分けて澱
定でき係り

OJl;伎の人物を綴磁忽せるこ

とにより，知的水準を澱る。

。立方体と模倣図そ使用し， Il::tlO明
心身の発達状態を測絞ずる。 ~6才

社| 新版S-M社会生活 1
0移動，意志交換毒事の6領域|乳幼児~

会| 能力検査 |から成り社会性の発議後見る。| 中学生

長|倣成熟度診断検査 ~社会生活能力の総合的時i3才~6才
資逮状況をとらえるの

h¥、、、、¥事項

検ま筆名~¥~¥¥九¥

会問中ピネー式知能検査

検
グッドイナップ

章受| 人物臨検査

火大脇式精神薄弱児・

乳幼児周知能検査

特
価格 (H4.7現夜)

適応範囲|出版社|
l用 具i手引霊験

徽

国研出版

株式会社

2 才~16才 i東洋図書 iほ000 6，500 

IB本文化 1 58，000 

11潟 i 科学校

3 才~12才 i三京房 i用紙50枚
株式会社1 8，000 

三京房 I 3脚。

株式会社

3，400 

3，000 

日本文化 |用紙20枚

科学社| 印刷

日本文化 20部

科学校 250 

1，200 

500 

。播いた家族磁をそ手がかりには才以上

家族状況をお援する。

そ 遠減率式乳幼児分析的 1 0運動，社会性鱒から成 10才~ I慶応還信
発達検査|り心身の発途をとらえる。 I4才8明

断

査
診

検
格

法

一一一一
位

絡

権

検

支援

。性格や特性奇?とらえ，滋応|幼児~学童金子書房

状況を把握する。

。者鈴木磁を翁磁きそさることに;瀦醤可能

より人格診断の繍露きとする。 I な人

分

M
W

人

出
m
A
H
v

…《り

:
。
…
nv

一れり…。。

一
宇
M

一つれ
M

分

ぬ
人

ぷ

nv

，々.

。
ん

721 

のi

他|会幼児用運動能発達検査10運動能力の発途水殺そ知る。13 才~6才 i峯文閣 25，000 

食は，器具使用検査

※ 所用時間は約1時間位(検王筆者の経験や被検査者の能力及びその時の状態等で異なる。)

く検査を依頼できる機関>・茨城県教育研修-t!ンター ・特殊教育諸学校 ・児童相談所

・市町村精神薄弱，難穂・欝諾，情緒隊答特殊学級 ・県立メデイカルゼンタ

く参考醤書> 心理テスト入門 伊藤隆二，訟原遼哉著 f日本文化科学社j

10 -



(5) 年間指導計額と時間寄jの編成

ア 指導計画作成の手順と方法

精神簿弱学級におげる指導計顧の作成に当たっては，まず指導形態を定めることが第一

で，次に指導内容を明らかにし，さらにグループ編成や教材・教具，指導時関数など，よ

り具体記していくことが大切である。指導計画作成の一般的な手順比次のようである0

(7) 年間指導許画の作成

年簡を晃還して指導の大講を定めるもの?あり，こ -月・遷・

1 B ・1持関の計画や指導形態弼の指導許認言が作成される。その要点は次の通りである。

O 指導形態震の指導計麗を作成する。どの時期にどの穆療の時間をかげ， どんな題材

で， 1可をどのように指導するかについて明らかにする。

O 指導形態語互の再容的・持詩的な調達を鰻合し，機能的な学替ができFるよう持容・

時務の謂整などの改善を謡える。

O 年鱈総時数との関連において，指導形態ごとにそ をする Q その擦，指導

の効果が高められるよう効率的な時開部さきを工夫する。

上記の作業をすすめる詩，児童生徒の心身の発遠の状説や学校・地域の実態に諒して，

効果的な指導が実施できるよう全体的な調和と

同学期別・月別の指導計顧の作成

るようにする。

年間指導計画だけでは，実擦の授業の展鰭方法までは競み取れない。そこで，これを

もう少し具体化して指導目擦を一層明確にしたり，年間指導計溺に感り込めなかったも

のを取り上げたり，また，この段階で学習活動や予定時数などの変質を再検討するなど

して，指導計画改善の手がかりとする。

り) 単元(題材)ごとの指導計画の作成

これは，通常「指導案」といわれているもので，ぞ 悶として次のような

ものが含まれている。

∞単元(題材)名 事本時の指導

②単元設定の理由 -本時の

争指導の居標 -指導上の留意

@指導の計画{時間配当等)

毒見童{生徒)の実態 骨評癌

持運持程表の作成

これは， r時間害gJといわれるもので，各指導形競の時数の割合とそれぞれの学校の
日程表とを襲撃しながら作成する。 fi.l緩Bの2時開設は，いつも繁数jというように

罷定的なものではなく，指導計画を作成する上での13安という性格をもっている。

締授業のl単往時爵

授業のl単位詩習については，小学校では45分・中学校では50分そ常伊iとするが，学

校や実態tこ部して適切に定めることとされている。指導内容によっては，長い持鶴の授

業を行ってもよいし， 45分あるいは部分の授業の鱒に緩い休霊祭時簡を設けたりしてもよ

い。しかし，児童生徒の実態に却し

てよいというものではない。

11 

ることであって，教隣自身の都合のみで定め



年期指導計画一覧{小学校の例)

領域・教科を合わせ?と綴導 教 科 jjU の 指 導

国 議
生活尊重元学習 日常生活 社 'fi 

低 高

↑!↑ 
あいさつ |かんげい会

4 1 署警ぜそ見つけよう 持ち物の記名 闘己紹介 学校のまわり

.思い出のアルパムを: jE3記奇書こう

作ろう{年間後遺して) I 
lおいしい毒まだんごを作

5 iろう
楽しい遠足に行こう 花ぞ全

作うさ

・みんなでたからもの|りさも
せをさがそう l ・ んの

;ゃ{'Fの

怒りせ

い・わ

作か

s 
.いちごっみに行こう

(合同)

宿泊学資に参加しよう

7 1夏をみつけよう ご

作

り

杓
J

楽しいまちのたんけん

たい
9 1 
秋を見つけよう

焼きいもを作ろう

人形劇~Q)発表会脅しょ
10 1/: 
フ

野焼ぎに参加しょう

はたらく人に感謝しょ
111う

作品展に議参加しよう3
.作品擦の見学

12 1 
くれのまちを歩こう

仲間 iii 
3i-E??ぷ;ω|

作品展に参加しよう母

-作品展の見学
1 1 
冬を克つげよう

持ち物の整理 11餐話で言語そう |透廷に行くところ

給食の準備と後|ことば遊j務を読も l私たちの町
片づけ !ぴ iう

;清掃用具の使い 1:ことばを!手紙~警察|田や熔マ働く人の
方 |欝こう ;こう |しごと

歯みがき方

衣綴の着脱 i・どう慈ぜそ読もう |海で働く人のしご

プールの使い方 1 ・感惣文の書き方|と

教室の悪霊綴整と i 作文~霊祭こう II場で働く人のし
ん 1 r逮動会J ごと

手足の清潔 iむかし話を読もうの
れ
ん
作
り

iEしい姿勢 i劇「ダイダラ坊J ゆたかなくらしくじ

ろう下の歩き方 iかたかなiかたかないくらしと水
集め iの使い方

|自転療の安全な|紙しばいを作ろう !ゆたかなくらし②

i乗り方 ;かん字集;かん字のいくらしとごみ

一つだい ;め :使い方

うがいのしか?と!年賀状を議こう

正月のあいさつい住所・あて名

・正月のあいさつ

ゆたかなくらし③

.安全を守る人の

しごと

ま宝生手ヨ三の使い方|欝念初め |むかしのくらしCD
|休み終簡のすご|ジャンポカルタ会作i・むかしの遊びゃ
lしガ i ろう i 滋具しらぺ

寒い包の交滋安|文集を作ろう

全

掃除機の使い方

ゆたかなくらし②

・むかしと々の学校

のようナ

作品の義理

教獲の整理

おせわになった人に!なかしのくらしと

手紙を書こう |うつりかわり

12 -



~ 
教 科 別 の 指 導 領域別の指導

算 数

理科 図画工作 道 徳 学級活動
低 高

カレンダー アプラナ 友だちのかお あいさつ カ〉カ〉りをきめよ

4 かずあそ i大きなか 教室のかぎり 自分のしごと フ
ぴ !ず かんげい会

くり上がし くり上が きせっと 遠足の思い出 うさぎのえんそ 自分のマークを

5 りのな りのある 生きもの きれいなもよ く 作ろう

たし算 ひき算 (春) う ゆるしてあ ~fる

くり下がくり下が じしゃく ねん土で作る 時間をきめて 雨の日のすごし

6 りのないりのある .てづくりお こわれたふでば 方を工夫しよう

ひき算 ひき算 もちゃ ;: 

時間の見時刻と時 きせっと 七夕かぎり にんじんさん 夏休みのすごし

7 方 問 生きもの お話の絵 こぴとといもむ 方

水あそび 水の量 (夏) し
じゃがいもパーティを
しよう(交流)

表とグラフ 天気のか 運動会の絵 かぼちゃのつる きまりよい生活

9 絵グラフ j棒グラフ わりかた おしゃれな魚 ノートのひこう カ益力〉りをきめよ

の見方 iの見方 き フ

かけ算九九① きせっと 楽しいかべか おばけごっこ わすれものぜロ

10 重さくら i重さくら 生きもの ぎり ないたたぬき さくせん
J¥ a ， ~ミ (秋) 指人形

かけ算九九② 風車 動く人の絵 まめたろうカ2ん 落ち葉で遊ぼう

11 .かいもの!お金の計 楽しいぼうし ばれ 自転車の安全て

こつこ 算 きつねとぶどう んけんをしょう

かけ算九九③ 虫めがね ステンドグラ じろうくんのわ あぶない遊び

12 形しらべ iいろいろ ス すれもの 冬休みのすごし

!な図型 年賀状 どっちカ宝はやい 方

新しい年 きせっと かるた作り もちつき 今年のめあて

1 長さくら!長きくら 生きもの 紙版画 冬をすごすっぱ ジャンボカルタ

J¥ 品 :<<- (冬) め ~ 

かけ算 空気てっ 鬼の面作り ないた赤おに 学級の 10大ニ

2 1位数x :2位数× ぽう かげ絵 とべた子すずめ ユースをえらぽ

1位数 :1位数 う

わり算 きせっと 長い紙に絵を 金色の魚 春休みのすごし

3 1位数-;- : 2位数÷ 生きもの かこう (1年 学校のうめの木 方

1位数 :1位数 のまとめ 聞の思い出)

※ 音楽，家庭，体育は，通常学級で行うことが多いので省略した。

※ 道徳は，領域・教科を合わせた指導の中で総合的に行うこともできる。

※ 特別活動のクラプ活動は，交流学習として参加するため省略した。

※ .印の題材は，指導計画・案を掲載した。

-13 -

学校行事等

入学式・始業式

1年生をむかえ

る会

青葉運動会

春の遠足

交通安全教室

プール聞き

避難訓練

宿泊学習

七夕集会

大掃除・終業式

始業式

夏休み作品展

運動会

写生会

花祭り収穫祭

交通安全教室

手をつなぐ子ら

の学習発表会

個人面談

クラプ発表会

大掃除

終業式

始業式・書初展

手をつなぐ子ら

の作品展

旦まき集会

版画展

6年生を送る会

大掃除

終了式・卒業式



年間指導計漉一覧(中学校の鋳}

領域・教科を合わせた指導 教科般の指導

作業学習 国語

生活単元学習 (**合*教科草野使 社 会
A 普十 蘭 B計磁 C計画ひ計甑 尽の伊tl)

.私たちの学校 ↑!十年金になって学校の歩みと

4 
-学畿の組織 木工 糊書づ 縫合報告や届け きまり

-学級の設備 -7ガジン {花づ
工γ計画 わたしの町

-1;手間の行事 ラック くり}

τ 草産
宮島漆絡ノート

生活ときまり -花JI.
く

( ・*震話』こなれよ iお祝いの滋り
-学校のきまり -本立て

サルビ 金議魚 〈や乳
エう

5 -家庭のi!~り -重量かけ しミ プ *本を読んでみよ
-社会のき~~り -・燐き板 アパ う

クツ
Tけこ 地返( 夫
ロ {ないた赤おに)

身体の成長と健康 j
~ツク

しン露作 合義 社会のできごと
-自分の身体の コシの

s 成長 ニア マンヨ 再利用 裁し 辞書警のひき方

-病気の予防と
培

手当て
大輪寺寄 ム

もうすぐ夏休み 水 会ローマ学 わたしたちの町

7 • 1学期の反省 古〉
やまわりのよう

-夏休みの計画
け

図欝のつかい方 す

体育祭 推稿のしかた わたしたちの町

-体育祭の計額 縫工 案内状 や留のようす

9 準備・練習・議き ーエプロン *物語を読む 交遂のきまりと

方日など .・なべっか (ねぼうしたねこ)交通機関の利用

暴み

校外学習 -クッショ :;;::1*記録文を読む 世界の悶々

10 
-校外多努の計 ン

乾燥
警 (郵便局の見学)

闘と実施 1*なぞなぞ
j・宿泊学習

貯蔵ヂド必展 1*作ってみよう わたしたちの箆

11 
ぺ学品展の準備 | . のはじまりと移
-務穣ー緩示

販売
*標語 りかわり

-反省など

年のくれ マスコミのこと

-今年の出来事
製作
ば

12 -年賀状を書く
地天

-冬休みのすご *年賀状

し方
か
え

働く人たちの仕事; し *作文 生徒会役員の選

. <l存業生の話を セメント 木工 (冬休みの生活 挙

1 開く コンクリ ト -マガジ 等)

-穀業鶏ぺと職 -とうろう ンラッ 合ていねいに話し

場免学 .u本溝 ク ましょう

文集づくり -カゼツ *ニホンザルの いろいろな公共

。文集の編集 トケー 子ども 線設とその利用
2 
-印刷 ス

水
反雪量

-製本
カけL 

本業生とお別れ会 *卒業文集 わたしたちのく

3 
-お別れ会の計 らしとさきまり

画・準備・機鋒

ミ

14 



河
教 手ヰ 湾立 の 指 導 領域別の綴毒事

学校行事等

数 学 理 科 英 語 道 徳 学級活動

4 
四則の計算 生物の生活と ローマ字を説 学校のiきまり 学級のかかり 新入生歓迎会

環境P む 当番のしごと 健康診級

雲寺刻の計算 ひとのからだ 自分の名前を 整環・3経とん 春の途足 遠 i長
5 援委主と小数 マ字で書 自分の詰畿を守 修学旅行

るには

鎌とグフブ 病気の予防とアルフアベツ ことぼや廠そ;校外学習の約 綴治学資

いろいろな形 治療 |トの読み方 う 東

i平 均 最後まで 自分の特徴そ
§ 知ろう

1学期のレクリ
ェーションの

計調

滋 度 生物の生活と 動物・昆虫の名 明るい家庭 レクリェーシ 七夕まつり

奴入と支出 環境窃 前 認ン

7 植物のからだ 1学期の反省
のっくりとは あぶない遊び

たらぎ

容
長さと広き 草食料と金属 花ー祭実の名fllJ 働くよろとぴi交遜のさまり 夏休み体験発表

妨げ会い ぷZ弘" 

霊祭さと体積 地 球 i鱒主幹なあいさ 怒いやり !学級の係りの 調潔実習

採種と球根う つ るだな 改選 合唱祭

10 え 職業の種類 鑑賞教室

学級文庫の務j

用

金銭泰務 空気と燃焼 一週間の筒い 伎事と草壁任 自分のつきた!作品殿見学

el1!l殿の計算 ヌ7 長雪辱は秀でも い職業 校外学習

11 (ボーリング大 2学期のレクリ j

会) ェーションの

計題

こよみ 電 気 英語の歎 なくてななく レクザェーシ沼ン マラソン大会

12 せ 火のF奇心
冬休みの生活

1 
割j dEh 3 生物の生活と 12か月の百い 私の滋味 i初笑い大会 冬休み体験発表

潔竣5む プま d2b3ゐt 

lEの数・負の数 1発 物 生活のrpの爽 j こづかい帳 働くというこ 鈴φ 分

2 折れ線グラフ 動くおもちゃ 諮集め と 儲訓練 | 
進路の計磁 生徒会役員選挙

分 数 観察のまとめ 主主季のをぎい方 これからの生 感謝のコたそう i3年生とお別れ

3 
き方 じ dZ当2ゐZ 

I iきようなら中

学校

※ 音楽，美術，保健体育，技術・家庭は，通常学級で行うととが多いので議略した。

(但し，資楽・美術・保健体育は指導計溺・案が掲載されている)

※ 道徳は，領域・教科そ合わせた指導のやで総合的に行うこともできる o

書長 特別活動のクラプ活動は，交流学穏として参却するため省略した。

※ .開の題材は，指導計画・案を掲載した。
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イ 碍照課iの繍成

めそれぞれの学校のB諜表と関連を持たせて嬬成する。

モイ}精神薄弱学級では，時間割の鱗り握りが多様に努えられるので，学級の実態に応じて

蹴成することが大切マある。

(ウ) 時開纏編成の手順としては，はむめに精神薄弱学級の時間割を優先的に組み，それに

従って議常学級の時賂舗を組み入れるようにすると，交流学習への参加が容易になる。

斜交流学潤の教科は，児童生徒の実態に応じて選定する。

制編成された時務離については，関定的にとらえることな仁弾力的に扱うようにする。

小学校{掛1) 揮害が比較的重い場合

2 ぴ
一
ぴ

滋
一
遊

題
一
恵

課
一
自

3 I 生活単元

4 

5 

6 

週時間数

導指のun 
科教

を

導

科

指

教

た
.
せ

崎

明

わ

祭

会

期
噂
嫁

蜘

鰍

都

市

A 
仁羽

件ζ

小学校{例2) 障害が中程の場合

土

2 生活感 5'G

お 遊ぴ

遡時間数

銭湯領域・教科をi
形態l:-=-Ll- =~~I 教科別の指導
|合わせた指導i

ぷ与
に3

28 

29 

※ 実態に応じて 1時開会分寵して取る

ことも可。但し，週時間数は小数時間に

ならないようにする。
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俸宅専の程度が比絞的童家い場合

月 ニ色

紛の会

金

務の会

yド

新の会

水

載の会

火

朝の会

中学校{例1)

事きの会

学級の雲寺織自寝苦学級の待関自習全校務会

望絞f下
妻女

ff: 
美生

活
単
一
充

1 2 

講堂~ 
号、業術2 

3 

庭
宅戸溜

額

日常生活 技

学

習

音

楽
学

保

体

数

4 

5 

3 
4 

援
ドー

旬、ミ

術
クラプゆとりゆとり6 

6 帰りの会

領域・教科を
教 科 .¥lU f闘 理事

形
の

特 合合わせた指導

生 作 日 国 社 数 理 T苦 若尾 保 t責 3臨
~U 

I後

腫 揚力 管十

単 業 常 語 会 Aづ"ゐh 科 書誌 術 体 要較 話器

時 3 8 1 2 。3 。3 2 2 5 。1 30 

帰りの会帰りの会帰りの会

週時間数適時間数

、学失年¥¥¥‘¥側形E蟻¥ 、R 

宮両域・教科を合わせた指導 教科別の指導 道 特 ぷ口合‘

出リ
生稲作業 思器禁講義義型普選

活

単元 学習守 徳 動 計

2 年 5 1 1 4 4 2 I 2 2 3 1 1 26 

3 年 5 2 l 5 1 I 4 1 2 I 2 3 l 28 

5 年 5 2 l 4 1 I 3 1 2 I 2 3 2 1 2 29 

自 年 5 2 1 4 1 I 3 1 2 I 2 3 2 2 29 



員眠火，金1校時については3 ~~ 〈例2) 障害の程度が比較的緩い場合
年金のみ，他の先生による

総事撃の程度が民較的経い場合書受講義を受けた例を定員した。

jヲ 火 水 木 金 土 月 火 水 ホ; 金 ニ七

朝の会 朝の会 殺の会 務の会 朝の会 殺の会 朝の会 務の会 車産の会

13習 学級の時間 段寝苦 学級の時間 自著書 学級の待問 自習

1 I 日常生活 1(3年音国楽語) 生穏毒主元 数学
(3年数学)

閣議 1 日常生活 題語 生活鱗胸元 国語

2 I 数学 保健・体育 金総長検元 思議 災術 作業学務 2 理科 英語 作業学習

3 I作業学習 英言黍 数学 役会 技術・家媛 作業学習 3 数学 作襲撃学潔

4 作業学習 作業学習 保健・体育 技術・家媛 技術・家庭
帰りの会

4 作業学習 i 数学

初叫

。。
5 保線・体育 作業学著書 滋語 理科 作業学習 5 作業学潔 理科

6 I ゆとり | ゆとり クラブ 音楽 ゆとり 8 ゆとり ゆとり 作業学習 選択 クラプ

帰りの会 織りの会 帰りの会 織りの会 帰りの会 滑りの会 帰りの会 滑りの会 帰りの会 1織りの会

潮時間数 楽金纏口4校時の3年は選択教科で3if:A奇襲衡矛 3年Bが音楽を選択した微を示す

形 i 審議機・教科を
適時間数

章生 きヰ }3U の ?装 週事 特 f間a、

領合械ぜ・作た教凱鎗科ヤ口削副?国 社教歓 科 別 の 指 l技導ー選択英rl特l合1m 

事苦 わ }3g 

空襲 1 ... I “ l “ I _ I A I ... I _.. 1_. 1 ._ I 二 | 二 | 一i 山 i 軍事 計
慾金 I ~Tfil竺!?l

31 
草寺

. ( )内IJ)葬寺霊堂は3年生の授業終聖堂である。

A，Bは3年生の生徒A.日公示す。



(6) 学磁の行事

ア 行事を実施する意義

精神薄弱学級で稜々の有事を実施することは， )宅窓生徒の経験をJAめ，社会性を養い，好

る上で大いに役立つ。ましい人賂欝係

学級独自 る行事，地域の特殊学級が合間で実施する行事，通常の児窓生徒と一緒

に参加する行事などを積極的に設けること

イ 行事の積類

(ア7精神薄弱学級独自で実施する行事

ましい。

-歩く会 ・誕生会 ・もちつき

.在校生と卒業生の交流会等

-校外学習 ・歓迎会 ・パ…ベキュ

的特殊学級会揮で実施する行事

-校外学習 ・

・スケ…ト体験学習 ・文化スポー

{労通常学級の児賞金徒と一緒に参加す

・学校行事・・・・・・体育祭(運動会)

a出差是り ・なし狩り ・つり大会

・スポーツの集い等

鑑賞教室入学式

-学年行事.....・・遠足宿泊学習修学旅行立志式親子レクリェ…ション等

ウ行事の実施計磁(供〉

め精神薄毒事学級独自で実施する行事の場合

3年8観 歩く会実施 量五

1 目的

(1) みんなと仲よく楽しい一日が送れるようにする。

(2) 学校と閥的地の聞を交通安全に気4をつけて歩くことができるようにする。

(3) 見閉そ広げ社会性を養うようにする。

2 期 日 平成。年O月08( ) 鴎天の時は中止とする。

3 目的地及び見学先 玉造町西蓮寺

4 参怒生徒 男子3名女子2名 計5名

5 8程及びコース

学校 (9: 00発}一一→開拓道路一一一骨西蓮寺 (11: 30務)

" (16: 00務) .... 

6 引率者 3年8組担任 0000
7 準備する物

-持ち物

・5長義
8 実施の手鎖

水笥

とも体育局ジャ…ジとする。

11 (13 : 30発)

予定コースの事前調査一一一一努目的地への使舟了解の確認

学校行事等笑施承認申請書の提出※骨一一+保護者への実施通知一……→

実施 主反省

※様式など詳しいことは，茨城県教育庁教職員第一課編「教職員の巌務と菅潔Jを参照

-19 



4イ) 特殊学級合同で実施する行事の場合

00町特殊学級合同校外学習実施計画

00町教育研究会特殊教育研究部

1 期日 平成O年O月O日( ) 雨天決行

2 行き先 りんどう湖ファミリー牧場

栃木県那須郡那須町高久丙41 4 -2 

3 目 標(1)他の学校の友だちと仲ょくできるようにする。

(2) 日噴体験できないことを経験したり秋の自然を味わわせる。

(3) 計画的に小遣いを使えるようにする。

4 参加人数及び参加校数

小学校7校計23名中学校3校計20名引率者13名参加者合計56名

5 交通機関 大型観光ノTス(観光パス代は，町予算から出費する。)

6 集金額及び集金方法

小学生900円(入園料206円雑費694円)

中学生・引率1，000円(入園料309円 雑費691円)

各学校ごとに集金し，会計係に収める。

7 服装 体育用ジャージ(上衣はジャンパーなど着用可)紅白帽子名札

8 持ち物 弁当おやつ (500円程度) 水筒手ふき敷き物雨具

ちり紙 しおり 筆記用具小遣い2，000円 中学生は時計

9 日程

7 : 30 公民館集合グループ編成集会

8 : 00 出発

9 : 15 上河内SA トイレ休憩

10 : 10 りんどう湖着(ステージ前整列)

10 : 30 グループごとに行動開始

11 : 30 牧舎テント下集合昼食

レクリェーション

10 引率職員の係

12 : 30 乳しぼり体験

13 : 30 買い物

14 : 20 集合

14 : 30 出発

15 : 30 上河内SA，トイレ休憩

17 :00 公民館着集会

17 : 10 解散

全体指揮会計救護(救急箱持参) 写真 レクリェーション

11 その他

(1) 雨の時は，無料のカツパを使用の予定。また，大きなテントも利用できる。

(2) グループのみんなで楽しめるものを乗るように指導する。

(3) グループ編成と指導者は，別表のようにする。(別表は省略)

12 実施の手順

特殊教育研究部員会(細案事前調査パス手配 しおり作成等)

学校行事等実施承認申請書の提出一一一+配慮を要する児童生徒の確認一一一一+

ク.ループ編成と指導者の決定一一一砂保護者への実施通知一一一静実 施一一一+

反省一一一惨事後指導(手紙を書く 年賀状を書く 電話をかける等)

-20 -



(7) 指導記録のとり方

指導記録をとっておくことは，一人一人の児家生徒そ現解し，変容をつかみ，偲々の可能性

そ最大限伸ばしていくために大切なことである。

そのためには，児童生徒の日々の学習活動などの様子役よく観察し，具体的に記録しておく

必要がある。その記録によって児笈生徒の実態把撮ができ，指導方法や進路指導な

料として大いに役立つ。

C 

C 

C 

なお，指導記録を取ると務i久次の点に留意することが大切である。

客援的な態度そもって，できるだけ多面的に先主主主左後を見ること。

先入観を持たず揺定的な見方をしない。

できるだけありのままを記す。

継続的に行うこと。

学期末，学年末の評備としての利用と児章生徒の足跡として残せるようにしておく。

記録の方法としては，自由記述法(連続記録法)，場間設定の記述法，継続時間関鍛の記述

法などが考えられる。

ア

C 

自由記述法

児童生徒の行動4伝統けて記録する方法

一見簡単に見えるが克業生徒がいろいろな行動をするので記録しきれない。そこ"C， El 

分の知りたい行動に線建して記録する。

(伊10一日の中で話立った持動を個人ごとに記入する。

。汚 C 日
火

OFlOE3 
水

月oE3 
フド

。月 C 貯
金

ひとりどと多い |今日は朝から静か|然然1の自に行き i昨日のようにしな
(いつもより長い)Iに学習に取り紛10'.1'-称名衡を廊下|いよう朝から誘う

む。 Iから側僚も誘い主主|と昼休みは図書室
13重うける。 Iに行く。

本人気分悪〈欠席!普通に登校す:号が18:30おう枕する|気分悪く欠席す
する。 I教室に人らず廊下19:35おう枕する|る。

壱はいかいする。

{伊12)一自の流れのやで自立った児童生徒の諜子を器入ずる。※A，B，Cは克家主徒を示す。

Fl 3え

休憩

3 

警鵠号
犠つなぎ

-21 
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イ 場面設定の記述法

O 特定の場面におりる行動を，詳細に記入する。

(例1)宿泊学習のようす 中学年氏名(

活動 入 浴 レクリェー キャ夜ンのドル集サ」いピス
集会 就 寝

食 事 担ド 世 (関所式) その他
内容 歯磨き ション 花火 閉所式 起 床

昼食のにじ 百われると 背中は太っ 出しン物プの 静かに教司会師 ふとんを敷寝 班長になっ
ますはきれ すぐトイレ ているため 「キャ だ の話や くとすく? たためか，き
いに食べら に行く。 手がとどか ホイ」はみ 者をの話に耳 る。シーツ 教室のと

日
れたがタ 夜. 12時10ず洗えない。 んなの中に かたむけ はひけるが より，と 生き
食はきらい 分におこし 前は洗うよ 入って，音 ていた。 わきを折る 生き活動
なキャベツ 「トイレだ うに指示す 楽を聞ばいて ことができ できた。

目 の線切りが よ」素 と言う ると洗えた。 がんって なかった。
でる。がま と 直にお 歯みがきは 足を上げて
んして食べ きて一人で だいたいで 踊れた。

7/21 る。 するな。おも きる。
らしし。

好き嫌いせ 一日直目と同 歯洗みがき，ー フィールド 紙教耳 しぱいや
ずよく食べ 様素にで 面は指や示 ワークは下 師をの話に

日 7~。 きた。 されて れ 級生のめん かたむ

目 っけもの γι， 。 どうをよく けていた。
梅後ぽしは最 見て活動で

7/22 に食べる。 きた。

(例2)精神薄弱学級での交流学習の様子

学習活動・内容 A 子 の 様 子
集団参加度合

3 2 1⑥ 817 
L はじめのことば -前に立つのがうれしくて，きっと出て大きな声で言う。

2. 校長先生の話 -大勢の友達がうれししにこにこ見まわす。話は聞かない。

3 誕生者の紹介 -呼名されると喜んで別に立つ。誕生月日は分からない。

4 プレゼント -首かぎりをもらって喜ぶ。お礼の百葉は指示されていう。

5 みんなでたのしく (歌) -みんなと一緒には歌わず，時々大きな声で歌い出す。

(ゲーム) . )レールが分からず，プレゼントを一人でいじっている。

(おやつ) -スナック菓子の絵にこだわる。

6 先生のお話(協力学級担任) -プレゼントに手をやり，話はほとんど聞かない。

7 おわりのことば .B子が前に出ると自分もわきに行って百おうとする。

@ー→正の行動 θ一→負の行動

ウ 継続時間記録の記述法

O 観察時聞をきめて問題の行動がどのくらい続くか記録する。

(例)指しゃぶり行動の観察記録

観察時間:午後 7 時~7 時30分まで

指しゃぶりの回数

日に指を入れている時間

指しゃぶりの時間

エその他

O 教科別系統的指導におりる児童生徒の実態や変容を記録する。

指導内容系統表(第8章 P121~) の利用

個票作成

22 
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(8) 通債務

通信禦は，児童愛生徒の教育状況(学習，生活，その他)についての学校から家庭への連絡

の一手段である。保護者と児童生徒がよく環解できるものであること，ぞれによって今後の

学習指導に十分役立ち得ることが望まれる。

通信繁の殺まさ形式は.CD評定項目方式，争自由記述方式，告会露者の組み合わせによる方式
などであるが，ミ舎の形式がCD.@.の主義所，怒所在補う上で一般的に利用援が高い。
ア基本的条件

関学智内容や指導の方法と本人の反応や学校での様子がよく理解できるものo

付)保護穏や本人に希望や意欲をもたせる内容であること。

わ)評定項闘や記録の内容が，具体的で詳しく分かりやすいこと。

仲家庭でのしつけや指導など，学校との協カの仕方などが具体的に示しであること。

綿一人一人にふさわしい記述ができる形式であること。

イ 評定の観点

(7)意欲や態捜，関心を震視し，自主的，意欲的に課題に取り組む態度や情窓的な面を大

切にしようといった流れをよく理解した上で取り組むことが翠ましく，判定基準は，指

導内容系統淡な参照するとよい。

付)精神薄弱特殊学級の児童生徒は，年齢が悶じであっても発達段階の授が大きいので，

個々により，問機，内容を立て，ぞれによって絶対評髄をし，

{ウ}遜常学級鍛授や職員からの情報，家艇からの連絡などにより実態

くようにする。

して，克章一

人一人のよさを積極的に評価し，豊かな怠呂実務に役立つような評定をする。

通{言葉は，小学校及び中学校の通常学級のものをそのまま使用している場合L 学級独自

の形式を作成し使用している場合と，両方後併用している場合がある。

小学校(例1) (A…ょくできる B…で怒る C…がんばろう)

学 習 の よ う T 

1 学 期 2 学 葉書 3 学 葉書

評定 所 見 評定 所 見 評定 所 見

国
i 拾い読みでなく，語

A や3たとしてはっきり

語
と議uことができる
ようになりました。

-----. ，、〆、}、， ~~~ ~~~、f、“円 V 

体
育

リズム灘護裁が上手に

できました

学年集会では，クイズの
問題を窓欲的に発表し，

その態度も立派でした。
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小学校{例2)

平成 年度 学轡のあゆみ

教 r……科… 
学 習内容 { 議事 鏑 ) 1学級 2学期 3学期

絵本，テレビ等を霊能しんで見たり隆司いたりする。

間 先生や次支撃の言語をきちんと聞き取るo

国
く 間かれたととにきちんと答えられる。

稿!川い用括件験合いをし落とさずに伝固できる.
す たこときそ綴手に分かるように話せる。

に参加し，質問や意見が震える。

絵本や物語に興味~持ち読むことが出来る。

玉手イ反;si王十音ーの費電み議書きが出来る。

設費
片仮名五十音の読み機器が出来るo

読んで轡いである内容会規解する。

u' 身近なできごとや感じたことなどか常事ける。

( 年)で学習還する程度の淡水の読み務きが，出来

書 る。

助言寄{は，が，の， に， を)が緩切に使える。
昔話 く

係資(思って， たってき事〉吉宣告震える。

助資(ちゃ，に恥しよさ事)が使える。
一一

綴番古ま分かり順序数が日除えられる。(

霊堂 数字の読み語審きが出来る。{

震ま
身近にある物の数が数えられる。(

起し事事の意味が分かり出来る。{

者十 引き多撃の意味が分かち総来る。{

参事 掛け事事が出来る。{

割問主撃が泌来る。(

事乱獲，よる，午前，午後が分かる。

費量 島幸言十が分かる。(
一一一

と 時刻lの計算がお楽る。
護主
担1 災害者表す単伎が分かりはかれる。{
定 重容を語更すたんいが分かる。

温度計や体温計が絞める。

|金お問料金州えら仏

銭 商事幸がlli来る。

~図形表 基分身本n近E 医図形の形が分かるo ( 
器やコンペスが分かり使える。

な自望遠襲やグラフが分かる。{

係自の日付や瞬車紛が分かる。

闘争の変化が分か号事天候などに関心を持つα

~ 
カレンダーが分かり，読める。

体のイ士総みに関心号待ち書室長菱な余震苦が送れるo

自分の住んでいるところが分かる。(

社会の行務や泌来事への関心があり，分かる。

ジャンケンが分かり生I援のやで使える。
活
書尊厳なノレ←ノレが分かち，ゲームなどを楽しめる。

いろいろな悪建築や人々のくらしが分かる。

音楽を楽しんで聞いたち，歌ったり出来る。
~蓄を
楽器の後色の特徴や;s草寺が分かる。(

音楽に合わせてリズムnちが出来る。

楽
導要領な歯なら階名が分かりオルガン害事でひける。

トー一一

トー一一

3悲本的な色の4馬車なが分かる。
関 絵の会議選を決め鍛きたいものが淡浸出来る。

費事る，使うなど}司法主~考えて:仁炎して作れる。

ー絞ま耳のそF臓が分かち作れる。{

評定は，後人とJ;:I:;べてつ付たのではなく，一人…人の努力の後を晃つめてつけたも(/)1
です。毛奇数筒については， 3段韓きでぶしてあります。 1

1Qi-ょくで嘗る Oーだいたいできる A …頒張って詩文しい i 
*のやは，学習した内若手です。 1
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小学校{例3)

平成

数料 理非

年度第 学芸議

習 Ji'I 全河モ~

学童まのあゆみ

書事 'lE 
出来る もう少し 液凝る

E詩書室 絵本，テレピなどを楽しんで兇たり聞いた与する。
う民主主や1主主主の話をきちんと燃尊敬る。
織かれたことにきちんと答えられる。

F話f宇安芸喜とさずにt読後H:l来る。
平仮名.Yi安定名支え十後が読める。(

絵本ややきしい警護学努に興味を持ち費時める。

読んで奮いてある内容を理解する。

平仮名片仮名五十音主主著寄付る。(

漢字詰f分かる。(

感じたことや思ったことが稼げる。

主義務予 告議資， などが使える。(

算数 11際議が分かち綴安手数が悶えられるo イ

:tL，ニ角，附1司令ど?の形が分かる。
みじかにあるものの数を費支えられる。(

足し算，号j襲撃が出来る。{

時計が分かるの

お金が費支えられるc

上七絞が出米る。

を話Bの日付や曜日が分かる。

二仁単テ毛 者手自の天気が分かる。

冬は寒く， 1査は縫いなどの季節の終軽量が分かる。
体の名称が分かる。

左右が分かる。

自分の倹ん?いる住所や電話護者毒事手が分かる。

家の人の名前や磯業治宝分かる。

社会の行事や出来事への関心があり分かるo

ジャンケンが分かり使える。

作霊能 箪花をかわいがり手入れが出来る。

学事事 tそかゐいがり

音楽 芸誌哲書名が分かり楽著警の後ぞきの特徴がつかめる。

11雪獲に合わせてリズムヂfちが出来る。
電文やi色Iと合わそtて模倣表現が出来るの

自分の悪党F引こ気そつけて歌うことが出来る。
簡単な燥なら息詰tl!楽器が使える。(

凶ヱ 見たり，終盤費したことを車舎に災現出来るω

3基本的な色名が分かる。{
材料や用具の名前が分かり包約に応、じて使える。

業主乏ですきなものを作ることが出来る。

品反神iが{作れる。(

体育 合図が分かり行動出来る。

各積の護霊踊力の護憲縫となるま総書が出来る。

連軍勤務主義母使っていろいろな滋びが出来る。

マットや量生事車，跳び箱などの遼遺書が出来る。

ボールの緩いがで書簡時金なボールグームカ~tお型軽る。

水iこ寄託しみ水中での滋びゃ泳ぎが出来る。

家議議 金十籍の用具の翁が分かち扱える。

重喜単なものが縫える。

事毒草重要量災やみじかな材料の名義言語2分かる。

会主主務に喜善心を持ち簡単な総理裂がと詰来る。

IJ、物費襲の淡護霊が出来るG

日常 主党般の着脱がきちんと出楽る。

生主主恥 潟護軍なみだしなみまうまtll来る。
宍f患の区別がつ讃持物の整理がtl1来る。
後拶やiI&獲がきちんと出来る。

自分の係会2分かり責任を持って出来る。

給食の献立が分か号音える。

給食0)議辞書や後片付けが事ちんと出来る。

瀕f書殺の見方
百平定は，告主人と比べてつけたのではなく， ーλ λの都内V>dO有容ζ でぞすか。ノ郎、-'， ものです。各項汚

については、 3綾黙で示してありま自己す入。し{てあり}まのせ中んは。司 "J;;: 
液 学習していないものは，



中学校{例。 (A...できる〉 E会一だいたいできる C…努力が必要である)

学 習

学習

学習意欲

社 i
社会への関心

郷 土

会 i歴 史

学習意欲
英 i

「寸;
i書く

通信票のみかた

評定基準について

の 記

-A・H ・..できる，よい，わかった

-B……だいたいできる

.c……努力が必要である

録

学

期

所 見

漢字を読むことはよくできるようにな

ってきましたが，書くことはやや苦手な

ようです。何度も練習して漢字が議ける

よう根気よく指導していきたいと思いま

す。

初歩約な英語を使っ℃簡単な繁務をそ務

いたり，話をすることはできるようにな

りましたが，書くことがす若手のようで

す。何度も書く練習を指導していゑたい

と思います。

生徒は成長しています。その過程そ評

価したものです。したがって，この評価

が絶対的なものではありません。

家庭におげる指導の手がかりにしてい

ただければ幸いです。

中学校{摂2) 文掌表現の槙評定はまE段階評定54321 の中の数字~Oで獄む)

題 語 i役 会 理 科 i茶 議

漢和辞典の使い 箆の2獲得意のしく ;水溶液の性質を 務省どしたり，議

方がよくできる みを綴ぺ，殺や 三苦手のようです 議べる実験に んだり，幾いた

ようになりまし 絵でまとめるこ 会主図形の学習 大変積極釣な取 りすることを熱

た。 とがで~ ~まし に興味を示しま り組みが見られ 心に取り組みま

学 た。 した。 ました。 した。

期

(評定5④321) (評定5④321) (評定54③21) I (評定5④321) I (評定5④321)
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( )炊ト

氏名

学校生活について

二学繊

( )労骨

中学校〈例4)

一学期

況 学期

C…努力が必要である〉

言語す罪悪く

学習状

B・・・だいたいできる

学習意欲内容

中学校(伊~3) 

(A...できる}

学警雪量悪意ぎ

費主
思考・判断，υ 凋内務学習題材

ていねいに説明する

とよく分かります。

自分で計額約に進める

ことができると良いで

す。

心やさしく，懸いや

ちのある行動最古美雪!(I'j

らオLます。

理
…ト………ート...・ E・.....L.ー…ーし一一……L…………斗…ー
現在

真蘭自に取り組んでいま

す。

家援護学習の忘れが自立ち

ます。

官事

社

A. = 

む"
"" 

非常にやさしく，人に書量

級¥.'TQ

話器
錦織・型車鯵表現・処理考え方学著書意欲内務学習量護材

数

祭主要のなかにどんどん入

っていきましょう。

主主

後

援

の

調

棋

の

し
も
少
ち
と

棋

付

あ

λ
れ

の

を

よ

A
H

額

し

由
国
整
ま

理

9ムMっしま表発
'

の

ず

で

ま

品
別
き

人

でny 

者意

知器量・理軍勇軍袋君主・表君主怒考'じp話題内容学事奇襲喜本意

自信を持ってお話きす

ることができるように

なってきつつありま

す。

1者任長野が強<.安心して
仕事会任せられます。

歯医者6/17 (月)早退

自第

英
轡く読む話す開く学膏耳障欲内容学務鐙材

科

欠
席
・
滋
刻語



(9) 家庭との連絡

児愛生徒の教育は，学校と家庭とで仔われるものであり，両者の連携が鑓れではじめて十分

な効巣が認めるものである。このことは，心身に障害のある児賞金徒の教育に当たる特殊学級

においては，特に重要な欝味をもっちのであり，担任は，きめの錨かい連絡をとるよう努める

必要があるo そして，不安や悩みの多い親の心を思いやり，心のつながりのもてるコミュー

ケーションに心掛けていくことが大切であるo

家庭と逮絡を取る方法としては，家庭訪問，瞭業参観，学級懇談会，学級だより，連絡帳，

電話などがある。ここでは，連絡帳と学級だよりについて述べる。

連絡帳は，児童生徒の学校での一日の生活の様子を要約して知らせたり，家緩までの様子を知

らせてもらったりするちのである。書く内容は，一人_......人の児童芝生徒の良い点そ認め伸ぼそう

とするものが妥ましく，親が対Jif)でさないような児家生徒の欠点、や荷題行動ばかりであっては

効果が期待できないだけでなく，信頼欝係を壊すことにもなってしまう。まして，担任の一方

的な押し付けや怒りをぶつけるようなことは避けるべきであり，常に共に考え，育てていこう

とする冷静な態度で書くよう心掛げなければならない。また，表記もできるだけ平易なものに

し，体裁も気楽に書けて長続きするようなものを工夫すると災い。

学級だよりは，学級や学校での生活の様子を缶える場であるとともに，毅任の学級経営の方

針を理解してもらう場でもある。また児童生徒の作品や保護者の投稿などのコーナーを設け

ることにより，理解を深め合う交流の場としても活用できる。そして，体裁，見出し，カット

などについても工夫し，保護者に読んでもらえるものにすることが大拐である。

γ………吋一一内容の倒…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一…一一一i

O 学級経営に関するもの i 
あいさつや経営上の方針，主な行事や学習の予定，生活自標，集金の連絡など | 

O 児業生徒に関するもの | 
生徒の様子{成長の感じられる事棋を中心に)，作文や爵など : 

O 保護者に関するもの ; 

し 投稿，親の会の連絡など j 

学級だより(小学校の伊U)
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自信 交漉学習

交流学習とは，特殊学級の児童生徒と通常学級の児窓生徒とが，

If.いの人間性を感性的・体験的に受けとめながら，社会性そ幾い，

E豊かな人間性を培うものである。

従って，交流の機会を積極的に設けるようにすることは，双方の学級の児窓生徒にとってた

に触れ合うことにより，

しい人間関係を育て，

いへんに有意義なことといえる。

しかし，実際の場では，双方の克童生徒の間にある個性愛， よる 生活体験や

教育環境の違いなどにより，すぐに平等なまま場?共感的な交流ができるとは議らない。そして，

適切な窓慮に欠けると，マイナスの蛮ばかりの冨立つ交流にもなりかねない。

そこ札機接的な交流を避け，一人一人の克章生徒の実態に部して交流する教科〈活動〉を

るとともに必要にJoじていつでも適切な援助や指導が狩えるよう

が大切である。

交流比校内に限らず抱校や地域社会との掲にも行われるが，ここでは特殊学級と校舟の通

との交流そ中心として述べる。

ア のねらい

は，活動を共にすることを

て，特殊学級の児童生徒の側には，

集閲参加能力や生活適応力の向上を図

ること，また，通常学級の児童生徒の

側には，正しい障害児観の確立と思い

やりの気持ちの育成を図ろうとするも

のであるα

そして，このようにしてはぐくまれ

た伶摺窓識が，将来，共に生きる福祉

くための素地となっていくの

である。

教鱗は，このねらいをよく理解し，

双方の学欝強築を上げるよう指導に当

たる必獲がある。

していくこと

特殊学問縁側UZコ酬岬級の児童生徒

」…「 -rJ--l
l集団生活への機れ無関心，誤解L偏見 l

L………………1 " !鰍 変察隊;傍 i
!自信 f一一一一一一1 務守解 i 
L“一一一一一一一-.J 1_一一一一一一一一J

~ __. _~f 
い襲撃警警!A畿の確立

。生活議事応カ似品]仁
。慾いや号の気持ちの脊露支

¥¥/  
!同時代淡j
U 

共に然きる義襲被校長達者多響くための 3軽地

イ 交流学欝の方法

じ場所で直接触れ合う「直接的交流jの他に，手紙や作品，掌真，録音テー

プ， VTRの交換などによる「間接的交流jがある。一般に，問機的交流は，直接的交流の

・事後の指導の中で行われている場合が多い。

また交流を行う単位も「個人J， r集団の一部J， r集閉会員Jなと?が考えられる。
これらのうちのどの方法を選ぶかについては，交流のねらいや内容により適切に設定して

いく必要警がある。

ad 
?“ 



ウ交流学務の内容

的教科・・・・音楽関画工作(美術)，体育(保健体育)， (技術・家躍)等

{イ) 特劇活動γ・学校干す事 γ 儀式的・・..入学式，始業式，終業(了)式，卒業式等

わ}

持

ト学芸的・・・・音楽会，文化祭，学閣発表会，観劇会，写生会等

ト体育的・・・・連動会(体育祭)，なわとび大会，マラソン大会， 歩

| く会等

L 校外学習・・ー・遠足，社会科見学，宿泊学習，修学旅行等

学級活動，クラプ活動，委員会活動，

-・誕生会，お楽しみ会，季節的行事{いあほり 七夕会，もちつき会，ひ

なまつり会等〉

-・・他校との学習会，交歓会，地域の事への参加等

もき} その他..".休み持罷給食，清掃，登下校等

※ 交流学習の按導事例はP とP を参照

エ 交流字型還を進める上での留意事項

約通常学級の開校との連絡を密にし，協力関係を深めていくよう努める。

O 交流学静中の児裳全徒の様子をよく開くようにする。 (連絡i阪などの活用もよい。)

。 による児童生徒の小さな変容を見逃すことなく，通常学級の担任へ交流の成巣

として伝えるようにする。

{イ)一人…人の児堂生徒へ適切な援助や指導をするよう努める。

。特殊学級の児意生徒の交流学習中も，担任は，
時間割の編成に配慮する。

にrc;じて援助や指導が行えるような

O 一般的な援助としては，作品の製作の子爵げや換ましなどそ行うことが多いが，場合に

よっては，交流を一持止めたり，交流そのものを見直すなどの対応、が必要となることもあ

る。

i一一一慎重な対応が必要となる場合一一つ

i -過疫の緊張状態が見られる。 i 
i -交流を嫌がる様子が見られる。 1 
1 ・ 活動に参加しようとしない。 l 
i -一方的に活動を乱す行動をする。 j 

O 特殊学級と通常学級の担任が授業を交換して行ったり，ニ人の担任がチームを組んで指

に当たったり(チームティーチング)することも効泉的である。

(ウ)交流学灘の輪~学校内へ広げていくよう努める。

O 製作した物や栽培した物を他学級へ分けたり，交換したり，校舎内外に飾ったりするこ

となどは，よいきっかけとなることが多い。

O 休み綿織などに，遊び道具の多い特殊学級そ鵠放することなどもよい方法である。
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側議解・著書発

心身に猿警のある兎童生徒が，その欝警に基づく種々の設立難を究議して，強く生きょうとす

る意欲を高め，積極的に社会に参揺していくためには，この先窓生徒に対する一般社会の人々

の理解と認識を深めることが何よりも大切なことと考える。

しかし，地域によって考え方に違いが見られる場合があるので，理解・啓発は，あくまで地

域の実態そ考慮して，現段踏で一番効巣があると思われるものそ実践していく必要がある。そ

して，誠意を持って担当者が障害のある児章生徒に取り組んでいる姿勢せをみせることが理解・

啓発の基本であることを念頭におくことが大切である。

そのために，精神薄弱特殊学級担桂として，教職員をはじめ， PTA，地域社会の人々に心

身障響児の理解をしてもらうための方法としては，次のようなことがあげられる。

ア 学校内の教師・児業生徒への理解・啓発活動

開確かな実践の積み重ねを通して，児童生徒ヘカをつけていく。

(イ) 学級の様子や学習方法，児童生徒の変容などについて，他の先主主方へ話題を提供する。

・職員会議や学年会において 特殊学級の;思議室生徒の爽態について理解してもらう。

・学級だより{学級の児童生徒とー絡に作ったもの主主的色 f畿の学級へ配布する0

・学級の会食やお楽しみ会などに，先生方や議常学級の児窓生徒を招いたりする。

• l護常学級のやで認められるような場の設定をしてもらう。(グループの一員としての位

護付けなど)

・校舟で発表の場を設t:t， B壌の学習の成果そ披露ナる。(学務発表会・校内放送・作品

綾など)

併特殊教育研究部の活動の充実を函るo

・校内研修の場の設定。(校内特殊教育研修会の実施等)

-特殊学級経営案や校内就学指導の手引きなど に蹴付し，特殊教育に対する共通

理解と協力体制の確立を図るように努力していく。

・各種研修会への参加や自主的な研修を積極的に行い，専門的な知識・技能を高めるよう

に心がけるo

t:.)麗常学級の障害のある児童生徒について，相談に応じたり協力していくように心がける。

(同盟任と連携しながら，運常学級の児童生徒の指導も横綴的に行っていく。

伶}管理職の理解を深めるため，報告や相談を密にし，進んで指導を受けるようにする。

イ 地域社会に対しての理解・啓発活動

約保護者との深い信頼襲係と連携を大切にする。 との連絡を参熊}

4イ) PTAJ:広報誌などを務局して，盤をの考えていることや，爽穣棋の謡介など，好意を持

って見守ってもらえるような内容を進んで発表していく o

{労作品緩や名種行事などに積極的に参加し，見叢生徒の活動を知ってもらうようにする。

伺教育講演会の開催やPTA活動の一環としての養欝学校などへの視察ー見学を実施する。

的地域によっては， r手をつなぐ親の会jなどを組織して，積極的に活動している所もあ
る。

(例えば， r手をつなぐ幸男の会会報jなどの独自の会報そ発行している。)
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(12) 進路指導

特殊教育におげる進路指導は，

すると卒業時の進学や就職の斡旋・

という観点から特に議要である。進路指導はとも

ととらえられがちであるが，生徒の主体的な進路選

択や適応に関する能力・態度の育成4をはかることが中心でなければならない。従って，進路

指導は学校生活全体を過して，て?きるだけ早い時期から継続的・計商的・総合的に行われる

ことが望ましい。

ア 進路指導の内容と具体的活動

的進路指導の前提

卒業後に円滑な社会生活を営むために，実社会において要求される能力や態度を学校

教育のあらゆる機会後通して早期に，なおかつ継続的に指導し，育成しておくことが大

切である。

。知的能力の育成
文字の読み書ゑ計算などの知識技能と

O 健全な性格・行動の済成

自然についての基礎知識を育成する。

精神薄弱者の職場不適応の康問札対，人関係の失敗にあると雷われている。感情を

コントロ…ルずるカや臨難を乗り越えるカなど令塔い，

却である。

を持たせておくことが大

。健康安全の指導
健康安全への意欲を高払

きるよう指導しておく o

O 技術的作業能カの育成

話と守三・足な

できるようにする。

O 社会生活態カの育成

あいさつ・ことばづかいな

のもち方，集踏で協カずる

。労働への意欲の高揚
作業に対する明確な

機械などの安全な取り扱いがで

る謬11練をして，安全で能率的な作業が

も含めた好ましい交遊関係

る。

その成就感を味わわせるとともに集団への

高い貢献度を感じさせることが大切?ある。

O 進蕗へのピジョン受持たせる。

様々な具体的場商において早い時掛から滋路について話し合い，できるだけ直接体

験を通して進路へのビジョンを持たせる。

村)進路指導の具体的活動

進学や就職などの進路そ決めるための具体的活動?あり，その機能面から大別すると

次の6つの活動に分けられる。

O 生徒理解を深める活動とき佐徒に1Eしい白日現解を得させる活動

適切な進路指導を行うために，教師が主主徒個人に関する議資料を農寓に収集し，

人一人の生徒の陣容の糠度および能カ・適性などを栂援するとともに生徒にも将来の

進路との関係において自分自身を1Eしく理解させるο
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O 進路に関する情報を得させる活動

・職業に欝ずるもの{一般情報.~ . .職業の内容や特急，職業と報期1，職業と資格等}

{異体情報...・毅業の特徴，仕事の性質，労働条件， j投入等}

・進学に関するもの{養護学校高等部，各種学校，潟等学校，公共職業言11練校等)

・精神薄弱兇の施設に関するもの{精神簿弱兇総設，精神薄弱児通園施設，コロニ

精神薄弱者更生施設，精神薄弱者授産施設等)

・家事・家業従事，在宅に関するもの

O 啓発的経験そ得させる活動

職場・施設の見学や実習を通して，自己の能力・適性および興味などを理解さ

具体的，実嬢的に議長絡に00する情報を得させる。

。進路に興ずる箱談の活動
卒業年次に緩らず，入学した持から，学校生活のいろいろな機会をとらえて，継統

的に揺談話動を進める。

O 就職や進学に織する指導・援助の活動

生徒の進路選択時における援助ゃあっ旋を具体的に瀧める。

0 卒業後の泊指導に関する活動

卒業した生徒が，それぞれの進路先でよりよく適応し，さらに，進歩向上すること

ができるように卒業後も引き続き指導・援助安行う。

イ 中学校特殊学級卒業後の進路状況

中学校特殊学級卒業後の

進路は，愈進学

高等部，高等学校，

校，各種学校，公共職業訓

練校)②就職 @精神薄弱

者の施設，④在宅

事業従事)などがあるが，

本擦では表1のように就職

者が釣50%，進学者が40%

となっている。

また，主な就鞍先は，本

センターのアンケート

(平成元年度)の結果によ

表1 rド学校特殊学級卒業者進路状況

進路先区別 努 女 計 % 

全日制 11 3 14 5.0 
高等学校

定時制 5 1 6 2.1 
本科

通信制 6 6 2.1 

進学者 盲・聾・養高等部 35 35 70 24.7 

専 修 学 絞 8 8 16 5.7 

各 種 学 校

公共職業訓練校

就 章表 革雪 ヲ 42 135 47.7 

そ の 他 15 36 12.7 

卒業者総数 173 110 283 100.0 

平成4年度「茨城の教育J(茨城勝率投資主義教職鈴第二課特殊教育家発行)

ると，①機械組立業 φ縫製業@紡績・レース業ゆ級金鉄工業@飲食業ゆ建設業

⑦サービス業 骨建装業。在官業⑮自動車修理業などが多く，そのうち就職後の定積

度が高いのは <D縫製業命簡単な部品の組み立て業怨製造業の単純作業などで，反対

に，底員やサービス業など人と接する機会の多い業援は長続きしない額i匂にある。

従って，磐殊学級における選蕗指導では，特殊学級卒業者が実社会の中で自立し，好家

しい人爵欝係を維持しながら安生きがいをもって生活で怒る綾カや態度を育て，身につげ

させることを重点に進めて行くことが大切であるa
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ウ 就職に関する指導および援助

併職場開拓

中卒者夢中でも精神薄弱生誌の就職先はきわめて限定されるので，日常的に職場開拓

の努力そしなければならない。職場開拐には次のような方法が考えられる。

O 公共職業安定所からの紹介

事業業紹介，職業指導などの業務を行うため震が設覆する機関で，特殊学級の生徒お

よび保謹穏に対しても職業相談そ行い，職業能力評価などの検交をもとに本人の能力

や希望に応じた職業を紹介してくれる。

O 新開折込み「求人案内J，就職関係の雑誌からの紹介

されている文面から適当な犠場を選ぴ， した上で実擦に胤を運んで緩か

めるo

O 縁故関係からの紹介

保護者の緩戚，知人. PTAの役員などに紹介してもらう。

O その他

i司校の卒業生が事業主になっている会社や先殺が就職している会社に依頼する。

的職場見学，現場実饗

適切な進蕗指導を作い，就聴後も安定した勤務ができるようにするため費税場見学，

現場実習は必ず行いたい。その際，次の点に留意すること。

O 教育活動の一環として，学校の年熊計画に位讃づけ，校長の許可そ得ることo

O 公共職業安綻所など，関係機爵と綿密に連絡をとることo

C 実習車場所の選択は，教育的に配慮さFれていることo

。安全対策が十分なされていること。
(ウ)就職援助のための施設

公共職業安定所の他丸特に心身障導者の就職の援助を行う機関として次のようなと

ころがある。

O 心身欝答者藤用促進協会

心身障審者の援用に関する麗用環境の整備や技術的事項などについて指導助言を行

ったり，雇用に関する調査研究などの業務を行っている。

。心身母害者職業センタ
公共職業安定所との連携のもとに心身障答者の職業相談，適正検査室，職業指導お

よび就鞍後のアブターケアーなどを行っている。

本祭の場合，友部町にある援用促進協会の中にセンターが設寵されている。

t:) 心身障害者の雇用に関する援護措置

精神薄弱者に対する就職援護措鐙{職場適応訓練)や事業主に対ナる雇用揚成措置(麗

用奨揚金}などがあり，いずれも公共職業安定所が窓口になっている。

ヱ進路指導の年間指導計画

特殊学級における年間指導計磁は，その学級のその年度に応じた計画が窓案されるべき

であるが，その際，進路指導主事そ中心として学校全体の計画の中で立案されること

ましい。
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進路指導年間計画{中学校特殊学級の例}

月

4月

。{鎚禁の作成と整理

。進路指導委員会 1 10職業安定所頭談5月10現場実習の計磁と関|10職場見学会，笑潔事業所訪問
係書類の作成，援出 li o生徒，保護者への進路と事前指導

。現場災溺引率 2 一一ι …
s月
。務場笑務評価

。滋絡情報の収集と整

理
7河川進路希望先見浮会
。夏季休業中の指導計

画

。現場笑習事業

所訪問

O実習関係書類

の提出

。現場実習事業

所訪問

。学校児学依頼

O機業能カ評価

依頼(職安)

卒業主たの巡指導

のための計画

。前年度の卒業

生の進路状況

一欄表作成

。卒業生への逃

指導

。新就

業所訪問

。卒業生が進学

した学校訪問

見学

。招集指導

。事業所訪問，職場潟

8月|妬
。家庭訪跨

。合同一 10家庭訪問 1
0轄所訪問と :0問問

。保護者による 職場開拓

。戦場見学 | 職場開拓
02ヤ英語指導計爾作成

9月10進路指導委員会
(特殊学級卒業者進

路対策

。現場実潔の計i磁と関
10月i係書類の作成，提出

11月

。現場実習評錨

。職業相談索作成

。私立高校推薦入学者

辛苦窓会

。就敬意義翠省事前指導

計磁
12月10内申養作成検討会
02学期のまとめと 3
学期の指導計額作成

。職業指導講話

。職業指導講話! 依頼(職安)

聴講{職安〉 C 実務事業所訪

湾
。職業能力評儲 。高校説明会 。養護学校教育

(職安) 。養護学校教育 相談依頼

。現場笑習 棺談

{第2期) 。爽習先訪問
。実習反省会 03寝苦軍事後報告。現場笑湾事業

指導 所訪問
0三者蕗言葉

o職業相談{被安来校)

。搬希望者事lo学齢m 円。就職峨れ10前年度卒業生
前指導 談 合わせ への文書養指導

10高等学校出綴 :0就職商談 。就事表面談

1河川就職面談 ! 
C渠立高校推薦入学制

定会

2丹

3fJ 

養護学校， A霊祭技祷学;

院出願および関係議類作成
。就職内定者の10就職内定先へ
現場実習 j の訪問
。選考試験受験 。養護学校選考

試験は保護者

。就織内定先で| 同伴

の現場爽習 10進路先の獲認

35 

。鋭機内定先へ 10内定先の卒業

の滋鰐 | ゑとの懇談
。進路先，職業10滋絡先卒業生
安定所，実務| との連絡

先への訪問
。関係書類送付



2 小学校学習指導計湾

第2・3・4・5・6!学年生活単元学習指導案

1 単元名 いちごっみにいこう(市内小中学校合鰐学習)

2 単元設定の理由

いちごっみを通して地域の特産物であるいちごや郷土を理解させると共に，部会内の小中学

校の児業生徒の親睦を図り，積綴的に活動d 豊かな体験をさせようとこの単苅そ設怒し

友達と協力しながらいちごっみそし，お世話になった方や自然の恵みに感謝する

て，友達と仲良く活動して学級聞の友情を深めたい。

3 目標(1)友達と協力していちごっみ必ずることを通して，お世話になった方や自然の蕊必

に感議する気持ちそ育てる。

(2) 集毘の中でのルールを守り，協識して行動しようとする気持ちを育てる。

(3) 呂的地や飽の学校のある場所などを地図で確かめたり，地域の様子を理解させる毛

紛感謝の気持ちをこめてあいさつしたり，手紙を書いたりする態度を育てる。

4 指導計蛮 (20蒋罷扱い〉

第一次 いちごつみの学習撃の計磁を立てよう i 一一一…イ学智内容}

学習の計趨を立てる。 一一-----・…(活動内容)

し合う。

(2)一一一一一一(時数)

第二次

(8) I日程・内容につい

て話し合う。 る。

調で図地を地的

る

呂

ぺ

約策を決めるo

鎖する。

(I) 

第三次いちごっみに出かけよう

約束を守り，楽しくいち I友達と協力し，歌やグー
ごっみせ皆する。 Iムなどをして活動する

(3) (2) 

第四次 いちごつみの反省そしよう

(3) Iいちごつみの様子を絵や作文 I感謝の気持ちをこめてお礼の
に表す。 | 同紙悼し
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5 ::lド時の学習 {第ニ次 第7蒋}

(1)目標

ア どんな時にどんなあいさつをすればよいかが分かる α

イ 心をこめたあいさっそしようとする気持ちを持つことができる。

ω展開
@IQ 75以上 @IQ 50"-"75 @IQ 50以下

学務内容・活動

どんな人にどんなあいさつ

すればよいでしょうo

2 いちごっみでは eんな人

に会うか話し合う。

Oいろいろな学校の先主主や友

達

Oいちご畑のおじさんたち

3 どんなあいさつ恋すればよ

する
;指導ょの綴主主点

内容 j

・たくさんの人に会う災い機会なので，

時と場所に応じたあいさつを心をこめ

てしようとする主意欲を潟めさせる。

信足並いちごつみの予定そ思い起こさせな

がら，どこでどんな人に会うのかを考

えさせる。

嘩〉ー績に行〈人ゃいちご焔にいる人につ

いて教える。

-行った善寺，然る雲寺，いちご熔の人たち

教材・教災害事

・さを滋主義元

1緩

-いちょ?っ

みのしお

り

いか考え，話し合う。 に先生や友遂にというように，いろ I.ワーク

O自分の考えをノートに議く。i鼠CIII2 I いろな場部でのあいさつを考えさせ j シ…ト

。行て3た防

C旧ゆ#艇で(..かの"1'包I"'lll倒tや米主容に》

r三ん1:ち11. 、

よろLく1>'.1覇買いします.

い色ご".で (IJCe'んたち応》

ゴE苛程一一…
ι、せま毒itな 11まれ

る。

⑤どんなあいさつがよいか相手の気持ち

になって考え忽せる。

⑮あいさつを教え，ノートに番かせる0

・義本的なことば以外は，一人一人の考

えを大切にする。

Oどんなあいさつきをしたらよいi思AIIIぬ

か話し合う。 1社AIV71領ゅの令官途のれのあ物を
取り入れられるよう助言する。

4 それぞれの場関マのあいさ

つの練習をずる。

0録音して聞き合う。

社AIII7 I@ゆあいさつは心がともっていることが
閤Aill7 I 大切なこど疫機解答せ，工夫しながら

練習させる。

(持主光綴)

⑥あいさっする相手になってやり練習さ 1・T…プレ

せる。 I コーダ…

ゆ評議

ア それぞれの場磁でどんなあいさつをしたらよいかが分かつたか。

イ 心をこめてあいさつの練習をすることができたか。
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第3・4学年生活単元挙穏指導計画

単元名 みんなでたからものそさがそう

2 単元設定の理由

学校の児童たちは，自分の教護の中にいることが多く，校内の行動範囲は極めて狭い。その

ため，いろいろな特別教室がどこにあるのかわからない児裁もいる。また，担征以外の先生と

をしたりすることも少なく，誰とでも話をするこということが苦手である。中には，積極的

に話ができても，開き取りが懇く，相手の話の内容が現解できていない児童もいる。 訟殺など

を頼んでも十分に用が足せなかったり，必要に応じて先生に開いてくるということが鼠難であ

る。

そこで， rたからものをきがすjという活動をみんなで協力して遂げさせる中で，多くの先
と揺をしたり，しっかりと話そ儲いたりする態度を養わせたいと考えた。また，いろいろな

く経験をさせることによって，廊下を正しく歩くことや，教室を訪問する仕方なども

合わ伎で指導していきたいと考え，本単元を設定したo

3 関 標(1) rたからものをきがすjという一つの閥的を，みんなで協力し合って成し遂
げさせ，その成就感を味わわせる。

(2) いろいろな先金と積極的に話をしようとする態度や，話をよく艶こうとする

態変を養う。

(3) 正しい廊下のさかや倉礼儀をわきまえた教家離簡ができるようにする。

4 機嫌計蘭 (10時間扱い}

等兵教材占叫意留のよ導指
る

容

す

内

連

習
関

学動活
容内習学

数

次

時

1 学習のめあてそ知るo -用事告と頼まれて，できたこ

とや失敗してしまった経験

を十分?と引き出す。

-話会よく織くことの大切さ

に，気づかせる o

-話をしたことのある先生は

誰か，児童震の爽態を把握す

る。

国AII1・6

第 (1) 今までに，先生にJll療を!社Aill6 

頼まれて，後の教室をや先生

のところへ行った経験につ

いて話し合う。

(2) t担任以外の先生と話4をした
経験について話し合うo

。いつ， どこで， どんな話そ

したか。

(3) 大事な物をしまい忘れ探し

た経験について話し合う。

(4) これから学習雪ずることを知

る。

l学授の中で山晴糾
て宝物を探す。 I

-採し物そした経験と宝物探

しを擁護撃させるようiこする。

.学著書内容を潔解させておく

ことによって，学習意欲を

高める。

次

(1) 

2 宝物探しの方法について知

る。

(1) 宝物は，自分が一議大切 -宝物探しの意欲を高めるよ
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している物を持ってくる。 うにする。

第 I(2) 先生にたずねたり，メ|社AIII 11 ・メモに書いであるとおりに
'f:.地図を見たりして宝物 11議A滋告i 行動すればよいことを埋解
のをりかを探し出す。 させる。

(3) 宝物を探すのをこ必婆なこ j役務総2・4¥ .先生の話をしっかりと開き

とを練習する。 取る練習をさせる c

。廊下の正しい歩き方

。教室を訪問する時の礼儀・教室に入る時，出る持の干し 1.校舎内の地

O校舎内の地図を見なが 儀脅しっかりと練習させる。 1 斡

ら，赤色で染めてある教・地図の見方を分からせる。

室に行く。

O先生附する話し方 |悶 AIII10j@敬語を使って話さなければ

次

(2) 
ならないことに気づかせる。

3 先生の宝物探しをする。 関AII 4 ・初めに，担任の宝物を探ざい怒伎のさ援物

せる。

e先生方との話は，テープレ川テ…プレ

コーダーに吹き込んでおく。 Iコーダ…

メモ II社 AIII31参校長先生に開きたいことを，

社 A V 11 前もって考えさせておく。

図AIIIい71

国 AIV 81ゆメモ帳に書いておかせる。 トメモ1綴
.廊下の右側をー列に並んでい指示内幸容を

悶AII4'91 歩くようにさせる。

凶 BIII 9 

番いたメモ

ンカ空一

そ

の
モ

ど

メ

'+Am 

'

き

を

唱

。

nノ
シ

」

ヲ

hv

た

こ

せ

し

る

ら

を

す

や

話

り

も

A

P

E

-

一、
-
7

」

1

1

t

 

生

ん

意

先

読

児

-ドアをノックし r失礼しい校舎内の地
社主 II11 まれ jをはっきり言わせ i図

る。

-前もって，協力していただ

く先生方と打ち合わせをし

メ 11悶AIV101 ておき，メモや地図を渡し

社 AIII71 ておく。

-一回目だけは，担任も間行トビデオカメ

メモに書いてある教室長に行 |磁 BIII61 し，児童の様子を観察し. 1 ラ

急宝物を見つける。.I社 E II 1 I 教室での指導の材料とする。
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-適度の援助を与え，できた

という喜びを味わわせる。

4 友達の宝物探しをする。

(I)Aちゃんの宝物そ探す。 社EII 1 -会う先生や，宝物のある場・ ちの

(2)Bちゃんの宝物を探ず。 所を変えたりして探させる。 宝物

(3)Cちゃんの宝物を探す。

5 宝物探しの反省をする。 -ビデオ

(1) 廊下を正しく歩げたか。 社BIII2・4 -ピデオにとっておいたもの

(2) 教室訪問の礼儀がきちん 社AV 4 を見ながら話し合う。

とできたか。

第
(3) 先生方と，はさは舎と話が 図AIII1-2・7 -一人一人のよくできている
でき，話もよく間tttとか。 ところを見つけ，賞賛する。
悼みんなで協力しでできた を土AIV5 

iJ'。

西
s 協力してく 緩AIII 7 

-能力に応じて書かせるよう -作文熊紙
お干しの手紙を議く。 社A滋 3

にし，プレぞントと一絡をこ -
7 お手しのプレゼントをfFる。 鼠A11I1・2・3

渡すようにさせる。

-感謝の気持ちとして，自分 -まきり紙類

次
(1)何を作ったらよいか，

たちでできるものを心をこ -1立ぞう紙

億人か共障にするか，など
めて作らせる。 -りボン

を話し合う。

(2) 協力し合ってプレゼントそ -プレゼント
(3) 
作る。 Hヤる材料

8 プレゼントを先生方に腐け -一人ずつ，お礼の言葉を醤 -プレゼント

る。 って渡すようにさせる o の品

(1)何と言って渡したらよいか

話し合い練静する。

5 評価

∞友達と語力し合って，蛍物を探すことができたか。

(2) 先生方と恥ずかしがらずに，はきはきと話すことができ，しっかりと話も潤げたか。

邸主しい態下の歩行，礼儀をわきまえた教室詰需ができたかα

6 配慮事項

(1)話し言葉を伸ばしたり， き取る力をつりるためには，韻語教材で行まく

者jというような単沈を設定し，記事を書くために，いろいろな先生にインタピュ…そした

りする経験をもたそることもよい。

(2) 校舎内だけでなく，校庭も使ってやれば，距離等の算数的内容をふくらまそたり，ま

メモを探しながら，メモに欝いである指示の還りに有動して，宝物の在りかに辿り着くよう

なゲーム的なものへと展開させることも考えられる。

(3) ここでの学習が，校外で見知らぬ人に道をたずねたり，いろいろな人と積極的に揺をした

りする時に生かされるように発腰させるo

(4) この学習を進めるにき切っては，場面や能力に応じて適度の援助をし，自分で探そたという

成就感を持たせるようにする。
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第4・5・6学年生活単光学習指導計資

1 単元名 慾い出のアルパムを作ろう

2 単元設定の遼自

6年に進級した究室訟を中心に，アルパムを作りたいという緩いが出された。受け身の生活に

なりがちな児童たちにとって，一年間にわたる活動に継続的に取り組むことは，日々の学校生

活への関心を高め，主体的な生活態度をはぐくむことにもなる。また，この活動をやり適すこ

とによって，成就惑を十分に味わうことができるものと患われる。

そこで，これまでに在ってきた毎月のカレンダー作りや生活単元i儀作りの活動も組み入れ，

学校生活の記録でもある患い出のアルパム作りを年期そ通した単元として設定した。

3 隠機的協力して思い出のアルバムを作り上げた喜びを味わわせる。

(2) 日々の生活や学習の記録をしていく活動を通して，学校生活に対する興心を高め，

意欲的な生活態度そ育てる。

4 指導計醤 (63時陪扱い〉

ラシ

・一常警に

まとめる

次[学智内容・活動
{善寺数}

関速する

学智内容
指導上の綴懲点 i教材・教具等

第

1 学習の計樹安立てる。きとこAIII5

(1)怒い出のアルバムにの

せる内容を話し合って

決める。

O行事とその感想、

O学習

。写真

-日常のさ長級の中で取り組ん|・見本となる

でいる活動をまとめた記録| アルバム

であることを分からせる。

ウ

。
ア

る

イ

め
レ

決

ベ

の

て

寓

ト

分

つ一一ηJ
内

配

「

ベ

話

0

0

1

け

内
F
h
M

次

主主二AIIII0い写真係， ワ…プロ係，イラ

スト係な e:i::な役割分担も

(2) 
(3) 1年間の活動の見通し

受話し合う。

。月毎に 1ページずつ

3月に 1さつにまとめる。

話し合って決め，各自の活

動会災体化するとともに共

閥の活動であることをつか

ませる。

. 1年後には， りっぱなアル

バムができることを予想さ

せ，殺欲を高めるようにす

ミ;'0
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1
4
i
j
 

-

a

j

i

j

i

-

-

i

;

 

3ι
う
J

i

2

 

2 月毎に患い出のアルバム -行事は，兇3殺の興味・関心の

を1ページずつ作る。 高いものの中から取り上げ，

(1) 4月のぺ ジ唱と作る。 国BV8 短い感想やメモ，スナップ写

(2) 5月のページ合作る。 真などそfずけるようにさせ -恕い出のア
第

きた九BIII4 る。 ルパム用紙

社AIV5 -写真

主主 3尽のページを作る。 -学著書の記録比分かつてうれ

一 生九BIIIl しかったことやびっくりした -ワープ主主

理cbIII 1 ことなどそ中心にまとめさせ

る。 '15えんぴつ

'15えんぴつ
次

一""ーート扇舟
月 -お天気調べは，ワー

恩
プロを使って，表や

も〉 グラブにし，ぞれか
(55) 出

思 の らか月鰐の天気
機・，~~~*ーーー---・事 し〉 ア

出 Jレ の様子を読み取って
月お天気誘べ: ノて

スナップ写真
ム まとめさせる。

3 月毎に作った11枚のぺ…

1 ・児童の特性に合わせて役割分

‘厚紙

ジをとじて，思い出のアル

2お パムに仕上げる。 担をし，協力してーさつのア -リボン

O表紙，裏表紙 ルパムに編祭きをきる。

次 。とびら -パンチ

(5) 
O目次

O後書き

O奥付

2お 4 反省をする 生九BIII4 -一年間の活動をお互いに認め合わせながら，

次閥 (l) 十分に賞賛する。

;
1
2
2
-
a到
1
3
4司
咽
丹
羽
週
綱

ass-ι

，E喝
看
帽

43?お噌
Z
a
t
T
Z司
4a司
a
句，‘
aJで
・
毛
吹
?
ヲ

e

評錨

(1)協力して，思い出のアルバムを作り上げることができたか。

(2) 患い出のアルバム作りの活動に窓欲的に取り組むことができたか。

6 

続獄事寝

(1) 内容は，その月の学級の生活の中から適切なものを選択し，盛りだくさんになりすぎない

ようにする。

アルパム作りの活動においては，役額分担をしながら協力し合って活動する場を多く設ける

自分の跨りの友途や生活へのかかわりを広げていくようにする。

42 -
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第 4・5・6学若手 際語科学習指導案

1 単光名 お話を読もう[おやゆぴひめJ
2 単元設定の理由

読みの力をつけることは，日常生活や社会生活に適応していくためには，極めて大事なこと

である。絵本や童話を読むことにより F 語棄を増したり想像力を高めたりと，言語能力を伸ば

すこともできる。しかし， このそ子供?とちは文字への主主誌が大きいよ，テレどなどの塁手響で本を

にすることが少なくなっている。そこでき児童の能力にあったもので興味を示す絵本や童話

そ取り上げ，読む楽しさを味わわせたいと考える。教材として取り上げた[おやゆぴひめJは，
テレビでもアニメ化されており子供?とちも良く知っているお話である。とのお話は，場面の変

イ七が踊序だっておりあらずじがとらえ易い。また，子供たちに親しみのある小動物がでてお話

が展開したり，夢があったりと児設が興味を持てる。更に，小dなものや自然に対するやさし

さも感じられる作品である。

ることにより，心情や，

として自分を主人公に蜜きかえてみたり，詩葉調べや顛読を

えて読む読みの深さも能力に応t;て指導したい。

3 扇 標(1)絵本を読んで話のすむが分かり，内容をとらえることがて?さるようにさせる。

(2) 絵本や叢惑に穂心を持、，自分から本を読もうとする意欲を持たせる。

ヰ 指導計源(10詩摺扱い〉

-句読点に気をつげて読む。

.気持ちをこめて読む。 -音読を録音し聞き合う。

(l) 

-読んで文のやから登場人物をとちがしだす。

'TPシートに登場人物の絵を事務く。

本時(1)

{いくつの段語専に後るか}

(1) 

吋

感じたことをまとめてみよう

-読んで思ったことを発表するo

e主人公に手紙を書く。
(I) 

(1) (1) 

-セリブをもとに気持ちを話し合う 0

.TPを使い訟の流れを発表する。

(2) 

-まとめた段落般に襲撃手令話す。

{始め，どうなったか，ぞれから，終り}

(1) 

-絵の場面を説明ナる。 (1) 
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s本時の指導(第二次 第 1時)

(1) 目標

ア jOやゆびひめのお騒に登場してくるものが分かる。

イ TP シートに登場人物の絵を書~，感じたことを発表できる。

(2) 展

学習内務・活動
学習内諸事

指導上の留意点 教材・教具毒事

エ 本時の宅幹事雪内容を知る。 -記i持tこ役都読み令したことを思;・絵本 fぉ|
おはなしの中に出てくる 間 BIII4 い応急せ導入とする。 やゆぴひ

ものをしらべる。 -カードを読ませめあてを明確に めjあか

2 挿絵そもとに会場醤の様子を させる。 ね著書房

っかか。 -テ プの範読後一度額かせる。 -カード

。)絵本を読みながら出てきた 国 BII 6 場挿絵を手がかりに3たのやから後 -絵コむ ド
ものに印をつける。 させる。 -カセット

~やゆぴひめの誕生 @文告と読み出てきたことばと絵を テープ

一致させ印をつげさ売さる。

花の国の王子との結婚 命文を読み出てきたことばそノー

卸会話文豪読む。 トEこ書きださせる。

ア感情をこめて読む 思AVll -絵カードをもとにその時の務景

イ 役割分担して読む を思Lいおこさせる。

(3) セリフせをもとに各々の気持 国Arv 5 ⑮その時の様子を動作化させて現

ちを話し合う。 解できるようにする。

く予想される主な発表> @譲が何をしているかを場面ごと

.~やゆびひめーかわいそう におさえさせ理解させる。

-ひざがえる一一いじわる 惨どういう理由でそう思うのか，

-のねずみー…ーしんせつ 感懇も言えるようにさせる。

。もぐら一一一いばっている -友達の発表を良く飽かせ感じヌI

-つばめ一一一ーやさしい の異同をみつけiさせる。

3 TPシートに好きな場磁の絵 図Aarvl .OHPで参考絵を写してみせる。 .TPシー

を描き様子を話す。 -婦絵を議参考にか務たい場関令{中 ト

(1) かきたい場簡を捜す。 ぴ伸びとかかせる。 -マジック

(2) マジックマかき色をぬる。 母何の絵か分かるように話す。 .OHP 

(3)発表する。 国AIV 5 @>@誰がどこで何ぜそしている場面

4 本時のまとめそする。 か発事長させる。

(1) 侭が出てきたか発表するe OOAIII5 -板番や絵カードなどを利用して

。) どんなお話だったか話す。 あらすじをまとめさせる。

ゆ評価

ア 挿絵を見ながらどんなものが出てきたか見つけることができたか。(発表幽向J)

イ 好きな場面の絵をかき様子や感じたことを発表できたか。 (TPシ…ト.観察)
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第3・4・5・6学年算数科学習指導案

1 単元名 売り買いじようず 00ショップ

2 単元設定の理由

買い物は，自立して生活するために必要・不可欠なものである。また，十進法で貨幣のかわ

る金銭の学習は，数の仕組みを理解するにも， 1 0・20・30…， 1 0 0・200・300

…と数えるにも大変便利である。そして何より，自分の欲しい物が買える力がつくという喜び

が学習意欲を高めてくれる。年聞を通して，生活単元学習，作業学習，国語科，社会科，学校

行事などと関連づけて買い物学習を計画しているが，今回は，遠足に向けて，おやつとおみや

げを自分の力で買うことをめあてに本単元を設定した。

3 目 標 (1) 品物の値段が分かり，それに見合った適切なお金についての理解を深めさせる。

(2) 加法，減法，乗法，除法を使って，正しく買い物ができるようにする。

(3) お金の価値が分かり，お金を大切に扱って自分できちんと買い物ができるよう

にする。

4 指導計画 (14時間扱い)

第一次お金の種類を調べよう

お金の種類，大小関係，等価関係を調べ，操作

したり，数字，ひらがな，漢字で読んだり書い

たりする。
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(1) (1) 

第二次値段を見てお金を出そう

値段通りお金を出す。
. 1種類のお金で ・数種類組み合わせて 切り上げてだいたいのお金を出す。

(1) (1) 

第三次 お金の計算をしよう

「みんなでJ1合わせ 1 11残りH違いJ1おっ
てH合計」の計算を 1 1り」の計算をする。
するι
・お金操作で・電卓
を利用して・筆算で

( 1(1) 

第四次買い物ごっこをしよう

同じ物を何個か買う
時の計算をする。
電卓で消費税を含め
た1.03をかける計算
をする。

何個か組になってい

る時の一つ分の計算

をする。

(1) (1) 

買い物メモ，売り上げメモ， I 市動販売機(教師)で両替，貿
小遣い帳をつけて計算する。 I ~，物をする。

ω(1) 

第五次 お庄で買い物をしよう

買い手，売り手になって買い
物ごっこをする。

本時(2)

近所の屈で300円の買い物をして，買い物の
記録をつげる。

おみやげやさんで1，000円の買い物をして，買
い物の記録をつける。

(1) (1) 
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5 ::aド器等の指導(第四次 第3碍)

(1)悶標

ア 品物の値段が分かり，鍍段に合ったお金?売り震いができる。

イ 1凡 10円， 100円， 5 fI]， 50円の等価簡保が分かり，両替ができる。

ウお金，

ニι お金，電卓，

妻賢算で，合計， ro円のいくつ分」の計算ができる。
おつり，残念の計算ができる。

(2) 児設の実態と鑓人自標(男3名，女3 6名) IQは田中ピネー主主童話線機主主結果
SQはS-Mを士会主主総書信カ検資結果

係 氏名 学年 IQ SQ 計事事務潔い物に関する匁重量の実態 綴人 Eヨ 襲襲

Cお金の名前，大小は分かるが，関種類のお金でも 5鑓 010何者皆1内tと， 100円を1寺内に
IA 

以上あると分からなくなる。 両替で語る。
5 60 8事;

i男
O智駐機など細かい作業は不得手。 O何円，何十内.fOJ"E宮内が値段

O~健2t泌で， 100湾でおっ1)"をもらう賢い方をしている。 通りよちせる。

買

70 68 

Cお金の名護者，大小関係は分かるが管 10以上の表記に銭。 5P守.50丹も入れて， 10Pl， 
8 号 が多い事告Pli戸商替できる。

し為 ; 3 C る1t。立数十1t立数の総号上がちが主主体物T使ってでき 10位取りが分かり，正しくま堅苦己

10を士会性が低く3庭生活で一人で買い物をしたととがな できる。

b冶o 10貿い物への2聖書主T持つo
手

o 5 Pl. 50P守の入った両替がで語る。 C註民総丹が有効に官震える。

C 
C繰号上告まち，繰り下がりの計事撃ができる。 C警護い物の記録を警告， 除で

5 65 78 
C九九がましく嶋えられる。 計算できる。

。災生活ではあまり災い幸男脅していない。 。乗法がflJf話-cきる。

0:l3金の寝室立は分かるがー 10阿， 1 plが混ざると何十何 o 10Pl. 20Pl…ぬ8阿と数えられ
D る。

円卓宝分からない。

s 010Plを1Plに 100円安lOPl.こ
。者著書蓄量守にコド習をjEではあるが穣き襲撃長があり， 行きつけの

術後できる。

; 主主で100内の隠い紛ができる。 C数字T聞いて軍監察が持せる。

1円， 10Pl， 100Plがそれぞれ9個以内なら会わせて 05円.5車内が有効に使える。

E いくらかが分かる.101関以上. 2種類混ざると分から Oお金の種績が滋絞っても位取
り ない。 り用紙にお金を減せて繰り上

4 65 78 
01位数十1i立数の繰り上がち十いくつー 1位数がて? がちができる。

きるようになってきた。九九も磁えられる o 0;1革法決定そして電車を将殿で
男

手 C 友達と一緒に潔い紛ができる。 きる。

F 
O尚替が自由にできる。 101，000円程選まの合計，残金の計

s 68 80 。費食事重要震のお金が混ざった繰り上がちは不lEli室。 算が一人でできる

子; O 生活カがあち，多めのお金を持って行き頼まれた品物 。

を数轍凝ってくることができる。 I操縦利用できる。

9判

j

j

i

 
i
1
;
 

(3) 準備

1人300丹のお金位取り用紙値段表自作商品(IOfI]， 100円 5円. 15凡 2円， 98円

の品〉 買い物メモ売りょげメモ電車ヒントカードお金模型悶替用まま金(I円， 10円)
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(4)展開

学潔内容・活動

市
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る。

4 ;1ド持のまとめをする。

。学習の媛懇を発表する。

。次善寺ののめあてそ知る。

。後片付けをする。

指導上の留意点

-お金を大切に扱うことを話|噂

した後，各自の実態に合わ

せて， 100内， 10円，

50円 5円を組み合わせた

お金を渡し，位取り用紙に

載せて300丹あるか確かめ

させる。

・各自，翼いたい物を決占今季

買い物メモをもとに鐙段還

り，または切り上げたお金

で払えるか考えさせる。

r~ミらっしゃいませ。 j

roを01滋ください。 j

個人闘機途成への手だて

きお金を並

べる活動では教舗の援助で

A奥， Dそ子4昔話綴させ， 学

務意欲そ高める。

• 1内ミ援が欲しい子tこは，

1OP3と同筆書diきる。

議震い物の計衝が;立たない持

にはとントカードを渡し，

:J3金の絵とまま念を1対1対

応させる0

@>Bミ久怠努には数種類の
roとOをください。 J I :J3念を総み合わせて儀段通
「はい， 0円です。 J りによおさせたり，おつりの

ro丹のおつりです。毎度 iある発り潔いをさ佼る。
ありがとうございま i議 C努 F引こは 5円，
す。 J
などの言葉を元気に言い合

って，楽しく貿い物させ

る。

-売り手は r( )さんへO
円がOこでO円」の売りょ

げメそをつけ，売り上げ計

算に利用させる。

-買い手，売りそF2人1組で

協力し合い，買った物の合

計，残金計第をする。実態

に応じて電車を利用させ

る。

-友達の頑張りやヱ夫を認め

合うことで，翼い物への意

欲を高める。

・主主金を紛失しなかったかを

位取り湾紙に載せ穣認す

る。

50内を有効に使わせたり，

同じ物奇数偶発り賢いする

場閣でき稔法唱と活用させる。

。子には特

励悲しの苦言葉かけ

4をする。

・売りJ二げ計算は教舗を中心

に会長識で行い，繰り上がり

の計算，策法利用者?意識づ

け，綿入問機に応じた窓図

的機名を行う。

(5)評価

ア 何月， f月十円，何十何丹など値段通り，または明りよげただいたいのお金が出せたか。

イ 10円， 100円の両替 5丹， 50丹の利用ができたか。

ウ 加法，乗法を使って 2つ以上の品物の合算ができたか。

エ 減法を使って，おつり，残金の計算ができたか。

- 47 
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音楽科学費指導針甑

みんなできらきら星を演奏しよう。

第 5 ・ 6~学年

2 

リズムとも簡単で，明るく親しみやすい

Aと一部繰り返しがあり， 2小節目の

とって興味をもって受けとめやす

しく歌わせる。

せる。

B 

EI 3 

指導撃たの留意点

ご

4
4
4
4
吋

7
8
3
'
'
g
3そ
縄
匂
A
を
3
2
g
4
7

材・教具等

• f青景図

-カセット

題材名

鱒材設定の纏潟

は歌~歌ったり，やさしい曲を演奏することに興味そもっている。音楽に親しみをもつ

ことにより，生活に安らぎと明るさをもたせ，協力して脳会演奏することにより，心の結びっ

さきが生まれる。

fきらきら農jは，季節感にあふれ，メロディ

曲でみる。ハ長識で， ドから始まる4拍子で， A

最後に休符というリズムで統一されている。従って，

い訟と考え，本単元を設定した。

機(1)比較的単純なリズム獲を身につけなが

(2) 猪名喝を練習させ，合奏に讃れさせる。

(おいろいろな楽器に慣れ親しみ，

指導針繭 (7時間設い)

o Jj設について話し合わせる。

・祭節感のある楽しい泊にひた

れるよう，絵図を通して情景

を把撲させ，表現への意欲を

4 

活動学習内容
次

(終数)

カセット「きらきら星jを

開札学潟のめあてを知る。

発しい夜空の震のように

1 

-掲示用拡

大猪名譜

もたそきる0

・2む毛主ツト tこ会わせ， ロを大き

元気に歌わせる。

-主主火緩により階名を読むこと

に憐れd分てから歌わせる。

きらきら皇そ演奏しよう
第

者AcIIIlo4

く

JSle①o f1鈎~)(d@@ぷ|

ωI@@@flo①ω，I@@φよ|

併のの|①①①よい@@I@ば1I

3:旋律を歌う

信教認で歌う。

鋭機名で歌う。

-児童主用プ

リント

議参議選みヌゴの分からない児童量に

礼儀別指導する。

・徐符のところは，予を言語いて

休まそる。

48 

手始階名唱をしながら，

デきそ打つ。

2 

次

(1) 

者AaIII 1 

4本GIIIl 

陪名を(3) 

議撃さ込む。

身体淡現をする。

(I) リズム打ちをする。

(2) 

プリント楽譜tこ，



(3) いろいろな打楽器で， リズ 後Abお13 -拡大階名譜を見ながら，リズム

ムnちをする。 打ちをさせる。

第
-iJスタネット，タンプリン， ト

ライアングル，大・小太鼓など

次 で打たせる G

(1) 
命階名譜と対比させ，実際のリズ

ムと音を結びつげさせる。

4 主旋律を鍵盤ハーモニカでひ 資AbIII4 ⑪階名奇書いたシールを鍵盤には

くo り，分かりやすくしておし
多事
(1) 階名唱をするo 命タンギングを丁寧にさせる。

一 (2) Bの部分を練習する。 -穏を鍵鍍iこ毘定させる。

次 (3) Aの部分を練習する。 9舎ソとラは，小指でひかせ，

ブア~ドは，指を毘定させるよ

う留意する。

5 ノfート分けをし，練習する。 官fAbIII4 -各自のカに合った楽器を選ぶよ

2お
(1) 各自で楽器を選ぶ。 うに指導する。

-各パートの，人数は，編成上，教

凶
師側で指定する。

次 (2) リーダーを中心に，パート -リ…ダーを中心に，パートで合

(2) 別に練習する。 わせるようにし，何陸か繰り返

すようにさせる。

8 合奏する。 :宮廷 III4-51i愈指擦に会わせて， しっかりと渓
2容
(1) 全体会奏を練習する。 要撃させる。

まi
出録音して聴く c -良かった点，悪かった点協力

次
(3) 感想や反省を話し合う。 し合えた点など話し合いまとめ

(1) 
させる。

お静価

(1) リズミカルに楽しく歌えたか。

(2) 歌や合奏に，積極的に取り組めたか。

(3) いろいろな楽器に慣れ親しみ，その使い方や演奏の仕方ができたか0

6 配慮事項

-会スタネγト

-タンプラン

-トライアン

グル

-大・小子女

被害事

-掲派閥拡

大階;ð~普

-鍵鍛ハー

モニカ

-大・小1に

費支

-トライアン

グル

-鍵殻ハ…

モニカ

-どアノ;等

-よ惑の要義

君主

-テ}プレ

コーダー

(1)能力に応じて楽器を選ばせ，自分でも f出楽たjという喜びを味わわせるようにする。

拐さ主活の中で苦楽に毅しむよう，機会をとらえて音楽に触れさせる。

4哲



題材名 手作りおもちゃを作ろう

題材設定の理由

おもちゃは，最近種々様々なものが売られており，それらは年々豪華なものとなっている。

子供たちには欲しいものがすぐ手に入り，おもちゃは買うものという概念が強い。そこで，身

近にあるものを利用しでも楽しく遊べる“おもちゃ"が作れるということを分からせたいと考

えた。身のまわりにある不用品を集め，それらの素材を生かして遊べるものを作らせる。自分

で工夫しながら作ったものは，見かけは悪くとも愛着が持て，みんなで楽しく遊べると思われ

る。更にこの学習を通し，いろいろな材料に関心を持ち，組み合わせを考えたり使い方を工夫

したりすると共に，物を大切にする心も育つのではないかと考え，本題材を設定した。

(1)身のまわりにある材料を使い，楽しく遊べるおもちゃを作れるようにさせる。

(2) 紙やプラスチック容器，発泡スチロールなどいろいろな材質の物に関心を持た

せ，その取り扱いや組み合わせ方が工夫できるようにさせる。

(3) 自分が作ったおもちゃで友達と楽しく遊ぶことができるようにさせる。

指導計画 (12時間扱い)

j
:
;
j
 

t

i

 

字

図画工作科学習指導案第 3・4・5学年
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z
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標自3 

手作りおもちゃ作りの計画を立てよう第一次

-集めた材料を使いやすいよ

う種別する。

(1) 

-小さな容器を利用しておも

ちゃを作る。

フィルムケース

ぴんなどのふた

(2) 
本時i(2)

(1) 

手作りおもちゃで楽しく遊ぽう第三次

-手作りおもちゃで友達と楽しく遊ぶ。-自分で作ったおもちゃを紹介する。

(1) (1) 

(1) 

-遊んだ時の写真を貼り，遊び方などを書き入
れ記録する。

- 50 -

-おもちゃ作りの計画を立て

材料と用具をそろえる。

(0.5) 

おもちゃ作りのまとめをしよう

-自分で作ったおもちゃの絵を書いて材料や作
り方をまとめる。

-手づくりおもちゃの本を見
て材料や作り方などを調べ
る。

-ぴんや缶，パック容器など

を使いおもちゃを作る。

空ぴん，ゼリー類のカップ，

空缶，牛乳パックなど

第四次

4 

楽しいおもちゃを工夫して作ろう

-木や紙の容器を利用してお

もちゃを作る。

空箱，ダンボール，割箸，

テープやラップ類の芯

第二次



S 本時の指導(第二次第3時)

(1) 日

ア 控パックや惣缶等の材料を工夫して使い，自分なりのおもちやそ作ることができる。

イ 遊具の使い方に慣れ，材料の組み合わせ方を考えながら，意欲的におもちゃ作りに取り

組なことができるο

(2) 展開

学習華内容・活動
関連する

指導上の館主意点 教材・教具主事
学習内容

1 
バ金金三 必...望玄室温

冨 AIII 4 -見本を動かして遊ばせ，おもち -おもちゃT 閥

手づくりおもちゃを作る。 ゃ作りへの興味やイメ ジイ旨持 の見本

2 見本やそドづくりおもちゃの本 函AdIII 2 たせる . "1ド f手づ

~見て{乍りたいものそ決め材料
-見本や本安参考bこして作りたい

くりおも

をそろえ作るね
ものを決めさせ材料を選ば売さ

らやj

。}ピ…去こ10コロ る。
{集英社}主主AbIV4 ! 

-穴の位霞や大祭1警は自践に考え

会ーさに
させるがど一五より大~くする -いちごの

あわせパックと淳 ことに注意させる。 受パック

紙}こ穴をあげる。 -重ねる数は実鐙に応、じて加減さ -際紙

-パックと熔紙をよ図のよう せる。 • tナ…去

に意義ねて絞殺するo -穴あげはむずかしいのマ;tL"t'な . iJッタ

(2) ピゴロペー 図AdIII 2 くとも良い。 -はさみ

-カップ婚の空容器
-顔は自由にかかせ，つのそっけ

-ボスカ

~ tこ好殺な絵を書き
たりしっぽをつけたり笑熊に応

-マジック
じて工夫させる。

魚4号室象る。
.~パックの大き'ðや形によって

-カップ麺

. !:t Iζ1::"ーミ廷後入れ斜面を転 図AaII 4 動き1Jが違うことに気づかせ のノfック

がして動かT。 るo -ひも

(3) オミーリング -粘土や砂などの裁によって議会 -ボンド

種
-牛乳ノfックに砂や 図AbIII3 を加減させるo -牛乳のき営

結ニt受入れる。 -顔や動物の絵など好祭なものを ノfック

-ロ~綴じ絵~議い 書いて枯らせたり数字を幾いた
-粘土か砂

たりぷ数寄と鮎る。
りさせる。

e式fj;，テー

3 後片付けと次善寺の穏を関心
-色紙などを結って務れいにす

プ留 AIV 7 
る。

(1) 問委主類会片づける。
-各自動かしてみせどこが災くで

-のり

(2) 作ったものを見せ合う。 図 BII 1 きたか発表させる。 -色紙

(3) 感惣を発表する。 -友達のも良く見'dit，次待作成

{工夫したkころなど} の参考となるようにさをまる。

(3) 評価

ア 身のまわりの空容器などを利用し，工夫しておもちやそ作れたか。(作品)

イ 滋奥の使い方に慣れ，安全におもちゃ作りに取り組めたか。(観察)
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第3・4・5・6学年体育科学習指導案

1 主義光名 ジャングルたんけん〈器械運動を中心に}

2 荷車先般2誌のま製織

きが閥く不得手意識が強い子たちなので，いろいろな間定施設・器具・用具を使って楽L

く体そ動かすととにより，動きの幅を広げ体の柔軟性や各種の灘動の義礎となる動きを伸ばL

たいど考丸本主総Jeを設定した。

3 闘 機(1)体安動かす楽しさを味わわせ，進んで運動しようとする鯨飲告と育てる。

(2) 聞東腕設や器具の使い方のきまり，よりよい運動の仕方そ知って，安全に力し

っぱい体を動かすことができるようにする。

(3) 順番を守り，友達と励まし助け合って学習を進めることができるようにする0

4 指導針磁(10時隠扱い)

第一次体育館でジャングル探険をしよう

のびのびとした動物
歩きとセフティマッ
久平均台，肪木，
登り穏を使った運動
を工夫する。

を

動

動

た

還
せ
の
び
た

b
鞠
初
銚
つ
。

ム
灼
り
'
使
る

に
乗
ト
を
サ

楽
'
ツ
ム
炎

立
日
輪
切
マ
ゴ
エ

体育館巡り愛してジ
ャングル探検の計弱
者守立てる。
・探検地図
・殺さの試行

第二次滋動場でジャングル探検をしよう

灘動場巡りをしてジ いろいろな走りとジ 器具・用具そ使った 工夫した走りと運動

ヤングyレ探険の計画
ヤングルジム，丸太，

走りと鉄棒，
場ジャングル探険の

そ立てる。 すべり台，アスレチ

-探険地関
タイヤなどを使った

ックなどを使った運
いろいろな遼動を発

-動ぎの試行 運動をヱ夫する。 動を工夫する c 議後し合う。

(I) (1) (1) (1) 

おもしろかったこと，工夫したこと，頑張ったことを話したり，絵や文に淡T。

これから練習したいこと，遊びたいことを発表する。

(1) 

5 本時の指灘(第一次第3時}

(1)目標

ア 固定施設や器具・用具を活用し，いろいろな動きがのびのびとで~る。

イ 友逮と協力し，鵬番や約束を守って，安全に楽しく連動ができる。
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(2) 燦調

学習内容・活動

1 ~薬会し話し合いをする。

2 準備運動をする。

出いろいろ々乗り物になって

動き，体安ほぐす。

・飛行機汽主主総 自勤務

(2) i苦楽に合わせていろいろな

動物になって工夫して歩く。

ーアヒルライオン熊うさ

ぎくもかに馬ワ

象

3 ジャングルめぐりをする。

ω 防水を使ったがけ絞り
(2) 澄り義理を使ったターザン

(3) 跳ぴ籍，マットを使ったLU

越え谷越え

泌平均おそ使った橋渡り

(5) 総，ゴムなどを使っ?と111主主

り

4 ジャングル探検の動きを工夫

ずるo

(1)マット

(2) 銚び綴

5 重度理運動をする。

8 反省と次時の話し合いさをす

る。

7 後片付t:tをする。

指導ょの滋意点 i教材・教呉等

-健康状態や服装を確かめ，本時|・絵カード

| の学習内務や各自のめあてにつ

いて話し合う。

; ・ジャング州こ行くこと令想像し|・カセット

体 G 1 2 I ながら乗り物の動きをしたり， I テープ

官苦楽Sこ合わせて動物になりきっ ・タンパリ

て動いたりして，探険の雰顕気; ン

体GII1，21 を蟻り上げる。
舎速さ，正しき，複殺さなど動き

の綴綱策を高めきを古るようにす

る。

ゆいろいろな動きそたくさん経験

させ，動iきの総・広がりを持た

せるようにする。

体Bb c III ・自分のカにふさわしいめあてを

体BbcII1I 持って各種のよりよい動きに挑

体 Bd 1 1 1 ませ， それそ迫撃成したときの議

体面II1，2 I びが味わえるよう;こする。
@マットでは技を組み合わせるこ

と，談び穏ではリズミカルによ

り硲い段を量産ぶことや各種の工

体 BCillNI 火した越え方などに挑戦させ

1， 2 I る。

体 BdIIINI場マットでは梁らかな動色跳ぴ

1， 21 箱では安全な越し方がで務るよ
う段階会追って練習させる。

-頑張ったことなどさま発表させ，

Z互いに認め励まし合い自信をつ

りさせる。

・後片付けも学習の一環として行

フo

-肋木

・去をり網

*跳び箱

・マット

・滋み切板

.平均台

・輪

・ゴム

(3) 評価

ア いろいろな施設，器具，用呉を使って，楽しく力いっぱい運動できたか。

イ 自分のめあてに向って練習，工夫し，動きの進歩ーがあったか。

ウ 約束や注意を守って，仲良く安全に運動できたか。

エ 協力して用具の準備や後片付けが?きたか。

n
J
 

と
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第3・6学年 作業学習指導計画

1 作業種目 かんそういも作り

2 灘定の理夜

出身近な野菜であるサツマイモは比較的栽培し易いので，かんぞういもそ作り上げるまでの

作業を還して継続的に働く態度を養うことができる。

(2) サツマイモを洗う，蒸す，皮をむく，干すなどの作業工程の中で，注意力，集中力，摂気

強惑を養うことができる。

ゆ繰り返しの作業の中で自分の役欝を自覚し，一人一人の能力にJ;e;t;た成就薬害者E味わわせる

ことができる。

3 健 機サツマイぞからかんそういもを作る一連の活動を還して，意欲的に作業に取り態む

態度を育て，成就感を味わわせる。

4 指導計薦 (24時間扱い}

第一次かんぞういも作りの計画を立てよう

VTRや写真を見ながらかん

ぞういも作りの手麟を知る。

かんそういも工場の見学をし

て，作り方のそf-願や道具が分
かんぞういも作りの計磁安立

てることがでおる。
かる。

第二次 かんそういも作りの準備をしよう

道主主の安全な使い方ができるo

・蒸し器・包丁

.いも切り機

第三次 かんそういもを作ろう

(1) 

いもをていねいにまた I I蒸し器を使って蒸す
うことができる IIことができる。

(2) (2) 

込んそういも作りのまとゐそしよう

袋づめにしたかんそういもに f作り方カードj

をそえて，お世話になっている先生や絵会のお

ばさんにプレゼントすることができる。

(1) 

54 

(3) 

ガスコンロの安全な使い1iがでおる。

1・点火・消火

皮をむき，{gγゃい
も切り機を使って関
じ惨さに切り，干し

績に立主べることがで
きる。

本時;{2

(l) 



5 ;(ド蒋の指導(第三次第6持}

{幻自標

ア かんそういも作りの作業手繰が分かり，

イ 皮をひき，馬じ厚きに切る作業

ウ 食品を製造する作業なので身じたく

(2)展開

学習内容・活動

1 身じたくを整え，作業の準備

ぞTる。

合わせて作業に取り組むこどができる。

寄っけ協力し合って進めることができる。

丸衛生に気をつけて作業することができる。

指導上の留意点

-食品の製造作業なので，エプロ

ン，三三角巾で身じたくを整え手

当をよく洗い衛生的に作業に取り

組ませる。

・5きじたくがよくできているか2
人総で確認させる。

教材・教奥等事

-ょにブロン

・三角巾

・いも切り

機

ーまな板

.1設す
2 蒸してあるサツマイモの皮を

なさき殉じ摩iきに切るe

家 Hc滋 31 .いもはさめてから手で皮をむ
社 A IV 51 ゑ包了の安全な使い方を十分

・ぎる

指導事してから向じ厚さに切る作

業に取り経ませる。

匁了でいものへたを切り落と

す。

。いも切り機使用

句丁マ問り厚さに切る。

3 切ったいもを干し網に広げて|家 HcIII31 ・簿く切ったいもはくずれ易いの|・干し網
干aす。 I <:でいねいに切り扱うようにす

4 後片付けをする。 1家 Hc磁 4

る。

1枚ずつ数えさせながら重な

らないようにていねいに並べさ

せる。

野鳥に食べられないように協力ド額い縦

して濁い続安猿らせる。

・!3分の役割は最後まで行わせ

る。

O 作業に使った用異をよく洗 ・包丁まな板，いも切り機は， いたわし

い元の場所にもどす。 次に使うことを考えてよく水洗いふきん

(3) 評価

いそし乾燥させておくようにす

る。

⑩主主ごみの後片付け

まな板の後片付けと布巾の洗濯

いも切り機の後片付け

ア かんぞういも作りの手額が分かり，計額に会わせて作業に取り組むことができたか。

イ 皮をむき， ，苛む厚きに弱る作業を安会に気をつけ協力し合って進めることができたかの

ウ 身むたくを整え，衛生に気をつけながら作業に取り綴むことができたか。
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第4・5・6学年〈特殊学級}

第 4 学年〈協力学級)学蔽活動指導案

題材 りゃがいもパーティーをしよう(交流を目的とする集会活動)

2 態材設定の護疲

特殊学級と通常学級との交流は，主に音楽，閲工，体育の各教科とお楽しみ会そ遇して行て

てきた。これまでのお楽しみ会では，紙芝肱ゲーム，合奏，合唱などを行川交流を深め号

ために，練習タる過程で一緒に活動する時間を多く取るよう努めてきた。

しかし，一方の学級がもう一方の学級を招待するという形で行ってきたために交流会当E

は…方が fお容さまJとして過ごしていた。

そこで，今題は，理科学習で育てたじゃがいもの収穫祭を兼ねて，両方の学級が合同でお楽

しみ会を行うこととした。そして，発集計画，役割分拐，運営までの一連の活動乱特殊等

級児童3名，協力学級児家37名，担任2名が一績に行うことにより，一層深まりのある交溺

そ行いたいと考え本題財を設定し?と。

3 指場計繭

第一次活動の計画をたてよう

計磁委員会で，話し合う内

容を決める。

(0月OB 紋課後}

計画委員会{特殊浮級児童主|

3;s，協力学級児童5名)で

話し合って議題を決める。

(0月OB 放課後}

第二次 お楽しみ会に使う物を作ろう 第三次 リハーサルをしよう

分怒された役割に必要なものを協力して

作る。

(OROB ゆとり 1時間)

プログラム』こ従って， リハ}サルをする。

(0月O臼ゆとり 1待問)

第四次 じゃがいもパーティー脅しよう

プログラムに従って，協力しながら楽しくじゃがい

もパーティーをする。

(本語ゑ学級活動1時間)

第五次 じゃがいもパーティーの反省令しよう

スライドを兇ながら，じゃがいもパ…ティ…の反省

をし，感惣を事寄せ書きする。

(ゆとり 1時間〕

F
H
V
 

F
均
d



4 *袴の指導{第鶴次第1持}

(1)目標

特殊学級・・・・分担された役割安果たしながら，交流学級の友達と楽しく活動できる。

協力学級・・・・交流学級の友逮と仲良く助け合いながら，楽しく活動することができる G

(2)展開

活動
活動の内容

関連する 指導・援助の留意点
教材・教具毒事

i経穆 学習内容 (A-特殊学殺の児殺 ~C，-協力学級の児童)

活 。司会 (A，CJ 生十C湿 5 .;lド5寺のCT (チーアテ什チャ-) と -移動用認
毅j ST (すプテい付加〉を児童に知ら 絞

の 。はじめのことば(Cz) せて:t3く。 -カ ド

綴 .Aには，十分に練習させ， {塁IJで ・カセットテ町

始 。今月の歌(指際仏) 音 AcIII 3 励まし，不安安和らげる。 プレコ}ダー

-教師の助官事は，原則として審判

。イントロクイズ 生八AII 1 児3震が判断に悶った時と，予定 -ァ プレ

時間を超えた時のみとする。 コーダ…

生八AII 3 -グームの勝手雪には，拍手で賞賛

活 Oウノレトラじゃがいもクイ するように冬せる。

ズ .i選予言学殺の先議まには援助・プト .Ox iJ r 

動
助の校ヌ王者~，特殊学級の児童に

。手つなぎゲーム は，援助者と受けた時の感謝の言 -ホイヲスノレ

葉を指導しておき，スムーズな
の

交流が行われるよう配慮する。

-ゲームには， CT， STも力日わ

熊 札参加マきにくい児童への援

助を行う。家主と， リーダー的児

喜善 。おやつタイム 生十CIII7 蒙へも思いやりのある行動を促 -まヨゃっ

しておく。

-問題行動会主J!られた場合主主，関

係児重量をグ…ムからー待外し，

STが指導にき当たる。

活 o先生のお話 国 A III 1 。各係の活動そ十分に賞賛すると

動 ともに，思いやりのある行動を

の 特に取り 賃貸することに

E主
。おわりのことば((4) よって学級内への鉱大を図る。

と -後片付けは，各係長を中心に助

め け合って行うよう励ます。

(3) 評価

特殊学級・・・・自分の役割分担そ果たしながら，楽しく活動することができたか。

協力学級・・・・友逮と仲良く助り合って，お楽しみ会ができたか。
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(2) 

3 中学校学著指導計画

第 1・2・3学年 生活単元学習指導計扇

1 単元名 私たちの学校

2 単元設定の理由

小学校から中学校に入学して関もない時期の新入生にとって，新しい環境に卒く慣れ

させることは，楽しい学校生補者E法る上でも叢婆なことである。

不安と期待が入り交じった不安定なとの時期に，環境への適応を援助し，友逮と協力

し合う活動を通してスムーズな中学校生活への移行が図れるようこの単元を設定した。

3 目 標(I) 自己紹介をし合い，中学生になった喜びゃ抱負を語り合わせる。

(2) 楽しい雰艶気で歓迎会後行い，その様子を絵や作文に表現させる。

(3) 学校や学級のさまりを理解させ，進んで守ることができるようにする。

4 指導計画 (16待問)

喜びゃ抱負を発表し合う。
・新しい友達ができる
-喜びゃ抱負を作文に
まとめる。

第三次

校内や周辺をめぐり見
学する。
-絵地図を書く
・校舎の配置を知り
配震留を描く。

(2) 

(1) 

第まま次

第二次学習の計緩を立てる

学級に関係する 1 1事交迎会事?決める。
事績を謁ぺる。 I • ~三う謁事予言論川
一学校丞一一一一一一--1I 為。
・先生方の名前 jい係分担

(I) (I) 

歌や合奏の練習事
.人前でできる
ように練習0
.みんなと合わ
せて演奏する。

本時(1) 部

;歓迎会をする。 II歓迎会の後始末をする。
.長i語長王手議最モ通知~吉長妄語祥子長三使用した湾異や材料は， きちんとえの場所
・プログラムに添っτ楽しく滋行ずる。 II へしまう。
・堂々とあいさつや演奏をする。 II .仕事は進んで協力する。

n~ ~~ 

第六次反省をする

1 歓迎会の反省をする。

・お客様にお礼の手紙を欝く。
・歓迎会の様子を作文や絵に描く。

(1) 
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学校生活について反省ナる。
・生活の仕方や学級や学校の決まり
について，作文にまとめる

(1) 



5 A影時の指導

(1)自擦

(第三次 第4時)

ア 学校には，どのような決まりがあるのかを調べることができる。

イ 中学生としての過ごし方そ知り，…尽の生活を留に表すことができる。

{砂漠欝

学務内容・活動
関連する

指導上の留意点 ;教材教具 1

学習内容

1 ヌド時の学習内容を知 -学校生活と決まりについ

る。 て関心安持たせ，調べよ

うとする意欲を高めさせ

る。

2 学校にはどんな決まり 社 B III 2 • 1， 2年生には発表させ

があるか，聞いたり調べ 社 B IV 2 る警察で再度きまりを意識

たりする。 国 A IV 7 dぜる。
(1) 2・3年生から話を 選 4IV (1) ゆ他人に分かるように話す

関心 学活BhIII 1 家安心がけさせる。

-策問し，答えのやり取り

から，中学校生活と決ま

りについて考えさせる。

(2) 生徒手緩・新入生の ゆ綴装や時間Lこ欝する決ま -生後手緩

しおりで調べる。 りなど，すぐに必要な決 -新入伎の

まりに線を引いて印象づ しおり

げる。

ゆ自分で調べようとする活

動管過して，意識してい

なかったさまりを発見さ

生!:，生活と関連づける。

3 釘の過ごし方を図に 学活BhIV 1 -線はものさしを使って正 -臼課茨

者受す。 数 Ba IV 1 しく引くようにさせる。 ー時間割

。霊堂校から下校までの生 数 Ba V 1 |磯プリントで生活の区切り ープリント

滋をプリントに書き入 数 Ba 1 1 そ意識させ，午前と午後 ー参考図
れる。 数 B韮 III2 の区芳5をとらえさせる。 -色鉛章表

*色そ塗る毒事で生活区分tこ -ものさし

自宅を向けさせ，中学生と

しての過ごし方を考えさ

宅金る。

4 ヌド草寺のまとめをする。 選 4 V (6) -小学校と中学校の違いを

生活の決まりや一日の過

ごし11からまとめ，これ
から意欲的に生活してい

ごう kずる気持ちを高め

る。

(3)評錨

ア 学校tこは，どんな決まりがあるか想解できたか。

イ 学校での一日の過ごし方を知り，一日の生活者~~認に表すことができたか。
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ま

を

しており，

生活主義元学留指導針路

湯量元名 指語学習をしよう

単元設定の理底

平素の学校生活の中で，生徒は少人数による個別指導者E

とまった人数での集冨活動の機会は結対的に少ない。

そこで，共詩生活を通して，集Eきでのさまりや日

身につけ，譲カし合う経験の場としてこの宿泊学警を設悲した。

標(1)平棄の生活と異なる体験を通して，新しい環境への適応援カ

して

第 1・2・3学年

2 

めさせ

る。

(2) 各偲入の能力に応じた活動告と通して，意欲の喚起を5怒り，独立心と協議

牲を高めさせる。

(38持関扱い ただしl治2日を16時間とする}

民3 

指導計画4 

学潔の計磁を立てよう第二次宿治学習について話し合おう第一次

》つ“合一し一話一し一出一
}
u
-

一

。

思
一
と

を
一
の
こ

叩世間一もた

学
一
た
し

治
一
つ

宿
一
い
と

の
一
て
こ

年
一
っ
た

堅
持
見

(1) 

(3) 

(2) 
宿泊学習の準備をしよう

|入所式，退
|所式の練習
|をしよう。
1・整列
iマ;t)V'iき…
つ
・歌

第三次

ク
う
レ
ト
A
F

--ν 
ス
そ

ビ

瑚

闘
一
線

サ
の
ル
ン
w-
ヨ

ン
シ
ャ
一
キ
エ
・

一

一

)

ピ

ヨ

一

一

当

一

シ

り

一
う
一

o

弁

サ

り

。

一

作

一
ろ
一
る
(
ル
作
る
ヱ
表

一
知
一
知
り
ド
表
知
リ
程

一
堂
を
つ
ン
援
を
ク
臼

一
理
程
魚
ヤ
日
程
レ

一
日
一
日
'
キ

'
a
'式

一
の
一
の
車
'
浴
の
い
所

一
習
一
目
乗
式
入
日
集
退

一
学
一
日
ス
所
'
日
の

一
泊
一

1
パ
入
ス

2
朝
ン

一
軍
・

-エFヤ

れにそって練習事そする0
.スタンツの練習~~をする 0
・宝探し・輪投げなどのや

り11

自力

(2) (2) {ち}感心

市内特殊学級合閥治学習 1 1治28
在勢

本

宿治学習を振り返ってみよう第五次

(2) 

楽しかったこと，おもしろかったことを話し会主主う
・絵，作文，体験発表会
・お世話になった方に絵や手紙を饗く。
g 他の友達や先生とお礼の手紙の交換をしたり，警童話で話したりナるa
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5 本時の指鴻

(1)目標

第1~4 時)

ア 宿泊学穏でどんなことをするのか，理解でおる。

イ 自分の役割が分かり，みんなと協力して日税表作りができる。

(2)展努

学習内 事活動
関連す ω

総選事 j二の留意点
学習内容

1 始めのあいおつをする。 *カレンダ…を墓に信治学習実

2 宿泊学習について話を毘 国AIII1 織の翼曜日を知らせ，当呂まで

く。 国BV8 のおよその学習内容を理解さ

(1)期比場所について せるo

(2)施設について 働絵カードなどを用いて魚つり

(3)日穏について やキャンドルサービスの楽し

(4)当日までの学穏について さ~知らせ，当日への期待感

そ持たせる。

3 臼程表をfやる。 -生徒の3寝室霊安考慮し，難易度
(1) どんな臼稜後~作るか話し により を分担しながら，

会う。 会長室で参加できる白程表作り

社AIV5 になるよう配慮する。

日綴表作りをする。 l国CV1 場楽しい行事がたくさんある事

国CV2 にElそi実iげさせ.参加意欲を

数BeII2 筒めさせる。

数BeV3 • 1悶の流れが分かるよう，活

道4IV2 動内務般に組み立て，工夫さ

せる。

日総濃さを体の配置や色の使い

ユむなど，楽しく見やすい表に

するための工夫をさせる。

冨AIV7

話し合う。

tこi理CaIIIl I畿日総苦笑の待鶏の動きから昼，
学活 Bh IV I 後，務を確認させ，一泊する

。練習しなければならない事。

。準備しなければならない象。

3 泰を潔鮮させる。

社AV6 1.夜のつどいの教やスタンツな

教材。教主義

-カレンダー

・絵カード

-文字カード

・写真

磁き受

-模滋紙

・磁用紙

*のり

‘はさみ

-クレ5ヨン

・絵の具

・色鉛築

物ブェ1レトペ

ン

O決めておかなげればならない

事。(係，

ど楽しい出し物について話し 1・日程淡

合わせ，期待~持たせる。

4 まとめをする。

O臼稜渓作りについての反省 |道2lV2
5 終わりのあいさつをする。

(3)評櫨

・持iS物や部腿割等を確認させ

る。

-…人一人の役割jでどんなとこ

ろが良かったか発表させ，質

事費Too

ア 宿治学事ぎでは，どんなことをするのかが，理解できたか。

イ 自分の役割が分かり，日程表づくりに意欲的に多加できたか。
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第 i・2・3学年 作幾重学習寄指導計簡

作機種目 農耕しいたけ栽培

2 選定の現自

しいたけ栽培は，自然の中で体全体を動かしながら，原木運びゃ井桁積みなどの単純な作業

から，穴あけ，植菌など難解な技術を要する作業であり，しかも，生産から販売ま

した作業活動が含まれている。また，作業の組み立て方によっては，生徒の能力支援，体

ど生徒の実態に応じて段階的な活動ができると考え選定した。

3 EI 様

(l)滋呉や用具の使い方を体得させるとともに，ガスや警察気を安全に扱う基本的な動作を身に

つけさせる G

館身体全体安動かす事により，体力，気力者f養う。

(3) 協力して作業を最後までやり遂げる態度後幾う。

(4) 生産から販売を通して，作業の成就感受味わわせる。

4 栽織の年間指導計蘭 (132時間扱い)

f:l 4 5 6 7 8 § 10 

全体計調 天地返し‘
二ζ 緩

緩喜善 *'かけ i佼穫・乾燥

11 12 1 2 3 

' 天地返し

天地返し

貯護支・簸売 *'かげ

5 Jj義照

学習内容・活動 関連する 指導上の留意点 教材・教主主毒事
欄 学習内容

1 全体計画を立案する。 ・各こに線香E理解きせ，学習に

(1)作業手順の概要を知 国AIV1 窓欲を持たせる。

2彩 る0 ・維産喜防止のために，木口の

(2) 緩欝の方法を知る。 部分，枝を切った所や拾れ ・5察本

O綴え穴の配列i土下図 校の後ろの上下にも穏葱す

のようにする。 る事会獲解させる。

さ日三個位と別b宇h 土L ・稜務を穏奮する持の適当な ・務状

鐙零 闘の必要性を分からせ・チョサ

次 O種駒では療の間厳を 数Ba [V1 る。 ・ものちし

6~7cm縦の間隔 ・疑念について分からせる。

そ 20~25 c m にす

(4) る。(長さ 100 c m 

の原木には16~20個 1・2

が標準) 数13a iV2 

2 糠績をする。 麗AIV4 ・自分のカで原木を持ち，け ・機鷲磁

(1) 原木を準備する。 職AfIV がそしないように運ばせる。(緩務}
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(2) 植え穴をあける。 職BaIII3 -原木

⑥手打ち用穿孔機を用 職BbIII -木片がとぶ側に生徒を近 -手打ち用穿

いて，植え穴をあり 1・4 づけないように注意す 孔機

る。 数Ba IV2 る。 -電気ドリル

⑮@電気ドリルを用い 職AeIV 1 -電気ドリルは教師が直接

第| て，植え穴をあり ついて指導する。

る。

SF -穴あけ作業が安定して行えるように木馬を使わせ

る。

-木づち

次|
(3) 植菌する。 職Bb IV 1 

職AcIV -木づちの打ち方に気をつ

千呼
2 • 3 けさせる。

-種駒の上下を間違えない

ように注意させる。

(10)1 -一本打ち終った時，全部

打たれているかを確認さ

せる。

-植菌を終えた木は，地面

に落したり，置いたりし

ないようにさせる。

第 3 伏せ込みをする。 職AaIII -けがをしないように運ば -一輪車

(1)植菌したほだ木を伏 1， 2 せる。 -プロック
次

せ込み場へ運ぶ。 職Ab IV 1 -ほだ木の状態をよく見 -こも
(10) 
(2) 井桁積みをする。 て，崩れないようにきち

んと積み上げさせる。

第 4 水かけをする。 -ほだ木全体に，むらなく -ノTケツ

四 ⑧バケツやじようろを使 水をかけるように注意さ -じようろ

次
って水を運ぴ，ほだ木 せる。 -ホース

(50) に水をかける。u -水かけの必要性を分から

⑮@ホースを使って水かけ せる。

をする。

第 5 天地返しをする。 職AaIII -ほだ木の手渡しは，生徒 -一輪車

五
1， 2 たちのペースに合わせて -プロック

次 コゑ
職Ab IV1 行うよう注意させる。 -こも

職AcIV -運ぶカのついた生徒に
(18) 豆類 1 • 2 は，運ぶ本数を徐々に増

やすように工夫させる。
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8 収穫をする。 りわ添い権茸は収穫しな

ようにさせる。
第 i -緩王手の柄を持つでもぎ取

7 乾燥3をする。 り，ひだにそ予が触れない

O送風式ストープを使 保BaIIl2 ように収穫させる。

う。 職AeIV 1 -稜鷲を収穫したら，なる i・ストプ
ハ|

前三口
事業BbV2 ぺく卒く乾燥させる。

戦AeIVl

次 I8 械をする。 乾燥後すぐビー

。ビニール袋や貯蔵袋 職AfIV 一援にし，密室まして冷蔵 ・貯蔵籍

に入れる。 3・5 療に入れさせる。

A -作業が終了したら，後片

(30) I づりをさせる。

§ 調重複，販売をする。 ;職AcIV2 -!主い物と悪い物をよく分

第 i(I)選別をし袋詰めをす 磯Af IV5 けちそきる。

る。 戦AdIVl -生徒の実態に合わせて計
七 i (2) 文化祭や収穫祭など 翼民GaIV3 重させ，袋詰めさせる。

次!
で販売をする。 社CIV1 -販売に際しては，接客慾

(3) 絞益金を貯金する。 社CIV6 度iこ投棄撃させる。

(8) I -1Eしいお金の取り扱いが

第 10 まとめ

J¥ 的感想、文そ響く。 関C1II3 に取り組んだことを食費

あ (2) 話し合いをする。 箆AIV7 するようにする。

6 評鎌

(1) 電気器具，木づまうを注意して取り扱うことが?きたか。

拐 しいた砂栽埼に自信を持って最後までやり遂げることができたか。

{お しいた砂栽培について，全体的な作業内容が理解できたか。

(4) 責任感や成就惑を体験し，働く態度が身についたか。

(5) 友遼と協力して作業ができたか。

? 配慮家項

-袋

-会はかり

-綴収証用紙

-お金

(つり銭)

-貯金通帳

ート

・生徒の実態に応、じて作業内容を分担し，一人一人が次の作業へ取り麓める自信となるように

ずる。

・収穫された椎鴛は，調理実習などで試食させ，生産した喜びを味わわせる0

・舎の生徒は，一生懸命やろうとする姿勢がみられれば養しとする。
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第 1・2・3学年 作業学習指導薬

1 厳元名木工焼き板ヱ薬品作り

2 単元設定の理由

焼き板工芸品作りは，パ}ナ…で板を焼く，たわしで磨いて水留を出す，のこぎりで切って

組み立てる，販売するなど様々な作業工程を含んでおり，多様化した鯵客に対応できる作業種

目である。また材料も身近な隣材を粍用することができ，ぞれらが身の回りで使える表札や花

びん台に生まれ変わるなど，工夫によって生活を豊かにすることを学ばせることができる。ま

た，販売を通して自分たちで作ったものを売る喜びを味わったり，お金の取り扱い，接客の態

を学ぶなど，楽しみながら将来の戦業生活につながる能力を育てられると考え，本単元を設

定した。

3 13 標 (1) 簡単な道具や機械を正しく安全に使うことができるようにする。

(2) 最後までがんばり，作業目標を達成させることができるようにする。

(3) 販売をすることにより，お金の計算の仕方や価値を分からせる。

4 指導計画 (21時間扱い)

一一一食主立?色りをf!.:るややや
イ自用法を考え，生活に役
立つ物を作ることがで
きる。
-目標を決め根気強く作業
をすることができる

本待出船

空三重工墾を発五
作業のあらましを知り製作態欲を持つ

(I) 

一一村'rl~警鐘土る … 

-目的に応じた材料をちがし仕分けをする
(学校内の廃材を利用したり，木工所な
どからいただく)

西友第三次焼き板作りをしよう

塁塁雪豊三ぞE空交支持………
・二本取りをし，寸法適りに
切ることができる
-安全に気をつけ
くことができる
・きれいに磨くことがで怒る
.木工具の使い方がで~る

(4) 

第六次焼き板工芸品作りのまとめをする

(2) 

…:5.ý'.~.r:痕衰を'.-t. る，
.お金の価値を知り適 l

当なねだんをつける i
ことができる | 

.お金の取り扱いや集|
計ができる

• J事長の言葉使いや態
疫を知りパザーで販
売することができる;

(3) 

q
L
 

一品一作…ろ
符
…

…
と
礼
一

一
た
お
一

一
い
て
一

く
一
だ
っ
一

行
一
た
持
一

に
一
い
を
一

誌
を
紙
一

お
一
料
手
一

一
材
と
一

一一一躍益金D競り五ι?一位丈話t1己責2.司会
.学年末お楽しみ会の費用にする
・次の作業の材料撲にする。

(1) 

に
dpo 



5 :2ド轄の指導 (第鶴次第1蒔)

(I) 目標

ア焼き板の科用法を考えることができる。~議)

イ 焼き薮~加工した作品を考えることができる。(議}

ウ 安全に気をつけて，楽しく作品作りができる。

(2) 生徒の実態と傍人君標

氏名 学年 1 Q S Q 生 徒 の 笑 態

Oまbちの金告をのm震のき華子を5患でか
62 らでないと活動ができない。

A男 l 44 O不善華F話だがこつとつと祭事露嘗て?哲
(8 -0) 

る。

G道具の扱いJjは経験不足。

O手績を尊重量草し， 作業kこ耳立ちかかるこ

68 
とができる。

B男 2 50 O事f打ちは上手にできない。
(8 -ll) 0のこぎりはうま〈使えない。

Oあきやすい

。意欲的に取り組み最後まであきずに

90 がんばれる。
C男 3 74 

(11-9) Oかなづち， くぎぬき以外の遊具の督官

い方には慣れていない。

0意欲的で良〈意見を出し，協カして
作業ができる。

98 O自分の作品として，自分のカ1:'作り
D子 3 75 

たいと，患っている。! (12 -9) 
O初めての道具でも，使えると慰、われ
る。

O一人では，活動が始まれない。

62 O創作することがで曹ない。
E子 3 46 

(8 -0) Oがんばろうとする気持ちは強い。

O手先が緩めて本著書用である。

67 O集中力に欠げ. 1人では活動できな
F子 3 53 し冶G

(8ーの Oやろうとする気持ちはあるが，いい
加量まになりやすい。

(3) 準策

ヨド 護寺 の El 様

。意義義ましながら，意義善後を綴合せたず宇

委主づくちがマきる。

ひき主主義と議事カして作品作りができる。

。型軽;!!謀長会緩み会わ宅金丈:f宇殺を考える
ことがて~2きる。

。主義~の告をい，与の総理事そ受け章義務そ経

て.f宇必f宇ちができる。

。想警告F級事F総合をきた作品安考えるとと

ができる。

。主義芸誌の使い方の指導を受け，練習そ

議運℃作品作りができる。

。機意絞を総み合わせた作品を考える

ことができる。

。量豊E誕の使い方を知り， 自分のカで作
品づくりができる。

。燐替相証者合として利F到する方法を考

えることができる。

。主主体物をt;にのせて緩貸することが

で~る。

ひき難審智正をおとして和IJ~目する方法そ考

えることがで奉る。

Ojl遺体物受話まにのぜて量産賞することが
1:'~きる脅

くだもの，在びん，鉢，コーとーカップ，ボンド，のこぎり，釘，ねじ，

ネジまわし，白ペンキ，ふで，きり

(4)展顎

学習内容・活動

o 1 本塁寺の作業
について話を環

き，課題をつか

む。

予懇反応

幾き板を利用して， に役立つ物を作ろう

-66 -

i護人13襲襲，逮主主への手だて

OB~躍は鍛後まで喜重量ま泉く

織げるように注意霊安室ET。



2 考え発達軽する 10幾き板一枚としての和j

(1) どんな利用法があ i 潟

るか (僚物合，表札}

o加支{総合せ}事um
I (足をつ1:11と合，箱<*

(2) 釘分の参加する作i
i参事}額)

当撃を決める

3 作業主主織に入る

(1) 1枚仮利用義援

佳子， F'r) 

E 議選長

一品関
。きちで軽互に穴を開ける

(2) 加工(組合せ}がj

用線

{必琴， ll努， α潟， D子)

。どんな物を探して車島幸

畿のよに置くだろうか

.コーヒ…カップ

・花ぴん

・主査本

・主義務

・鉛傘立て

・犬小量設のま賢札

。加工組は底力't'のこぎ

りで事更を切ってボンド

。考えついたアイデアの発表

をほめる。

oそれぞれにあった作業安選

べるよう助努する。

O考えた物最古作品として仕上

がるよう君主設や加える。

。型産擦に乗せる物脅さがして

量産2撃させる。
O 主主総の自由な発奇襲安大切に

する。

O片付Itの1iままとして， また
かベかItとして，穴を閲付

ると便利マナあることを知ら

せる。

L ゃくさfで接着していろ10得度予ほど者してのこぎち
いろな物が作れるであiは押す時はカそぬき引く草寺

! にカを入れるととを指導す
ろう。 I る

Oのこぎりの事買い方を知

る

の主審議の方法

。力強くのとぎちを告買う

であろうo

{ボンド，釘)を知10搾さえ靖子 a分でないで

る。

O実際に綴合せてみる。

4 作品を鑑賞し会いよ

いところを発表する

5 次昨季の作業内容を知

る。

(5) 評価

あろう。

。必要以上にポンドをt告

すかも知れない。

。棄まはまがるかも知れな

もミ。

。ゆっくちリズミカんに押す

引くをわからせる。

。滋ヨ量を教えるα

。量生ずちの凸衝でうつように

翁毒事ずる。

。あわてないで熔栂をかけて

取り事院まtきる。

。作業への努力，想像力4をほ
ぬる。

。発展として，教室や家豪華で

の実際の利F詰ができるよう
に話す。

ひたくさん作って島震発する計

厳令知らせ作業への愈欲を

持たせる。

ア，焼き板の利用法を考えることができたか。

イ，焼~板を加工した作品を考えることができたか。

ウ，安全に気をつけて，楽しく作品作りができたか。
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oE子と F'rもとは幾き型互に
コーヒーカップを置かせ，
感懇を言言わせる。

滋分でもやってみょうかと
いう気持ちをおこさせる。

ひきちを使う然告をと抑える主主
義をそ交互にして協力して作
象者守護主めさせる。 (E'r，
F'r) 
o C ~時， D子は自分の若宮え
で， どんどん作業を護憲めさ
せるお
oA努， B;時は友達にたずね
て，解決主義殺さぐらせる。

。A男8男会主主主綴で測った遡
りに切れなくても，かえっ

て事長のある作品となるの
で，それを利用語せる。
。切る時にはお互いに撃事え合

わせる。
O何度やってもくぎがまがっ

てしまう念徒には， くさfう
ちだ11絞り出して別の者互に
きちで穴令聞けてやったり

して練習きそる。
oE子. F予は正当分会主1番重要
者たい物を者互に縫いて，み
んなに克てもらう。

oC'rD予の作品をほめる。
oA~軽， B男が完成で事なく
ても次善寺に援助し完成させ
る意欲を持たせる。



第 1・2・3学年 作業学習指導計画

1 単元名 縫工(なぺつかみの制作)

2 単元設定の理由

(1)素材が身近にあり，各種の作業内容や作業工程をもっているので，能力差に応じた活動1

できる。

(2) 注意力，集中力，根気強さを養うことができる。

(3) 年間を通して生産でき，それを販売することによって，社会生活や経済生活などに必要て

基礎的知識を身に付けることができる。

(4) 生活に必要な物を自分で作るという態度を育てることができる。

3 目 標(1)縫工用具の正しい扱い方を身に付けさせる。

(2) 縫工作業に必要な知識と技能を習得させる。

(3) 最後まで根気強く作業をし，作る喜び，成就感を味わわせる。

(4) 販売学習を通して，製品の価値や労働の意識を理解させる。

4 指導計画 (0内は取り扱い時数)

4月 5月 6月 7月 -1-9月 10月|

ぐ一一計画⑩-→ぅ廷 準備⑪ 〉モー制作(文化祭出品作品)@ーぅ|

モ一一一一一調理※ | 

11月 12月 1月 2月 3月|

く 製作(販売品)⑪ 〉ぐー販売⑫-ーうモ一反省⑥ーぅ|

モ一一調理⑥一一一三ラ モ一一調理⑥一一ぅ|

5 展開

次 関連する
指導上の留意点

教材・教具
学習内容 . 活動

(時数) 学習内容 等

計画 1 作業計画を知る。 社 CIV 3 • 1年間の予定をつかませ，作

2 熱くなったおなぺ等をつかむ 業意欲を持たせる。

時， どのようにしているか話し 国 AIV1 -家庭や調理自習の時間などを

合う。
思い出させ，なべをつかむ時 計画予定表

第 Oつかんだ時の経験。
のやけどの危険性となぺっか -メモ用紙

0家での様子。
-筆記用具みの必要性をわからせる。

次 3 市販のなぺつかみについて調

ぺる。 社 AIII 4 
-庖に行って調べさせる。

(10) 

-形・布・値段 社 DIII 5 -校外学習と関連させる。

-交通事故に気をつけさせる。

準備 4 布集めをする。 国AIV4 -布質，厚さを変えてなべを -各種布

-縫製会社・知人 つかませ，ふさわしい布を

-全校生徒・職員 集めさせる。

5 デザインの工夫をする。 -呼びかけ方を工夫させる。

-68一



6 型紙を作る。 思AbIV3・ -f信販品の調資そ参考に， -スケッチ
更紙で，→検討 4 形，大きさを考えさせる。 ブック

→厚紙で 回AfIII3 -物さしのあてんあ， 13援護りの -物2与し

DQ 
読み方に注主撃させる。 -j震紙

-~毎回議りの読み}jのむずか -燦紙
しい生徒には，ブリ…ハ 教はさみ

ンドで{学らせる。 -緩:仁子毎呉

-使いやすく，楽しい彩，大 議:ffi

きさを考えさせる。 -君臨紙

7 縫こζ用兵，材料を猿認する。 戦AfIV2 -過不足の緩認と総務的，安 -手ぬぐい
全に使用できるように期終 -"dらし

2露 を重己穫させる。 e針

8 手縫いの基礎練習をする。 家AcIII 1 -ほめながら練習そさせ，や -木綿糸
-3iJ.lニめ ってみようという怒欲づけ -ミシン

次 -なみ縫い 家AcIII2 をする。 -針，カタ

-練習段階表を作り，シ…Jレ ン糸

(30) 
9 ミシン練習をする。 を貼付し，透度合機かめ"d -練習用紙

*針， :;長のつけ方 せる。 -線潔用布

-からぶみ 家AcIV2 -安全に十分気をつけおそま -糸切りは
-jjま線，曲線縫い 職BbIV3 る。 "dみ

-縫い代，糸のしまっ

10 そ予綴の緩認をする。 -布地の寵布，回収，f詩集の -そ子顕長話
出し入れさ事の係省E決め，録 -宇野

民約来通り量発くように"d -待ち針

1 1 裁断する。 家AcIII3 せる。 -Jレレット

-:ffi滋び 4診乃ゃ 毅AaIV3 -デザインにあっ 柄， -チャコ

-翠紙運送設 大きさき， 浮きのもの ぺ…パ…

-$付け

4♂旗ァ
職BbIII 1 が選べるようにアドパイス -物ざし

-裁つ。 をする。 -Iまさみ

内野1 職AaIV2 -針， Iまさみの安全な容をいプヲ . ~懸紙

第
tこ気をつけさせる。 -糸

-裁つという作業比まちが -しつけ糸

一- えるとやり直しがて?診ない -7.Jタン糸

次
1 2 しつけをし， ミシンがけを 家AcIV2 の'1:，十分に波主撃させる。 -ミシン
ずる。 -布がしっかり止まっている -アイロン

(54) 
-しつけかけ か留意させる。 -アイロン

-ミシン操作 -ミシンの試し縫いをさせ ぷ目品

1 3 仕上げ必ずる。 る。 -霧吹匁器

-糸のしまっ 家AbIV5 -糸端のしまつをきちんと会
-7イロンカまけ 保BaIV2 せる。
砂製品の検変 職AeIVl -アイロンの滋皮に主主主家"dせ
-1=.後検教師 職BcIVl る。

-後始末 職AfIV3・

弘三前坦-ιg事守3 
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員反発 14 燦{磁の計算をする。 職BaIIIl

長ピ V 算AbIV 

1 

~ ノ留
第EaIVl

15販売価格安決める。 職BaIII3

第

長五
算 Ea1狂

四
2・3

次
16販売する。

(12) 

まとめ 17 ili級事事へ記帳し，売上額を預 社DIVII

金ずる。

第

五 18感想、や反翁をまとめる。 悶AIV7

次

(6) 

6 評鎖

的安全のさまりを守札作業が進められたか。

(2) ミシン操作がスムーズにできるようになったか。

(3) 棋気強く最後まで仕事が絞りられたか。

-何を絞って作ったかを考 -計算機

えさせる。

-計算機に慣れさせる。

-市販品の価格と比較させ -製品

て決めさせる。

-対応の仕方に気そっげさ

せる。

-売上額そメモさせてお • j♂金

く。

-つり銭に鵠違いがないよ

うにさせる。

-護憲便局，銀行の利用の仕 -金銭出納

プ7を分からせる。 襲撃

-出納簿， )透綾は最後に教 -預金遜帳

師が確認する。 -学習ノー

-楽しかったこと，警労し ト

たこと，売上金の使途に

ついて話し合わせる。

• 1人1人ががんばったこ
とについてほめ畿〈寄ぴ

を味わわせる。

(4)販売学習をi醸して，働くこ kの意義e心がまえについて理解できたか。

? 配慮事現

(l)@の生徒には，手袋式のようなある程度複雑なものを作成させるよう Sこする。また，生

グラフに表させ，生産意欲を高めるようにする。

(2) 織の生徒には，フリーハンドで書いた型紙や既成の型紙そ使用させる工夫をしたり， ミ

ン，アイロン，針，はさみさ撃の使用上の安全に対する注意が大切である。場合によっては

手縫いでさせる。

(3) 作業工程がいろいろあるので，能力差があっても，

ように配慮する。

70 

どこかの部分で髄人を生かせ



関隠科学習指導針薗

単元名

単元設定の漣街

現代社会において電話はなくてはならぬものであり，特殊学級の生徒たちにとっても，自信

を持って電話を利用することができるようにすることが護婆である。しかし，相手に応じた正

しい欝葉遣いや対応の仕方がうまくできず，相手に不愉快な感じそ与えてしまうことがある。

また，電話受取り次いだり，伝請をしたりする場合もあり，正確にメモをとることも必要にな

ってくる。そこで，電話での纂本的な対応の仕方や簡単なメモの取り方を学ぶことにより. B 

常生活のa:tで，より積極的に議話を活用することができるようになると考え，本単元を設定し

第:・ 2・3年

.;.， 
j 

2 

棟1(1)相手に席、じて適切な欝葉遣いをし，要件を正しく

剥せる。

I (2) 必要に応じてメモをとり，相手の揺を正確に聞き取ることができるようにさせる。
」鶴 自常生活の中で，電話を有効に活用しようとする態度を

[∞封な吋対糊応…印一…

(ω2幻) 必必、婆が護あうれば，簡単なメモをとることができるようにするo

(3) 日常生活のなかで，電話を積極的に活用しようとする態度を身につけさせる。

「出電話を利用する場合の基礎的知識を身につけさせる。

@[ (2) 電話を受げたり，かげたりする時の基本的な認し方ができるようにさせる。

い(3) 日常生活の中で，電話を活用しようとする態度を身につりさせる。

指導鮫題 (11時間扱い}

ることができるようにさ

た。

闘3 

つけさせる。

4 

動活主祭

百舎
二夜百7

内習学

百7

これから学習することのめあてそ知る。

2 (1) 先生と模擬穏話機で話
高eTる。
(2) 電話をか紗?とり受りた
りした時のことを慈し合
う。
O密ったこと，難しかった
ことの
i国AIV1，職FIV21

1 

2 (1)先生や友遂と機緩電話
機で話をするo
(2) 自分が電話で話してい
る苧V …プで聞く。

方
を
け
と
受
こ

~。
ガムす
け
脅
か
学
の
て

易一一
J民
到
達

b

v

o

電
つ
る

}
に
知

吟。れ
と
償
こ
に
る
と
す

ゆ
」
品
&

す

瑚

閑

話
学
で
の
。

話
め
る

電
た
知
る
を

qo 

仕
と
の
こ
応
る
対
す
た
習
じ
学
応
て

チ
つ
る

相
に
知
ガ
そ

q
ふ

第二次(3 ) 

1 喜藤本的な電話の受け11に
ついて知る。

第二次 (3) 

1 いろいろな場合の鴛懇の
受It11について知.a;Q

宅

aEA

得
，

E

第二次(3 ) 

1 議諮を受ける場合のを雪葉
遣いについて知る。



。敬語の正しい使い方 。自分への電話 。電話者E受ける時の議猿

(敬議対応表)
。自分以外の人への電話 。電話告と取り次ぐ時の言n終

間AVlq

2 篭話を受けてメそそとる練
i欄AIV8・1d

事筆者fするo

。メモ服申明こし I2 離を受吋のメ叫り方れいで知る。

てまとめる旬。 。裕子の名前電話番号，用 I0取り次ぐ人料初時

件などを路く。 まま， と穏護活設

。不号尽な点は関き返す。 号令メモずるa

Oメモをしたことの復唱 。議議議長去の後機

産主AIV2! 磯GbIVll

3 いくつかの場面を想定して

3 じた電話の 電話の受付方の練習をする。 I 3 事喜本的な穏話の受け方の
受りプまの練習事を-rる。

線留をする。

圏AIVl・8・!Q，葺AIV2・IJ

第三次 (4) 第三次 (4) 第三次 (4) 

1 後襲撃濃いに気をつけて電話

ぞかりる練習をする。

。敬語のlEしい使い方
(建立言器対応表}

じた話し方

2 少し複雑な重要件を電話で伝

える練習事をする。

。簡惨なメモ~.5!ながら話

ず。

O ゆっくり，はっ怒り話す。

3 後話1阪の利般の仕方を知
る。

。市外局主義と市内局番号

o;s紛の捜し方

1 電話をか砂る時に必要な事

柄について知る。

。市内局番と市外局番

。電話の種類

{ダイヤル式と

プッシュホン式)

ダイヤル~~ _21h*;r~ 

鱈 l!lTiO
2 電話のかけ方の基本を練習
ずる。

O呼び出し音と還諮やの望号

{カセットテープ〉

i冨AVI0.社AIV71

一
今
記

て

一

W
一

み

定

一

A

一

て

想

証

一

し

琵

一

一

を

場

一

U
一

こ
な
一
・
一

つ
ろ
技
一

ω一

話
ろ
輪
一
日
一

電

い

役

匡

0

0

 

9
d
 

l 普段話についていろいろな

ことそ知る。

Oダイヤノレ式とプッシュホ

ン式

胆
Oテレオzンカ…ド

2 電話のかIt方の3察本せを知
る。

。呼び出し務と通話ゅの妥

{カ~ツトテープ〉

O警護穏をかける善寺のぎ業

fもしもし，私はむむと
取しますが・ J

9
u
 

弓

d



。番号楽内の利用について

4 r弘の電話綬jを作る。 4 r私の官室話線Jを作る。
r~ 白川 2 中町一

第四次 (3) 第四次 (3) 第路次 (3)

1 電話を利用する憾のエチケットについて考える。
・か狩る持・切る時 e待たせた待・通話時閣議まちがえた時
.惑度や言葉遣い

i国AVl・4・8・1O. 
|職AdV3

国AIVl・1O. 
殺AdIV3

2 健際に電話を事umずる。 I0家の人，親裁の人，友達，担
。電話ノートをつける。 I 任の先生
<J3S.相手，襲警{仇反省) I 0電話ノ…トをつける。

(月日，相手，尽{今}

3 笑擦に電話を利用した跨の経験について話し合う。
o電話ノ、問削トひ闘日評価表

|悶AV7.主主AV61

4 自分の護支の霊童話番号がわ
かる。

i藍主題

1 穏話を利用する待のよE

チケットについて知る。

ひかける待。切る時

。通話時間

百五百τ.1 O. 
職AdIII3

。要震の人，友達，担任の

先生

。電話の内容を伝える。

。評価議後(先生，家の人)

!図AllI2・8・10 I 

5 評価

，(1) 議認を使用した時，場題や拐手に応じて適切な苦言葉遣いで話すことができたか。

舎内相手の電話の要件そ正確に聞き取ることができたか。

I (3) 必要に応乙て電話をかけ，用件を返しく怯えることができたか。

円心電話を有効に利用しようとする態度が5きについたか。

，(1) 電話での対応の仕方が分かり，篭話を使用することに慣れたか。
@)I (2) 翻を使用する時の齢的な輔が分かり，いろいろな場面で翻そかけることがマ
! 務たか。

Lω(3) エチケットに気後舵りながら，進んで電話を利用しょうどする態度が身についたか。

パ1)電話を受けたりかけたりする時の纂本的な知識を身につげることができたか。
母I(2) 電話を受けたりかけたりする時の基本前な話し方ができるようになったか。
L(訪 日常生活の中で，自分から議訴を利用しようとする態度が身についたか。

今

o
n
4
 



第 1・2・3学年 数学科学習指導寮(生活単元学習を滋視した例)

j極光名 ボーリング大会をしよう

2 単元設定の瑳鹿

本学級では毎年ポ…リング大会を罷いているα 生徒逮はボーリ ムが好きであり

究家欲的に取り組んでいる。ボーリングゲームの得点の計算は，数や計算への興事長関心，基礎

的な能力を養うものとして適切である。

生活単元学習と関連づけて，ボーリング大会の準備，運営などに積様的に取り組ませるな

かで，数や計算への興味そ育てると同時に，能力に応じた様々な活動がで務るようにしたい

と考え本単元を設定し

3 Ei 標的それぞれの総力に応むた活動場簡に積極的に取り組ませることにより，意欲を

もって学習に参加する態疫を養う o

(2) ボーリングゲームを通して数への関心を高め簡単な計算がで怒るようにさせる。

(3) 協カして学留を進める態度を養う。

4 指噂計画 (13時間扱い)

(l) 

第1次 ボーリング大会の計極を立てよう

方法やルールについて知る

・ゲームの方法やルールを知り，学習へ

の興味関心者と持つことができる。

ポスターを作成し学習3意欲を高める
・ポスターを作成することにより，学習

への意欲を持つことがマぎる。

第二次 ボウリング大会の準備をしよう

用異を準備する

・協力して準備殺すると

とができる。

第三次ゲームをする

ピンをかぞえる
・7たおーじだすジあ薮~'1i五ぞ...

えること iJ~でおる。
(対応)

-@活動残ったピンの数を
かぞえて，たまましたピ
ンの数を求めることが
できる。
ー(10の合成分解)
・ぜX!5J 10~までの数のた
し多事やひき護憲ができる。

常盤1/2 12) 

る
一
長
さ
「

つ
…
蹴
慣
が
一

場
一
で
こ
一

グ
一
尺
る
一

ン
一
巻
源
一

円
怖
を
一

|得点表をつくる

・6舎もの怒し?必婆な長
さを話題ることができる。

(1) 

:1 集計表に記入する グラブ

・たおれたピンの数や残った i・ピンの数そグラブに表すこ
ピンの数寄恋しく記入するこ i とがで~る。
とができるo

-グラブから，大小関係をよ

みとることができる。

(絵グラブ・様グラフ)

た

る

一

い

か

一

ひ

わ
り

け

る

た

魚

、

え

し

ち

俊

一

た

勝

が

一

b
て

塾

帰

し

第

一

奇

計

一

(2) 

第五次表彰式をしよう

賞状をつくる

・母鴻捕時え，ていねいに音響くこ

とがて?怒る。

表彰式をする。

・順位が分かる。

-役割を分担して，表彰式ができる。 (j) 
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5 本時の指導

(1) 目標

ア たおれたピンの数を数えることができる。

イ 残ったピンの数を数えて，健jれたどンの数を知ることができるo@舎

ウ ルールを守り，協力してなかよくゲームをすることができる。

(2)展開

第1時)

学習内容・活動 教材・教具毒事

1. はじめの会をする。

。ゲームの方法・ルールの縫認

。役割分担の確認

。原番を決める

。スクラムを組んでがんばろう

コールをする

る
容
一

す
内
一

1企

連
習
一
日

関
学
一
国

。ピンをセットする

宅

E
i
y
eみ
す
E
A

h
M
h
 
体側そンバじて

九
し

j

1

1

 

r
ヵ

を

ろ三ゼ
ゲ

ル

一
0

.

ポ

す

2

0

 

指導よの留意点

-方法やJレ…Jレ役割j分担を確か

め，やる気をおこさせる。

・ピンはあらかじめつりておいた

自3のょに三角形にセットし，全I.ピン1合本
書震で10:2ドであることをおさえ i・ポール

る0

・@投げる位援は生徒の実態に応

じて変え，意欲舎と持たせる。

-投げる願書駐は， じゃんげんなど

公平な方法で生徒に決めさせ

る。

-記録とピンの猿穫は交代で協力

して行わせる。

。鱒れたどンの数をかぞえる。 I.ピンのねらいヌぎやブオームに気
。残ったどンの数をかぞえて，倒i数Aa1 5 I をつ砂て投げさをまる。
れたどンの数を求める。 I数Aa1 1 I・ピンと対応設営， 10までの数をI.得点、表

数AcIlI1 I かぞえられるようにする。

.@@残ったピンの数~I}> i:える
残っている数 lたおした数

1回目 数Aa1 5 3 7 

2殴自 4 

31!!lf3 

~ 
3 まとめと反省をし，次符のi園AVl
学習について知る。

ことにより，倒したピンの数を

求められることに気づかせ，

10の合成分解がで怒るようにす

る。

-数?とこだわりすきfてゲームの楽

しさをそこなわないように気を

つげる。

・勝敗だけでなく 9 よかった点を

褒め，次時の学習事への意欲をも

たせるo

(3)評価

ア 倒れたピンの数(10までの数}を数えることができたか。

イ 残ったピンの数を数えて，t強jれたピンの数を求めることができたか。@@
ウ ルールを守弘協力して仲良くゲームをすることができたか。

.仰F ーも…

F

、υ
ヴ

t



第 1・2・3学年 音楽科学資指導計画

? 単光名好きなリズムを作ろう

2 j純光設定の獲副

灘ぴの中で5たまれた自由なリズムそいろいろな街のやに生かしていくことで，音楽の楽しさ

そ味わい，生活を明るく楽しいものにしていきたいと考え，この単元を設定した。

3 8 標 (1) 音楽に合わせて自由にリズムを表現させる。

(2) 音楽に楽しいリズムやおもしろい音色を加え楽しさを味わせる。

(3) リズム感をつかませる。

(4) 音色，強弱の工夫をきそfる。

4 指導計績は l時間扱い)

第一次 リズム打ちとリズム創作について考::l.学習計画安立てよう

.;tリエンテ…ション

・リズム打ちとりズム創作に関心を

もつ0

・グル…プそっくる。

学習したい内容を決める。

・自分のめあてを決める。 I1.学習還の販序が分かるの

(0.5 

既習の治に合わせて体を動かしたり打楽綴でリ

ズムをとる。

1 ・音楽への反応がで~る。

本剛1)

しいリズム後作ることができる。

(0.5) 

そ

一

ン

覚

…

サ

る

感

…

'

か

の

一

ン

分

そ

一

ギ

が
一
ピ
い

お
q

一

-

唖

額

融

線

二

ナ

の

を

…

…

ム

楽

一

マ

ズ

音

…

'

ソ

る

一

パ

の

あ

一

ノ

ど

の

一

サ

な

徴

一

ボ

ツ

特

…

'

ル

に

。

一

ゴ

ワ

ム
む
一
ン

ズ

か

一

タ

パ

リ
つ
…
・

(2) 

;・楽しみえ主がら

|発表したり隣

-合奏の楽しさ

を事者わうこと
(2) 

いたりできFる。
(1) 

ができる。
(2) 

第三三次 まとめと反省をしよう

録音を聴き災後4をする。

-自分の演奏した楽器替が聴きとれる。

・みんなと協力して出来上がった議ぴを味わうことができる。
(1) 
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5 本時の指導(

(1)路標

ア 合わ

第二次 第1時

しくりズム打ちができる。

イ みんなと に協カし合って，一つのまとまりのあるリズムを創ることが?きる。

マヲ リラックスして積極的に授業に参加できる。

(2) 援 開

考詳 習 内 容 1滋 動

2. f'3iパースコンチェルトj

に合わせて自由に動く。

止盟型且盟主主j) ラパ m スコンチ"，， "f

3. いろいろなリズム創りそ行うo

(例)

94VH?RT行jjぞ
A"¥---..'t.，11 

...$rJf!lrJ JJ惜
..d.も "l " " 'C • 、，・11

o~(JJ ~.)も竜門> J吋1
~ IJ，.1isnaE1介門:
4、

4. みんなで楽しく合奏したり

分担奏をしたりする。

5. テープ録音をし，聴いて感

怒を話し合わせるo

6. 次善寺の常習翌内容についての

話を関心

(3) 価

音AbIII 1 

音AblV2

苦fAbIV 4 

後日IV4

磁AIVl

資AblV5

指 導 よ の 留 意 己主

-事ま快必リズムを感じとらそる配

滋をしながら，自白に動かせる0

・体全体でリズム合とり， リラッ

クスさせる0

・楽しそうにリズムを打って，雰

囲気を織り上げるように励:1:-:9"。

. i際性的役表現がでるよう励ます。

. i慢性的な表現がでるよう励ます。

-生徒が作ったりズムそ板書する。

(音符またはウンタタ・・・・・・)

・たたいてtまのtf:lるものの他にも

生徒の容を望する楽器はできFるだ

り後むをEるo

-手拍子でもよい。

・最初は念体として雑音になって

しまうが，俄人の表現を大切に

ずる。

@リズムにのれない主主従がいても

積磁的な授業参加役人-切にする。

-いろいろな蹴にのって自由に楽

しくりズムを打つことができる

ことそ大切にしたい。

ア 音楽に合わそて楽しくりズム抗ちができたか。

;教材・教具等

・レコード

fラノてースコ

ンチェルトj

-鯵

-はし

-タンプリン

-カスタネγト

-マラカス

-小太鼓

-オルガン

-EI'I 

コーダー

-カセット

テープ

イ

ウ

みんなと一緒に協力し合って，…つのまと求りあるリズムそ創ることができたか。

リラックスして積極的に授業に参加できたか。
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第 1・2・3学年 美術科学習指導計画

1 単元名 私は陶芸家

2 単元設定の理由

陶芸は粘土を適度の硬さに練り，自由に手で形を変えたり，表面に模様をつげたりして，表

現の喜びを味わうことができるので，生徒達の大好きな題材の一つである。また，陶芸を通し

て美的感覚を養い，豊かな情操を培うこともできると考え，本単元を設定した。

3 目 標(1)形や表面の装飾を工夫する楽しさを知り，自由な発想が出るようにする。

(2) 使いやすい安定のある形を考えて作らせる。

(3) 最後までがんばって作品を作らせる。

4 指導計画内は取り扱い時数

4 月 I5 月 6 月 7 月 I9 月

0折り紙細工 0デザイン伽) (霧吹き「 0人物画ω) • 
1 1 1 2 月 1 月 2 月

0年賀状.づくり仰) .. 0焼きもの棚+課外(乾燥，焼成) • 
5 展開

学習の流れ 学習内容・活動
関連する

指導上の留意点
学習内容

Fコ1 学習内容について知 国AIVl -焼きもの学習について

る。 見通しをもたせる。

(1)時間 国AIV9 -生徒の発表を取りあげ

2 日常生活の中での焼 作品づくりの意欲を高

l成開法| きものについて話し合 めるようにする。

つ。 -粘土の塊，製作途中，
を知る

3 先輩の作った参考作 生乾き，完全乾燥，素

品を見ながら，製作方 焼き，本焼き等の実物

法を知る。 を見せ製作過程を分か
(2) らせる。

|アイヂアスケッチ|

ι 
随切な衰窪での裏面

ι -成形技法については，

蹴形の互上司 実演指導をして分から

ι せる。

匪圏 職AbIVl・

図AaIVl

|デザイン| 4 デザインを考える。 -厚紙で実物大に作ら

(2) -形，大きき，模様 せ，検討させる。

-安定感

何争
-スケッチ→実物大

5 デザインにあった技 -手びねり，板づくり，

法を選ぶ。 ひもづくりの中から選

ばせる。

一 78-

1 。月
0木版画(8)

教材・教具等

-各種陶器

-完成作品

-段階作品

-製作過程図

-成形技法図

-スケッチ

ブック

-厚紙

-セロテープ

-成形技法図

-はさみ



6 粘土練りをする。 |恥aIlIl

-粘土の量 1人lkg 算BbIVl・ とよい。その時に硬さが・粘土叡

-耳たぶ程度の硬さに練る 稼よい場合札繰りを省

協連磁
いてもよい。

-隠数会数;!Utがら，元気

体重をか持てもu'ように練る よく練らせる。

7 玉やひも状，板状に作 図AdIII1種

る ナー指導通鋭部町1 する
-均等にで怒るように練習

ずる。
議をたたいて 母し棒で聖書みを

延長Zす をろえる。

8 組みたて，形を整える ~Adml ー納得で怒るまで，やり蕊 -粘土ペラ

ーひもづくり 密AdIV3 しをさ分る。 {平ぺら〉

護所
教節治宝緩認 -粘土桜

ずる。 -ピー -Jレ

-あきずに形づくりができF 袋

るようにd殺る。 -手ぬぐい… | 完成する… 乾蜘積みあげる阻

-輪積み
せないようにする。

Q)~ 

さ金臼昏
-粘土の板の熔dが均一に -粘土板

なるように，のし榛をこ -のし棒

ろがせる。 -ビニール
司耳古土由複を切る。 哩車十を使うとよく

-粘土の上下にビニーJレの切れる

風呂敷毒事後使うと楽しい

…品~I::，，< 粘土板がで診ることを分

車Eみ立てる。 からせる。

べゆ粘土絞に少し手会加え

るだけのmなども考えら

-手ぴねり れる。

》¥逃 -翼手dが均ーになるように -たたら板

させる。 {淳さを均一

にするため
立波書撃をつくる。 毒殺土ををそろえて

のヨドの絞}

島J町

告軍事みを尭トSとするa

9 作品のできぼえを話し 図BIVl -友だちの感じヌJ~皆よく関

合う。 職Bcml き，自分の印象と比べさせ
〆(ul る。(形， 援護毒事)
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10 e主乾きにし，表笛}こ餓 悶AIV7 l考案した模様出せ ひもへら
黙な模様をつftる。 て， ひも，へら，なわ， ・なわ・くし

{本幾多告とする生徒は省 組Aam2 くし，くぎ等をえらばせ ・くぎ

く) る。

8J78zw 
十人一向i開|
ましながら進める。.乾燥かご

-完全に乾燥させる。

-焼成した時にひびわれず1・然

11 作品の乾燥をする。 るので，たっぷりと時間

• B絵 をかける。

-安定した撞念15 -緩初の温度上昇が大切で

あることを分から分る。

12 焼成す「る。 保BaIV2 {徐々 に上げる}

-温度安700~900度に上 -作品が上まで爽っ赤にな

げる。 ったら，火を止めて冷ま
<<持 4 時

させる。 -ときF汁

-やりどをさせないように -鋳

ずるの .出7tPl辛Gtl口h 

13 冷めた作品を，米のと -滋飲み，花ぴん等，水物

ぎ汁で建設る。(水もれ防 を入れる総札しみ出d

止} ないようにさせる。

-一人一人の生徒の良さを

14 観賞しあう。 | …める
関AIV7 -みんなの自に触れるとこ

ろに讃くようにする。

6 評価

(1)使いやすく， した形ができたか。

(2) 楽しく学習が進められ，完成の纂びが味わえたか。

? 配獄事項

ゅのきた徒には， くりぬき，護づくりで成形さそきてもよい。焼成では，素焼きの後，施粧をし

て本焼きに挑戦させ自信をもたせる。

〔本焼きニコ冷めた素焼きの作品のま後面に紙やすり (240欝)をかり，滑らかにする→楽焼さ

の奥で模様そ描く→乾いてから秘薬をつりる→窯の中を温める(1時鶴)→焼く→

透嘆になったらとり出し冷ます→完成〕

場の生徒には，失敗しても粘土を練り直して成形することができるので，楽しみながらのび

のびと取り組ませるようにする。また，デザインの考察では，あまり規制しないようにし，場

合によっては模様がなくてもよいと考える。また，物を入れる器などに限定せず，自動車や動

物など生徒のっくりたいものを幅広くとりあげることによって意欲を引き出すことも考えられ

る。
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第 1・2・3学年保健体育科学務指導計画

: 主総光名 リズムにのって楽しく蹴ろう{表現灘動)

2 単元設定の理由

表現運動は，臼常生活の中での感動をリズミカルな動さきで創造的に表現し，ぞれを伝達する

運動であり，勝敗を競ったりする運動でないところに特散がある。

子どもによっては， に力を入れ，身体各部を大きく動かしたり，すべての力をぬいて，身

体会強緩状態にしたりすることがぞ滋ない場合が多い。そこで動物の動きをしたり，音楽に合

わせて体を動かすなど，数多くの動きをすることによって，緩急の動きを身につけさせたい。

また，楽しく遊びながら自然に身体を動かせるようになることは，自己表現を豊かにするヒ

で大切であるし，友達と協力しあいながら嬬ることで，安心感，満足感なども得られると考

え，本長挙泥を設定した。

3 隠 譲(1)管楽のリズムに合わせ，動物や乗り物，自然の様子になりきって，楽しく体

を動かさせるようにする。

(2) テーマの特徴そとらえた表現ができるようにする。

(3) 互いに協力して動きを工夫するとともに，友達の表現唱をみ吃表そうとしてい

る感じが分かるようにするo

4 指導計簡 (9待問級い)

次
学習内容・活動

関連する ; 
指導上の留意点 教材・教5主導

(時数) 学習内容

1 オリエンテ…ション 11議AIII 1 -楽しい雰囲気づくりに気をつ

-グルーピング ける。
議き 2 曲に合わせて歩いたり定 l体GII 1 -体育館の床の線を利用して滋 -ωラジカセ
ったりする。 音AaIII1・3 動させる。

C スキップ -音楽トプ
。ターン

。ジャンプ

次 3 アニメの款に合わせて，
'いろいろなリズムの磁に合わ

軽く，楽しく体を動かす。
せて動かすようにさせる。

。音楽への反応(子廷の協
-準備運動として各部位を動か(2) 応)
せる。

e巧綴性， リズム療を幾う。

第
膏Aa1 3 • t金きている「ありjの動きを .VTR 

;葱AbIV1・2 観察させる。

-動物や乗り物等の動ぎのピデ
次 オを見売さる。

(2) .~暴動ぎのできないきた容をには教

州(包
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筋合ま筋範し，模倣させる。

5 自由表現 2まA謹Nl・

(1) 歯を開いてその感じを惣 手本GIVl -@テーマに合う治を流し，わ

像し，身体表現をする。 かりやすく説坊を加えなが

。風，雨，台風などの身近な ら気象状況をつかませる。

自然現象を表現する。

-@輝態語，擬声語等の音声茨

現も取り入れる。

第| I~謀J |・個性的な表現を大切にし，願

番に発表する機会をもうけ，

みんなで見合わせると同時

(2) 題材にあった動きをす に，やる気を起こさせる。

る。 -題を知らせ，しっかりねらい

題材例 f線香花火j をつかませる。

。線香花火の特徴について諮 題AIII 7 -緩やみで線香花火を媛妻美させ

し会う。 る。

lf : ・議:
-点、火から治えるまでの変化の

様子を音声表現するなどし

て，頗序よく特徴をつかませ

る。

O線香花火になりきって各自|体GIVl 1-言葉かけ(rジー ジ-J ) 
次 | が表現する。 IrカサッJrパチパチパチパ

(4) 

チJ rジュルーJ rボトンj
等)や声の大きさ，太鼓の打ち

方等を工夫させ，動きを引き出

すようにする。

Oグループに分かれて線後花| い各自の動きを見せ合い，良い

火の表現をする。 動きを見つけさせる。

Oグループで表わしたい勤務|悶刈II7・IVl卜動きが小さくならないよう潟

について話し合う。 さ，方向，場所等の変化がも

てるようにさせる。
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(3) グループ毎に発表する。 i

掛各一一環をl
とり，一つにまとめる。

(5) 発表会をする。

ゆビデオ鑑賞する。 国AIV5

第 I 6 学習奇のまとめ 関AIV6

四 o反省と感想を発表する。

次

(1) 

5 評価

-緊張しないように楽しい雰囲I• CD7~対
気の中で発表させる。

-良い表現は，みんなでほめる

ようにする。

-表現と表現のつなぎ方はむず

かしいので，助言指導しなが

らヱ夫させる。

-実際の花火の音を録音し間か

せる。

-機会そ兇つり多くの友遼や保

護者の前で発殺させ，占禁体表

現に自信をもたせるようにす

.a.o 

-線餐花火になりきれたか精一1・VTR

杯表現議勤しているか，ピデ

オを見「ど各自に反省させる。

.ぞのもの凶りきつで楽しく刊I.学習μ
活勤でき丈た:か，反省'dせる。

(l) 砲に合わせて，楽しく体を動かすことができたか。

(2) 元気よく，動物や乗り物のまねができたか。

(3) 1t火の特徴をとらえた表現ができたか。

(4)友達と協力し，グループ語動ができたか。

6 配慮事項

.@の生徒比課題曲に合わせてダンスを創作し，楽しく踊ったりすることができるように発

展させる。

・4訟の生徒は，できるだけ身近にいる動物の動ぎを観察忽せ，動きやすい動物の模倣遊びか
ら，自由に楽しく身体表現をさせるようにする。

・上手に表現できなくても楽しく参加し，最後まで頑譲れるようにさせる。
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第IV章難聴・言語障害特殊学級における

学習指導計画作成上の方針

1 指導の基本的な考え方

人聞は豊かな言語をもっている。言語の機能として，第一にコミュニケーション機能があげ

られる。私たちは主としてことばや文字により，他人の意思が分かり，自分の意思を相手に伝

えている。聴覚や言語に障害があると，相手の言うことが分からないとか，自分の言いたいこ

とがうまく表現できず相手に十分受け止められない等，意思の伝達に困難さが生じやすい。そ

のために，人間関係において円滑さを欠くばかりでなく，言語と思考との密接な関係から言っ

ても，思考の形成に問題を生じる可能性がある。さらに，それは劣等感や疎外感の原因になっ

て，人格の形成にも影響を及ぼしやすい。

このようなことから，難聴・言語学級における指導は，言語障害の改善及び軽減と対人関係

への適応に関することが指導の中心となる。難聴・言語学級における対象児童は，構音障害，

口蓋裂，吃音， ことばの発達の遅れ，難聴等さまざまな障害をもっており，さらに同じ障害で

も程度や状態の違いがさまざまで これらの障害の多様化に対応する計画が準備されなければ

ならない。

指導の基本は，児童の実態を把握し，それに基づいて計画を立て，実践し評価し，計画へ

修正を加える等，つねに児童の立場に立った計画が望まれる。ややもすると，言語障害の改善

及び軽減の指導にのみ目を向けやすいが，言語は対人関係の中で育つものであり，難聴・言語

学級だけの限られた時間内での指導や，担当者と児童の一対ーの関係だけでは，十分な効果が

期待できない。児童の日常の生活すべてが，ことばの改善に深くかかわりがあり，適切な言語

指導が継続的に実践されるようにすることが，指導を進める上での基本となるように計画され

なければならない。

さらに，学校と家庭との緊密な連携のもとに指導が進められるよう，計画の中には，それぞ

れの立場における指導についての役割と内容を位置付けることが大切である。担当者だけで言

語を改善しようとして，逆に遅らせてしまうことのないように留意しなければならない。

2 指導内容の選定と指導の方法

難聴・言語障害は，単なる聴覚や言語だけの問題でなく，知能や情緒，社会性の問題等が複

雑に絡み合って形成されている。従って，その児童の診断は過去から現在までの生育の状況，

現症の分析だけでなく環境条件等も合わせた資料に基づいて行われる必要がある。難聴・言語

学級における指導においては，児童の学習意欲を喚起し，課題への集中力を高めていくため，

障害の状態に応じて指導内容を精選することが前提となる。また障害が対人関係に波及するこ

とから，コミュニケーションの問題や環境改善，対人関係の適応に関する内容を指導の中に盛

り込まなければならない。

難聴・言語学級での指導は個別指導が中心となるが，障害の程度から考えて個別指導よりは

集団指導によってより効果が期待されることもある。従って，指導の方法は，児童の障害の種

類，程度，状態によって，個別指導あるいは小集団指導といった弾力的な方法をとることが必

要である。こうした指導計画の作成及び実行に当たっては，通常学級の担任との共通理解を緊

密に図ることに特に留意したい。
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3 指導計画作成上の留灘点

一人一人の顔が異なるように，陣容をもっ児童の示す様相は千麓万別であり，言語障害児

例外ではない。それゆえ，指導計画弘通常的，一般的なものであってはならず，一人一人

障害の種類・程度及び状態等の情報を収集・分析・総合し，そのうえに立って指導計画の立;

に当たらなければならない。その際に，通常学級霊任，家庭，関係機翻等との連携を計画のi

に佼寵付けておくことが大切である。ややもすると，難麓・ の指導だけを考えι

ちであるが，克童の1B と家蘇生活まで含めた全生活の中て.. どんな指導をして

くかについても考慮して指導計痴を立てる必要がある。

なお，指導計画作成に当たっては，次の事柄について留意する必繋がある。

的 障害の状態を的穣に抱緩するよニと

生まれてから現在までのE妥結獲得の状況等の経緯を明らかにすると共に，現在の障害の:

態を的確に把握することが大切である。そのためには，障害の程度や状般のみに闘を向け1

その背景にある諸要因についても十分に諜査することが大関である。

(2) 嘗器発達の過程に応ずること

党重まが言語を発達させていく時雛や条件をできるだけ活用すること。特に5'""6歳壇のi

英語は筈語を獲得することが容易な持識であることを考慮して計頭ずること。

(3) 忍貨が主体的に学習できること

替譜の指導は，克童自身が誤った発音などの樟害を改善しようとする意欲をもつように:

し指導に当たらねばならない。そのためには，児童が興味・関心をもって取り組む指導!

容の工夫を図ることが大切であり，マンネリ化しないようにしたいものである。

(4) 児賞の発達段階を考慮ずること

児童の知能や社会性等の発達段階に応じた指導計画が大切である。機容の改善や軽減に a

長期間を要することが多いのT土効果を焦らずに先を見通した，無理のない計磁が望まれる

(針通常学級の担任との共通濠鱗<<-関ること

祭器への適応から考えると，コミュニケーションがうまくいかないために，消極的行動i

織りやすい。そこで，連常学級の艶任との連携を深め，学級集部が鱒饗を療解し，自信を

つて生活できるように援助の手だてそ計磁の中に桂置付けておくことなどの艶慮がなされ2

くてはならない。このことは，通常学級で学ぶ時間の方が，大学を占めていることから特i

大切である。

(6) 豪族や保護者の協力を得るニと

1日のうちで，児童と一緒に生活ずる時間が最も長い母親などの保識者が f良務先生j

なることが，指導の効果を高める上からも大切である。

(7)翁隷等の専門機関との連携<<-関ること

とっては，口蓋裂のように援学的診断や治療が先決の場合がある。また，緩覚をこF

ると疑むれる言語欝筈売や知能や情務Sこ湾題があると疑われる

は，罷学，議床心理学，教育学等の専門家の助言・指導の機会を計極的に組み入れておし

とも必愛である。
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第V輩難聴・詰語障害特殊学級の学級経営と学習指導計画

1 難聴・嘗綴織容とは

とは，揺しことばの犠きが欝害されている状態を言う。話しことばは，自分の考え

を俄の人に蕊えるための道具であるが，爵き予の注意が話の内容よりも話し方に向け

られてしまうような異常な状態，及びそのために本人が欲求不満や裂け目を惑むたり，社会生

したりするような状態である。

という

た特徴から構音樟害，声の異常，吃音などもこ分類され， ことばの発達

らととばの発達の遅れ，原密や伴っている靖気から口蓋裂，失語症，髄性まひな

どに分類されるO

襲撃聴とは，持ら により王手の障こえに異常を来している状態のことである。普通の人

の関こえる王子が潤きにくい，勝くことができない，声は聞こえるが何と言っているのかことば

がよく分からないなピの状態である。

難聴は，それぞれの悶的によって聴力の穏度，聴力製，難聴の始まった時期，病巣部佼，康

器，進行の仕方などにより分類される。

2 学級経営

(1 )経営方針

難臓・

を闘り，

における指導は，言語障害の改善や軽減ばかりでなく，対人関係への適応

くりそすることも目的とされている。また，対象児童の障害も多岐に

わたっており，さら 幾度化の傾向にあるので，それぞれに対応する指導計画が準

備されなければならない。

ア に努める。

イ どの分野の専門家との連携を罰り，的確な診断を行う。

ウ 議題指導，事務総訓練など一人一人の贈答や能力に応むた指導を進める。

エ 指導の効果唱と高めるために，通常学級の盤径，養護教諭，家庭，関係機関との連携を重

視する。

オ f隊にじ

(2) 指導方法及が形態

ア日

2~3 人の小築関で行う o

イ 党議室がもつこと

持欝を決める。

ウ鍔親に対しでは，

教育絹談やカウン-I:!リングE

(3) 通義援の手続参

難車事・

し，常に研修に努める。

，震語指導の時間だげ通級させる。詣導は，館揺または

及び還常の学級の条件に言、立て，通級の屈数や

を持つことが多いので，兎童の状態に合わせて

を行う。

浅は，次のような手願で行う o
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学級担任 |ー今|検査・相談|→| 指導開始 仁1 指導終了 | ノ 申し出りl 、 い | |保護者 川iI 件 /例目

l ¥ ¥ ※通級申込書 .1 / ¥ |/ 11 ※通問書 i / / 、¥ ※指導終了報告書//
I ~ ~ ~ 1!t I / ~-~-----------~-~ 実態調査 1/ r 一一一一一一一一一一一一一-，

l校内就学指導委員会で検討 ! 
0市町村広報紙 0幼稚園・保育所 ~ 

0関係諸機関連絡 0小・中学校 i市町村就学指導委員会で検討|
通級申込書は，保護者から児童在籍学校長へ児童在籍学校長から難聴・言語学級設置学校j

へ提出する。(資料1) 

通級承諾書は，難聴・言語学級設置学校長から児童在籍学校長へ通知する。(資料2) 

指導終了の報告は，難聴・言語学級設置学校長から，児童在籍学校長になされる。(資料3) 

なお，入級及び指導終了は，随時行われる。

資料1 通級申込書の例

0保護者から児童在籍学校長へ

ことばの教室通級申込書

立一一一小学校長 様

ことばの教室に通級したいので申し込みます。

平成年月日

旦j主五

保護者名

O児童在籍学校長から，難聴・言語学級設置学校長へ

ことばの教室通級申込書

立 小学校長様

学校ー一一年一一一組

氏名

保護者 @ 

上記の児童が貴校のことばの教室で指導を受げたいので

許可してくださるようお願いいたします。
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資料2 通級承語審議の傍

ことばの教室通級殺諾書

のことばの教窓への適級について

下記のように承諾しました。 つきましでは， r通級の包待・注意jにしたがって通級して下さる
よう お緩い申しとげまサ。

平成 生F・ 月 日

立 小学校長 戦印

記

1 議級のEl狩

修選 議日 午前・午後 時 分~ 葬寺 分まで

議日午前・午後 弘子 分~ 善寺 分まで

2 通級における主主慾

。交通及びその他の安全確保のため，保護者・の付き添いを原則とします。
O 還殺に燦しては，学校の1i1ま出席扱いとなります。

O 学校の行事(遠足・趨動会主主ど)とことばの教室へ遇う日絡がさ設なった場合民学校の行

事後優先させて下さい。

ひ 指定の日時に遂~Jや欠絡をする場合には，事前に連絡そして下さい。

楽連絡先 小ことばの教家公 担当0000

資料3 指導終了報告奮の例

指導絡了報告書

貴校一一一年一一一組 の言語指導そ下記により終了いたしますのでお知らぞ

いたします。

進級に際しましては，長らく御配慮いただ慾ありがとうごさfいました。

今後とも本教育に一月警の御理解と御協力をお願いいたします。

李成一一一年一一一月一一一日

記

O 指導期間

O 指導経過
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{毒)早期発見のための手だて

心身障響克の教育は!手顛発見，早顛撞導が重要である。特仏難聴・議議欝客;患の指導は

と懇北龍ll:-.という点で，社会の多くの人々の恋しい現解と協力が必要である。呉鉾

的には，次のような方法で行われている。

ア 鱒係機欝{県教育研修センター，保健所，保健センタ…，

摂幼党教育相談機関等)との連携を密にする。

o 3歳児健康診査で「きこえとことばの教育相談j

補祉事務所，克童相謬

ている。難聴・言語寺

級では，これらの結果を早急に把握して乳幼児の実態を知ることも大切である。

イ 保育所，幼稚関，各小学校との連携を密にする。

。実態調査，選別検査の例(資料4) 0 巡回相談 。倒別面接調査
O ことばの教育相談(随時，就学時健康診断等)

ウ 家躍との連携な深める。

O 家庭からの直接の申し込みによることばの教育指談(乳幼兜，

エ 心身障努兇早期療育委員会，教育委員会の就学指導委員会等との連携を密にする。

オ 難聴・議鰭学級に対する理解を深めるための広報活動にカを入れる。

O 市町村の広報紙，学級だより等

カ 童三療機関との連携を留る。

キ

資料4

脳性:tv

との情報交換・連携に努めるo

{平成 年 月 日現在) ( 年

主な症状

fえ?Jとたびたび開き返したり，呼んでもすぐに返務そし
難糠 i なかったり反応を示きない子供

*著者議の会話管では通じるが， 5~6m 離れたところから小さな湾で話しか

その他
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(5) 通常学級との連携

難聴・言語学級の指導だけでは，指導効果をあげることは大変難しい。なぜならば，学校生

活の大半を通常学級で過ごしているからである。その意味で，通常学級の担任の果たす役割は

非常に重要なものになる。そこで，難聴・言語学級での学習状況，進歩の様子などを知らせる

と共に，必要に応じて通常学級の担任が児童の立場を理解し，援助していけるようにすること

も重要である。

具体的には，次のような方策をとっている。

ア 担任連絡会，研修会などを開催し，共通理解を図る。

O 通常学級の担任の役割，難聴・言語学級担任の役割について

O 通常学級における児童に対して配慮すべき点 (資料5) 

O 障害の程度，補聴器(難聴)について

O 難聴・言語学級における児童の状態などについて

O 難聴・言語学級の授業公開

イ 通常学級における児童の状態を知るために

O 通常学級の授業参観をする。

O 実態チェック表を作成し，通常学級の担任に記入してもらう。

O 連絡ノートを活用する。

資料5 教室におけるかかわり方の例

ことばに聞置Eをもっ子申担任申告主主へ(宇越での跡、万 '*>1

c::cYJ咋噌ことば白教室

ことばに陪潜在もつからといっても，他也子とかわりません.子世相感情凶司

じ発通告していきます.

冷たく掻われ.tu;t:不安になり.自信をなくし.V-がんで圭直でいられJJくなり

ます.話しことばヌ1<iEしく使いこ立せないためにはっきり言いなさい.J. 

(資料6) 

資料6 実態チェック表の例

教室における児童由実態調査票 '*>1 

c::cYJ今増ことは町教室 | 

児童名 担任名

d空整一一笠←血 記入期百 年月日

fもっと大きな声で言いなさい..J， rゆっくり言いなさい.J. もう一明言 I I 1.教室で白状況(当てはまる項目をC淘で囲んでください.) 

ってごらん.Jといつも註意されたり，叱られたり，宇頓白友達からまねされた I I (l)国語学習について
肌笑われ止りしたら，子供は話す場面から遺げ出したいと思うように芯ります. I I ア 発表について

1.ことぽへ町注意や，無理に言わせようとすることはやめてください.

2.子供に恥ずかしい思いをさせないように，聞き手カ喫ったりしないようにL

てください.

3.ことばカ寝だから.指名Lて言わせる由はかわいそうだと指名をさける必要

はありませ̂ '"本λカ帯主竪しないかぎり.他静子と同巴ように撮ってください.

4.子供自話を.一世畢曲幽いZ分かつてやってください.全責品圃じない話し方

でも慣れてくると何となく分かつてきます.

5.子供へ申話しか吋を多くしてください.担任咽先生から声をか叫才られたり.

笑いかけてもらえたり，一緒に遊んでもらったりしたことで，子供は教師を信

輔l...何でも話すようになります.

6.子根治司司盛田申で認められるように配慮してください.走ることカ宮崎らL

しいE 計算がはやい，揖誌をよくやる，係活動を責任を持ってやるなどと.学

級品子快たちに留めてもらえるように心が廿てください.

7.ことば由敏室に遭っていることを橿さないでください.先生訓そ白子地敬

室にいないときに.簡単に話L説明してやってください.

①進んで発表しますか. する しない

②指名したとき発表しますか、 する しない

@発表するとき町声町大きさはどうですヵ、 大きいふつう 小さい

イ 音読について

①進んで音読します点、 する しない

②指名したとき音龍しますか. する L江い

③音読するときの声回大暑さは 大きいふつう 小さい

ウ 匡語学習に対する評価 (5段階)

①きくこと よい ふつう おとる

②話すこと よい ふつう おとる

③轟むこと よい ふつう おとる

④書くこと よい ふつう ぁ・とる

2.宇揖へ申適応について

111みんなとよく遊びますヵ、 よく遊ぶ 遊ばない

位}友達也教は:ff.いですtI>.. ff.い 00入自殺) ふつう 少ない t人J

(3) 自分のことばを気にLていますか. 気にしていない 気にしている

-
E
A
 

nu-u 



(6) 家庭との漣携

難寝・詩語学級における揺導の前摺として，担任ヒ保護者が主互いに信頼し合える人福環係

つくることが必要であるo この入鶴欝係を慕般にしてよく連絡そ取り合い，前認の通常学級t

担任と共に，それぞれの立場で，児童生徒の指導を分担していくことが望ましい。

難聴・言語学級担任の立場として，保護者に対して次のことを配慮する必要がある。

ア 難聴・雷諾障害についての纂礎知識を身に付けてもらい，よりよいことばの環境作りに;

カしてもらうための準備をする。

。偶人面接 。参考図書・どデオテープなどの貸し出し
O 保護者教護においての保護殺相互の話し合い の 先議の保護者の経験談を聞く

o 講演会 。各地での研修会や裂の会主催の行事
イ 予定に保護者の話のよい題懇手になるように心がける。保護者は，話しているうちに不安z

軽減し，自分の義務態度の不足している部分や関違っているところに気付き，それを改め」

努力を始めるようになるQ

ウ 児窓生徒の指導についての共通理解を悶るためのこに夫をする。

。連絡ノート O 授業参観
ヱ 保護者と溺常学級の担をとの橋渡しの役Eそし，協力関係が保てるようにする G

(7) 学級の行事

襲撃睦ー詩語学級札特別に縦制された学級ではあるが，学校の中の一つの学級であり，

学級との交流を積極的に蹴らなければならない。そこで，すべての学校行事はもちろん，き

年・学級の行挙にも実態に応じてできる凝り参加させることが大明である。

また，難事車場言語学級では樟替に応じた指導が千まわれているので， f国sU謡選事がほとんどで基

弘通級児全員を集めての指導はない。そこで，通級先陣土がio1iいを知り，桔互の親睦を隠

るために，難聴・替措学級独自の行事も計画されている。

さらに，特殊学級が学校に 1~2 学級のところが多いので，市町村内の特殊学級で合同?千

われる行事も多い。

ア 学級独自の行事

。歓迎会，おsUれ会 。いちご摘み，なし狩り(ぶどう， りんご，かさ，みかん等)
。展覧会 O お楽しみ会(七夕，クリスマス等)
O 誕生会 。親子遠足
C 毅ミ子レクリェーシ設ン

O 保護者教室

。学級だよりの発行 。文集の発行
イ 市町村特殊学級合同

。校外学習 。宿泊体験学習
。予をつなぐ子らの作品展参加，見学
O 予をつなぐ子らの学習発表会参加，見学

O 講演会 。研修会
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(8) 選管の資料

ア指導記録の伊j

的構音障害j忍の指導記録 (k音の指導劉}

O 指導計磁の務i

指導のねらい

区分

翁運車内容 四

月初

書提覇堅

議検査

積幸111訳集

ラポートづくり

fk音のE悪事分りj
古いろいろ主主奮の分重量と確
認

誤 認お諸君の弁jJ~ い蒸し噌びの中明輔がカ嘗をできるだ材費く用い

霊111 会鱗綴での弁別 i (絵かき.輪投げ，賛助〈段豊富率，積み木 j 
続 i 会総議豊富中首語尾での弁薄日 パズル遊ぴ，すごろく遊び，かるた，じゃんりん等)
会書聖懲努ま音量磨で
会単語で

合E誤弁!JiJ

fk音を中心にj

で

で

樹

州

市

甲

蝋

闘

で

の

で

で
隊
潟
明
、
文
中

特

鮒

轍

轍

蜘

恥

・
官
会
ム
M
A
M
A
N
A
N

撞
情
審
積
雪

。単慈の弁語 10構音検査

{量幸男かードで 1 (護軍菌， 綴中， 書室経}

ーカ音の入った帯主を事買う{かえるのがっしょう，かっこう， きら告らほし害事)

単音{久ケ与}篠宮富

(じゃん村んゲーム，絵つなぎ等)

区別してi却し分りる量産警保管とt後} 、
文， 際空哲望書官書練習 r 

{ことばのおけいこ，かるた道警ぴ}

5決

5努

~I 欄指導
他

ゆ乞

てゐ
意

引

柑

蜘

へ

齢
制

M
M

殺

と

品

慣

と

t
軍
蛤
帆
山

河

髄

カ

査

格

能

検

性

査

制

問

山

股

串

息

軸

担

金

融

期

出

児

館

開

齢

制

ゑ

撤

回
調
設
品
制
緩 しない

三歩

O 指導の実欝

指導回数

第 8 回

12月86

主な指導内容

1. 楽しい遊びの中で，無理なく験管練習

をさせる。

串とびしょうぎ

権かくしつこ

*迷路{プリントで〉

象絵つなぎ選ぴ

2. カ音で歌唱と3倣うたう。

3. 単語の弁別(絵カードで)

(カ行とタ行)

4. 絵本を読む{仮言語ライダー)

8自然な会話を楽しみ安誤りを指摘した

り，言い直さそることをしないように

して，疋しい発資を間かせるようにす

る。

子供の反応と変容

。ヵ務を出させることへの怒抗は，ほとん
ど感じられなくなったG
。遊びに熱中する中マ，遊びのーっとして
“カーカ"“カーカ…カーカーカ"など，
指導者の機微して持にリズムに乗りな
がら発音した。
。コに近いカからしだいに，緩い発音に変
化して務た。
O “t:.務ーかき"な t子会問弁郊でき，
10/ゅのま解だった。
のあか，たあくん，ろく，じゅうく， 懇い
ろ，カ=える，会宝っこう， こうもり会主いじ
んと会話の中で震えた。主に語頭のtp
で。
。“あたちゃん"など主に語中-r:の誤りが
多くみられた。(t/ω
さかな→サカナ，なかま→ナタマ，せ
いかいじん→セイタイジン，あかちゃ
ん吋アタチャン毒事
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(イ)難聴児の指導記録 {80分授業)

H.2.6.16 

ききとりチェックカード
ワークプックれまつらつJ (富喜怒の繍充)

f符が返って冬ますか。 Jという質問に対して

r~きようなら。 j という答えを覆いた。

f帰ってjということばにつながったようだ。

♀主♀主♀(聞き取り指導→タッチ絵の f島j) 

少し離れたところに絵を鐙いたところ， H芸で
は衛き取れないことが多かった。 1国で関券取

れたのは 8回!:T3問。

袋企史皇(はし箱) (会話指導)

形と脅で，すぐに当ててしまった。

型車盟関{会話指導)

絵カードを見ながら，跨いか11に答えさせた。

問いかけに上手に答えられなくて，絵カ}ドを

見て，答えそ言ってしまうことが多い。

rtろは?J→ fトマトJ
f鳴怒声は?J→ fうしJ

母親とー絡に考えさせながら，答えさせた。

しばらく練習の必要あり。

床克頑議1

泣くちょう 。
1 

ふくろう ×。
2 

ペンギン くコ
3 

すずめ 。
4 

にむとり， ，κ。
5 

つばめ xoo 
6 

4ま と 00
7 

あ(}る xo 
8 

からす 。 ひょこ 。

つばめ っこコ にわとり 00 

あひる はくちょう 。

ふくろう 。 からす o 

ペンギン 00 }ま と 00 I 

ひょと xxo ふくろう 000 

からす xo ペンギン 00

は〈ちょう xo すずめ 。。

王手成2年4月に入級。両耳共に，平均聴カレペノレ95dBの高度難聴児。補聴器装用時の平均糠

カレベル63dB。坊兜期は聾学校の幼磯部に通い，ことばはかなり獲得していた。文字を使ってs

簡単な文も書けるα

通常学級に適応させるために，大きなねらいそ次のようにした。

O 話し梧手の声翻き取ろうとする態度を育てる。

O 話し相手に，自分の声を関~取ってもらおうと努力タる態度を育てる。

通常学級の中で，本党が進んで会話する場面を作るために，聞き取りの fことば遊びjを作

って持たせ，週1簡[朝の会jの時拐にやってもらっている。

調高石fことば遊びJ! 
平成 2 年4 月~9 月 2・・・・・・‘・・・・ OとOとo(聴覚的記銘カそ育てることば遊び}
!J 10月 ~12月 ・・・・・・・・・ー・・ なぞなぞ遊び(本;患が作った五つのなぞなぞに答える)

平成3 生存 1 月 ~11月 ・・・・・・・・・・・・ まま話出てこい (4コマ， 8コマの給物語の紙芝窟)

12月~平成4年3月 ・・‘・ 動作絵カードの作文(本児の作文の朗設を書き取る〉

王子成 4 年4 月~7 月 ・・・・‘... ~ .. .. .. .. こゆぴどうわ{本児の童話の朗読を書き取る)
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イ 生育歴調査の例

⑧ 
生脊康調査

本人氏名

語辞日

年 足 日記入}

住 完持

平成 Jj 日生

保護者氏名

連絡先まま

男・女 議左足

この謁査は霞こえやことばの降客に闘する診断やこれからの指導@正しも吟齢十を立てる上の大切な

資料になりますので，よく思い出してできるだけ詳しく繋いて下さい。

〈あ、書きくださった内容については臨く秘密を守ります。}

1 お鴎りの問題について{該当する項目にO印をつげでくだ怠い。)
(I) ]勃噂凡耳が遣いらしい。

(2) 口がおそい。ことばが遅れている。

(3) 知能カ哩れている.知能杭遅れているらしい。

(4) ある替の発習ができない。

{窃かな→チャカナつみき→チュミキ らっぽ吋ダッパからす→グラスなと濃って発音する}

(5) どもる.

(6) 話すときに讃をしかめたり，手足や設を動かしたりして苦しそうにする。

初期精鶴にしわがれたり，かすれたりする@

紛その他〈

※王手の寵こえやことばの廃語に気づいたのは議 診廷の様である。(当時の様子そ書いてください〉

2 生まれてからsヵ足までの様子について
U)抵嬢中の母載の器援(良好良くない } 病気や異常(
(2)出窓穫後の状況 :体重 g (すぐ撹いた。 板持決態!.iJ~ 分続いた。)

新生党愛護カ叱Fどく 包ぐらい続いた。 体調設かすぐ図様{ した しなかった)

(3) むンがつよくはげしく泣いてばかりいた。( いいえ ばい)
(4) 乳の飲み方は{普通だった飲むカカ唱かった 乳カザ防、ら出ることがあった)

{ら)ひどい熱の出る病気をしたことが(ない ある)

生抜 方月に にかかり， 度ぐらいの熱が 日続いた。

3 発途の梯子について
(l)首カサわった。

(2) 一人でき歩けみようになった。

(3) おしっこを知らせるようになった。

凶器将告がだ完全に一人でするようになった。

4 知能・殺栴こついて
U)然滞づきは〈年善意なみ少し遅れている抱強護れている一一およそ才ぐらいの子どもに結当
る〉之:患う。

(2)海親がそばにいなくても平気である。
(4) dわられると敏感に装応する。
{紛怒りっぽい。

(8) 何カ執しいときはねだる。

(lD) 家では索蕊にいうことをきくe

021寂識とよく瀧ぷ。

歳
歳
歳
歳

隠
川
股
凡
災
門
川
災
日
パ

か
か
か
か

(3) 人箆知りカ犠しも、

(5) 気が散りやすい。

(7) ひどく狂鶏になることがある。

掛泣きやすい，渡ぞ流しやすい，

ou ホ躍もや犬をかわいがる。
。訪問闘の人に無関心である。
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5 日常生活について
(1)食べ物の好き議いは多い方ですか。(いいえ はい)

(2) すぐに倒れたり，ふらついたりしますか。(いいえ はい〉

器物をよくつかめますか。(つかめるつかめない)

(4) 護起きの時間は {鏡支i圧しい不規顕である}

(5) 外でよく(潜ぷ遊ばない} 友途は{多い少ない〉

(6) 家の中にいるときが{少ない多い)家の中で一番貌しい人は(母窪母その他}

(7) テレげを{ よく見る 5まない } 
(8) 管業が{好き さらい) 歌を歌うことが(対持

S ことぽの発達Cついて
(1)赤ちゃんの乾オックンオックンとカ崎グモグとかかわゆる

らなかった あった 背月から 者JJ~まで)

普通無関心}

主んど

弾頭j の時期が{なかった分か

(2) それはだんだん話発に{なった替選 あまり変わらなかった)
(3) はじめて，意味のあることば fマンマ，パイパイj などを習ったのはおよそ 滋 か月唆

(4) 2援を緩み合わせて fオンモイクJなどと言えるようになったのはおよそ 裁 が月頃
間ことばの蕗で進歩カ哨に議いと患われた時期は{部、 ある 歳 左足壌〉

7 ことばの理解について
(1)簡単な震いつけカラ初、る。たとえば f新閉そ持ってきておj

(2) rあとでjと欝えばそれに従う。(ばい いいえ)
はいいいえ

(3) お子会んにこちらの言うことがどのくらい分かると思いますか。(年識なみだと思う

およそ 歳 か足獲の子供と問じくらいだと患う ) 

(4) 欲しい物があるときは{人命引っ聾っていく 欲しい物後指撃す ことばで震う

防護在蓄えることばの数は( 1 0日下 100J?l""F何でも雷える } 
(6)お子さんの欝うことば奇襲いた糧合どの程即効、ると患いますか。
-隷でもよく分かる。 ・そのつもりで臨砂ば分かる。 ・家の入ならどうやら分かる。

・ときどき分かることばがある。 ・ほとんど分からない。

げ} うまく紛役るときとそうでないと容とでは差が( ない ひどくある

g 家躍のことについて
{ひこのお子さんは兄弟 人中 番弱

(2) 家接キ智頭の方で揺しことばや声に普通と変わったところのある人カ〈いますか。

{いないいる} その入は(

(3) 現主…特に住んでいる人を記入してくだ浅い。

氏名 年齢| 織業 i縫康 氏名 年齢i織 健康

2 

3 

9.今まで受けた検査とその診断や事淀について
今までに窮践などで務臆精神発達遅滞積癒漉れ)，議語発達遅滞，構官隊語審，吃窓口蓋説脳

性まひ，失語意音声隊客等と診断されたことカ場りましたら.~に記入してください。

診断・$院の犠果 診断・$提の議果
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ための諸検査 (<¥d)Oは必要の度合いウ

聴難
ことばの

発達の還
音吃口違憲裂構者障害容

。。。。。審議障害児選別検査{ことばのテスト絵本)

。。
。。
。。
。。
。。
。O 

C O O ITPA 言語学習能力診断検査

O 。G 乳幼児分析的発遼桧査法{違竣寺式}

O PVT (絵麗語い発達検査〉

。苦言誘発達診断検査

O ド繕送検査※絵pき

議距文家機音検査 。
。。。道長会話による構膏検査

。。O 。{。※被刺激性の検重量

機

管

能

力

検

殺 。O 。※議後弁別カ検査 O 。
。。※聴覚的記銘力検査 O 。O 。。。。。純資聴力検査

聴覚検驚 。

能

検

。

O 

。

O 

o 
O 

O O 

O 議官ま聴カ検交

吃音検査察

気j

ア人物画知能検査
3気

。クチュ7プ官リ知能検査)

CAT (絵画統覚検査)性

格

検

資

O O 。。O DAP (人物商テスト)

ノ守ウムテスト

P-Fスタディ絵磁欲求不満テスト

。
O 

。
O 

O 

C 

む

O 

O 

G 

乳幼児緩衿発達診断法{津守式}

O むそ

の

他

。。G 

。
翼民は，必要警に応じて工夫するo

。。O O 
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エ 参考備品・設備・教材教兵一覧

指導家

検 査祭 室

遊戯室

黒板， 扇形指導机・椅子，幼児用机・後予

偶人様務総線総苦言語露11練器， S. N' Foインジケーター，発奇麗視装置

電話式会話指導器{親1 テ3)

遅延式反復式言言語認|臓器，言語訓練器(ランゲージマスター，ラポ)

移動式鏡， ;t}レガン，テープレコーダ…，インタ…ホ…ン，テレピカメラ

教材教具(各様)

検査器具・検震を用紙{各種)(雪8ページ著書照}

図書{各齢

防音室，冷緩務総，マジックミラー

オージオメ…ター。テープレコーダ一

大テープル

ストップウォッチ，滋度計

黒板，掲示板，繋澱戸初

学習台，インターホーン，集音マイク

CDプレーヤー，カセットテープレコーダー，どアノ

議書きボ…ド，大製さいころ，六角さいころ

果物・野菜・動物模型型セット，積み木，プロック， ミュージックベル

ソフトリング(大小)，すべり台，平均台， トランポリン，三輪車

水遊び水槽，カラ…パケツ，遊具(各種)

絵本(各種)，紙芝媛(各種)

綴 祭 主主 iマジックミラー，スピ-71-，放送機械一式，モニターテレど

研修室

待 J会民
悶 室

教邸周机・純子， 掲示板，行事予定板， 幾康

ファイルキャビネット，煎紙整理欄

研究図書(各機)

カメラ，テレザ，モニターテレピ，電話，時計

応、接セット，テレビビデオカセット

図書(冬季義)
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3 学習指導計菌

(1)構資障害

ア構音障害とは

日本語の話しことばにある特定の語音を，多少とも習僚的に誤って発音ナるものであり，

謡音の f置き換えJr省略Jrひずみjなどのタイプがある。構安技術もことば全体の発
と罷様，人tこ教えられて習って貰えるものであるが，構資際警というのは，ことばの発

達の途上で鰐らかの要醤が「あったjために構音学習の面だけに冬わだった発遠の遅れ

ないしひずみを起こした結果である。従って，原留はすべて簿器発途の途上，発表を習っ

て覚える持惑にあったものであり，現在ではすでにその皇室鰭が存在しないととが多い。学

齢で平均2-3%に克られ，学年が進むにつれて減少する。

約機能的構畜薄害

し手の構音器宮に器質的な障害がなく，撃さ党にも韓容が箆られないのに 1 i話しこと

ばを構成する個々の音{語音}が正しく発音されないために，…般の賭きそドに内容が理

解されにくい状態，あるいは異常な感じを与える状態をいう o

これは，言語習得の途上において，何らかの要屈により

ものと考えられている。

付) 器質的構音樟害

した

口唇，歯，舌，口蓋などの構音器官の構造や連動の障客等によって，認しことばを機

成する個々の音(語音)が正しく発音されないために，一般の関綾子に内容が理解され

にくい状態，あるいは異常な感じを与える状態をいう o歯の欠損や歯列の不務，脳性ま

ひによる構音器官の運動障害，口蓋裂などによる構営陣客がその例である。

口蓋裂児の構音障害は，医学的診断や治療によって器質的陣容そ取り除いても，習慣

化した構音障害はそのままでは改善されない場合が多いが，その取り扱いは機能的構音

と同じであるo 脳性まひ児の構音障害は. 75%の率でみられる。

(7) 構音の誤りのタイプについて

。省略 om ss on 
ある音を発しなければならない場合に，その音告とく

えば，ハッパをアッパと言ったり (h省略).ラッパをアッパと

ているもので，例

る(r省略)

などである。年少見に多く，誤り方は一貫したものでない場合が多いo

C 欝換 S u b s t t u t 0 n 

ある音を発しなければならない場合に，その音を勉の?去に畿務換えて発するもので，

伊iえば，カラスをタラスと言ったり，ハサミをハタミ，ライオンをダイオン，クツを

クチュと発音したりするなどである。とれも年少箆に多く，また…策した誤り方でな

い場合が多い。

O ひずみ d s t 0 r t 0 n 

省略でも寵換でもないが，正常な音とは奨なっており，表記することが閥難な奮が

関かれる場合を言う。これは，比較的年長兜や成人に多く見られ，前のニ者に詑ぺて，

その誤り方は一貫性を帯びている。
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イ 指導の実際

例全体計画

[構資

J 
づ児童の実態把握 h
:1構音隊警の状況抱握
。絞って携資きれた畿の種類と総数 : 

。誤りのタイプ(翁略，置換，歪み

0障害管の位蟹{議甑語中，語尾〉
。会話明瞭度

il情緒的向懇の把握 l
。情緒的な葛藤，行動，性格上の問題

i発達状況の把擾〕
。機管能力の成熟，知的発達

i聴覚的能力の把握!
。穂カ損失の有無と稼度

。謡音弁別カと聴覚的記銘力

i築関適応状況の把議1
。学級重集団の中での位樫と友達関係

襲撃

L 
背策調査トー「一「問題の

l~育箆*尊重往燈・相談康・教育E歪 i
。胎児期から務主EIこ~るまでの成長・発

途の様子

。締容に気付いた時期，気付いた入

。家族の緩し方

。乳幼児期における言語発途の様子

。主な綴気

。保育甑幼稚畿学校に通った様子

。相談に行った時期，場所，結果

。家族構成岡親の社会的程務約状態

。家庭内における子どもの立場としつけ

医芝樫率
。医学的治療の時期，場所，結果

。報告議・意見饗などの交換

考察 診断

d 児童の全人的発達促進

指導方針の決定

指 語緩

団連重要3
0正しい発音疫機

かせる。
o謡音f良く関いて
あげる。
。綾子関係の改善

を図る。

O 

01ミぃIIを育てる
。新しい膏の構蓄を法を教

える G
G新しい音を強化する。

文の練習をする。
O臼常会話に活かす。

導 計

!関係諸機関との遊携 I! 
。医療相談

。相談機関(保健

所・福祉課・児童

相談所・研修セ
ンター等)

。担任連絡会
。学習会

。実態チェック

衰の作成
。漆絡ノート
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的指導方針

現在なお障害努~存続させている原悶を，できるだけ小さくして Lパ。

耳の誤綴によって，正しい管と誤った音との聴覚的弁別カを高める。

無意味音節ー→滋毅一一三文一→文芸誌の段畿を追って構音指導者とし，

中の構奮を安定さ予せる ο

関親に正しい情報を知らせ，望ましい主主務環境を作る。

通常学級の担任kの連携を密にし，指導強果の向上を目

指導の内容及び留愈点

。

日常会話6

O 

。

C 

C 

自闘会議，自街道ぴ等

ボール遊び，輪投げ，積み木遊び，なわとび，

絵かき，折り紙，パズル遊び，すごろくゲ…ム等。

音節分解すごろくゲーム，関じ資節のことばを見つけるゲーム等。

<留意点>

*教舗が子供と一緒になって遊び，子供の感情そ白取に表現させる。

・子供が教訴を好きになり，安心のできる心地良い場である雰顕気をつくるようにする。

・子供の発達にJit;じた話しことばで格子をし，自然な調子で話しかけるようにする。

よい耳を言可否1
物の膏や他人の音を弁爵する能力を高める。

そ正確に開き取る

(例〕昏動物の鳴き声，乗り物の音などを開設，ぞれを当てる。

②サ音が艶こえたときだ砂子をたたく。 rカ， タ，⑦，マ，⑦・・・・・ーj
③ことばがいくつの音節でされているかを当て，その数だけおはじきを拾う。

{場サ資の入ったことばのときだけ魚をバケツに入れる。 rウ⑦ギ， トケイ‘・ーーー.J
の音がことばのゅのどこ(語頭，禁中，諦尾)にあるかを関券出させる。

f⑦クラ， カ⑦， ヤ⑦イ， ア⑦ガオ・・・'‘.J

サ音が額こえた所におはじきを援し

すもうリズム遊び，トランポリン，

(ウ)

O 

O 

。

涯現

C 

たい音を含んだ歌や議ぴをたくさんする。

歌・ 6 ・・七つの一子，おiちるのかごや，たなiまた dっちゃんなど

遊び・・・・せっせっせ，ずいずいずっころばしなど

・3者の違いを正確に聞き取る学習

〔例〕①二つの膏が問じに聞こえたら，うちぎのまっすぐ

におはじきを覆く。違って轄こえたら折れ曲がつ

におはじきを霊く。

fサーサJrチャーサJrサーサJrザーシャj
@きるを描いたカードを用意し，ぎるの名前が2囲とも同じように鵠こえたらさ若

E
 

母正しく

「サルーサノレjタルj
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.ftI!人の音のlE誤を簡き分ける

〔例〕① f魚が気持ちよさそうにスース…と泳いでいます」スースーと正しい音のときに

は積み木を積む。

{スー， スー， チュー， ス…， シュ_.・・・..J 

φfサカナjと正しく聞こえたときは，箱におはじさを入れる。

[カカナ， シャカナ，サカナ，チャヌワナ，サカナ・・・...J 

金工つのことばそ聞いてどちらが正しいか当てる。

fサカナ…チャカナJrサルータルJrウサギーウタギ」
O 自分の号去を弁別するカを高める。

・他人の資と比較して，自分の替の誤りに気付かせる。

伊丹教師が子供の誤り音のまねをして，正誤の弁別をさせる。

・自分の音をブイードパックして，ある音の構資ができていないことに気付かせる。

〔例〕録音テ…プ，ランゲージマスター，スピーチシューなどに } 四時、

より教師の出すlEしい音と自分の音を比較する。 I 陸作ヲ官)

(留意点 ~会制r I 
-子供に答えさせるときは，いろいろな動作を工夫し変化をもたせる。

・よく開いて，lEしい反応，開き分りそしたと券は，大いに褒め， Hぬます。

(key word)を利用する G

O 刺激法

強い聴覚刺激を与え，その時の構音器官の構えや動きを観察させ，模倣させるo

o 結果としてその務が出るような動作者?させる。

・かむ能力の向上(ガム，スルメ}

唇の機能向上，改議(舌の遼動，唇のジャン

ケン遊び，チョコレ…トなめ遊び，ウエハ…メソ

ッド)

-軟口議の運動促進(ガラガラうがい)

「ゆφφφl
・口霊祭内の空気のほカを変化さFせる。(ストロ…遊び，ろうそく消し， ピンポン玉吹き，

風船，風車， しゃぽんヘビ簡，吹奏楽器)

o (k)音の指導

・うがいの練習をする。

Q)正面を向いたまま水を口に含む。

命日に含んだ水を水鉄路のように「ビューjと飛ばして出す。

@水そ含んだまま上を向く。(誌は艶じたまま)

場水を口』こfすみ，離せ去と向きにして口をほんの少し開き， この状態で息を出すで。(ガラガ

ラプクプクするの)

争うがいができるようになったら，額を上向きのまま，水なしで「カーJrコ…jと言う o
・毘む破裂音の仲間ノf行音，タ行音より誘導ずる。

pa ta-ka p 0 - t 0 … ko pe-te-ke 
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-水滴落とし(砂糖水がよい。) (圏1)

水の入ったコップにストローを入れ，ストローの議の部分

を人差し指で搾さえて，ストローに水彩蓄え，子供の奥舌

{圏の・印}に水滴そ落として{人差し指を離司会ぱ落ちる)

「カッj と口外へ飛ばさせる。水滴の襲をだんだん少なく 関1水滴おとし

し，最後には水滴なしで落とすまねだけで， rカッJと言えるようにする0
・鳥の羽毛，綿花，紙片を手のひらに乗せ， rカッjと飛ばす。
・ろうそくの火令 riJッJと吹く o
・コップに入れた紙吹雪を fiJッjと吹く。

o (s)音の指導

サスセソの子音 (s)は，呼気が上顎前歯の裏側iで苦と歯茎の間で作られた細いトンネ

1レを通ることによって作られる無声の摩擦音である。強い呼気の流れがこの細い通路を通

って歯の先端にあるので，筒を吹くときのような雑音が発せられるのである。サスセソ

は，その (sJの資と，それぞれの母音を一患に発音した音節である。

・ストローを上下の前言績の関にはさんだまま小さな

風車を吹いて踏会宅金，徐々にストローを抜き取る0

・マッチ棒またはつまようじを上下歯にはさみ，その

すき間から， rス…，シーJと摩擦音を出す。
・コップに水を7，8分自入れて，ストローでプクプ

ク吹きながら遊ぶ。

・コップの水を3分自位にし，舌先を下歯裏に続くつ

け，ストロ…を上下の畿ではさみ，コップの水がプ

クプクなるように吹く。

・羽毛，紙片粉を$・ fの携えで吹く o

o (r)音の指導

ラリルレロの子音(r Jは，最初，舌先を硬日避の方へ反

り上げておいて，呼気を出し始めてから者先号機還をに一度打

ちつげ，そして，すぐその舌を離すと発せられる有音の弾音

である。

・苦の体操をし，蓄の勤務を活発Sこする。

ロの周りを者先で丸くなめ題す。

サ行衡の構音

ロの周りの所々に簿いせんぺいの切れ端をくっつけ，舌先で取り，口のやへ入れる。

前歯茎に舌先につけ1告をはじく。

薄いせんぺいの切れ端を硬口葦にくっつけ，ぞれを苦先を反り返らせて取る。

砂糖なめ道びによって活を自由自在に動かせるようにする。

・鏡を見て模倣ずる。(替の動さき}

・擬声語遊びをする。

カラカラ，タラタラ，コロコロ{ボール遊び)，チラチラ(雪降り)，クルクル{こまに

トロトロ，キラキラ(麗)，ハラハラ(落ち葉)，ヒラヒラ，ツルツル，ブラブラ
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(留意点)

・母親指導を還して，家でも遊びの中で練畿ができるようにする。

くならずリラックスした状線て?伸び伸びと行えるよう記慮する。

-無用に発語器官そのものを意識さそると， の他の望ましくない状態を生む愈検も大

ざい。かえって健全なことばの発達や機資技議の成熟を短害する恐れもある。結党，

にi議用する場合には，轄にこの菌についての模蚤な配慮が大壊である。

o (s)脅の練習

・単独で引き伸ばして Cs )の音そ出す。

・一時気ごとに，できるだけその膏そ長く引券伸ばして出す。(10回連続でできるまで)

・縦かく区切って正しく出せるようになるまで練留する。 (25団連続でできるまで)

(s)の練習記号を書きながら，同時に (s)の音を出す。

( s )そ含む無意味音節ーの練習。との練習の支な目的は，その音と他の音とそ結びつける

こと?ある。

(e s… s) (e-s) Ce s) (s… s e) (s-e) (se) 

(a s s) (a-s) (a s) (s… s a) (s-a) (sa)など

. 'd さやき声で爵き取る練習をするの

・ゲーム化して楽しく取り組めるよう工夫ずる。

。(s )管の練習

(s a)を含む単語<語頭>さかな浅くら さる さら ささ さげちとう さお

<語尾>あさ く'dかさえさ はやさふかさひがさ

<語中>うさぎおうさま はさみ ものさし けいさつあ怒り

.舷別して出し分ける練習

( s )と(t ) さけーたけ，せんいんーでんいん，そめるーとめる，浅いーたい

きせんーさてん，せさせつ…てきせつ，せきにんーてきにん

ー文の練習

さとう君は， まいあきうきされこえさをやります。

ささやぶに，あさひがさらさらしている。

さかなやさんからさんまとさばをちん匹ずつ貿いました。

o (k)音の練習

(k a)を含む単語<語頭>かえる か~ かみかぱんかるたかぎかげっこ

く語尾>あかいかせなかりかろうかたかまんなか

<語中>みかんしかく なかよしやかんさかなちから

.誌裂して出し分ける練習

(k)と (g)かいーがい かいけいーがい砂い かいしょくーがいしょく

(k)と〔亨〕ゅうき一ゅうぎつ務…つg かき かぎ こけーとげ
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(k) と(t )かきーたき いかーいた あけるーあてる けんこう てんこう

.文の練習

カーカーカー，からすがかきの木の上であかいかきの実を食べています。

かえるとめだかは，なかよくかわでかくれんぽをしています。

おかあさんがかいものに出かげで，みかんときんかんをかつてきてくれました。

<留意点>

・一般的には，語頭，語尾，語中とやさしい順に練習を進めた方がよいが，単語によってi

必ずしもそうとは限らないので，練習の順番を変えてもよい。

・無意味語が確実に不安なくできるようになったところで有意味語の中に応用していく。

・初めはできるだけなじみの薄い語を使う方が安全である。それから次第に日常会話で子。

が多く使う語へと移る。

-不安定な時は，すぐ前の段階に戻って練習する0

・特に耳の訓練の復習は，毎回欠かさず行う。

|日常会話に生かす|

O音読や会話等で定着指導をする。

・絵本や国語の教科書の音読をする。

・ごっこ遊びゃ人形劇，役割演技などにより，会話の練習をする0

.絶えず耳の訓練を続けることが大切である。

・通常学級の担任，家族とは常に情報を交換し，特に誤りやすい語があればそれを報告しT

もらって特に重点的に指導する。

|音にひずみをもっ子の指導|

・以下の順序でことばの練習を行う。

①母音の構造(ア，イ，ウ，エ，オ)が正確にできるようにする。

②口形を整え，大きく動かし，歯切れよく発音できるようにする。

。Jq??JCJ 
③指導者は，その子の出している「ひずみ音Jを模倣して出させるようにする。

④子どもには，ひずみの模倣音と正常音を交互に十分聞かせ，その違いを分からせるようド

する。

⑤鏡を見ながら，自分の出している「ひずみ音」の特徴(舌先のゆがみ等)をつかませる。

⑥テープレコーダーや肉声(模擬音)を聞かせて，音のザラザラ(雑音)に気付かせる。

⑦自ら，それに気付くまでそれを注意したり指摘したりしないようにする。

⑧並行して，次の運動をさせる。

・うがいの徹底(ガラガラ遊び)一奥舌を下げるための基礎訓練一

・口の体操(アク。アク。遊び)一話し方に弾みをつけ，歯切れよくする訓練ー

・口唇運動(モグモグ遊び)一口唇周辺の筋肉の固い緊張をときほぐす訓練一

・舌先運動(ぺロペロ遊び)一舌先の安定をはかり，舌先を伸ばす訓練ー
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-奥舌運動(ンカ。ンカ遊び)一奥舌の挙上沈みを感覚的につかませる訓練

・構苦運動(エーイー遊び)一後続母音と連絡させる廷し

命確かな「エーイー遊びjにより習得された安定した「ス列苦手jの構管状態から，すばやく

fイ弼音jに移行させるコツを習得さ予せる。

窃苦先を安定させ，平らにまっすぐ伸ばし，ニι弼資に近い構務状態で，ゆっくりと引き伸ば

すようにして出させる。

〔椀) (キ〕音 ケーケーキー，ケーキー，ケキー，ケ.:f・・・ 0

密主挙告が出せるようになったら，速さのリズムを変えて， くり返し練?容させる 0

@~挙資が充分安定したら単語，文の練習へと進める。

雪量日常会話に生かすための練習をする。

t:)両親指導

O ことばを身につけるために

-生まれてから 3年嵩が大切な詩期である。

-好きな人からよく学ぶ。大好きなお手本{毅)とやりとりする楽しみが，はげしい学習を

支えている。

・ζ とばの数だけでなく，概念の発達の助けになるように，一つのことばのいろいろな意味

が身に付くようなかかわりが大切である。

O 発音の異常が起こる原因として考えられるもの

-発昔の器官に故障がある場合

-耳の聞こえが悪い場合

・ことばの環境が悪い場合

・子供の気持ちが不安定な場合

.知能の発達が遅れている場合

以上があげられるが，一つの原因から発音の異常を起こしている例は，ごくまれである。

発音を習い覚える途中にいくつかの間題があって，ぞれがお2互いに関係し合って，子供の発

表を懇くしているとみるべきである。

O 是非やってもらいたいこと

・進んで話す子に育てる

・子供にたくさん話しかける

・子供の話をよく開いてあげる

.犠広い豊かな経験を与える

・できるだけ早く近くの言語教室などで絡談そ受ける

。是非やめてほしい扱い方
・ことばに対して詮意をすること

.無理に話させようとすること

・発音を直そうとすること

C 正しい発音を育てるために

・お母さんが正しい発音をたくさん酷かせ，

・日常生活を心豊かに過ごさせるように心掛け，きり
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が大切である。

ウ参考資料

初 日本譜の翻資とその表記法

表 1 悶諮標準音表記法 務管はふつう，表資わ績

母

""二百

m 

明f

Fls 

z 

ts 

dz 

Lイ)な子音の繕音点(閥2) 

d 

np 

1 

3 

tS 

dS 

r 

構音点、(または犠後域)というのは，呼

気ないし声の通路の中でその音が作られる

ときに最も狭〈なるところ，または際鎖の

起こるところを便宜上一つだけ選んだもの

である。

という形で書き さ

軟口 戸内
れる。日本音声学会に
おいて標準音として認

蓋音 ?奇 めている日本務の督室長

k の種類とその表記法は
表1の渡りである。

OD  

念

lU 

ε O 

a 

函 2 ~主な乎音の権型軽点
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(ウ} 指導の系統や順序

一人…人異なった陣警があるので，一概にこうすべきだとはいえないが育

ている系統表を，表2としてあげておく。

一般的に使われ

伺

φ 

表2 携音指導の一般的系統

摩擦管?一一…-@ 破裂音一一一一③

|ωj) 1 

1 (bj) .1 

① 

!ω 
g 

l凶)
守

(J1トー→(!Jj)

1 1 

構音指導の4段階{チャールズ・パン・ライパ…)

摩擦音一一一一一つ弾音
J-日明』、、s

1 1 
3一一一…+Z

p 

どの音から指導をするか，指導方針が決まったら，指導の手麟，段階を表のように進める

ことが通例である。

表3 チャ…Jレズ・パン・ライパーの構務指導の4段階

¥内¥容¥¥¥¥段¥階 品取訓練 I b比較と照合 c新しい音を教える

-問外のと|時身崎 (l繍次接近法
の苦去をきい と標準王子との

[g1聴覚刻激法i
内 ?ef. m分般公でtその妥7さげをき務わげる (3購if・の位震づけ法

プヲ 法
(2翼族議事ニその後だIH旨きき出す (4維の音告と変えるま長
(3)弁別=そIJ)'奮をききくらべる

j 15濯になる務省と健三盗IL時一大きく iつ
きく

'… 

的 日本語における構資能力の発達

4 幼兎の構資能力の発達

3歳ま'1:に確実になる t， 0， D， d 

3緩までにほぼ獲得 j ，llln， J1， b，p， k，g， w; tJ ， d3，描Ij.bj ，pj 

3 :0~3 :5 kj， gj，をj

3 :6-3 : 11 h， F， J 

4 :0~4 :5 |を， s， ts， dz 

4 :6以後

{坂内僕テ:r子げもの構資能力についてj言語際響研究会会報より)
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d新しい王子を安定させる

(1) 単 す安

(2) 華子 節

(3) 単 議

(4) 有 意 3た

開会 話

いくつかの研究結架か

弘幼児における子音の構

音能力の発達そ推察する

と， およそ のようにな

る。



(2) 0麓裂

ア 口蓋裂について

賠3は口鱈内を表している。口蓋裂は口腔内の

あたる部分，すなわち口叢が前後方向に裂

けている状態をいう O これは胎生 7~12遇の聞に

おいて，持らかの要闘がはたらいて結合すべき総

識が完成しないままになってしまったものである。

その要因の作用した時期と期間によって，留4の

ように，唇裂のみ，唇顎裂，硬軟口蓋裂，軟口蓋

裂，務口蓋裂といった形で現れる。

また，外見上口遂の裂は持たないが，左右のD

蓋筋層が結合しておらず，軟口蓋の庄中部粘膜だ

けで覆われている粘膜下日葦裂といわれるものも

追うる。 賜3 ロ腔

ti側唇裂 友側壁書製 筒側唇裂

審 議傘
軟便童E裂 善悪・歓喜重豪華語 片喜襲撃主 尚喜襲撃主

場予場動場う
毘4 肉質裂の種類

口蓋愛

o釜扇状
活意義

口議室裂克については，近年は濃くても 2歳までに機能的に良好な口蓋形成手術を行うこ J

が多くなり，就学期までに正常言語を獲得するそ子供が多くなっている。しかし，医学的診喜

治療によって器質的欝轡を取り除いても，習慣化した構音障害はそのままでは改善きれなL

場合があり，その取り扱いは，機能的構資障害と同じである。現在では，早態発見，早期事

育が充実しているので，学業携において欝鶴治療指導を受けなければならない児童訟は減少苦

肉にあるo

口蓋裂による言語欝饗を残した子供の指導効果そ高めるためには，多くの人の協力が必3

になってくる。なぜならば，言語緯容のみならず，年鈴が大きくなるに従って，子供自身 t

自分の障害者f窓識し，引け躍を惑じ，そのために性絡，行動などにゆがみをもってくると t

ったニ次障害を引き起こす可能性が大きいからであるの

従って，再毅や専門医はもとより，通常学級の担任の協力が不可欠である。

これらのことを念願に置き，観察や生育殿，諸検査などによって，子供の障害の状態s

の背景を的確に把握し，指導方針を立てることが議ましい。
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イ 指導の笑擦

切全体計画

ロ 姦 裂 出
よ

ー一一一→ 児童の笑態把握ト一一←1

!I口蓋裂の状況の抱擬
。恩の勝もれはないか

。構ヨまの仕方はどうか

(グロツタル一戸内破裂後
ネーザル…襲警鼻声資

01:終資，単議，単文，会話段階
。資の弁別カはどうか

聴覚的弁矧U，記銘力の稼度
。ょく務殺するか

。手術の後を気もとしているか

i知能，性格，親子関係の藷検資|
o知能の発達はどうか
Oどのような性絡が形成されているか
の親と子の関係はどうか

i祭密適応状況の把握 i
。学級主義問の中でどのような佼設にいるか
o他の児童設の口蓋裂児への理解度はどうか

考察 診断

O母親の心深状況はどうだったか
Oことばの発達状況はどうだったか
。いつ，どこで， どのような総談をし，そ

の結果どうだったか

l医学的診断 i
。医学的な治療は，いつ，どこで， どんな

処置をしたか。その結果どうだったか

族とのかかわりはどうか

兇衰の会人的発達促進

指導方針の決定

指 邸

…
湖
特
一

一

翁

一

議

問

中

公

一
接
一
改
戦
闘
脇
陣

一

霊

能
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の
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機
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一
へ
}
一
内
一
弁
学
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一
腔
の
管
理

一
児
一
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点
問
機
心

f

L

0

0

0

0

 

市量量孟]
〈コ心理的ショック

の軽減，除去
。子供とのかかわ

り方

理事 ふ
!

m
一線開

:滋予言学級との連携|

。授業参観

。障害に対する痩解

啓蒙

。連絡ノート

i医療機関との連携1
0機能良好な括約筋

の形成

。歯列矯正

句，‘
噌

BB
ム

句
E
4



(イ)指導方針

。医師との連携により，容易，完全，迅速に口腔内肥後形成し得るだけの運動機能を持つ
良好な括約簡を形成い機能向上を図る。

。鋼部の面接や保護者数家などの機会を利用して，できるだけ早い時期から指導を進め
理的ショックからの宜主主直りを援助すると共仏子供への望ましいかかわりができるよう

する。

。個々の子供の特性に慕づき，長も遜切な来tl激を与えことばの学習を援嘉する。
O 家族や通常学級の協力により，言語環境を整丸ことばの刺激を多くし，正常発達をi起す

(ウ) 指導内容及び留意点

|ラポートづくりi
i口腔内機能改副

。吹く力を高める。
・ストロー吹冬(l 5~25 秒を目安とする)

〈檎資樟害参照> P 10] 

-ろうそく吹き消し

.シャボン三五

・けん盤ハーモニカ，

C 吸うカを高める。

・ストローで吸う

-ティシュ，セロファンを吸う

ブツノ、

吹〈議録

(留意点)

・①口で吸う， 0て?吐く @口で吸う，鼻で吐く

③鼻で吸う，喜訟で吐く ゆ鼻で吸う，口で吐く

の4つの呼吸の様子在意識させながら，組み合

わせて遊ぶようにす‘る。

C かむ力を高める，設の動きを高める。

・するめ，ガム，せんぺい

・舌のむゃんけん 吸う額縁

• t， d， r 

O 口葉樹j項筋の動券会高める。

-うがい

.かいじゅうごっこ

O 口唇の動きそ高めるo

mM 

g
h
u
 p

 

方き導、jnν 音
曾

K

ん

り

け

よ

ん

品

緩

や

l
i
a
?
;

〕

]

む
一
部
一
一
瞥
一

k
g

口
蚕
=
学
一
〔
〔

xw
一
喜
一
①

?
立
回
二
構
一
。

P 101 

構音の学習

-うがいから fガーjという音を出せるようにし，統いて水無しでうがいのまねそさせ
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「えと言わせる。

・十分醤えるようになったところで， rヌゲー」とささやき声で言わせる。ぞうすると，ほ
とんどささやき声の fカ-Jに主主るo

・ささやき芦-cCk)音の練習そ反復して行う。(カーカ，カオカオなど)

・無意味資節、で [k)音を練習する。(カコカスカケコカケコなど〉

・単語で練習する。(カメ，カニ，カモメ，イカ，メダカ，イルカなど)

ー勝文で練曹する。(カンコちゃんはカラスのあかちゃんですなど}

e数や文で練習するo 七つのう子，かどめかどめなど)

-普通の文霊祭や日常会話の中で主主義を図る。

② (nJ資より [k)奮の導き方

• rH:聞けたままで fんあ~J の練奮を行い，奥舌を軟口遂に近付ける。

「んあ ~J ができたところで， rんがあ ~J と発脅さそる。

・かいじゅうの鳴きまねで， rんがあ~→があ~J と練溜させる 0

・以後弘前述したφの導き方と間じである。
(惚意点)

・うがいの練替については，構音障害 (k)資の指導 P 102を参照

ついては，指導の系統や順序について考慮する。

・教材教具を工夫し，児家が楽しく瀧びながら学習できるようにする。

・児主主が現在持っている力を十分に考慮した教材教兵を準備し，成功感を味わわせること

によって， :i霊欽的に学習することができるように配慮する。

・学習の経過をテープに記録し，成果を認議させ，児童の意欲を持たせる。

同両親指導

障害児がきミまれたことによって大きなシ双ツクを受けて舗む両親と話し合川両親が安定し

た精神状態で子供を受け入れることができるように指導することが大切である。それには予日

ぞれに伴う問題についての知識を与え，正し

綴のすべきととを巣たそうとする露態度を身に{すけさ

いかなければならない。

ると共に，穣綴的に

きるように援助して

口蓋裂は他の穣害と違って，単にことばの問題だけでなく，その後の歯弼矯 D唇，鼻翼

の修正などに10年以とかかって一つ 4 つ治療していくわけ?あり， どんなことでも気軽に相談

で怒るような関係が育つように配慮しなければならない。

(幼関係機襲と

口蓋裂児の場合，早期発見やそ子信指導が義援である。乳幼児相談，三歳克鍵診，就学時健康

診断などの結果を考慮し，陣容が発見されたら，早期手術，育成底療の手続き{無料で入院し

手衡が受ける仕組み〕をする o 手術前後のことばの指導などについては，関係機関{窮鞍，保

健所，克童相談所等)と密接な連絡会とり，竿頭搭護まの効巣をあげるようにすることが大切?

ある。

また，スピーチヱイドやその他の装呉の利用，碍手術などについて，口腔外科，耳鼻咽喉科，

形成外科，援形外科震などと連絡して，友いに協カしながら指導を進める必要がるり季成人す

るまで観察指導ができるように配慮する。
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(3) 吃音

ア吃音とは

吃音とは，話しことばが流ちように出てこない状態をいう。変動性に富み，様々な状態月

示す。そこで，吃音の問題を理解するには，単に吃音状態のみにとらわれず，その背景に』

る諸々の原因(発達状況，心理，性格，環境，吃音歴，吃音の変動に影響する条件など)月

とらえることが大切である。そして， これらの要因を分析，検討して総合的に判断しなけt

ばならない。

吃音には，次のようなタイプがある。

O 連発型(同じ音をくり返す 1ボボボくねJなど

O 伸発型(ある音を引きのばす 1アーしたねJなど

O 難発型(初めの音が出にくい 100・H ・ボくねJなど

O 中阻型(話の途中がつまる 1ネ……コがねJなど

連発型や伸発型に比べて，難発型や中阻型の症状の方が重いと言われている。また，重‘

なると口をとがらせたり，手で調子をとったり，足をパタパタ動かしたり，顔を赤くした l

するような随伴運動が見られる。

叱るということが両親にとって問題になり始めるのは 3~4 歳ごろに最も多い。始まっ 1

ばかりの吃音，すなわち，主として親によって吃音と診断されたばかりの子供の話し方そじ

ものは，同年の普通の子供の話し方とさほど違っていない。この時期に周囲の者，特に母車

が騒ぎ立てて口やかましく注意したり矯正しようとしたりすると，それが誘因となってこと

性の吃音という一種の「悪循環J状態にまで進展してしまう。

へんな癖がつく
意識する 固くなる

ふつうより少しひどい

ふつうの子供

吃

る

←あせる
←治そうとする

←注意する

←心配する

←もともとの原因

(いろいろ)

こうした悪循環の輸は，いったん回り始めると，上へ上へと独りでに回転し続ける。子。

はしだいにつかえることを気にし，恐れるようになる。特定の聞き手や場所に出会うと，ま

たつかえるのではないかと思って，話し始める前から身を固くし，ことばはますます出にく

くなる。それを無理に出そうとして更に体を緊張させ，顔をゆがめたり手足をぐいと突っ事

ったりという奇妙な癖を覚え，一層人目を引くことになる。
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イ 指導の実際

的全体計鱒

吃 児資

の爽態

i吃音の状況の把援 1
。吃りガ(連発・{増発・襲撃発)はどうか

くコ吃音が場加あるいは減少する要因があ

るか

olli:音がどんな符にみられるか
。随伴運動や付属症状がるるか

。発議への抵抗や発吃意識があるか
o話し方の特徴があるか
・無口，多弁，言認す速さ，身振り

l知能，性格，綾子関係等の検査|
。知能はどのような発達をしているか

01::のような役絡が形成されているか

o親子の関係はどのようになっているか
|集箆適応状況の把機」
。対人関係はどうか

o学級祭聞の中でどのような位鐙にいる
か

ひ友遼の吃資児への理解度はどうか

問題の背景議査

i生育歴，吃音控室，教海底，相談皮i
C ことばの発達はどうだったか

o発吃の雲寺期はいつ， どういう状況
であったか
。発吃絡の吃音の状態はどういうふ

うであったか

0発吃に緩初に気付いたのは誰か

0発吃に対する家族及び湾周の人の

反応はどうであったか

。吃音の状態はどのように変化して
きたか

。いつ，どこで， どのような相談を

し，その結果どうなったか

1家庭環境調査祭i
。翼民族構成k家族関係はどうか
。吃音に対する家族の襲撃度はどうか
0家族や周簡に吃音著者がいるか

考察 診断

児童の会人釣発達促進

指導方針の決定!

指 導 薗

配
〕
導

一
陣
一
導
指

↑
判
的
一
指
の

一
説
一
の
へ

一
例
一
い
誠

一
わ
一
部
制

龍
一
心
一
言

一i
J
0
0

刺殺指導i
o児まの懇の把緩
。子供とのかかわり方

計

i語家蔽忌iカ蓮問
。授業参観
。障害に対する連解凄蒙

{音読に擦しての注意)
o連絡ノート
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4イ)

児童畿の吃音状態や， そ ある藷要自により も変わってくるが， ここでは扶

の三つの面から考えてみたい。

O 言語溜では，訴しことばに対する抵抗を減らし，できるだげ滑らかに話すことができるよ

うにする。

O 心潔溜マは，情緒の安定を関り，耐性を高める。

。潔境麗では，吃音についわの悲しい情報を提供し，環境の調整を圏る。
(ウ) 指導内容及び留意点

吃音の指導内容は，子供の発達状況，吃音肢，吃の頻重，吃音の型，環境などによって奥な

るが，大別すると，心理麗への指導，欝喜怒症状への指導，環境識撃の三さつが考えられる。ここ

では，子供への直接指導にかかわる心理面及び言語症状への指導について述べることにする。

自発的な表現の場 し，自信を与えるような配慮のもとに情緒的な安定感を与え，吃

音に対する意識や考え方を変え，適初な対処の姿勢を促すことを目的として行う。

O 遊びによる

遊戯療法的手段を用いて，遊びのゆから人間関係の豊かさを伸ばし，人間関係におげるた

くましさを育でる。なお， は対人関係の中で生ずるものであるので，倒人的なi対1の

遊びから徐々に小集毘のやでの遊びの指導をねらうようにする。

O 遊びの中に言語活動を多くした指導

難発や鑓伴運動が激しく，発声の閤難な幼児や小学生を対象とする。

遊びの指導の中に意図的に発予言，発認の場面を設定しz 滑らかな発声や発言霊を促すように

する。

O 縫いぐるみや指人形による

幼児や小学生を対象とする。

自分の持った人形の役務そのものになった気持ちにさせて 郎興的に会話をすることで子

供の持つ不満，葛藤，据圧された感情念表現させるようにする。

。役類i演技法{ロール・プレイ〉による指導
小学校の中・高学年以上を対象とする。

えられた役を数人の友達の蔀で.RP興的に台本無しで演技させ，訴す場蕗への適応性を

つけ，発語意欲や自己表出を促し，自信者ど高めていくようにする。

C カウンセリングによる指導

小学生高学年以上を対象とする。

る考え方， 吃音への態度変容など自己据察の中から白日の問題を

していくようにするo

O 自律訓練法による

小学校高学年以上を対象とする。

心身の弛緩を主とした自己催眠により，吃音ーに{半う緊張や不安を和らげていくようにする。
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自主管の言語症状を軽減，除去ナることを日約として行う。

O 斉読法による指導

一斉読みの形式により，心理的正力が少なくなり，吃らずに読めた経験から自信を育てて

いくようにするの

C 個閥的な音読による指導

吃奮状態が激しく，難発型で離伴連動の著しい小学校高学年以上を対象とする。

正常な発音や呼吸法， リズム法，注意転換法などにより，滑らかな発声や発語ができるよ

うにしていく。しかし，これらの方法は効果が一時的で持続性に欠けるため単独に使用する

のでなく，複合した指導が必獲である。

(留意点)

吃音の指導においては，吃音克の数だけ指導方法があると替われるほどであるが，一つの方

法にとらわれずに，個々の子供の状怒を的確に把握し，それに基づいた指導計画を立てて指導

者E試み，その経過を検討することによって指導計画を修正していくという柔軟な対蕗が必要で

ある。

仲間親指導

吃音兇の症状には，罵閤の人たちのかかわり方が大きく影響する。特に家庭環境を改穫する

ことが重要である。そこで，爵親指導では，指導者と両親のよりよい人間関係を確立しながら，

次のようなことに理解と協力を求めていくことが大切である。

O 両親がゆっくりと落ち着いた気持ちで子供に接する。

O 子供の長所を見つけ，それを更に伸ばすように子供を励ますQ

O いくら吃つでも，それを笑ったり，批判したりし君主い。

o rはやくJr急いでjと話をせかきない。
。やたらに無潤な要求をして，子供を関らせない。
O 何事も控え居にして，ロうるさい小嘗はざける。

o r吃るJr吃りjということばは絶対に口にしない。
O 話しながら随伴運動があっても，決して，ぞれを指摘しない。

O 吃りながら話しでも 「ゆっくりJr落ち着いてjなどと注意しない。
O 親の心で子供を鵠み込むような態度で子供の話に耳を額け，最後までよく漂いてあげる。
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(4) ことばの発遣の遅れ

ア ことばの発達の遅れとは

ことばの発達の遅れとは，その年齢に当然のように英語待される程度にことばが発達してい

ない状態で，同年齢の子供たちの中で遅れの思立つ子供のことをいう。

その中には，

O ことばの刺激の不足，発語の励ましの不足など，ことばによる働きかげが極端に少

なかったり惑かったりと，環境に恵まれなかったために遅れた子供。

O 成長過程において湾題があったために，全体的に遅れた子供。

O 情緒的に誇題のある子供。特に，白剤約傾向のある子供などのように，対入龍係が

うまく育たなかったり，社会性の発達の遅れている子供。

O 聴覚障害のように，器質的な障害を伴っているために遅れた子供。

O 知能の発達に遅れがあるために，ことばがうまく育たなかった子供。

等々，その原閣は様々で，これらの原因となることが複雑に震なりあっている子供もたくさ

んいる。

ことばの発達の遅れた子供は，その緯度や性粛によっていろいろな症状そ示し，その現れ

方は，それぞれの子供によって違っている。

O ほとんど声を出さないほど重度な子供。

。声は出せるが，ぞれを社会的機畿として役1立てていない子供。
O ことばにならない声を出し分砂て.i云達や感情表現に役立てている子供。

O マンマ，プ←プーなど，いくつかの幼児語が使えるだりの子供。

。一議文の段階にいつまでもとどまっている子供。
。テレピのコマーシャルなどはよく覚えるのに，伝速に必要なことばを全く覚えよう
としない子供。

o 1可と るが，話にまとまりがなくて，人に伝えることが上手にできない子供。

このような子供たちの訴しことばを聞いていると，次のよう

O 片警で話す。

O 赤ちゃんことばを使う。

。ことばがうまくつながらなくて 態味のとれない話そする。
。発音に奨常がある"(幼児溌等)

しぶりが自立つ。

O 助弱{て‘に・を・は)を上手に使って，文の務で話すことがで券ないの

O 接続詞や形容認を使って話をすることが下手である。

。過去・現在・未来を区別して話ができないo
O 進んで話そうとしない。

このような子供のことばそ脊てていくには 小さなことばの芽も見逃さないようにするこ

とが大切?あるo
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イ 指導の実際

例会体計穣
ことばに遅れのある児童

s ~ 
問題の背景識変

i 念育歴. f!正往B震， 穏言葉l!l. 教事事歴
o乳・幼児鍛はどのような子だったか。
。母親はどのように獲してきたか。

。育児やそれi法外のことで，不安になることはな

かったか。

。基本約金活習慣のしつけについて，どのように

してさきたか芳その結泉はどうだったか。

。身体溺の空審議畿の経過

ot務童書童話の発途の緩滋
。社会性の発達の緩過

Oことばの発主撃の経過

Oいつ，どこで， どんなことについて籾談をし，

どのようにしてきたか，その結果どうなった

か。

i医学的診断 l
Oいつ， どこで， どんな

Oその結果はどうだったか0

0どんな治療を受けた走、

児童量の~態把益重

iことばの発遼 l
。審議行動(掻妥し，体号機する}

0ことばでどの総書宣言書せるか

。発資・護持率3雪言霊・表t住苦言語のチェック
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。畿にとって子供はどんな存在なのか

.育児襲撃皮・育児知識・書籍子関係

i集筏適応状況の把握 i
。学級集団のやでどのような佼綴にいるかョ友達と

の鑓係はどうか。

。ことばに遅れのある児家への友遂の理解はどうか。

考 察(診断)

児童の会人約発達促進

指導方針の決定

議 毒事 計 画

他学級との連携

0授業参観 o医療機関
o障害警に対する遵解と務!0格談機関
襲警
。連絡ノート
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(イ) 指導方針

O ことばの障害の背景となっている諸要因を，諸検査・諸調査を実施することによってい

ろいろな方向から的確に把握し，それを基盤にして個に応じた指導法を研究する。

O 児童の言語発達に悪影響を及ぼしている要因について，最大限に改善していくように努

力する。

O 指導にあたっては，ことばだけを取り出して訓練するのではなく，五感に刺激を与える

ような総合的な指導をする。

O 児童の興味関心を大切にし，触る→見る→聞く→話す→読む→書くの発達段階を踏まえ

た指導をする。

O 家庭とのコミュニケーションを密にし，両親がその時期の児童の実態を理解して受容で

きるようにする。

O 通常学級の担任，関係諸機関との信頼関係を確立し，協力が図られるようにする。

(ウ)指導内容及び留意点

|社会性を育てる|

O 母子関係を育てる。

・体に触れて遊ぶ。

くすぐりっこ，おんぶ，だっこ，たかいたかい，肩車，すもう等0

・できる限り一緒に生活して，話し掛ける機会を多くする。

お手伝い，散歩，買い物，絵本などを楽しく読み聞かせる等。

O 感情を育てる。

いろいろな感覚体験を数多く繰り返す中で，感覚機能を育てると共に，自分の感情を

表現することができるようにする。

砂遊び，どろんこ遊び，水遊ぴ，積み木遊び，粘土遊ぴ等。

O 身辺の自立

一日の生活を考えながら，その中でできないことをチェックして，少しずつ自立させ

ていく。

顔を洗う，歯を磨く，食事をする，洋服を着る，トイレに行く，鼻をかむ等。

O 対人関係を育てる。

・小集団活動の中で，友達と一緒にやろうとする気持ちを育てると共に，友達と一緒に

遊ぶ楽しさを味わわせる。

ボール転がし，輪投げ，ぎっこんばったん，いろいろなゲーム，じゃんけん遊び，

役割交換のあるサーキットゲーム(折り返しリレー等)，縄跳び等0

・ごっと遊びをしながら，いろいろな場面での対応について練習し，それらが実生活の

中で活かせるようにする。

ままごと，買い物ごっこ，電話ごっこ，乗り物ごっこ等。

1
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i
-
-
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・

y
k
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'
1
1
!
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(留意点)

・リーダーシップは，子供にとらせるようにする。

-人慣れしていない子供には，最初から強い刺激を与えないようにする。
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i開く・晃る力を育そ言1
0 聴知覚能力を育てるo

・聴覚的記銘力を育てる。

言われた品物を取ってくる遊び会繰り返す中で，品物の数を一つからだんだん増やしてい

きながら，関き取った品物を記銘するカを伸ばしていく。

OとOとOを取ってきて(一つの品物から五つの

品物が取れるようになる荻で，いろいろな遊びを

工夫しながら継続していく。)

-聴覚的認知力を育てる。

開き取ったことが何のことなのかを分からせる遊び

色初歩的なものから繰り議していき，話の内容が

間き取れるようにしていく O

音あて遊び，動物の鳴き

識させる遊び(1去の数いく

かるた取り，なぞな

せ等0

る。

音節数を意

，絵7Jード拾い，

絵本の読み開か

総覚的犯総力者台湾てる量産ぴ
l:::O芯(動物混)J

0 視知覚能力を育てる O

-見ょうとする気持ち

入れ物と実物 のγ ッチング，絵カード捜し，品物捜し， 障し絵，か

くれんぼ等。

・模倣するカを育てる。

手遊び歌，まねっ ジェスデヤ

リトミック等0

・gと手の協誌を考えながら，注視力(注意力・集中

力)を育てる。

かるた取り， トラン プロック，間違

い捜し，はり絵，ぬり絵，迷路，パズル，なぞり

絵，はさみで切る学潤，ビ…ズ過し(五のれん

等)，ブロスティッ

。位置や方向の認識を育てる。
夜分のロッカーの位謹，時計の針の位賓と読み方，

宗務位置の霞き取り等。

(留意点}

・聴覚的認知力そ脊てる搬送事と視知覚能力を育てる

指導は，併せて指導するととが多い。

-乙とばの発達に遅れのある

しが多いので，実物・

には繰り返

・絵カード・

ベープサートなどいろいろな教材そ工夫して，興

味関心を持続させることが大切であるo
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はさみで切る「丸の動物J
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『スキルスクリーン』



。発語器官の機能t:i弱める。<口蓋裂
。話しことばのレディネスを会一てる。
聞いかげに萎えることばと， 5またもの・触ったもの・

開いたものに対して発することばを，箆尊重なものから少

|き出していく。

袋の中身，これなあに，何の仲間，

か等。

O 言語態解カを高める。

どを使って，知っていることばをチェックし

でいきながら，知らないことばを遊びのやに取り入れて，語いを増やしていく工夫をするc

いろいろな絵カ…ド遊び，ことばの{中間集め，なぞなぞ遊び，ジェスチャー，しりと

り，絵のさいころを使った遊び等。

O 言語表現カを高める。

・理解言語をチェックして，いろいろな場摺作りをした中で，表的~語はど人

どん使用させて生活の中マ使えるようにすると共に，理解言語は繰り返し院かせながら表

出できるようにしていく。

あいさつ，ごっこ遊び，人形劇j遊び， lo話作り，自由会話，日記等。

{留意点)

にくい子供には，ふさ出し』を使うと鶏楽的である。人や動物の口元に『ふき

出しjを持っていたり，会議場面で fふさ出しjを使ったりすると会話が出やすい。

> P110 

しています

問いかけの二 t~に望書える遊び
rfaJの伶IIIlJ

C 線や絵をなぞることができるようにする。

-線や絵をなぞるたぬの楽しい遊ぴ告とユニ3たする。

指先・手首の力をつける，なぞり絵，絵かき歌，ぬり絵，迷路，なぞりゲーム，穣ヲ

き，筏知覚訓練， トレーシング(なぞり脅さ)，コピーイング(曲線・踏形"文字・努

-絵等の視写)

o 音節遊びを工夫して，音節に合わせて搬作したり動いたりすることができるようにする《

-音節に合わせて操作する遊び

絵の3いころや罷し絵カー rそ使ったおはじきゲ…
ム，五入れゲーム，すごろしマグネット議ぺ， I司

じのどれだ(同じ音節数のことばを捜す遊び}

・脅節に合わせて動く遊び

リングゲ…ム，輸跳びすごろく

。文字に興味を持たせる。
-絵の績に欝いてある文字そ読ませる。

議日現j絵カード(絵のよや績に文字を書き，ぞれを音

節数に切ったもの)，絵本，罷し絵カード等。

'文字に爽縁.t-持たせる遊ぴ
f配夢IJ絵カードj

9
u
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-文字カ…ドを使った遊びをさせる。

絵カードと文字カードのマッチング，文字記子uカード
文字カードと文字拾い，背文学当てゲーム等。

・文字をなぞらせるの

てグ…ム，かるた拾い，

文学カード書券当てゲーム，絵の横に書いである文字のなぞり〈毅をノートに貼ったり

プリントにしたりして，

O 読むカを高めるo

きなぞらせるようにする)等。

・読めるようになった文字そチェックしながら，その文字の入ったことばや簡単な文から

読めるようにしていく。

文字カードと絵カードのマッチング，かるた取り，文のカードと絵カードのマッチン

グ，音読カード，絵本読み等。

。絵を毘て，簡単な文を警かせる。
・動く絵カードなどを使って，ニ語文から文作り指導を系統的に継統していく。

・助認や接続鈍の指導は，その都度取り上げl"，終回も練習させながら定義させていく。

。感覚ことば，様子ことば，感情ことばをE育てる。
・絵本や教科書の掃し絵などに『ふさ出し』をつけ

て，感覚ことば，様子ことば，感情ことばを書き

込ませていく。出てこない時には，書いてやって

ませながら覚えさそていく。

。日記を議かせる。
・一日の出来事の中から，おもしろかったこと，う

れしかったこと，悲しかったことなどを一つ取り

上げて，日記に書かせていく。その日記に，質問

などを書いて，日記の内容を深めていくと共に，

Iふきだしjをつけて会話を議き込ませていく。

O 題材を決めて，作文を欝かせる。

・…つの品物を晃ながら，作文を;議かせるo はじめ

は，食べ物など身近にあるものを見て2，3文から

いく o rふさ出し』をつけながら文の数を
増やしていくと，抵抗がなく効果的である。

O 体験したことそ作文に欝かせるo

・はじめは，一緒に患い出しながら文にしていき，

作文の議き方に慣れさせる。その後，少しずつ部

分部分を一人で響いていかせる。これにも仁ント

として{ふ議出しjそ使うと効果的である。
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ボール運動，跳び箱，鉄棒，

ビーズ通し，折り紙，

|身体的機能と運動能力を伸ばす 1

0 組大運動

・体全体を使ってする

走る，歩く，はねる，輪跳び，なわとび，マット，

サーキット運動，水泳，遊具遊び等。

徴議運動

-手先を使ってす

粘土遊び，紙ちぎり，シール姑り，はり絵，ビーズつまみ，

はさみ切り〈直線・曲線)，ジグソーパズル警察。

O 

:
j
J
1
1
1
i
!
?
:
;
q
 

一

-

一

〆

句

ι

その中にことばの指導受取り入れることが大切である。

(留意点)

・ただ運動す愉るだけでなく，

|数量の指導|

O 物と数の対応訓練

・はじめは，果物やお菓子などの実物を使い，徐々

におはじきや数え様，指などへと進めていく O

数の大小

1~10 までの数喝ー

数の合成分解

O 

C 

1~10 までの霊堂唱

f教とおはじきのマッチングj
• 0~5 まで， 0~10 ~長で， 0~20 まで。

・実物や具体物，指などで理解できるまで学習して

から，数だりの間縄へと進めていく。

。

100までの数日間・数列。

簡単なたし算・ひ怨

・1位数十 1位数二二1位数 (2位数)

・1位数 (2位数)… 1技数 1位数

金銭の使い方，時計の見方，カレンダーの読み方など，生活に街着した能力を育てる。

悼爵毒薬指導

i児童の状態の理解i
O 子供の輝答について正しく理解してもらう。

子供の実態と変答~認識させる。

。

C 

O 

O 

できるだけ子供と搬ナる時聞を多くとれるように，金活時間を工夫する。

子供の喜ぶことそ数多くしてあげるように指導する。

をさせて，その中で臼常生活用語そたくさん投げかけるようにする G

O 

いろいろな体験を与える Q

子供が発したことばには必ず応じるようにし，言語にもよく耳を{漬ける。

子供のことばに誤りがるっても，震を与えないようにして，ましいことばをたく dん鱒か

せるよう
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内耳液→鍋

:q:JI、骨
っち，き由化. .l>J'みという
つØ/J\~t.t骨で白鼠腹自援
電車袋内耳に歯止;l晶

P撃砲事事匠を察つ酌拡必lft，よ醤
宮崎一つ ..折、

トー…桝一一山特÷一内耳

トー…ー 伝膏事主義軍事 l 轟音型量級事

背附の崎義叩〈み 垣争〉一一舛叫導瑚漏一主討司雪惚問t惣加字諸喜都乞酬

警摺鵠概蹴繋説斡斡量都訂fすもぺ巾伽~もい)、一一一吋ト出品ぶぷご注Z詩滋摺昨腔品劃昨rt?γ怠制く し目て 十←一話罫鰐賂:屯泣;E信i近誕諮鉱;廷議恕4長詑諮:z訪;3?斗
音Q)N!こえ方

難聴

難聴とは

的脅こえの仕組みと難聴

音は外耳道をi遭って鼓脱会振動させ，中耳の耳小骨に伝わり，内耳に入り，

牛の舟のコルチ器→聴神経→踏のsI院に伝えられる。

難聴とは，外界の

務が耳から入り.踏

に缶えられるまでの

経路に何らかの発育

上の原盟や病気等に

よって異常を来し，

大脇で正常な吾とし

て認知できない状態

ア

(5) 

で事
畠
い
す

園
間
働

の
雛

剛
明
と

連
参
事凶り.畏

牽
安

欄
側
一
一
間

耳ft(耳たぷ〉
曹のλロ

鼻耳道
膏畿を強震にiI<警

をいう。

霞こえの悪さの性

質は，王手の機機のど

こが障害を受けるか

によって

る。

難轄の種類は，訟吾性難務と惑音性難聴のニつに大別される。

伝資性難聴比外耳や中耳，鼓膜付近の故障から，務が舟に伝わりにくいために起こ

る難聴である。この種の難聴は，内耳から先は正常なので，補聴器そ装用すれば開き取り

の問題が解決し，匪学的な治療も可能である。

これに対し，惑妥性難聴は，内耳より奥の衰の振動を感ずる聴紛胞や，ぞれを踏に伝え

る聴神経，さらに脳の聴露中枢経路などの故障で起こる。伝音性襲撃聴に比べて，難聴の原

因や症状が複雑であり，補穂器装Fおの効果はよげにくく，医学的治療は閥難である。

(1)聴力の検査と難聴の程度

難聴の検変は，普鵡オージオメータ

そ用いて行う o 左おそれぞれの耳につい

て， 125~8000ヘルツの掃の七つの周波

数について測定し，オージオグラムに表

す。会らに，会話能力に関係が深し'500，

1000， 2000ヘルツの値安用いて平均聴カ

レベルを求める。この平均磁力レベルに

より，難聴の程度後軽度・

聾に分類する O

関 5
ってく

関 5
-10 

0 

10 
魁 20

カ 30
レ 40
ベ 50
)v 
60 

(db) 70 
60 

90 

100 
11号
12ゆ

L~j 130: 
125 250 絞殺 10∞ 20∞ 40∞ 皐絞沿

潔波数(従z)

主主忍-0-0-，た淳一x...x…で記入する。
事g)E耳てきを{スケールアウト)の場合はひ×で記入
し車患で結ばない./ ¥連

オ…ジオグラムの例

トJ 」 」 一「

「一

「一
h 
、、、

~ 一二、ー割守“ 、、、

庁「
~t ょ-高度・
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5 糠カレベルによる聞こえの目安

難聴の程度 聴力レベル; 間こえの目安

1・ときどき笥きもらしがある。

経度難聴 30~50dB 
-大勢のまちまらの話し声のある中での会話では，聞き取り

があいまいになり，話に食い違いが生じることがある。

-とごろどころ発音に誤りが生じることがある。

-やかましい程に管室を上げて，テレビやラジオを間く。

中度難聴 50-70dB -隣席の人とならば，事号通の話し芦衝で会話ができる。

-発音が幾分ぎごちないことがある。

1 ・耳のそばで大声で務し喜善げると，およ‘議の内容を理解す

る。
高度襲撃喜怒 70~100dB -1-2m離れると，大声で震予びか砂ても知らん振りをし

る。
-発音がエドめいりょうで，障さき取りにくい。

¥竺j以上 耳のそばで大声で話しても，声からは話の内容をくみ取も加ごら
ないの
-後ろから大声で名古舎を呼んでも，議り向かない。

-発安定ま不めいりょうで， i可を言寄っているのか分からな
とが多い。

(ウ}穏カ狸

オージヌfグラムに記入された気導聴力レベルの曲線の裂を聴力翠たいう。聴力議は難聴の状

態や僚屈を知るために重要であり，機糠器装用の参考になる。

翻7 聴力裂のいろいろ

正繁華客

j
;
 

w重量 宅金童話

低資被害警護

会?号

。
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イ 指導の実擦

例金体計磁

児童震の実態把擬

j 関き取りの状況 i
。難糠の程度聴カ裂

。語管了解度

。補聴状況 o薬事産傾向

。ことばの発途の程度

。集団での行動の様子

。社会成熟度

難

造雪

薬草

警察

児

。体の発育の様子

。難聴(J)始まった時期

。その後の襲撃襲撃の経過

Oことばや社会性や僚絡の発達の様子

。亭綴教育の実施状況

。難事喜の診断と予後のJli穫しについて

o補穂署警の選択について

診費時}

児家の全人約発途促進

児家への直接指導

。補務饗装用指導
。車窓脅M緩導
01世話指導
Oごとばの発達促進指導
。発声・発言書，機資指導
。ことばの傑復指導
。心理指導
。生活指導
。教科指導

指導方針の決定

指 理事

両親指導

.0児童の状態の理解
!o子供とのかかわり方
o補聴者患の管理

計 樹

他学級との迫撃携

。授業参観
i 0障害に対する緩解P啓豪
(座席の佼鐙}
o連絡ノート
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。襲警聴器の調繋
。憲章カ検査
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的指導方針

警察覚は，学習の最も有力な入り口であり，乳幼兎鶏及び学童期は，社会主主活のた

学習の時期である。従ってF 穂党際審3患の教育においては，できるだけ卒く湾題を発蒸し，災

態を明らかにし，可能性を伸ばすことが，よりよく社会生活に適応していける人間に予ぎててい

くことになる。

O 補聴器が必要な場合は，できるだけ尽く補糠器をつげさせ，装用指導や聴能指導

音への意識を育て，ことばを理解するカを伸ばしていく。

O 視覚を利用した読話指導を行い，日常生活や学習理解の補助手段とする。

O ことばの発達の遅れに対しては， を行う。

O 声や構音の障害に対しては，発声・発諮訓練，構音指導を行う。

。中途失聴や進行性難聴の子供には， 1平に代わる感覚路の訓練を行い，現在持っていること
ばがくずれないようにする。

O 実態に却した教科指導をfすって学カそっけ，通常学級への適応を圏る。

O 通常学級の担任や保護者に対しでは子供の欝警の実態を正しく環解してもらい，聴覚的

環境作りに協力してもらう珍

C 補聴器の譲整や定期的な穂カ検ヨをきまうと共に， ~李河家や医療機欝との連絡を殺にする。

(ウ}指導舟容及び留意点

|補聴器装用指導|

O 補聴器の選定

専門家に依頼して必要な検蕊そ受げちせ，耐性や実用性をト分謁べてから，

や装用耳の決定をする。

補聴器が適切かどうか，随時装用域値を測定する。

補充現象{感音性難聴の一部に組こる)や聴力低下に対して，十分な配慮そするo

C 補聴器に慣れさせる。

補聴器が体の一部に感じられるようになるまで，段階的に訓練を行う。

1
1
1
i
s
-
-

二4

静かに話を罷かせたり婁テレ

大きいものや大きく変化す

レコ…ドの音楽を間かせ， しだい

せていく。

自分の声，歌，楽器等の資も楽しく鰐げるようにし，指導室でほとん

補聴器を使用できるようになってから，通常の教室の授業場面で使用させる。ぞれから

徐々に，すべての学校場海で使用できるようにしていく。

子供が自分でスイッチを入れたり切った1)，その場の状態に合わせてボリューム

したりできるように，教材そ工夫して興味を持たせながら指導していく。

唖弱電 く構音障害参照> PI01 

。音に注意を向ける習慣をつける。
発達段階に合わせて，音に気付かせる，資を楽しませる，音で遊ばせる等の指導をする。

音に親しませ，音を聞いて楽し心機会そできるだけ多く与える。

いろいろな自然音を聞かせ，その資源に気付かせる。

やさしい童謡や，比較的単純なリズムの曲に合わせ，運動や遊戯をさせる。

視覚的にも聴覚的にもつかみやすい斜激を与え，それに反応する遊びそ行わせる。

i
i
1
 S
A
-
-
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。語資の摺き分り
諮を構成している音節，たとえば{オトーサンJrオカ…サンjのトと p与を開度も繰り躍
して交互に聞かせ，聞き分けさせる。

反応の念せ方は，動作，口答，芸家言己と，子供の能力や興味に合わせて工夫する。

弁別しやすい辞の組み合わせから，次第に難しいものへと進めるo さらに，懇，文の弁別

訓練をとする。

C 文の開き取りから，次第に文章〈お話，説明文)の鶴き取りに慣れ'dせていく。

く剖〉リンゴはどれ，バナナ主主ょうだい一ーままごと，絵カード遊び

絵を兇ながら説明を轍き，質爵に答える。

と母音を見分げる。(絵カード遊ぴ等で)

アシ一一ウシ，アメーーウメ，カイーーカオ

O 母音とノfパマ群，ワ群

アワーーマリ，ウエーーウメ，アスーーパス，カワ畑一カパ

0 母音とタ:ダナ群

オビー…トビ，アミー…タピ，ダリヤーーハイヤ-

C パパマ群と:タダナ群

マネ-タネ，パイプーータイプ，マメ一則マネ

O 文中の離を読み取る

タマゴをわりました一一タノfコをすいました

ノ、サミできりました…ーハナピであそびました

タイコがなりました一ーダイコンをきりました

アセをかきましたーーカぜをひきました

7Jタそもんでください一一カサせをもってください

説話は，視覚を通して音声言語刺激を受げ止める技術で.1fの代わりに自で言返されたこと

を読み取り理解する方法で，読容ともいわれる。正しい指導を経て一定の態度と技術が身に

付くと，大きな効果を発揮する。

議話指導を行う擦には，子供が指導者の口や麟，のどを見やすい蛇置にし， は自然

な話し方そすることが望ましい。

指導は毎日経時間，集中的に行うことが効楽的である。

異体的なものから抽象的なものへ，見分けやすいことばから難しいことばへと進める。

ワ頑議雇通踊; くことばの発達の遅れ参熊> P1l9 

。重量富な言諮刺激を与える。
聞きやすい条件のもとで，見やすく，分かりやすく，すべての感覚路(触れる，においをか

ぐ，体安動かす等)を活用する。

子供の発声には十分な受付答えをし，ことばを使う窓欲を育てる 0

0 語いを増やす。

絵カードのマッチング，かるた取り，ペープサートを使つてのマッチング，絵のさいころ，

はめ絵，絵合わせ，総本，おj高の品物，なぞなぞ封筒，箱庭等教材教具そ工夫して行う O
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関えば，ペープサートを使って絵と絵，絵とことばのマッチングをする。児議の知ってい

るもの受入れておき，一つずつ覚えさせたいものを加えていく。

読解カを高める。

絵本の読み聞かをき，言語概念の拡充等行う。

知っている単語を合ù文を鴎かせて，それに合う絵カードを指示させる。 3~4 の短文を

読ませた後に質問する

く例〉屋根のよに謡がいます。自いIJ、ぎな5誌です。とくどき

・{可の話ですか。 ・語はどこにいますか。

くのは何ですか0 ・どのように動きますか。

。

ピクピク動きます。

-どんな轄ですか。

り員
;ぃ|指ゐi

文章化の指導をするお助詞等の使い方を指導する。

構文能力を高める。

荷動，経験，生活の苦言語化，

絵会見て作文させる。

く倒1>

. tきど

O 

-女の子会まかさをさしています。

トを着ています。

カ〉さをさしました。

*レインコ

-爾が降っているので，

く例2> 

j
i
-
-
i
1
8
1
1
2
j
j
j
f
j
j
J
 

れ

吋

F

台

。

、

まち
j
・

4
3安
・

3
e
e
箱
、
帽
場
究
生
ム
話
集
守

一

持

助詞を省略した文そ示し，

んだん増やしていく。

接続助詞 iからjの使用一勉強してから，お使いに行きましょう o

助動潟[たらjの使用ーハンカチを拾ったら，追いかけましょう。

絵日記や“ふき出し"を使った作文指導等。

く構音樟害参照> PI02 

指導の方法は構音障害と爵じであるが，難聴j尽の場合は聴覚的手掛かりが十分に使えない

ので，視覚や触覚などそ併用しなければならない。

声の指導札糠覚的な手掛かり以外が役立ちにくいので，大変難しい。

広豆主肩車劃
中途失聴克や進行性難聴の恐れのある子供には，現在のことばがくずれないように，保存

を行っていく o

子供の耳に代わる感覚路を十分に喜持続して，正しい発語をする場合の運動感党などをしっ

かりと身に付けさせ，現筏持っていることばがくずれないよう守ってやる。

声の大きさや高さの讃節

ことばの掲揚とリズム

話す速さの調節

各語音の構音の運動感覚，身体感覚
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く吃昔参摂> P1l5 

O 日常会話やスキンシップ，共感場面安多くして情緒の安定を臨る。

O 遊戯療法を行ったり，賞賛を十分与えたりし，行動に自穏を持たせる。

O 体力や樹牲をつけ，基本的生活習慣を身に付けさせる。

O 生括経験を豊かにさせ，集団生活をこ適i~t't'きる能力を育てる。

・子供会など，地域社会での交流をさせる。

. )レールのある遊び，勝敗のあるゲームを通して，規員IJ~守ることを教える o

ー家庭では役割を分担させ，資任を持たせるようにしてもらう。

軍暫註i
C 基礎教科の補習を行う o

O 主義複揮害児で精神遅滞がある場合は，文字指導，数議指導を持う。

し，教科が分かる言語カをもつまでは，

讃いた指導をする。

件}爵親指導

を優先させ，ことばの発達に議点を

難聴;患の教育において，爵親及び家族の役畿は重要である。倒器商援や保護者教室などを計

爾ふ保護者が養育環境を終えていけるように援助タる必繋がある。保護者に対する援助広

次のようなことがある。

O 子供の欝饗について正しく理解し，率夜にそれを受け入れる態度を取ってもらうために，

難聴についての科学的儀報を分かりやすく話して聞かせる。参考阻害やどデオの貸し出しな

どそ行う。

O 子供の聴力の状態だけでなく，言言語発達面，知能宿，適応蕗等についての問題と適切な教

育の方針について説明し，理解してもらう o そして，保護者の積極的協力が必要であること

を分かつてもらう。

具体的な内容は，次のようなもの?ある。

・3干の働きと難聴の総こり

-補聴器の扱い

・コミュニケーションが成り立って

いるかの確認{聴覚以外の感覚の併用)

.健常児と晃じしつげをすること

締医療機関との連携

-医療機関との連絡

.難聴克のもつ問題

-豊震な醤語刺激の必要性

・教科学習の家庭での援助の仕方

"進路について

こえの状態を正しく理解するために 定期的または必要に応じて医療機関と連絡を取るこ

とが必要である。反応が懇くなった時などは，必ず診察を受けるように家庭に溜絡しなければ

ならない。
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第VI章情緒障害特殊学級心おける

学習指導計画作成上の方針

1 指導の萎本的な考え方

特妻家学級は，運営学級で，学習函でも行動認でも適路上関難そぎたすj車窓生徒を特剰な教育

的配慮によって指導するために編成された学級である。経って，特殊学級における指導計画

比部分的にせよ，全面的にせよ還常学級の指導計額とは爽なる指導計磁が婆求され茅兎童生

徒の実態にふさわしい指導計画が用意されな訪れば役らない。

とりわ札情緒障害特殊学級の指導形態がおおむね通級説4をとっていることや，指導の対象

となる児童生徒会主，神経性習癖，かん黙，登校拒否，白調書室等と多様?あることから，その状

態に対応して指導計画が多様化することは当然である o 備えば，情絡が不安定で対人鹿係tこ

様々な問題行動が頻発する子の指導計画を作成する場合， るどいったような表面に

でた行動だけを改善しようと考えるだけでは，決して十分な指導は成立しない。あるいは，以

前同じような乱暴する子の指導に効果的であった指導計簡が，ぞのまま適用できないことも多

い。つまり，現象は同じであっても，短調ずる状態の違いやその鍔臆行動が現われてからの湾

りの対応等の違いによっても，指導の内容や形態が異なってくるはずである。

そう考えると， この障害この問題行動には， この指導法が最適であるということはないはず

で， まさに，指導計画の個別化，多様化は避けることの?きない諜閣ということになる羽そし

て，指導計画の個別化，多様化を考える際には，そのう主唱と取り巻く学級や学校，家庭，地域等

の環境を考慮し，指導計画のなかにそれら けるこ kが大切であ

る。

それらを十二分に考慮して作成会れた指導計樹札

る。考えてみれば，情緒障害特殊学級での個に対応するため

ないことも起こりう

は，計画に基づ

は，仮説ということく実践を通して検証されることになるわけで，

になろう。それは，今回の手引きの中で明らかにお

う。試案，試案(2)と研究を進め「手引書Jに浅まる

ケート謁査を碁にした検討を譲り返し統け，でさる

てきたつもりである。しかし，前述したように，ょこ

ちゃ問題行動にあてはめるのでなく，錨々

の参考tこしていただければと考えている。

2 指導内容の選定と指導方法

ついても悶じことがいえよ

に基づく検討やアン

に役立つ指導計画の作成に心がけ

内容を僧々の子供た

うような偲刻化，多様化する擦のひとつ

情緒欝害特殊学級においては，対象兎の情緒の安定者を諮り， おいてもごく普通に

きるようにすることを最終日常生活が営めるようにすること，すなわち，

呂的にすることになろう。換言すれば，対人関係の改替に始業り対人欝係の強化で終わるとい

うことになろう。つまり，指導のお績の段織においては，通常学級への導入のための指導内容

が選択され，逮常学級への導入が部分的に韓始された後にはより積緩的な参加，適応をめざし

た指導内容が選択されることになろう O

指導F'3容は，指導形態とも大きく関係してくる。 より または米発達の段
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黙では，個別指導が中心となり，対人関係の改善に関する学習や霊堂知学習，議縫的な運動に欝

する指導及ぴ基本的な言語指導等が内容として選択されることになろう。また，杖態が改議す

るに従い，短期指導で獲得した学習を生活場面に般化させるために，小集躍での指導形態安

徐々に導入し，運動，作業，教科領域をあわそをた指導内務そ選択していく必要がでてくる。

具体的には，下記のような内容が考えられるが，通常学級との役割分祖母明確にし，緊密な

連携を取り合って指導を進めることはいうまでもない。

(1)対人環係の改善，向上に慢すること。

コミュニケーション，話しかけ，ごっこ遊び等

(2) 心身の適応に欝ずること。

・学習態勢の確立，白日統制力等

(3) 感覚機能の向上に関すること。

・動作模倣，協定、動作，応答学習，続念形成等

(4) 運動機能の向上に関すること。

・身体各部の協応，感茸と運動の統合等

(5) 窓志の伝達に関すること。

・表出，理解，応答，伝達，伝説替葉づかい，日記，手紙，文章読解，対話等

(6) 領域・教科を合わせた指導に欝ずること。

・8常生活指導，基本的生活習慣，校外学習，宿泊学習お楽しみ会，お別れ会，買い物学

潤調理実習等

3 指導齢菌作成上の鶴意点

情緒障害特殊学級における指導計闘を考える稼，ややもすると，学級における指導舟容だけ

を考えがちである。しかし，通級制という指導形態によって指導時間が制限されることを考え

ると情緒聾害特殊学級の指導だげでは，十分な成果は期待できない場合も考えられよう。

的な悶擦を，普過の日常生活が営めるようにすると考えれば，通常学級の担任や家庭との連携

をはかりながら学校生活や家庭生活におけ についても考慮して指導計画を考えることが

大切である。指導計爾の作成にあたっては，次のようなことについて留意する必要がある。

的克童生徒の能力・特性を正確に抱援して指導のステップを考える。

(2) 先輩生徒の興味・嬰心に配慮し，取り組みへの窓欲が喚起できるようにする。

(3) 児童生徒の状慾に応じて築関活動を取り入れ，その中で人間関係が育つよう窓慮ずる。

(4) 指導計画を問主主的なものと考えず，指導の中で計爾に修正を加え続け，指導の効果がより

高まるように心がける。

(5) 通常学級の霊在や保護護者と綿密な連携を保ち共通理解をこ慈づいたかかわり方ができるよう

に配慮する。

紛病院等の専門機関との連携を図り，必要に誌己 -指導が受げられるようにする。
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第四家情緒陣害特殊学級の学級経営と学習指導計画

1 情緒蹄害とは

情緒障努とは，情緒の現れ方が激しすぎたり綴っていたりして，自分の意蕊ではコントロ

ルしにくい状態になり，不敵Jji:，;行動そ呈する状態安指す。しかし，一過性の不適正、行動につい

てはそれほど問題にすることはなく，その行動が，極端な現れ方をしたり，:l!菜類罰持続したり，

闘定化してしまった場合には，情緒樟筈児としての治療教育的なかかわりが必要となる。

情緒障害には，外に向かつて攻撃的な行動をとる「非行jや，内にこもる行動としての「か

ん黙・受校拒否jなどがある。また t主題的な前への影響を受げて出る行動としては「チック

や夜尿」などの問麟がある。さらに，情緒の現れ方の問題護ではなく情緒そのものが希薄であっ

たり，欠けている問題としての「自期Jも，情緒学級での指導がすすめられているc

2 語学級経営

茨城県における情緒学級は，昭和総年度に拐めで設寵されて以降，年々発展舷充の績向にあ

り，今でもその数を増している。現在の学級数比精神薄弱学級に次いで2番思になっている。

また対象児は，開設当初の自陣症中心の学級から，心閥性のかん黙，受校拒;託神経性警

擦など，多様な障害へと広がってきている。

情緒学級における指導民樟宅容のある児震へのアプロ…チだけでは，改善の方向に蛮らない

場合も多い。通常学級や家庇との連携も重視していくような障替のある児童を取り巻く環境

の改善を，直接的にアプローチずる必獲に迫られる場合も多い。

間経営方針

情緒障害児の深い想解の上に立って，…人一人の能力や特性を把握し，情緒の安定を凶り

ながら，それぞれの可能性を引き出す指導を過して，纂本的生活習債の確立や集団生活への

参加，通常学級での適応行動の獲得を目指す。

ア 問題行動や障害の状態を分析して，症状に応じた指導計甑を作成し，

イ 克童生徒の状態に応じて， {燦別指導や小集間指導を行う。

ウ 通常学級と緊密な連携を保ち，指導内容について棺互の理解を深める。

エ 党議生徒への，より良いかかわりガなどについて，家庭との連携そ留る。

(2) 究費生徒の実態・状態像把握のために

るo

対象見の状態を正確に把握することは，指導の方針や計闘を立てるうえで援要である。

次に，その状態像を把握するために，部親や担{壬との面接の際に明らかにする項目安列記

する。それぞれの項肢のEゃから，態警の内容，桂皮に応じて取捨選択する必要があろう G ま

と並持しながら，検宝をや面援をすすめ，漸次状態像を明らかにしていくことも必要

になる。

ア行動罷察

・来祭時の反応(不安，会話) ・保護者との分離状綴 ・保護者との対昔話，接盤状態

・指導者との対鵠，接触状態 ・学習課題への反応 ・遊びの内容と動作

・その他の特集な持動等
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イ

-周遊携の状説

・家族様成

-地域とのかかわり

-乳克期の発達状祝 ・幼児期の発達状況 ・保育，教手ぎの状説

・家族の養育態度 ・鋳歴と家族の対応 ・家羅生活の状況

・本人の性格特性 ・業訴とその状態像 ・轄談竪

ウ

見窓生徒の樟害の状態を明らかにするためには，各種の検査が必要である。どの様の検

いるかは，児童の樟害によって異なってくる。

検 ま祭 内 容 検 まま 名

OWISC-R 。問中ピネー OWPPSI 
知的能力検査 OPBT 。グッドイナブ人物画検査 0大脇式精薄児期検査

。乳幼児分析的発途検遊(逮城寺) 。乳幼児精神発達診断(津守式)

行動・社会役
OS M適社応会行笈動活尺能度力検資 。社会成熟度診断検査{田研支え)

に関する検査 OABS 

性絡・入籍 10向性検表 。不安傾向検査 O問題性予霊童検査 Oパウム・テスト

に慢する検査
。幼児・究家性格診断検交 O務研式文章完成テスト
。務事事健康君主診断検まを Cロールシャツハ法 O義母主的欲求検支援

知覚・感覚 。ベンダー・グシニスダルトテスト Oフロスティッグ議知3連発途テスト
に関する検査 。視力検驚く〉寄港tJ検査

議の発達・理解 OITPA苦言語学管理能力診新検査 O言語障害選別検査
に関する検査 .0絵画緩い発途検査 Oことばの開き方テスト

家族関係検査
I ()親子関係診断テスト 。家庭診断テスト OPCR親子関係、検査疑
。母親性格検資

。狩野・オぞレッ年一式議動能力発達検査 。学級適応診断検交

その他の検査 。精研式CLAC…m(行動療法用) 。精研式CLAC II (一般用)
。ソシオメトヲックテスト 。ゲス・フーテスト

1 

3 
1 
1 
1 
1 

j
i
j
i
j
9
1
3
2
;
 

~

ー

孔

e

ニに 築関適応

・身辺自立の状認 ・寝，学校での生活状祝 ・璽，学校での交遊関係と遊びの状説

・学業成績 ・製作活動や学習への参加状況 ・地域での遊びの状挺

(3) 指謙方法及び形態

ア方法

的対人関係を中心とした環境重要閣に義づく情緒樟脊(登校拒否・神経性腎癖等)に対し

では，問題行動の除去，不安や緊張の解消の間菌から指導を行う。また，

常学級との連携を図ることにより環境調繋もすすめる。

(イ)器質性障害に基づく情緒障努(多動・自閉症等)に対しては，不適切皮応の消去，

題学習等個々の状態に応じて指導計踊そ作成し，指導をすすめる。

扮指導に当たっては，次のようなプo-t!スで実践する。

情報収集→指導目標の設定→指導仮説の設定一令指導方法の決定

一一'ラ|

{第2仮設の設定)←結祭の考察←実 e 蔑

1 
-古
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イ

{ア滋級・爵定による指導

遜級とは，在籍，在籍外にかかわらず，児童生徒の鯨努や発達の程度により，

を考え，児主主主主徒;ぇ配当された持簡に来案して熔選挙を受けるシステムである。

指導計画を作成するに当たっては，交流，在籍する学級や学校と十分な連携をと

がある。特に，各教科・領域のうち，児童生徒の学習が可能なものは，交流，在籍する

学級や学校で学習できるように配慮することが大切である O

また出定とは，在籍の克愛生徒色全B，t青諸学級で指導に当たるシステムである。

議導計箆を作成するに当たっては，健常な児童生徒との交流の機会を多くするとともに

錦部指導も十分に行えるように寵濃することが大部である。

{げ) f関別・小集毘による

指導に当たっては，一人一人の実態に応じて，教麟と

1対複数，複数対複数の小集閉指導など，

との 1対1の個別指

に応じた指導形態を配慮する

ことが必要である。児重芝生徒の心身の発達，障害の状態の変化，指導内容などに応じて，

個別指導から小集団指導へ，小集団指導から個別指導へ，あるいは個別，小集団指導併

潟へと，柔軟で弾力的な指導が行えるようにすることが大切である。

(4) 通級の手続き

他校から遥級して情緒学級で挺毒事を受ける場合の手続さきは，次の擦な手蹟で苛われる。

保護者

タ級担任

(対象児)

ぷ品
;J<. 付 l
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刊
/

接

面

面
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邸
の
の

の
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検

子

保

学

諮

J
f
t
f
t
f
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I
F
l
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t
t
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(予約申し込み)

校内就学指導委員会

市町村就学指導委員会

<D保護者や学級謹任からの通知や教育穏談の希望は， ii支援情緒学級また

じて取し込む。

窃 インテーク謡接においては，保護者や担をの話を十分に開きまた，観察・検査などに

より，対象児の状態，環境などについて情報を収集する。

@厳級申し込み警は，対象児在籍の学校長より学級設置校の学校長へ提出する。

ゆ通級承諾書は，学級投機校の学校長より対象児在籍校の学校長へ通知するo

勾

d
qδ 
宅
，
ム



いかなる問題に対しでも， r早期発見・早期対応jが叫ばれるのだが，この情緒障害現教育
においても重要性は同様である。情緒学級担任としても「早期発見Jへの働きかけは，本学級
の状況から考えると困難は多々あるが，積極的に取り組んでいかねばならない活動であるo

その活動の参考倒として，次のような方法が考えられる o

校長会を還じて，学校劉係者の情緒学級についての情報そ流す。

幼稚麗や保育菌関係者への啓発及び情報収集活動をすると共に，就学時健康診断などで

に発見する。

市町村教育委員会や福畿運義務所，保健所と連総ラインを作り，情報収集をする。

市町村の誌報紙や校内PTA新機などで，指導対象や指導法について，一般の人々に誌

く知らせる。

学級だよりを作り，校内の教職員はもとより，市町村教育委員会や福祉事務所，各小中

学校，幼稚園，保育闘などに送付し，理解を得るよう努めると共に，年に 1~2 閥感想、や

要望を聞いてみるのもよい。

指導を受砂た子供の保護者による自然な宣缶効果も大きいので，学級経堂や指導の充実

を留る。

特殊学級担当者会などの協力を得て，(7)アの資料のような議長そ科思した実態議査を市町

村の全学校(幼稚題や保育鯛についても情報収集できればよい)を対象として実施し，

の結果，対応する必要のある鬼童生徒には積額約にかかわっていく。

通常学級及び家庭どの連携

情緒障害児の教育にかかわるのは，親と情緒学級の担任ばかり?はない。特に通級制の情緒

学級では，対象児が生活する灘常学級の担任との連携は不可欠となるo また，両親，担任と情

緒学級担任との関係、のよ診が果たす役割の大きさも見逃すことはできない。

そこで，下記のような点に舵慮しながら三者の連携を強め，共にかかわっている子供の変容

に向けて努力していきたい。

f湾が爵題で， どう指導告と進めていくかも共通理解し合えるようにする。

・現状での親やm任の考;t，騒いそ十分額聴する。(持議護や課題の発見につながる)
・当面の短期目標と最終的な長期目標の双方を相談して作成し，その関係を明らかにする

・短期目標は達成可能な課題(最終目標に直結しなくてもよい)から導入し，本人，家族，

担任などの取り組みに対T~評価を短期間かつ定期的に行い，関係者を励ます。

不適切な対応を指摘する際には，それらに代わる具体的な手だてを必ず提示する。

家族問，家庭と学校，担任との関係に問題がある場合には，双方の意見を十分受容し，

その上で改善策を検討する。

情緒学薮担任は，貌，デ，担任の三者揮のよさつな

及び保持に努める。

次に情緒樟害見

事柄を挙げることにする。

φ 基本的な生活習慣の学習
通常学級には，様々な指示や生活上のきまりに正しく反応?きる子供がたくさんいて，

C' 

;
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J
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3 
/ 

そ

となって，望ましい関係づくり

早期発見のための手だて

O 

O 

O 

。
O 

O 

。

O 

O 

O 

O 

(5) 

(6) 

していく上で，運営学級の担任との関に共通理解を図っておきたい
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好家しい行動の多様なお手本が得られる。また，友達の手数けや指導が行き賜くことも，

基本的生活習慣を学習するのに効果的と考えられる理由の一つである。

φ 対人爵係の拡大

通常学級の子供たちは，担琵がかかわり方の範を示すことで，それぞれの弱性に町、じた

方法で積極的にかかわるようになり，子供向土の相li.作用や自然な触れ合いが深まる。

③長期を生かした，学級の一員としての設誤記当

どの子供も必ず内長所を持っている。それが生かされるような役割を与え，学級生活に議

びを感じさせるようにする。更に，係活動などを通して，自分が役立っていることを自

させたりナることが大都である。

密簿容に応じた特溺な能慮や指導

健常な子供と同じように接することを原期とし，学級全体が陣容克に対して安易な再構

や保護をしたり楚別J穫を持たないようにする。そのためには，心身に障害のある子供の問

その子の特性として認め，学級集毘の一員として援助する気持ちを育てるような学級

づくりをする必要がある。

φ 教えねばならないこと
けじめ，やってよいこと・いけないことは，拐めからきちんと教えねばならない。

甘えを受け止めてやることは必要警守はあるが，甘やかすことはよくない。一度身につけた

マイナスの行動そかえることはかえって難しくなるので留窓しなければならない。

ゆ教えると~のポイントは f冷静に，簡潔にわかりやすく，根気強く j

困った行動に対して，しっ資する方法だけで接することは，子供に恐れの感党から， iカ

ラjそ悶く関じてさきそてしまうばかりて己最も効果のないことになるので，冷静に対蕗し，

簡潔でわかりやすく教える。また，板気強い指導も必要となるα

の学年・学期初めの安全管理〈白鶴見，多動兇は勝手に教家者と飛び出すことが多い)

自閉症やその額向にある子供は 一般に環境の変化に対して不安定な状態になりやす

い。腎に学年始めは，顕在や友達，教家主主どが変わり議事ち着かなくなることが多い。教室

を飛び出しても，大抵お気に入りの場所(トイレ，校長室，保健議，砂場，水遊など)が

あるので，それをつかみ，追いかけっこにならないように智意ずる必要があるo

審問題行動〈教笈をうろうろする，奇声をあげるなど)への対応

本人なりに取り組める隷嬢そ与えるなどの配慮をし，少しずつ我慢をきせるようにし，

あせらず気長に問題有動の減少に取り組んでいく。机の配置への配慮・工夫(教師の手が

届く位舗とか。杭を3つ続けて2人の関に置くなど〉をする。

@得意教科の伸長

能力や特性をよく見つめ，得意教科に自{蓄をつけさせることにより，他の教科にも意欲

を持たせるようにしていく。知的に低い子には技能教科を中心に参加を考えていく o

年では基本的生活習慣や対人関係を重携して指導することが有効となる。

争通常学級のJB担任と新担任の引き継ぎ

進級と共に学級扱任が交替する場合には， JB担任と新担在の綴かな連絡や引怨継ぎが重

要である。能力や特性，問題行動などを新担fまが艶握できるように，情緒学級担任と!日担

とで配慮することにより，新年度の丹滑なスタートを腐ることができる。
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(7) 学級の行事

各学校で爽施される学校行事の他に，情緒学級て?は，金活経験者~rhめ，社会性を育てるな

どの闘的で，学級の行事が計画，実施されている。これらは，情緒学級だけで行う行事の他，

交流のねらいや含めて，市町村内の特殊学級が合間で行うものがある。また，保護者，教師

の理解・啓発のための行事も実施されている o

以下は，学級の行事の例であるが，学級・地域の実情に応じて，計画，実施することが望

ましい。

ア児窓生徒対象の行事

例学級独自のもの

-収穫祭 お楽しみ会{ひなまつり，七夕，クリスマス等)

・校外学習{遠足，体験学習等〉

{丹市町村特殊学級で合需で行うもの

なぐ子らの作品展参詣，晃学

{スポーツ交流会，学習発表会等)

・校外学習{違足，体験学習，宿泊学習等)

イ 保護者・教師対象の行事

なぐ子らの学習発表会参恕，昆学

・父親教室 ・母親教室 ・講演会 -研修会等

O 母親教窓生存間活動計画例

月 活 動 内

5丹 i 毅の会の活動について

6月 i 心密性と器質性の情緒欝警の違いについて

7月 I t汗り染め小籍作り
9月 i 蔓休みの生活の様子についての話し合い

10月 I 2学期の家産・学校での生活の穂子についての話し合い
11月 i 進轄の陪題(子供の状態と進路について)
12月 i 進路の問題(養護学校と特殊学級について)
1月 | 教材作り

2月 I 1年間の活動の反省とまとめ
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(8) 遭営の資料

ア， 情緒問賜の実態調変用紙の例

平成 年度情緒問題調査票
!;(: 

土L年

昌国晦"" '『-会.~曹、 翁i

取りまとめ紫綬惑を氏名 氏

{平成 年 丹 日現在) 名
講義 eHζ 部をつけてください。 ?生

がち{登校時になると身体に異

2 毎月平均2自J.j，J::.の欠席がある。
一3 ;iぜかと潔iちをつけて，認iぐずぐずすることが多い。

4 さまと校で，言葉痛や漉様，気分不良を訴え， よく保健室に行く。
5 登校時，家の人に送ってもらいたがる。(登校を嫌がる}

十十十H十十s 学校と家との生活態度に大きな差がある。
7 頻繁(投業中なども)，ニトイレに行きたがる。
8 夜以がある。
9 給食告とまったく食べない。

10 
チック(無意識のうちにしている，身体のごく一部の反復
的な動き)がある。

11 学校では，全くまたは殆ど話をしない。
12 目立Hs行動(人に会うと何か百われそうで恐い，伺度手を洗っ
てあまた洗わずにはいられないなど)がある。

13 務ち清さがなく，学智中よく出歩く。
14 興干詳しでかんしゃくを起こしたり トフプルを起こしやすい。
15 自分勝手な語劃jが多く，集団から外れがちである。
全体的には普通の知能であるが，個人の中での能力蓋が非常

16 
に大きい。(例 極端に図形を措くのが苦手で，漢字等は紺l
奇1Iを正確に党えられない。桝 計葬rUl題はいつもよくできる
が，文主主題は熟どできない。)

17 全日誌に比べて34:しく学力が劣る。{学業不振)
18な学傾向がある。
行動にu主性がなく，まわりに付して依存的であるむ
言L誌が醸しく 破壊的行識がある。
議WJや決まりを守ろうとはせず，反誌告さ態授が多く見られる。
議みや 家からの金銭の持ち出しをする。

多い。

芝、な事をする。

舎I~j会傾友向達{人主の主呼工び続学級けにでもも反孤;立している。
ピ11:/]1tillil)(A o)lI'HJ"fJN n: b J:il，.h与しない，鋭線を合わせない，
26 強いこだわりを見せる，多動など}がある。

27 
その怯の問題行動(おの捕に一立体的に記入してくだ与しも。紙

1(liが不足の場合には，掛紙に記入のうえ添付してくださいJ

百輩護出陪羽蒜竺!豊町指導で十分である。(このまま様子を見たい)
れば野山な指導を受けるほうが本人のためになる。

な指導を受けている。(医師，相談話庁，情緒教議など)
I Q (S Sの場合は S S 5 0のように11}:いてください)

※ 児窓生徒の欄が不足の場合にはコピーして御使用ください。
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イ. 面接票{癌談察)の例

⑧相談票

(記入年月日平成 月百}

ふりがな 男

児叢生捷氏名 女 JJ日|平成 若手 月 日

保護者氏名 続柄 ) I職業l
住| 電

話

.E¥:; 名 年齢 勤務(在学)先 氏 名 年齢 勤務(症学}うも

家 i

;卜- ~ 

或i
抽ーーー陣剛柑輔四四ーーーーー同臥帽岬四団ー--・・ E 晴樹暢幅由・ーー---・W欄楠骨明暗圃.-・・ E 司岬輔柑輔柑排他e・.

i ~犬
--ーーー・ー司晴掴司-----ー噛骨骨骨抽司~------酔酔品幅--・・ E圃制暢精細輸がーーー--庫剛酬柚柚帽

i況
相談機!菊名 結果

中日
相説機関名 結果

談
平成 年 月 椋議機関名 結栄

!歴
昭和平成 年 JJ 相談機関名 結采

胎生 妊娠中の母親の健康 長好 良くない 病気(

期 妊娠中の異常など ( 

出
主主

出生時体重( )ト分娩{正常逆子仮死吸引その他

1J(強普通弱)

鍔i 乳の吸い方{強 務i議 ij~ )， 出室長時年齢:文( 議) 母( 歳)

脊
乳 栄養{母乳人工乳議会乳その他 ) .離乳( 歳 ケ月)

議発育(良 普通 悪い). 曹の盛り{ ケ月).禽の生え始め{ ケJJ)

〈 かたことの話し始め{ 歳 ケJJ)，歩き始め{ 車 ケ月)

G 
歳 司''fすてるのに特にう試をつけたこと
涯 か
ら

〉歳
.育てるのに心配だったこと
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先手i ( l~ 普通 思い)， 知忠づき(早い 普通 部い)

世話蹴 W:. nilli 病気しやすい).この時期育てた人(
育て方は(厳しい 普通 渦保護). 遊び:主に誰と(

幼児
どんなことをして(

知j

〈 近所の友迷とは (よくi駐ひ1こ行った 来れば遊んだ 遊iまない)

1 
幼稚関又は保育関への通関期間 歳 ケ月~ 歳 ケ月) ( )年保育歳

生
カミ
通闘の様子(ら

6 
司Pお父さん， さんはどのように関わりましたか?

〉議 -官官'圃圃傾倒抽抽輸血圃帽働楠神晴樹胤掃除暢働柑脚愉酬掃除幅柑骨四刷網開頓跡事眠--柑噛叫申鴻隅骨骨骨曲骨骨酬柚柚柳欄酬脚隅隅輔咽・4 骨骨骨剣砂時構唱骨・ーーー・--~~-ーー一事占血~----司曹司・・ー・._-・・_.・・・・埠圃圃岨悼岬昌世岨幽崎削剥

司F心配だった行動や変わった豪語はありますか?
--寓冒胃圃働働岨抽句抱咽圃圃副院融情四酬帆榊骨四輪休蝉幽柑悼岬岬岨世輔_.町4・岬岬晒軍司・幽置圃圃----------官官ーー_.・ー司._------------・・-----・・・--・ーーーー----・---ー世相咽岬悼悼働備品輸榊細細輔柑

育
学校へ った 初めは送ら会いと行かなかった 嫌がった〉

務iの様子 {結党めが良い てきぱきと準償をする ぐずる事が多しミ)

弱i食を食べたがらない 設;泌iやl治信きを嫌がる 通学班登校を嫌がる

学業成轍{上 ~ 下)， 好きな教科{ ) ，嫌いな教科(

臆 期 巡動 {妻子き 嫌い).出席状況(ほとんど休まない 時々休むよく休む)

友達 (多い あまりいない いない)

佐既佐
はしか( 議).伝染性疾患(

その他の痢筑(

続
夜放札 泌，;rIt . けいれん， ひきつけ， 夜尿， 異食， 食べ物の好き嫌い

自関問
指しゃぶり， 爪かみ， 性器いじり， t(子}if， チック， 不11民.*物へのこだわり

落ち着かない，風邪をひきやすい，その他(

現在
身長 (長身 小さい).体重(肥満 普通 やせ).健康(良 害年 ~~) 

の 視覚 (近視 波視 全半端 その他). 聴覚(難聴 漫性中耳炎 その他)

体状身 (1吃音{どもる) 幼鬼謀 その他の言語障害(

j克 肢体 (発事子不念 選予形 在科き その他(

認
a幽・ー喝出四晶司圃町暗抽四晶四申圃叫岬岬叫勝司恥柑輸解輔岬柑柑 W 柑細論飾帯-咽恥輔輔輔相暗4句4 軸岬a咽・ m 司胃骨骨轟岬a ・---ーー------ーー曹司._---------------ーーーー司曹司由 F 膏司---・・町一・ー--曹百 F 軒曹曹司自咽曽曽神神神棺噛

2棄
の 情働柚柑繍俳輔柚柑糊繍働輔柑暢噌柚糊繍体論働蜘伺舟品噌冊柵鋼砂時働脚酬輔脚崎輔働働悌酬訓働働柑脚繍働柑酬働働柚柚輔噌暢暢d島由宇-_.・---ーーーーー-・邑a・・喝邑・ 4 ・・ー--・・-------・---ーーー・・---・・司事ーー----_.叡傭-泊骨泊骨泊曙咽軸軸軸

理
出

輔噂砂情俳情俳柑柑輔輔輔噂輔輔柑臥劫除劫働側恥抽刊恥働市骨噌犠暢鋼砂酬情働酬輔働働酬訓働働柑酬酬訓働柑柑繍働働酬酬輔輔酬酬情働働暢--・世帯中『“テー--専--・----晶』ー・-----ー-ーーー---ーーーー・・ーー--恒輔喝噛砂田姐偽情俳喝惨禍'輔剛暢岬噂脚悼惜働4脚酎刷暢刷恥帽岬珊瑚俳輔
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ウ. 指導記録の用紙と記入例

個別学習指導記録

1月24目 指導記録 児童名 o 0 0 0 担当者 o0 

課題および手続き

1.あいさつ

2.会 jilt

. {~校の様子

.給食等

3.絵をみて文を作る

.q:校の勉強

①テープルの/上¥に ポールがあります。

¥下/ ねこがいます。

②はこの/中¥に ボールがあります。

¥外/ ねこがいます。

児童の反応

00 K 

O ムムちゃんの言動が気になって，話に集中

できない。

O 朝の寒さなどについては実感がわかないら

しく，適切なことばが返ってこない。

o rあります」ー→「おいてる」と答えるこ

とも多い。

o rいます」ー→「ねむってし‘ます」とsp 
で答え，絵の状態をよくみている。

o rテープルの下に」→「テープJレの中に」

と言ってしまう。

③引の子の/前¥に ボールがあります。 10r中」はわかるが「外」ということばは出
¥後/ ねこがいます。 Iにくく，実際に教主から外にIHしでもわか

4. ~:数(かけ算を用いる文章題)

①舗が3t.: 'i ""(， ~i榊?

②&5 
③ 会fJs…何枚?

④昌一?

5.あいさつ

らなかった。

o r前J r後」の関係はことばでPr .すれば

わかる。

o rボールがJ. rねこが」という様に主語を

先に出して文を作らせても，助詞の使い方

はほぼまちカfえない。

。立式および計算はできるが，符えに何個と

か，何本とかいうことばがでない。
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。OK
全体を通して，まわりをキョロキョロして

いることが多く，集中度が低かった。



エ. 備品一覧 (A校の例)

①管理備品 ワープロ 画用紙整理棚

時計 冷蔵庫 園児用イス

清掃ロッカー 扇風機 扇形テープル

裁断機 道具箱整理棚 通路用イス格納台車

電気掃除機 カッティングマット 録音機関係機器

黒板ふきクリーナー 平机 テープ式録音機

掛け図整理台 木製雑誌スタンド ビデオカメラ

小黒板スタンド テープキャビネット ビデオカメラ三脚

告知板 紙芝居キャビネット カメラ

保育整理ボックス AVテープル ITPA言語学習能力検査
軽量棚 ワイドテープル 知能検査(田中ピネー)

スチール戸棚 ピデオデッキ (WISC -R) 

スリッパ整理棚 ポータプルビデオ (WPPSI) 
ストープ ACアダプター (コロンピア)

ストープガード (PBT) 

(大脇式)

②教材・教具 色ビーズ通し 数の教具箱

オルガン 磁石積木 文字積木

PLM知覚運動教具 寄せ木パズル ことばあそびテープ

システム教材セット プロック積木 紅白玉いれ

知覚運動技能セット 視知覚学習ブック 動物ぬいぐるみ

平均台 トレーカー トランポリン

ドライパーペグボード 数遊び二面式 ままごとセット

発声発語促進器 卓上電話器セット ジャンポポール

フラワーノTスケット アクリル三面鏡 シーソー

和式ままごとセット スプリングボール 滑り台

センサリーボックス マルチングキュープ ままごとサークル

認識テスト教具 ポスト セブンプロック

カード分類器 立体交通安全セット ネット投的板

実と小鳥の木 ドリームトンネル くねくねトンネル

ノプ付きはめ絵 リヤカー DLM教育教材表現語絵カード
ローリングシーソー 一輪車 形合わせパズル

造型絵あわせカード 大太鼓 着せ変え人形

ジャンポ身体パズル 文字図形カード

かな運筆 なわとびポール

九々練習版 スタンプ遊び

パイプ自動車 とぴ箱

エスポー スポーツマット

マジック玉あて 生活訓練教具セット

学習能力開発プログラム ラポ絵あわせ

モザイクパズル ことば遊びセット

動物セット 擬音笛

マープルマグポート モンテッソリ一色板

姿勢・動作の模倣カード 野菜・果物模型セット

足ながペグ

学習基礎パズル
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3 学習指噂計繭

(1) かん黙

ア問題の想解と

イ

選択性かん黙兇とは，場面かん黙児ともいわれ，言語の習得や甥鮮に特別な1療幸容がない

にもかかわらず，特定の人や場所(多くは，国や学校などの集団の場)において，

を発しない状態の子供jを指してよぷ。その重篤度は， i話脅しない場面のL友会，筋の緊擦

の度合い，発症してからの期間の長さによって判断できるとされている。

選択性かん黙が，神経症的な開題として一括しきれないことは，多くの症備から暁らか

である。選択性かん黙の本震を対人的コミュニケーションの障害としてとらえてみると，

コミュニケートしようとする意欲の乏しさやひずみなどの，社会化への意欲の強さが問題

となってくる。そこで社会化への意欲の程度を分類し，指導方針を立てることにした。

{ア7積緩的依存タイプ

家族や毅しい人たちとの関ではよく話すが，学校や幼稚闘といつ

なくなる。内と外との落差js大きい。沈黙することによっ

がある。飽者との関に，基本的な信頼潤係を形成する能力があり，

しは良好でみる。

a :l設現象のみられないタイプ

社会性の未発達がかん黙の主原因と考えられる。そこ

の発途を促す必要がある。

b i陸行現象のみられるタイプ

のやでは揺さ

ようとする惑

とじでは，

とともに赤ちゃん返りの現象がみられ，親からの分離に問題駐があると考えられ

る。そこ?指導方針は安定した親子関係を確立することにある。子供側への指導とし

ては，分離不安などから生じる，他人に対する過度の敏感ざと防衛機制後経くしてい

くことにある。同時に親への養育態度についての指導そ必要とする。

的消極的依存タイプ

も無口な方で，言語商のみならず他の行動画も含めて，

比べて全体的に活力に欠げる。 r話さないjという状態の中で安定して，
い。家族の問題意識が低い場合が多い。治療と予後は楽観でき会い。

a 自分を主張したり，承認や支持を要求しようとする傾舟が少ないタイプ

イプに

も少な

指導方針としては，自我の発達や知的能力の向上，社会的接熱経験の拡大そ考えて

いきたい。また問時に親にも状況を正しく認識させて，共通潔解のもとに指導をす

すめる必要がある。

b 討えや茨抗の表現がaよりさらに少なく，自我の弱さを感じさせるタイプ

家族とのつながりも希薄である。指導方針としては aタイプとj潟じであるが，

体的に活力安高める必要がある。

例全体計闘
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家庭 -r:の状況

。児家の状況

-子供会への参加

・賢い物の途中での様子

・近所の子供との会話 1 

0議脊態度の状況

・児童の状況の理解度

{かん黙場蘭，発症務総}

家艇の指導

。母子関係の改善

-間待約・継続的な溺愛

と拒否

(カウンセリング約なか l

的指導のカ法及び内容

。知能

。行動

。性絡の把握

。家庭での状況

ひかん黙場苦労の犯渥

。発症してからの期間

指導方針の決定

.社会性の発途促進

， .綴子関係の安定化

.自我の発途促進

.知的能力の向上

.自主性殺潟める

・よりどころ，居場所の保麓

r-I情緒学級での指導

0)遊戯療法

I ・棚氷約方法
ι ・折衷的立場

。行動療法

・系統的税感作法等

。心現リハビリテーシ班ン

.弛緩訓練

• s売上げ動作訓練
。環境療法等

学校での状況

。対人関係の様子

(会話，友人，担任)

o集団参加の状態

{運動会，集会活動}

。行動{給食p 教窓移動

遊び) 0表構{笑顔)

心感情表現{事喜怒哀楽)

毒事門機関との漆携

。児童量相談所

。綴院等

門学級担任との連携ト

;。担任との情報交換

-学級場潟での対/it.

.指導開始後の状線

.連絡帳

・話し合い等

かん黙党への指導法としては，いろいろな方法が考えられているが，言葉がなくても

指導者どの擦係の形成できる選議療法が過していると考える。この中にも，雰指示的3立

場や折衷的立場などがあるが，いずれにしても，かん黙の務徳的態度を弱めて，疲兜が

自由主こ行動し，言語的活動が展開できるようにすることが第一の目標となるG 究極的に

は，症克のパーソナリティーの変容を圏る方法で，主主3患の状態に応じて検討・修正を加

えながら展開することが大切である。また，時時に，疲児を取り巻く環境の調撃を行う

ことが効巣的とされている。

- 147 -



a 退行現象のみられないタイプの指導計画

段階! ね ら ぃ!指導方法 留 意 五段

1 i 

2 

3 

O症状の内面脅迫うるがま 10非指示約遊戯療法
まに表現させる。 10籍庭療法
Oラポートの形成を図る 10散歩

，0委主克が活動を始めるまでは，あ

ぜらずじっくり待ち，動作や

表情に合わせ，自然なかたち

で譲りかけをしていく。

O歩く中で，自分の存在感受確

かめさせる。

0模範的な活動をちせる010身体約違震動での掛け声10情意面にふれる会議の内容よ
・弛緩訓練的な方法 l りも 8常的なあいちつ，号

・ラジオ体操の号令| 令などの声かけの模倣から入

(模倣吋自立 ると効果的である。

O筆談 10発語を誘導するに当っては，コ

O電話などを使ってサイ l ミュニケ…トする必要さきそ内
ンの交換 蔚から求められるまで，あせ

りすぎないように待つ必要が

ある o

。自主的な活動を促す 10うっかり反応場面の設10態度・表情に自治な感情の表
定(繍別→小集密) 1 出がJ!られたら，発語~誘導

O耐性の漸婚を留る o耐性法の導入

・給食

・教家移動

O集ffil遊戯療法

.自潟遊び

・ドル療法

.絵画療法

ずる[きっかけJのでやすい

場面を意図的に入れる。

O担当者以外の者(友だち，担

任若手〉を段階的に入れていく

ことにより，緊張場面を漸次

高めていく。

O俄の児2をそ入れる場言語は，経

j尽と{中のよい児童か，低い活

動レベルの児家から入れてい

く。入獲には本人の同意後得る。

{中間休み，言穫もいない放課

後等の時間の利用を考慮する o) 

1 0現爽場額への移転を図 o議常学級で担当者と症;

る

4 

兇が対話そして遊ぶ。

O家庭での対話の録音テ…10本人の同意を取り，通常学級
プの利用 ! で家庭での対話の録音テープ

を級友に喜善かせることにより，

f話せないjことへの飽児の綴

5誌を除かせる。

O友達 1-2名，担当選者10本読みは，情緒学級で事前に
担任でー絡に声を出し| 十分指導し?と後，友だちの前
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てヨド~読んだり，避ん l で読ませて自信を持たせる。

だりする。 1

O授業中(学級)本を読10担当者も教室後方で見ている。
b 

Oうっかり反応場面設定10集団の中で，発言獲を誘導する
(祭留の中で 1 rきっか紗Jのでやすい場建を

主意鐙的tこ入れる o

b 耐性を段階的に濁った指導例(給食指導)

献立の配感(家マ学 1 1誰もいない部屋で教I I議もいない部獲で伶 I仲災しの友達に一人

校給食と同じような lol邸とー績に食べるJoI良しの友達と一緒川ol加えて…絡に食ペム;
献立をとる0) 食べる。

G 

教慈のt:p'L'斑のやに教家の中で教師と

:入り一緒に食べる。101絡に食べる。
同じE涯の友達とだ砂

01-絡に食べる。

C 担在との連携

C 日をきかないE支出を尊重し，無理に話をさせようとしない。

O 学級全体をお互いの気持ちが遭う温かい雰囲気にしておく。(特別襟をしない}

O 子供に言漢をかける時に，無理に返答を求めるような質問はざける。返害を涼め

る持は，筆談{ノートや紙に書かせる)や手で合留をさせる G

O 常に，担授が児童俊へ関心をはらっていることが本人にわかるように，自然な態度

で接する。

O 担任が一対ーで接する機会を作る。(放課後残して遊ぷ，用事の依額等)

O 緊猿震が強く，給食など食ぺない子は，裂き教2震で食べさせる。

O 指導経過につれて 2・3人の仲間集時に入れてー絡に遊ばせる。

。本人の了解を得て，家庭での対話テープを級友に聞かせる。しかし話せることを
知った級友が，無理に話事~ðせたりしないように配慮する。

d 親への指導

かん黙の原悶怯家庭的要国が大きいので，関親への教育相談は指導効果を上げる

ために大切である。襲のタイプによっても異なるが，家では話をしているためあまり

気にならない親が多い。このような親に対しては，児意の心理機言語会よく理解さ

社会牲を育てたり，買い物に連れ出したり，親せきや近所の人にあいさつをさせた

り，続と…緒に遊んだり，各種の行事に参加させたりして，段階的に緊張場面に連れ

出すように助澄する必要がある。
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(2) 驚校拒否

ア 問題の理解と指導方針

身体的な条件や経済的な条件，地域や家庭的な条件などに，主筆校を揚げる関連震がないに

もかかわらず，主として心環的な原因で，断続あるいは連続して学校に行かない状態を

f塗校拒否Jtよぷ。 r査校しぶりJという替案もあるが[登校扱との明確な区揺は
ない。

その症状を， と慢性型， と怠学額i匂群などとさまざまな類毅北がなされ

ているが定説はない。自我の未発達，自主性の発達の遅れなピも指摘されている。

去を校しぶりや拒否の前歴のない突発的な神経症裂の拒否児を除くと，かなり多くの挺否

行動に， r学留された跨題符動jとして登校拒否が含まれていると考えられる。
つまり，ちまざま伝身体症状や欠席理由の訴えに対して， r学校を草繁華8に休ませるjと
いう，心理恵，行動面でのパターンが，無意識のうちに

例身体症状を初期症状とする場合

⑧の流れは，疾病が無いか

または心身症の場合に身体

症状そのものを受け入れて欠

席させてしまうと，初期の心

身症の症状をそのまま保持し

ていくか，訴える身体症状が

変北していくという形で，悪

循環を作っていくもの。

⑮は，身体重状の訴えそ認

めて欠席させることによって

身体症状があれば欠席できる 図1 登校緩否行織の学習過程 その1

という学習を成立さを主ることになり，拒否症状の悪化，固定化をまねく流れである0

w理砲のはっきりしないしぶりや拒否行動後見そる場合

額2 登校拒否行動の挙資渇縫 その2
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理由を開うことに始まる③の

流れにおいては，理由が聞き入

れられることによって，学校へ

の不安反誌をより高め，症状の

悪化，設立定化を生むことになる。

また，理由そ問わずに登校受

促す鶴きかttをする⑧の展開に

おいても，登校料激への抵抗が

成功して欠席できると，その欠

席が抵抗への報醗となり，ここ

で拒否行動受学習させてしまう

ととになる。そして，症状の慈

f~，濁定化につながっていく。



従って，学習された拒吾行動に対する指導は，登校にむけて

にすえて進める。

もあろん，下記のように，拒否の状態によって，指導の方針や対w;は変わってとよき 2

O 続期的な段階や小学校儀学年，怠学傾向，甘やか!され裂の矩否克の場合

・フラッディング法 'IEの強化法(トークンエコノミー法)等

O 重症イじした段鞍や小学校高学年，中学生及び神経症タイプの拒苔開の場合

・系統的説感作法{継詩近接法) ・環境調整法 ・カウン-eリング

ということを基本

イ 指導の実欝

初会体計画

Eι 

分fiiこ主主づ〈指導

。フラ rディング後 O:iEfl)~量化主義 ~軍境調書~t去. rケ士吋
相幽幽..If童話事総統 1

0;;思統鈎量足感作法 Oカウンセザング 円扇7 以ぶぷニニ」

的指導の方法および持容

a !字額発見の手だて

遣を校惹否の準備状態kいうのは，幼児期からつくられていると言ってもよい。隣親

が「学校そ休むなんてjと思う前仏何らかの指導をされることが製法しいのは議う

までもない。次のような行動を兇せる児童まには，早期に対応する必要がある。

①幼稜露を含めて，過去によく休んだ。(年間10 Bで注意)

窃朝になると体欝が悪い。(午後は元気)

窃休み明。に体調が惑い。(土，日は元気〉

@ 友達が少なく，外瀧びを好まない。

@ 家ではわがままだが，学校ではおとなしい。

e 父親は，やさしくて家庭内での影がうずい。(心現的な父親不在}
⑦母親見過保護，通子渉である o 母親支配擦}

b 行動療法的アプローチ

O 対象克

① 闘児及び小学校低・中学年の克童〈体力的に対w;できる範罷に限られる}

舎是枝しぶりの子や登校拒百の初期の段階，一過性の拒否の兜愛

@ 怠学額向の強い登校純益児(連続欠席，断続欠席ともに)

151 -



上記の3項目中，①ゆ必須条件マあるが， Q)~命全てにあてはまる対象児ほ è'有効

である。中学生の神経症調の拒否;むと適用することは，大変な愈険を伴う。

O 適用上の蜜意点

Q) 家族全員の了解そ得てから，家族(特に父毅)が本人に方針を伝えて導入するo

舎朝，拒の理由を尋ねたり，登校の必要性をくどくど説顎せずに， r学校を休む
ことはできないjといった競い言葉の繰り返しだけで対応する。

金負の強化による指導法なので，他の指導法 GEの強化法〉との併用をする。

ゆ甘え，わがままと断定して，生活全般にわたって厳しく注意したり，指示したり

しない。

争指導開始後は 1日の欠席も許さず，自主登校するまで継続する。

⑤朝の取り組み時以外民学級，家庭ともに，他の児童と悶じ援し方をする。

軍空恒堕感作法{継時近接型J
O 対象見

守〉 小学校高学年以降の拒喜子児で，症状が進札友人，学校への不安反応の強い見意

②拐期的段階だが，家族の対応や体力的な薗でフラツダイング法が不可能な克叢

窃怒学，慢性，分離不安型の拒否行動が長期{包重症化した克叢

④神経症裂のやでも，突発的に発症した児童

O 方法

i 続 時 1.1本人在留接 1.1 プログラム作成 1 _ 市山 1.1プログラムの 1. 市山|
に二土直接 1-+1.:.:...:-:=..~ 1→I -.. -~~:.:~.~， 1叫実践 1-+1:.叫実践l
| 径一ん 1家庭相談室 11本人・家族と検討 1"1 /~同 11 検討〈毎日} 1 I /~~~ 1 

〈受容的に指示的に〉
O 学校へ導入するためのプログラム樹(Q)，①十φ，Q)十舎一ト③・・・と付加する)
舎朝7持に起きる @食事をする ③制服を着る 命玄関まで出る 命門まで出る

ゆ道路まで出る や途中まで行く (A地点→B地点) 母校門家で行く ⑨昇降Dま

で行く 噂校舎内に入る 金保健室に行く(櫨持関→長時間) 窃友人との接解(1人

→2入→3人・・・⑬学級の朝の会に出る ゆ1時間思に出るー・・ 0

O 留意点

Q) 当初の本人街援は，受容的な鯨度で援し，登校刺激をしないようにする。

窃人間関係が成立した段階で登校の樗離に触れ，本人の意志を十分に尊重したうえ

で，登校にむけての援助さをすることを伝え，プログラム作成の話し合いをする。

窃新しい課題の付加は，現在の諜難の遂行状況から判断するが，指導初期には，

人の考えを抑え加減にし できるだけ小さなステップで付加していく。

舎新しい諜舗の提示は，予告せずに，導入直前にした方が不安説応が軽減怒れる。

部新しい課覇は，週のとドば過多〈木，金)に導入し，月醸日までには，不安反応が

消失しているか，軽減されるようにしておく。
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§ す1::に達成している課題を拒否手し，後廃りする状態がでた時には，掲示的な強緩

によって諜嬢を遂行会せる必繋がある。

怨友人との自主登校を導入する際には，前日の晩自宅外(友人，親瀬)に宿泊きせ

た方がスムーズに導入できる場合が多い。

場課題の遂行にゆ必ず評価を与え{家族的，それ以外の生活には干渉しないs

窃課麹の遂行状況により出席扱いになるような配慮をし，本人にもその留を伝えるュ

C カウンセリング的アプローチ

この指導法は，登校諾否児自身による待望題解決に，相談，援助，劫議などをして.

その対象j患の人間的発達を飴成しようとずるもの?追うる。様々な援助指導法のあるな

かで，カウンセリングの基本的なよりどころとされている f非指導的カウンセリン

グj理論をもとに，援助のあり方と対象見の変容の過絹を述べる。

「非指導的カウンセリングjの瑳論は，ロジャースによって援示されたものである

が，ここでは「カウン々ラーの総本的熊度Jr非指示的な技法Jrクライエントの変
容の過程jをや心に翻す。

(a) カウンセラーの態度の3条件

CD 一致・ H ・H ・..カウンセラ…が裏表なく，自分をごまかさずにクライエントに

援する態度

号無条件の肯定的尊重………カウンセラーの好みに合うような態度や考えなどが

示された持にだけクライエントを受け入れるというのではなく，クライスントを

一個の独立した人格として，彼自身の独自な感情と経験を持ち，彼自身の人生を

切り開いていく自由と機科を有する存在として認めていこうとする態度。

(防非指示的技法{主なもの)

窃場面構成 H ・H ・..・期待や不安を持って楽談するクライエントに次のような事柄

を缶えることが震視されている。

O カウンセリングの場や時聞はクライエント自身のために~り，暴力添え振る

わなげればクライエントが自由に握る舞うことのできる場面て?あるということo

O カウンセラーは，クライエントに教えたり指示したりするのではなく，クラ

イエントと一緒にクライエントの問題に取り組んでいくので通ちるということo

。面接は一定の約束した時構内に限るということ。
O 秘密を守るということ。

{部単純な受容………「うんJ， r ~ìv~ J， rぞうjなど，クライヱントの話に対
する相づちを，価値判断や評価から離れ， クライこにントの孝子在全てを受容すると

いう蟻度によって行う c カウンセラーとしての修練の第一歩は徹醸した f閉ざ上

になることであるo

@ 舟容の繰り返レ鷹H ・H ・-クライエントが重要警な意味を込めて使っている喬葉をそ

のまま繰り返していこうとする応接である。クライエントの抽象的思考水準が低

い場合にはこれが科用される。

@感情の反射...・H ・-クライエントが表明した感情乞ぞのまま言い返す技法であ

る。クライヱントの様々な表現の震に込められている惑傍に焦点そ当てて，その
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まま受け取ろうとするもので，カウンセラーがクライエントの f鏡jになって，

クライエントの内的世界を正確に写し出す存在になったとき，クライエントの自

己探求が効果的に遂存されるとしている。

@ 感情の明確化……クライヱントが自分の考えや感情をうまく替語化できない時

や，ぴったりした表現が見つからない場面で，クライエントの気持ちそ1E獲に深

く察知して，適穏な欝葉や表現で欝語化・明瞭化し，クライエントの感情表現そ

援助する技法である。これには，誤った明確化やカウンセラーの勝手な先読みな

どがさ主じ易いので，クライエントとの相Ii作用で絶えず確認・

あるo

(c) クライエントの変容の過程(体験的過程の変化から〉

されるべきで

CD最も低い段階………自分自身にかかわる問題は語らず，表現の仕方もぎこちな

"'0 
争中関の段階… のに囲難はあるが，自分の感情や反応に気づき

それそ表現することができる。

ミ参 議も高い段階...・s・...いろいろな主義情の掴を自由に動くことができ，それをすば

やく理解できる。

カウンセリング関係の中で，クライエントはよ述のような変容の渦穏を歩むもの

と概念化されたが，より一般的には次の儲3のようにまとめることができる。

島まれる 一 一 :-一一向かう
;①みせかけのt，Gむから カウンセリング①怠己の方向へ
@ r-であるべきJから I (診 滋毛幼守な存在へ
.③ Jtll待iζ応えようとする" 同IDi議後さに

ことからr-一<クライニにント>--.J¥ 白後華街こ女さして勝、れるように
:④ 他者を幾ぼそうとする >同ID骨量殺を受iま入れるように

ことから ~-----------------------'I~ μID 13臼を信事置するように

2223i指針12H?? J一一演元仏両面
一一一一一……ーくカウンセラー〉
自己一議定・受家事的顧録1:・共感的理解

側人の内部に潜砲しても、る自己繍糠傾向の惜頼

霞3 カウンセリングの基本的な考え方{ロジャースの選論から〉

ω 両親への指導
親との信頼爵係者旨深めることに努め，援助活動がスムーズに進められるようにする

ために，下記の点に留意したい。

CD 問題点の指摘は，殺の不安を高めてしまう。共感的な態度で接し，不安な気持ち

をしっかり受げ止める。

窃子供のt主体性の伸長を盟るため，子供のペースで生活させ，自分のことは自分で

やれるようなことが大切であると考えられるよう方向づける。

③ いたずらに親が登校刺激脅しないよう援助する。

@間続が意志疎通を留り，それぞれの役害iを明磁にして対誌できるよう援助するo

@親が神経鴛になったり，いらだったりすることなく明るい感度で援するよう援助

する。
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(3) III閉症

ア 爵壊の理解と指導方針

自閉症の状態像や販問論については様々な議論がなされてきたが，現夜はヌド態は何かと

問うよりも，行動特徴から定畿各れる f症候群Jとして考えられているo

ここでは，アメリカ精神医学会によるDSM-III(1980) 

DSM-III 

A 生後30ヵ月未満の発症

B 他者に対する反能性の全般的な欠如{白期桜)

C 詩語発達における粗大な欠鶏

を述べる。

p 会話が存をする場合は，即時のまたは遅延し 罷日食的議謡，代名詞の逆

転のような特異な会話のパターン

E 局密の様々な状説に封ずる奇異な反J;i)，携えば，変化への抵抗，生きているあるい

は生命のない対象への特異な興味あるい

F r精神分裂嬉jにおけるような妄想、， 連合弛緩，減裂が存在しないこと。

現在，一般的な指示を得ているのは次の点であるα

C 自閉症は9 単一の販問から起こる障害容ではなく，行動画の特徴から定義される f症候

群Jと考えられる。

。基本的な原閣は何らかの中枢神経系の機能鱒警であり，これに環境など周囲からの働
きかりに対するそ子どもの反応が加わることによって多様な症状となってあらわれてくる

と考えられる O 少なくとも，一時期言われたような，心的性の情緒陣容ではなく f発達障

害Jとしてとらえられている。

。罷学的分野における研究も進んでおり，薬物による治療も報告されている。
O 定義にも示したように，知的発達の程度は広範囲にわたっており，多くは知的発途の

程度に比べ，社会設の発達が大きく遅れている。

以上のように，個々によって様々な状態像を示し，能力や障2警の裂も多様な自簡児』こ

対して，共通ずる画一的な指導法を著者えることは難しいが，基本的な方針としては次の

ような点があげられる。

C 心開性や一過性の情緒障害ではなく中枢神経系の機能陣容であることを考えた場合，

となる行動を「治すjという観点ではなく，欝答の特性に合わ4きていかにうまく

「発達を援散するJかが教育の課題となる。

C 発達援助のための教育の場は，学校に繰らず家庭や地域を含めて自閉児を取り巻く環

境のすべてであるo 知能面，運動商，社会面，設接面など脳が苅る各機能を統合するた

めの，一質性のある組織的，計磁的な治療教育が必要であり，適切に連携して効果的な

発途援助ができるよう寵慮されなければならない。

イ 指導の実際

約全体計蝋
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|浅間児|

。対人接触の状況(まなざしを

。湾建期の母綴とヌド児の様子

。乳幼児期の発滞状況

。乳児期の発主義の様子(人見

知り，赤ちゃん主主，後追い，

指ざし，表情等)

合わす，社会になじむ等)

。漫語発達の状況

。簿業遠い{オウム返し，人称

の絞り違え，独特の造成語}

。符奨な行動{常渇約行動奇

妙な習癖，パニック，自傷，

機械的な異常記憶)

。幼児期の発途の様子{言語

遊び，興味関心毒事}

。医療，綴談の経験綬i滋

。感覚統合訓練

。交流教育

問題行動への配慮

。多動o募動。闘傷。問執
。パニック

。パターン化

。注意の転毒事後

。録会

。悪霊眠障害等

O自発性欠如

o集団適応の関難俊

内容(領域)ー「戸指導形態

。運動

。知覚・認知

。偲別指導

01雪語

。小集団指導

携
一
連
…

吋

V

ん
に
麟

機
一
つ

諸
一
欄

係
一
縁

関
一
医

。格談機関 i傍報交換

。譲位機関 i相友研修

。授業番号線 。行政機関 i制度の利用

。介勤務理事 。親の会 J 施設の利用

{イ)指導の方法及び内容
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自鰐先払特有の認知樟警や能力のアンバランスがあるため，指導内容を工夫し，

級締教や指導形態に応じて，最も必要度の高い内容から議点的に指導していくことにな

ろう。

指導内容の例を，各領域ごとに以下の表に示すが，対象となる忠商児の状簸に応むて

取捨選択，あるいは新しく

a く導入>

内
aωゐd・
廿

したり考案したりしていく必要がある。

記 E畿 事 項

0学習事態度の形成 呼びかげ，着席訓練 10 多動・奇声・闘傷・パニックなどの問題行動

O自と手の協応 簡単な事物の操作 | を持っていて指導する上で悶る場合は，導入

(たいこ，びんのふた穏け，ひもほどき毒事) 1 期でいかに消去するかが大きな課題となる。

。鱒単な動作機倣{両手を上，横，議に動かす 10 多重きな予の場合札 f 自由気ままに動く状

鼻をつまか考察 態jから ff幾人(f誘導者}が介入することj

。ペグdし，穴うめ，棒さし，塑はめ，円柱ざ

し，パズルボックス，絵合わせ，ビーズ滋し，

図形模写，モザイク積み木，ピクチャ…パズ

ル，粘土遊び， トンカチ遊び，折り紙，切り

絵，絵カードマッチング

陣痛

l 

b く運動>

内 容

Oランニング，ジョギング

0歩行，行進(複線，後ろ歩き，撲さ鮮さ，か

かときか匁，つま先歩き等)

。全力危競争，リレー

。動作機徽

。ラジオ体操，燦民体操，

。ダンス

。両足とぴ，片足とぴ

Oケンケンパ…

Oスキップ，ギャロップ

0鉄棒運動

「指導されることjに慣れさせることを臼約と

する。指導者とのやりとりの中で学習すること

が，楽しいことだということを味わわせる

ようにする G

O 自傷行動・パニックの多くは社会的に強化

された行動と著まえられる。従って，行動の出

現を無視するなどの負の強化子を効率的?と用

いることで消去していく。

O 興味関心のあるもの，得意なもの，わかり

やすいものの中から選ぶようにするとやりや

ずい。

配 嫌 事 項

。段階1，2， 3は，発達の低い段階から，

かなり発途した段階までそ示すものである。

{他の領域でも問機〉

しかし，はっきりと段際別に分けることは

難しいので 1段階はき長・走・簡単な模倣

を主とした。発途段階の高い子でも，身のこ

なしに特有のぎこちなきゃ不自然さが目立つ

ことが多いので，発途の程度にかかわらず取

り入れたい。

o 2段階は，器具そ用いて体幹を回転させた

りゆらしたりして，平衡感覚をつかませよう

とするものが主である。恐怖心を持っている
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。マット運動(機関り，前転，後転等)

0なわとび{短なわ，炎なわ)

0編銚び，高跳ぴ

。とび籍， トランボリン

2 I 0ローラーすぺり
Oシーソ-

0プロックわたり，王子均台

。サーキットトレ…ニング

Oサッカ

Oミニバスケットの議本運動

Oソフトボールの議本運動

3 I 0左右非対称動作の模倣
。連続動作の機倣

除賂

1 

心強の体嫌，

c <知覚・

内 ，プ"
廿

りはめいた，ピクチャーパズル

。絵や形と線図形とのマッチング

。分類(爽物，絵，写真，色，形，大小)

0位麓の対応 | 101 1 1 1 

。色彩弁別，呼称

。玉まの認知之弁別{物音量，鳴き声等〉

。資iきがし{センサリーボックス}

予もいるので，シーソーや鉄棒でゆらすなどし

て徐々に慣れさせるようにする o

。 スキップゃなわとびなど連続した動きを婆

ずるものは，ま春本的な委主きを十分身に付けさ

せないとできにくい。また，補助をはじめ，

鰐畿な動作撲倣を身長こ付けているかどうかは

義重さであり，ぞれだりに指導者と子供のラ

ポートが十分であることも必要である。

o 3段階比集団で行う運動の基本と，巧ち
性の高い動きそ三主眼としている。ポール運

動におけるパスは，ボールのやりとりそ適し

て，投獄集中や対人関係の改善にも役立つも

のであり，よく相手を意識させて行うこと

が大切である G

配 E撃 事 項

O この領域は，教科学習に直接結びっくもの

ではないが，自問兇のもつ障害に退りやすい

ところである。教材も多数市販されてるので

それらそ利用しても効果的である。(モンテy

ソリー， DLM，各種発達プログラム教材等)

o 1段階札色，形，位置関係の知覚を主とし
たものマある。く導入>の内容をそのまま利

用しでもよい。

。比較，系列化概念{大小，長短，多少，軽 o 2段織は比較構成，空間関係など格対的
緩軟，遠近，広狭号事) な知覚~認知~::Èとするものである。臼的に

。規則伎の抽出， )レールさがし 応じて教材を作成して利用するとよい。

OOxoりxOOxOOx……

1 2 3 1 2 3 1 2 3 123 ・・

2 I 0図形檎成(務石，積み木，棒等)
O}主体構成

。空夜間位僚関係…j二中下，前後，左右

人形を主主ベて

・前からo主張Elはだれ?
噂~と~の跨tこ~を置いて
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。 新しい線惑に入るときに抵抗を示す場合も

あるので，いくつかの小さなステップを用意

しながら根気よく続けることが大切である。

。 教材tこ絵や写真などを使う場合，それらが

と問じものを意味していることがわから

なかったり，配置の仕方によっても反応が変

わったりすることともある。だんだん変化をつ

けたり，指きしなどの補助をつけて行なうよ

うにてFるとよい。



3 

問

1 

。輸の関連…総分類，なかま集め掌上位 1 0 搬や笑顔の強化子;ま効果的であるω

概念や材質による分類

。相貌認知，身体概念 o 3段階は，蔀段階よりも創造的な怒考を望書

.Ij:をかくしたうさぎなど一部分が兇 I Tる課題内務である。自問兇の学習比かな

えなくても何だかわかるか り機械的・形式約にとどまることが多いため

・メスライオン，トラ， l:;3ウ，ネコの! これを脱郊，発燦させるためにも，身ぶり挙

区別がつくか。 Iぶりを交えながら応型fdせるようにずる。
'メガネをかりてもだれかわかるか。

。指さがし{どの指がかくれているか。)

0かくし袋(向じものを袋の中に司王を入れ

てとる。)

。絵のやのまちがい探し

d <言語>

内
~ 

廿 liC 滋 善努 項

。聞き取り…Ij:;，を告をう練習{楽器などの音 I0 替の刺激に対して過鶏に反応を示すことが

を翻かせる ある。徐々にいろいろな務に慣れさせ殺を問

。名称の務き取り{実物，写真，絵等 くことに対して抵抗をなくすことが必要であ

。簡単な指示の獲解

。音防表現，競字訓練〈自発発声，タイミン

グ発烹単音模倣参事要求等)

。巽悶の識別，表現{同じ，違う)

。状態の有無(~しているしていない)

0動作の表現(~はしています。)

。諾否応答

。形容淡現

。複文づくり

よる動作

。文章構成…2議文~後文，建文

。会話応答

る。

。 発予努*発音がで~ても，発認がで雰るとは

言えない。読字訓練は文字の弁務学習であり

物，文学，音の一致をはかる。

。 2 段階 iま事 r~ は~である。 J というよう

な表現に慣れさせ，これを発幾させて簡単な

会話応答まで広げていくことをねらいとして

いる。{オウム返しの消去}

21 c質問ゲーム

C El閉兇の多くは，策関されることには様れ

ているが，自分から質問することの経験は少

ない。質問ゲームを通して，質問する側，さ

れる側の立場に立って応答させることは有効

であるo このゲームでは，立場の理解が難し

く混乱してしまうことが多いので，t:i.図のよ

うにあらかじめ質問務の癒を決めておき，質

問者そ交代させながら行なわせるとわかりや

すい。また，段階的に小集団で質問ゲームが

できるようにしていくことは，対人関係の発

達にも結びっくものであり，数要である o

質問者 質問者

T一一一C

Clでi
r~さんに質問します。J C 3段階の内容は，大部分の自慢児にとって
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3 

1 

2 

「はい。j

f妻子きな食べ物は純ですかo

fアイス?す。J

大変高度なものである。断片的な表現をうま

くつなぎ合わせていく著書君主が必要である。

O 算数文家綴は，抽象的なことばの学習でも

あるととらえ「あげましたHもらいました」な

。抽象的思考課題(算数文章題，用語定 どのことばを動作化ずるなどていねいに

義，共通点・総途五誌の主主出，類推，反対 ; 指導する。

類推等 I0 関係認識線媛は，工夫された絵カードなど

。関係認識課題(場面の統合的表溌，かく

しテーマ，因果関係，時間推移，能動・

受動表現，敬譲護資務，絵画配列，短文の

理解等)

e <文字>

内

0図形弁別

。文字弁別

#匂.

廿

。指先の機能訓練{ホック，ひも過し，ち

ぎfり絵，はり絵等)
。議くことに慣れる{なぞり番き，模写，

ぬり絵， 自治濁警察)

をもとにして，補助質問をしながら認識を深

めるようにする。

配 慮 事 項

O この領域は.<知覚・認知><言童謡>と深

く関連しており，これらと義行しながら実施

するものである。 2段階に移るまでには，議

学謬11豪華などにより，歯形や文学の弁別ができ

ていることが必要である。

o 2段階では，なぞり書きや模写の学穫を経

て，音声高E文字化できるようにするのがねら

模 j いである。この指導においても「音声を文字

。鱒車券な文章を書く

一回
O質問に答えて欝く

O日記

7J…ドに憧き換えるJr文字カードを見なが
ら複写する Jr文字カ…ドを見ないで書く j
など段階的に行なうことが必要である。

O 簡単な文惑が簿けたり，質問に答えて轡〈

ことは，多くの宙開児にとってはかなり困難

な課題である。特2こ，助認の使い方がむから

ないそ子には，文字カードを効果的に用いて祷

露きする。

3 I 0作文
。創作文

o 3段階では，意慾を文字化することをねら
いとしている。日記や作文が書け，さらに創

作文まで書けるようになれば，通常学級での

教科学習は十分可能であると考えてよい。
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f <数議>

段関 内
~ 

廿

1 

。数遊び

(ポーカ…チップ，プロックなどを並べ

たり重ねたりする。 3-5偲緩度}

。集合遊び

(同じもの安祭める・なかま分け……色。

形・大きさ・議)

01対 1対応、

(おさらにスプーンゃくだもの模型など

を1つずつのせる)

O数概念の基礎

数と実物の対応、

2 

記慮事項

O 数の概念の学習は，~言語児にとって関難な議

題である。<震警護>ゃく文学>と問機，ある

いはそれ以上に， 2， 3と段階が進りにつ

れ，伸び悩むことがほとんピマある。特に，

数や嚢をまとまりとして正しくとらえられな

いことが多いので段階での集会遊びなど

を，具体物を用いて，ていねいに指導してまき

くことが大切である。

O 数カードの数字が読めたようでも，額番をう予

ンダムにすると読めないことが多いので，議

題の出し方に変化を持たせることも必要で

ある。

ヨ〉任日う唾ち

2 
-お怒らを霊堂く

・数カードを霞〈

.積み木そのせる

o数嶋，数系列

(頼主主ぺ，逆主主ぺ，数かくし，犬小比べ)

O合成分解の基礎

。簡単な数式の理解

。序数，数詞の理解

。各種のゲーム{輸なげ，浅いころ，ポー

リング，風船パレーポール)

。多少比較

。くり上がり， くり下がりの計算の理解

。絞殺り…日十進法の滋解

3 I 0かけ算，わり算の理解と応用
O金銭計算の習熟

08数計薄

。時計読み，時間計算

O ゲームによっては.Ox淡などを用いて結巣

を数えdせてみることにより最感を持たせ，こ

れに数字を対応させるなど季災体的・段階的

に指導することが必要警である。

O 時間については， 8常生活の中から特交をの跨

刻を覚え忽せてお念，時間そ考えて行動でき

るようにしておくことち大切である。
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g <対人演係、>

陣階| 内
何今司砂

全ミト 配 慮 善努 項

I~間一…O事号路行動

O議察本的身辺処理

(排話量，食事，衣服毒費税等)

O生活習慣の縫立

{手洗い，洗顔， あいさつき事)

O身辺の仕事

(当番や係の仕事，身の闘りの整理，漆

翁，後始末等)

O交互に取り組むゲーム

I (様診しと輪ゴムかり等)

O 自関見は，自分本位の動きは滑らかである

が，指示・誘導されると動きがかたくなり，

指示殺の承認を頼りにしてしまうことや，行

動や生活の方法など具体的に細かく指示dれ

ないと動けなくなってしまうということがあ

る。 1段階は，集団適応、のための慕本的内容

であり，…自の生活の流れをつかませること

が大切?ある。

2 I 0相手といっしょの遊び

。対人関係を育てるのは，生活全般において

であり，どの領績の指遊撃においても，よりよ

い人間関係をつくることを常に念綴におかな

ければならない。

3 

(電車ごっこ，つな引き，シーソー毒事〉

。共同作業

(数人で大きな物令運ぶ，共間作品を

作る等)

。初歩的な遊ぴ，ゲーム，競走

・リズム遊び(タンバリン，すずなど

で湾じリズムを願書番に

打つ}

-自己紹介ゲーム(蔚やひざ4をたたい

て次の人に回す。

…名前，男女， 0

年金等〉

・指さしゲーム(このゆで~の入はだ

れでしょう…いっせ

いに指さす}

Oその飽〈かるた，いすとりゲーム，買

い物ごっこ， ことばあつめゲーム害事}

(ウ) 関係諸機器との連携

o 2， 3段階の内容は，自問兇が課題に取り

組むやで，指導者や他の児童設とかかわりを持

たざるを得ない場面を還まえたものである c

O これらの内容は，小築関での指導，できれ

ば精神還滞児との混合集団が効楽的である。

主義磁に応じた勧誘や， )レ…yレ理解のための補

助などが必要害である。

。 集団のまやで活動できているか，楽しそうな

表情で参加できているかということも，警手{滋

のポイントである。

多動，自傷，滋鍛障害，注意の転導設などが著しい場合には，援療機関との連携が

必要である。また，軽重の澄はあっても，生涯背負っていく障害であることを考えれ

ば，福祉関係機関との連携も欠かせないa これらの藷機関との橋渡しをすることも情

緒学級担当殺の役顎であろう。
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1.繊
相談教 情期学溜指導案

指導者 0000 

弁烈，数量謀閥(会話，応答，大小・長短・多少，

合計金額の計算，おつりの計算〉

2 銀憲鎗定的建由

本児は，コミュニケーションの手段としての言語の発達に灘れがある。そのため，会話の学

習の時や質問されたことが理解できない持などに，オウム返しゃ泣き出したりずる頻度が高

..~o 

本児にとって，大小・長短・多少などの弁別や，買った品物の合計金額を算出することなど

は，日常生活の中で必要なことである。

そこで，日常的な会話のパターンを指導するとともに，生活の中に生かしていける課題とし

て，本課題を設定した。

3 liI標

・言言葉を理解したり，言葉で表現したりする能力の向上を閥る。

-前後・左右・大小・長短・多少・高低・軽重等の弁別力を高めるc

-学習課題そ遂行することにより，難住・持続性・集中牲を養う。

4 児叢の実態

(1) 児宣名

(2) 簿妻名

(3) 生育援

C男(昭和56年O丹OB生まれ， 4年)

自関誌{診断・..T大学K教授}

胎 さ主 期 -特記者務項なし。 出 選葉 持 3480g。吸引分娩。

-おとなしく，あまり手がかか 1・昭和 63年 4月，本校入学。
乳
らない。・始歩 11か月。 学 ;・不安感情が強く，初めての場所に

• 12かFl，呼んでも振り向か 連れて行こうとすると，泣き出し、

ない。 しゃがみこんで抵抗する。

幼 • 2歳緩から片 を使い始める。 -呼びかけや指添に対する反応が還

-一人遊びが多い。
3を
し， 0 

-務板やカレンダーの文字や数

児 学にこだわる。

-昭和61年 10月，指導原始。

期 (語審 5叢雲寺}
期

(4) 家猿機成 父親(会社終〉 母親(無職) 妹 (0歳)
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(別問題傾向

・1単位時隣着席していることは可能になってき予たが，自分が鰐をやればいいのかがよく分か

らなかったり，潟囲が騒がしいと泣き出すことがある。

，局閥の様子を見て行動することができるようになってきたが，指示を理解する能力が低いた

め，明確な指示をしないと，告発的に行動することは襲撃しい。

・改慈はiきれてきているが，偏食の傾向が残っており F 食事に時間がかかる0

.コミュニケ←ションの手段としての言識の使用が未熟である。

・子供ゃあまり関係のとれていない人には，自分からかかわろうとしない。

・チャイムや音楽などの音に対して，耳をふさぐ，大声~出すなどの，過敏な反応~示す。

(6) 語検査

知能検査

W 1 S C R (H2. 5. 31 ) 
￥lQ.39， PIQ.12. IQ.46 

.1軍盤強調1IY.....τ耐 d・.."続押H・
g磯.-ιr  
s繍 .偲巴 一惨~ I 

I g:広，猿一J .z 
I '" 舗 一J黒民し二二:....剛欄閑悶剛欄閑剛欄悶剛
- 砲輔一1… f 
“地叫し_， L ...1 .総tU'・"1>4 .ss ( ，多
量陸作色豊富農山e勘棚田勤抽象

.‘1. ".，fJ何世
2 糊~. _，_ 1: 
・韓雌剣 …~- ' 
事植本.1憲一，1'_ 1.2 
I ••• ..I~し 4
陣初得ーさ?叩 F 
担 t淘.， 1 __  ' '- ..1 
.r駐，.. ，愈<10，:， "$51 JJ ， 

‘-114'6'1..UT..， UIS緑 111&11
下
し
う
仁

司B
Ili 

S 指導経過 {平成3年7月初日現在)

• f密別指導においては，着席行動・課題遂行行動・提示に従う行動等の形成をねらいとして，
礎的学力の向上を中心に，震語・数援・弁im・作業について諜態学漕を実施した。現在では，
課題からの逃避が徐々に減少し，遜常学級においても，計算練習や漢字練費などの学欝に取り

組める場面が増加している。

・小集団指導においては，模倣カ・指示に従う行動・離性・持続性などの伸長や，対人関係の揺

を拡大させること会ねらいとして，運動{踏み台昇降運動・筋力運動・サーキット運動・長な

わとび等)や作業(スナップはめ・シール鮎り・のれん作り・貼り絵・雑rPがけ等)を中心課

題とした。現在では，動くこと巷さほど嫌がらなくなり，友達が近くで大声そ出しでも，極端

な回避が見られなくなってきている。
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怒らにレ…1レや験番を守れるようになってきているととちに，模倣カ等の伸長により，通

常学援においても，体育や関工・饗写等で集担適応場面が増加している。

・母袈指導については， r心の安定の場はお母さんjであることを継続指導してきた結果，受容
していく接し方や，場に応じて子供に対応していく柔軟な接し方が晃られるようになってきて

いる。

-通常学級の懇妊とは，毎日の情報交換により，担任や友達が，本児にどのようにかかわればよ

いかということや，偏食等に対しての対策において，連絡を取り合いながら指導を進めてい

る。

S 指導計画

第1時 i第2時|第3時|第4碍|第5持 1:6:I第7締 i第8時
あいさつ

小会話
質問に対する応接

大小・長経・多少の弁別
合計金額の算出
おつりの計算

{予備)
トランプ計算ゲーム 筋力運動 日記

7 本時の指海

(1)百億

・質鍔や指示を集中して開くことができる。

・質問に対して正しく応答することができる。

・会話や弁別諌護誌を最後までやり渡すことができる。

(2) 準備

多様形ど…ズ長き比較捧コップ水品物・金額カード トランプ

(3) 巌欄

具体昌様 学習内容及び活動 指導上の留意点

i1 あいさつをする。 -本先に号令をかけさせる

2 お話をする。
-月日・暇B.天気 -オウム返しのrc:答には，問
-朝食のメニュー じ質問そ繰り返す。
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-費爵に対 3 学校や家庭のことにつ 基本的には， rあなたの~は?J-質問を注意
して いて筈える。 の形で質問し， を変えて して聞き，

すること -学校名・ -組 も何度か実施する。 蒸しく応答

ができ -患径名・氏名 -オウム しが改善されない時 することが

る。 -住所・電話番号 は，モデルを示す。 できたか。

-家族について等

-犬小・長14 大小・長短・多少を比1.大小の弁到には多様形ビーズ 1・ で課題

を回避せず，

大小・長短・

多少を比較

樫・多少iべる。 Iを，長戴の弁別には長さ詑較
を比較す

ることカま

できる。

. r~ を取って。 j

. r "'-はどっち。j
棒を，多少の弁到にはコップ

と水を使用する。

を把握できない持や弁別| ずることが

が密難な時には，モデルを示j でさFたか。

す o

-錬贈を理15 合計金額の計算をすい合計金額の算出は，紙に計算1.自分から進

解し，正|る。 Iさせる。 Iんで 1正確

確に計算

すること| ・2品以上の会計金額を ことができ

がでE!

るo

計算する。

6 ::10つりの計算をする。 1.計算の仕方を五れてしまって

・6で計算した合計金額iいる場合は，モデルを示す。

を使って。

? あいさつをする。

(予備)

・計算ゲ…ム

-本児に号令をかけさそる。

-課題に線ぎてきた場合等に

施ずる。

・トランプを使用し，出た数で

四則の計算をさせる。+.-・x・

÷の記号は， が入れる o
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相談教 小集団学習指導案

指導者0000

1 題材 よく考えよう

2 題材段ltの翠街

自欝兜の集団適応や社会的自立には，体を動かすととを嫌がらないこと，相手の指示を理解

すること，品物を弁裂すること，周囲の人々と協調して活動できることなどが大穏な重要素とし

て考えられる。

一般的tこ自翻児は，協議牲に欠絞るといわれているが，本校の自問児も，潟閣の友達となか

なか協調して活動ずることがで務ない。またなかには，体を動かすことを嫌い，動ごうとしな

い自閉児もいる。

言語指示による運動課題は，体カの向上とともに，巧ち性・協f;f;動作・持続性・耐性・集中

性・音声{詩語)弁別カなど，社会的自立のための基礎的能力を養うことができる。さらに，

築関で運動するととにより，友達の良いところを摸倣する，お互いを勤ますなどの，相手を意

識して行動するという，集団適応に必要なカを伸ばすことが?きる。

また，言言語{文学)指示による，色・形・品物・数・上下・左右などの弁怒号課題は，弁別カ

はもちろん諸手の言葉や課題に対する集中性の向上に大きな役割を来たすものと考える。

そこで，児童の能力援に感じた，指導者の言語指示による課題を遂行することで，集捜適応

や社会的自立に必要な基礎的能力を身につけられると考丸本題材を設定した。

3 隠機

体を使っての運動課題や言語指示による弁髭課題により，運動能力や弁別カを高め，社会的

自立に必要警な義獲的能カそ伸ばす。

課題遂行のなかでレールや約束を守~熊度を身につけるととにより，薬毘適応を悶る。

小集霞で活動するなかで，友逮へのかかわり方や，子供問土で遊ぶ楽し2与をと体得させ，場に

お?と言語の使用ができる能力そ縫う。

ヰ児賓の実態

(1 ) 児童名 A男 (昭和O年O月08 2年}

B~湾 {昭和O年O月O日生， 3年)

C努 (昭和O年0)ヨO日生， 4年)
D男 (昭和O年O月。臼生， 5 
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(2) 生育歴

A 努 B 男 C 3湾 D 男

胎
5主 -特記事項なし。 -特記事項なし。 -特記事項なし。 -特記事項なし。
英語

出
産 -鈴子分娩。 -正常分娩。 -級号i分娩。 -正常分娩。
華寺

-始歩1歳2か月。 -始歩11か月。 -始歩11か月。 -始歩l歳3か月。.
-始語10か月。 • 1歳3か月頃，意味不 -おとなしく，あまり 1議6か月頃，次努

乳 • 3~4歳までは管楽の 明音声が出始める o チがかからない。 出産のため砲母宅

遅れが悶怠った。 -言語としての発声は • 12か月，呼んでも振 で1か月養育，婦
-幼稚閤マは，教室か 見られない。 り向かない。 宅後輔語消失。
らの飛び出しが多か -知恵づきが遅く，友 • 2歳頃から片蓄を使 • 3歳頃，自動車の
った。 遼とはあまり遊ばな い始める o 前に飛ぴ出す。

幼
-友達と遊ぶことが少 し'0 -…人波ぴが多い。 • 5歳ごろ転居し，
ない。 -言語圏や社会性が禾 -重言板やjJレンダーの 3か月ぐらいは，
-興味を持ったものに 発達。 文学や数字にこだわ 呂を離すとどこか

は2~3終間取り組め • 3歳§か月ごろからT る。 に行ってしまう。

るが，ぞれ以外で 病院で指導を受ける。 • o送和61年10.1')， 指
は，じっとしている • 4黛5か月から保育所 毒事調銭。

児 ことはできない。 に入所。友達の活動

を模倣する場認が少

しずつ見られるよう

になった。

期

-平成2王手4月より当 -平成元年4月より当 ー昭和初年4月，本校 -昭和62年9月より
教室で指導開始。 教室で指導務始。 入学。 当教室で指導開始

学 -あることがらに執着 -外で遊ぶことを好む。 噂不安感情が強く，初 -集団登下校ができ

し，ぞれに向かつて -3言語麗や社会伎が来 めての場所にい ζ う: る。
童 いる善寺弘他への切 発達。 とすると泣き出し， -日常生活全般にわ

期
り換えに待問がかか しゃがみこんで抵抗 たり，待問はかか

る。 ずるo るが一人でできる。

-呼びかけや指示に対

ずる反応が遅い。

(3) 家族構成

A 男 B 男 C 努 D 努

-父親(公務員) -父親(農業) -父親(自営業) -父親(会社員)

-母親(無職) -母親(農業) e母綴(無職) -母親(無職)

-妹 -兄 -妹 -姉
-弟
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(41 纏撞董

A 5怒 B 男 C 男 D 5怒
i 

'WlSC R (H2ふ21) WISC -R WISC-R出2.5.31) WISC R (H2.6.18) 
知議場 VIQ. 100 務定不能 VIQ. 39 VIQ. 4き

検査1 PIQ. 130 PIQ. 72 PIQ. 67 
IQ. 116 IQ. 46 IQ. 50 

PBT (日2.2.8)
IQ. 104 

DAM (H2.9.6l 
IQ. 62 

対人関係・行動の自 遊び・言語・表現活|遊び・対人関係・行 遊び・対人関係・5受

CLAC 律に落i?込みが見ら 動・行動の自律に毒事 j 動の自律に落ち込み 現活動・行動の自律

-11 
れる。 ち込みが兜られる。 が5まられるの まこ落君主込みが見られ

る。

(5) 縄題傾向

A 男 8 努 C 第 D 5湾

-転毒事性が強い。 -学習中少しするとう.自分がf可をやればい
-特定のことがらに執 なり声を出し，自分 いのかがよく分から などに，他者を非
務し，ぞれに向かっ の患い還りをこならな なかったり，局闘が ずる言動が多く見
ている時は，飽への い時などには，大声 騒がしいと泣き出す れる。
切り換えに時間がか を出したり泣fきさげ こと 1うまある。 -他の人からの向いか
かる。 んだりナる 場指示を獲解する能力 げに対する反応が良
-自分の患い渡りにな -言語による の疎 が低く， 号号喜震な指示 くない。
らない時など，大声 還が図れない。 をしないと s 自発的 -コミュニケーション
で泣くことがある o ーヌド;なから他者への働 をこ行動することは襲撃 としての言諮の使用

務かげの頻度が低い。 しいo が未熱で，対人関係|
-コミュニケ ション が門滑でない c
の手段としての誉議 -サ行がタ行に置換。
の使用が米熟である。
-子どもや，あまり関
係のとれていない人
tこは、自分からかか
わろうとしない。
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5 指導緩過

・特に本年度は，友遼を意識したかかわりを多くすること，学級集閏への適応を関ることを議点

的な百標とし，!J嘩聞での日直当事言をさせたり，脳番を決める時などにジャンケンを多用した

りしている。学級集団ではどうしても友達に保護されてしまう傾向にある児議たちであるが，

小集団の中では責任を持って活動せざるをえない。日産として出席をとる仕事にしても友達が

返事をするまで喜子ばなければならない。また，はっきりと返事しなげれば符闘でも呼ばれると

いうことに絞る。そのような活動のゆから，責佼感や連帯感を身につけ，通常学級への積極的

参加の足がかりの1つになればと考え，実施している0

・話し合い活動の場面では， A男とD男が中心になるが， B男やC男のことも考えながら，話

し合わせるようにしている。また場に応じた適切な言葉の使い方についても合わせて指導して

し為る。

.B男とC男には，それぞれの欝語理解カに応じた言語指示により課題を提示している。ま

よるコミュニケーションが，比較的内滑に顕れるA男とひ男は，単純な誉議指示はもち

ろん文字による指示やクイズ方式による類推的な指示なども課題にしており，対応できる場面

が増えてきている。

6 指導計画

1時 第8時

集合・整列 a あいさつ・出席確認

言題指示の動作北

筋力運動 …一一一

弁難ゲーム一一一一一一一一←

さ診

¥

7

K

7

斗
/

7 :i本語撃の指導

(1 ) 冨犠

・最後まで運動をやり通すことができる。

・蓄額指示を理解し行動することができる0

.友達と仲良く活動することができる。

(2) 準備

出欠板色板形の板果物模獲得点板得点マーク
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。) ..  

学習内容及び|
異体釘標 トτ
|活動 l全

導 意 点

溺

1 あいさつを

ずる 0

・集会・整列

.あいさつ

・呼名→返事

-議議指示与をは 誘獲を関い

理解し行動| て動作脅す

することが iる。
できる。 I ・手{右手・

左手-f<母

子)をJニ・
績・前・

頭・腹・ lt
bすなどo
。足{右足・

左足・雨

足}を上げ

る・下げ

る・前・後

ろ鈎げるな

ど。

・足(右足・

左足・両

足}で跳

ぶ0

・~る・寝
る・立つな

ど。

-n耳j横隊で集会させ I-r気をつけ，干しjの号
る。 I 令と出席確認は， C努
・呼名は， さきちんと返事j にさせる。 C男ができ

ができるまで，何回でi ない時弘希芸護者にさ
もさせる。 I せる令
・蓄預指示の動作化を滋i・左右を理解していない
して， r聞く jことへI B男やs 友右を関途え
の集中力を高める。 I ている児童には，正し
・自然な流れの中で，次l く動作化している児機
の筋力運動への準備選i の模倣をきせる。
動をさせたい I.言語指示は理解できる
・集中できず動作化しな[ が，気の散りやすいA

い児童主には，動作化のi 男とひ男に札必要に
手助げをする 応じて言葉かけをし，

t主意書E築中させる。

e友達に戸ぜを

かけながら

運動するこ

とができる

3 言葉そ関い I-言語指定誌の動作化か • A男やD男が，友達を
励ましながら運動でき

るよう，苦言婆かけをす

るo(A男・。男)

・途中で拒否

せず，運動

ができる。

(B男・C男)

て逮動をす| ら，自然な流れで筋力

る。 I滋動iこ入りたい。
-腕立て I .各運動を30カウント
・渡筋 | ずつ2セット災施させ

・背筋 i るo
・スクワット|・カウントは全員に冬せ

るo
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-中途主ド綴な運動が予想、

される B努と C努に
は，体に触れることに

よりしっかり取り組ま

せる。

評 価

-言言語指示を

理解しIEし
く動作化す

ることがで

きたか。

ー友達そ励ま

しながら，

自分もしっ

かり灘動ナ

ることがで

iきたか。
(A男'D男}

-途中で泣か

ずに運動す

ることがで

きたか。

(B!J勢・C努}



e言諮や文字

の指示によ
l 弁論別会主
できる。

(B男)

-震諮や文字・

クイズ方式

の指示によ

り，色・形・

数・品物・上

下・左右の

弁別がで冬

る。
(A男.c努・
D~努}

4 さ2うましもの -能力に応じて，課題を • B男には，課題が畷
ゲームをする。 指示する。 確にとらえられるよ

-色 -友遼への指示にも王手を う，築物模型から取
-形 傾17るよう，持々ぎ薬 り組ませる。

-果物模型 かけをし， f役員の注意 • B努が課題を把握し
-偶数 そ主義やさせたい。 ?とら，言語と文学に

-上下 よる指示を並行して

-左右 実施する。

-謙題遂行後に，全員マ 'M怒.c男.D!怒に
確認をし，lE解の時に 比苦言語・文学・ク

は，みんなで拍手によ イズ方式による指示

り策費?る。 をま在行して実施する

'lE解の時には，得点 が， c男は， その善寺
マークそ得点販に貼ら の状態により，指示

せ，その合計により競 の仕方を配慮する。
わせる。 -各自主こ筒かをき，考え

-最後に結果を発表しまぎ させたいので，課題

Z互いのがんばりを拍手 遂行中にA努とp努
でたたえたい には，友達の援助を

しないよう，必要に

応じて苦言葉かげそす

る。

る ・全員に役割分担をし、 -自分から動かないこ

6 あいさっそ
ずる o

-集合・整列
.あいさつ

片付りさせる o とが予想されるB努
-早〈終わった児獲に とC努をこは，誉棄か
は，友達そ手伝わせ け・指獲しなどで援

る。 助ずる。

• 1 711横隊で集会させい 「気4をつけ、干しJの
.00 号令は， c努』こぎせ

る。 C奥がで¥l!;ない
雲寺は，希望者にさせ

るo
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-言語や文字

の指示がわ

かり色・形・

品物の偶数

を間違えず

に持って来

ることがで

きたか

(B男)

-指示を正確

に理解し，

弁別するこ
とができた

か。

(A努.c男・
p男)

-友達と一緒

もこ片付紗が
できたか。

(B男・C男)



(4) 神経性習書

ア 問題の理解と指導方針

神経性欝癖には，指しゃぶり，爪かみ，チック，夜尿，嬬食，常間持動など様々な状態

がある。習癖そのものは，多少の差はあれ健常3患にもみられるものであるが，その行動が

聞東化してまわりに遠和感を与えるようになり，集面生活や社会生活上支障脅さきたすよう

に悪化した場合は指導の対象となってくる。

人諸民心理的に不安が高まったり緊張状態にjoかれると，そわそわしたり，身体の一

部を小刻みに動かすという無践的な動作がでることが多い。ところが，この無関約な動作

が，一時的にしろその不安や緊張をやわらげたり，解消したりする役割を果たすと，強化

因として併用してその動作を強め，次第に習慣化し，無意識の反応となって維持されるよ

うになる。

子供の場合，心理的な不安や緊張をもたらす婆屈としては，しつりや鎗学，行動などに

対する両親の過度の午渉・支配が強く，特に清潔や擦とんなどに完全主義が晃られたり，

家庭内におりる不和な、どが考えられる。また，指しゃぶり，)l¥かみ，チック，夜尿など，

様々な鰐題行動のある子供札一般的に落ち着ぎがないなどの問題をもつことが多く，

通以上に親の叱演や干渉合受りやすく，さらに不安や緊張が高まるなど，悪化ー冨定化し

やすい傾向にある。

指導の方法は，大きく分紗て次の2つになるが，双方を併行して進めることで，より効

巣が期待dれよう。そこで基本的な方針としては次のような点、があげられる。

約爵題行動の背景にある2心理的な不安や緊張を除去する。

μ) 陪難行動そのものを除去する。

イ 指導の実際

開会体計額

霊祭震での状涙

.発症の時期と持続状況

e問題行動のでる場頑と状況，頻皮

・不安や緊張の状態 ・性格特性

・養育態度 ・家縫内の人間関係

.習癖に対する語家族の対応

学校での状況

・発症の時期と持続状況

・問題行動の出る場面と状況，頻度

・不安や緊張の状態 ・性格特性

・成績や学溺への参加 ・集間参加

・友人関係 ・習癖に対する対応

-症状への対応 -症状徐去のための指導{条件制止法等)

強
一
節

滋

…

鶏

成

の

一

の

育

舵
一
一
時
伽

恕

一

級

主

学

自

家族への指導

・養育態度の改善

的指導の方法及び舟容

指導方法としては，大教く 2つに分けることができるo 一つは，鍔題行動の背景とな

っている心理的な不安や緊張の除去に焦点後あてた指導法で，灘戯療法や自律事[1練法，

カウンセリングなどである。もう一つは，持題行動そのものを議室接取り除くための指導

法で，負の練習法(条件髄止療法)やオペラント条件づけ法などである。
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いずれの指導法となるにしても，子供の心連的ストレスの原腐となっている，生活環

境の改鋳には闘が向けられなければならない。従って，子供をとりまく人々との(主に

家族や学級担任)連絡を十分にとりながら，子供への一致したかかわりをすることが，

指導効果を上げるうえでは大切になる。

a 遊戯療法

比較的自由な場面設定のやで，おもちゃや議呉などを使って，担当者と一緒に遊び

自己の感情や考えを表出しながら，自律の方向に進むのを援助する方法である。ドル

プレイ，ブィンガーペインティング，サンドプレイ，サイコドラマ，ロールプレイン

グなども， この遊戴療法の一つの方法である。

b 自律訓練法

自律言11練とは，公式化された暗示内容を反復稽識し，公式どおりの身体感覚を出現

させ，生理的‘心理的変化をはかろうとするものである。公式は，手雪景公式から段階

を追った標準練習があり，予定の重感や温感，心臓や呼吸の調節などを体得していく o

C 負の練習法{条件叡~1I:療法)

除去しようとする鰐題行動の運動反応色症克に一定回数{疲労を感じるまで〉意

額的に集中して連続反復させ，その後一定の休j患そ入れ(疲労が密複するまで)再び

同様の練習そ爽施するものであるQ

d オペラント条件づけ法

間劇作動の生じない状態を快刺激で強化し，問題行動の生起直後に快刺激を除去す

るという正の強化法ヒ問題行動が生起した時に嫌懇刺激を与えるという負の強化法

とがある。それらの条件化で，問題行動の生起する頻度を低下させようとする方法で

ある。

e 親への指導

線との商接により，養育燈，生活環境，問題行動のでる場面と状況やその類既症

状への家族の対応を鰐らかにすることは，指導上重要である。子供の問題行動の場合，

母親が子供に対して，必要以上に干渉・支配が強く，ぞれらが子供の自主性の発達を

抑正したり，心理的な不安や緊張を高める原菌になっていることが多いからである o

それらの要繁が鳴らかになった場合は その望書紫の除去や軽減のために，指示的なカ

ウンセリングを還して，症児をとり富む環境を調整するための呉体的な対策が立てら

れなければならない。

f 強径との連携

学校生活のや1:，教師や友人との人間関係や学業上の問題などが，間態行動の発生

国や強化簡となっていることが考えられる。そこマ，学毅生活を中心に，症克をとり

まく環境そ総点検し，必婆に応じた対策が立てられなげればならない。特に，

動はもちろん，他の不適切な行動に対しても，注意や叱賞受極力さけ，適切な行動へ

の承認の機会を意閥的に増やすようにすることや，心想的な不安や緊張が蒔くなる場

蘭が明らかになった場合，段務奇襲遊んで慣らしていくようなステップを用窓し，必要

に応じて集臨場関や人的環境を識獲するなど，担授との連携を保ちながら，一愛した

指導をしていかなければならない。
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指導内容系統表第四章

斜面撤均容系統勤ま，嘩器， ~士会，算数及E場開草野ヰ. ~主j話俳務ち除問磁工作及碍騎，体育及び傑織体宵家底及E峨術l彼自微調..実情道"とし，柵糟動IC:叫 hては渇術惨樋.IM.1MtすICeeしtr..

1 指導iヲ守番ぷ糊流携を描m...l二の嗣湾隊司臨霊祭
(1)婚納容は鰭滋撒 IQ50......75程度の線猪犠燃を対象としてf学芸主しtc.(1洋校・中学校Z間報機轍学校学窓側療養護{署員減免匁31理)...i警とと"'Itf織した.) 
(2) I......yの授揺;[分をふ兜.~織の発途殺到庫を考慮し， f総鍛将軍事t.lやすく護費量した 〔終殊教務総匁校ノ件色豊5・中学きi浮習偽導察側勝綴w 剣勝穆綬{網... 敏船酬.(線機総領纏1.・...とI.tt.) 
(3) 取り差是号学年の湯量苦告示したが.一人一人の!理量生後の発潟綴織に会わせす番湾すること走者緩ましい.

m 量守

備考欄は F 線輔が問自にj活用する欄である.

事構、rw III 

中.2， 3学年機I!中・ 1，2学年程度小'高学年程度

(主主3)=(省略文司密 BlVJ) 

品

捕‘

区分 {む主主 2) 11 !II 品 Eぜ v 君臨 tt 
一一一… 品 帽哨暢網棚噸鵬掃除哨岨砂場嶋崎欧側..岨 申 4・-圃幽酔ー岨匡也会

1 くつ穏，手えなどの幾分の 1 ひらがなで.力オ，tc!当分 1 I漢字で奮してある自分(/) I 11与すで.いてあ~身近な I IIltl (す怠 4)
まぎ長i E防15子かる. の名前方殺める. . sM11 .. 鋭むζとがで'晶. への.f，~lltl先むu..がで章 {剣噂%，噌倒 8VJ) 

6. 
日 2 絵本やテレビなごに出て 2 1，ミくつかのひらがな者腕 2 ひら均iな五十....lI!tJι 2 ヵ，力ナn+・t雌tc.2 ひら舟""'"均'均ナの崎血
くる文相E興味をもっιと むζとができる. とがで曹~. とがでn. E榊 %1悶剣勝E眠"とが
ができる伺 でn.

3究 3 湾審，半海王子総務，{定滋 3 鰐段 3 微習皆，~宅管， ft膏，煙管 3 lIta: 
。主 5) (空機} f襲警，綴奮が大体殺める。 が父君陸の中で乏しく続めるー

主F 4 望書挙な漢字が絞める. 4 III!-尊重な漢字まじりの綾匂 4 ioJ:et 4 I幾ヰドまじりの交方絞めz

や総ミヌコき殺めるe 内容の大費需がつかめる.

5 ABCなどがおおよそ貌 5 ローマ字がおおよそ読め

める. る.

※関車(綬FIIIl.英A2) ※防護(笑お2)(ま主6)

2 亨回調理事1均宅判長糸in:渓廷の歩主ア7
〈例〉窓際{その2)…………F彬 参照

1

M
吋
印

1

(主主 1)区分縦の榔弘樹波及び内軍事者側応し WB 続む』は，小学校、中学校学習岸部要領の宮殿i滅及び内容を参考として区分してある. ゆ1))彊麗科の鱒禽均額玄分 A口聞く・2古す B=読む C=様く
(主主 2)区分績の織はおよその綬隠者側応し WI......y (ロ…マ数字ま加i嚇十文字というはは態勢援の'~9J!障を祭し， 1の邸量からYの脚惨¥と線療が高くなっている除
(主主 3)1 2 3 4 5(アうt::ヤ数字ま総算用数~é\l~)は，内容積闘争似慨し，内容項El l の見方iふ f蜘*ま医鯨ヰ郷郵祁(統制 3嚇綾階，;J.:lVの綴鰭J (省略文時哲朗 BlV1) 
(主主4)霊童書 領域B 段絡Y 内漆司賠: 池宮童文噌!ilBYl)のrtl罵左2は，Nの綴織の発襲警し?と戸発事であることを示す.
{徒主主 5)内容が空機のき区分{僻 12の刊淫鶏}主主， f締j内容がないζ とを示し，番号及と熱容の割紛れているrBIl 3J から?鱒~減給する.
〈守主 6)繍連覇1I1;J.:， f鮫耕斗.鋭敏.内容.f:呈絡め澱迫撃を雪臥した. (習1])，米関連{主主FlII1)は勝制緩術家麟ヰ領秘主F(漕線基礎} 華i漣殺踏まIII内容は!(ワープ的 ~ffiす. (P. 195参綿
織都i谷系統表の活詩型倒泊料酬勾望書糸絞畿は，コピーし児童生後各人の発進総理審を抱墨するζとはもちろん，縦訓時十海側宇J成僻桝鮒学級〈紺湾機)組任とのi重機郁おけるなどの滋続最iある.



指導内容府破各耕ヰ及び道徳3 
E副議護費 〈ぞ子0::>1 ) 

区分 11 m W V 官事 講写

一一一一一一一

i 緩い時間なら決定の方を 1 先生や笈巡の'jjを更て， 1 焚さ主の絡を療後まて傾く 1 ~聖後ll:てで包司監して話を自信 l 問J.r:
見て話を関〈ζとがマきる. 注意して務を自信くζとがで ιとができる. 自~，分からないときは湖き

A きる. 返すζとがで嘗る.
2 相手の蹴iをして蕊しく 2 幼照怒と.iEし~'c.とばの 2 正しし労苦苦で豊富すζとが 2 同左 2 発音苦のなま句苧唱揮をiAす
発声しようとする. 違いに気付く. 大体できる. ようにして話すζとがで曹

る.
3 :t，釈を呼ばれたら巡療が 3 名言iJを塁手ばれたら元気に 3 大勢の中で名前t-呼ばれ 3 1湾左 3 場もζ応じて適切な巡司防1

間 で曹る， ?をましリと返事ができる. ても返事ができる. できる.
4 織さ績なni'if;を聞いて行動 4 f野沢を聞いてみんなと… 品 欄間ど江指示を理解し 4 軽量Sなどで洛示や郡勝 4 必嬰1な日寺は，.:1.そをとっ
できる. 量級ζf鴻bできる. てf引動できる。 間帯ttとってf辺勝て咽きる. たりして指示や艶尭を乏し

く く聞ttとるζとができる e
5 絵本:テレぼなどを兎て 5 絵本， 7レどなどを克て 5 絵本， 7レどなどを東て 5 絵ヰ~，うFレぼなどを見て 5 物機， ，J，総さなどを見
簡単な1!Jf~表務ができる. たずねられたととについて 内容のあらましをZきすこと 楽しみ，fIIJ鍛えよ感想を話す たり照い?とちして感想、を話

言動iできる‘ ができるe ことかできる. すζとができる。
6 捌カオ1tと善寺，学校や家露連 6 荷主オ，tと雲寺，学校や家庭 8 実践したζと平将激した 6 1電左 B 身近な絞殺を絡し!際僚を
のできごとを簡単におすC の'::1:.なできごとを指すιと ζとのあらまし柳欄の総 付け加えるζとがで曹る争

目置 とができる e ;tJiできる. i議の液Lζ話すζとがでttる
7 みんなの都で話そろとす ? みんなの前て宮古すιとが 7 みん々 にわかるよろ!C!語 ? 電信毒で簡単な~惑ができ 7 !3分の意見や考えをみん i主 ※腕車(社会A2.t荒療覇基F2. 
~. できる. すζとができる. ~. ※関連{技会A2 なはわかるよう!(j言すζと 職撲Ad3) 

後家居量F2.聴様Ad3) ができる。 については，軽装ζそ￠耕社側勝司祭i~ るので

す S 熊惨なCとば遊毛幼主でき 8 餓織な伝言書滋びができる 8 月明牛4を1事とさずに織単な 8 FIli牛H事とさずに伝言で 8 周{牛t-~喜とさずに要領よ 参考』とすること.
る. 伝簡ができ~~修 きる. くf去穏できる。
9 分からないととがあった 9 分からないζとがあった 9 分からないζとがあった 9 わからないζとやたずね 9 同友
ら動作宇事問主韓なことば司昨 ら先生に?とす'ねるととがで ら友だちiζ?とずねるιとが たいζとがあったら身近な
えるζとができる。 きる. できる。 人主ζ宮分から通喜んでたずね

るζとができる.
10友だちの使っている弘義 10ていねいなことばと線汲 LO先生や呂上の人に，てい 10場Lζ応じて簡単な敬綴t-
なζとlfづかし功幼かる。 のιとiま制更しミ方制民が ねいな乙とばを使ろととが {実ろ乙とができる辱

分かる. できる.
11 障壁織などっζ遊びができ れ 主主だもと一緒に簡単な，J11 織繍なセリフが言える。 11 '11の併のにそってセザフ 11 1際じをこめてセザフが雪
る。 滋びができる. が替える. える.

1 く官民事凡などの8分の l ひらがなぞ織金泳11<と自分 l 漢字で獲いてある際分の l 漢字で鎗L主である身近な l 同友
B 印カ幼かる. の名部め護費者bる， 名肢をま費むととがでttる. 人の名織をま完全fζとができ

る，

続 2 緩涼号ラテレビなどに出て 2 いくつかのひらがなを続 2 ひらがな五十穏を絞uζ 2 カ主カナ五十管を績かζ 2 ひらがなやカ担カナの単
む くる文秀tζ興味をもっζと uζとができる. とができる. とができる. 緩や文を正確に銃むζとが
ができる. できる.
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~昏〈その 2 ) 

区分 I 

B 

s 絵本~貌んでもらって議長
しむζとがで奪る.

2売

む

9 年賀状など~いただいて
よろιぷ.

1 いろいろな成終令官鹿って
なぐち.脅する.

z 丸や三角などの織韓患な形
C を真似て.くζとがぞき毒事

3 鉛筆やクレ3韮ンなどでIII!
単な絵日記~.くととに輿
味をもっ.
4 濁都ζ気付<.• 

く

s ひらfJ幸なでÊl分の.;;;警守~
司書くζとに興味をもっ，

11 

3 濁音，半濁音，鋤瞥.1足首
畏音，織音b吠体貌める.

4 織単な漢字書積める@

ち 絵本や，やさしし>11売みも
のなどの文芳攻勝，>綬みが

できるー

8 ιよみの文穿吋怖を続
もうとする.

9 宛名，差出Jぬiおおよそ
分かるー

l タ績の上をなぞって.<.
ζとができる.

2 El分の名前をひらがなで
容しミたり，ひらがな緋莞君事
ができる，
3 簡単な絵日記を書くとと
ができる.

4 濁音，半濁音が使える.

5 据司の「はJrへJ[をJ
の{郎潟が大体分かる。

8 蜜分司〉名訴を漢字で.<
ζとに興味をもっ.

古 手伝ってもらってま手書官状
辛争中見餌効司書Itる.

111 W v 備 ... 
一…一'一一一一ー一一一."畑一一…一一

3 院佐 3 妨!1f.仮宮1'.畏管，織音 3 問左
均攻3世の中でIEしく続。ζ
とカfできる.

4 鰍畿な漢字まじ号の語句 4 問2王 4 漢字まじりの文か験t>.
宇都ミ効事究める， 内容の大筋がつ舟込める.

5 ABCなどtli.おおよそ続 5 ローマ字君主総事4よそ絞め
める. る.※線道監{期総〉
※横逮 (t貴FI詫1.炎A2)

8 滋滋キ明暗単なき費みものな e やさしし物総などをま費支ヱ s 憾雲などをすすんでま完全f
ごを慨をFζとができる， ζとができる. 乙とb~できる.

7 新燃や雑誌の写真に興味 7 新慨に掲書草されているテ
7で新き言，明献宇雑の践のあ協る仰峨蜘みが大

~示し続も弓とする. レピ棚自問尚治.
体力幼かる.

日 ζよみの日付の読み方が B 間在 8 Cよみを見て日付卒事費臼
分かる. を正しく続み，生活に役rz.

てる乙とがで~る.
9 織織なはがきや手紙文な 9 簡単なはがきFや手紙文の 告 はがきや手紙文の内容を
どを絞りζとができる. 内容が大体緩みとれる。 続みとるζとがで曹る.

i ヌ浮の翌警は注意して書く 1 点露震の織し労務交わち方 1 文穿の大i聖書苧滋:9IJIとま主
ことができる. 方向などに主主管して文字を 意してき売みやすく.<.ζと

正しく司カ書ナく五と十と号が寄マ4EiSきEる. ができる.
2 ひらがな五十菅を書くこ 2 カ?ti::rrB. -tiI'~. <.ζ 2 ひらがなやカ揖カナ争後
とかできるー とがで~る. って揮官単な餓匂~.ì智後す

ととbSできる.
3 織機な緩い文の日記を書 3 一日の生j震のi絞れにそっ 3 感想をまじえた日犯を3・
くζとができる. てヌ滞で決意関するιとがで く乙とができる.

きる.
4 助資a促音，畏音，櫛音 4 助管J足音ぷ衆衛，微膏など的 4 鋤音，促音，衆音，繍官苦
などの糊etJl大体できる. 調日カlIEしくで曹る. などを日記判官文のゆで'IE

しく使う乙とがで者る.
5 醐帯の r，まJrへJrをi 5 助飼の fはJrへJfをi 5 同友
の倹し途方喝湧かるa Ictl乙怒して父調障を司書くζと

ができる.
8 絞殺のf里!P方志扮 8 句点惨殺f#:¥:IC滋賀置して文 邑 句点.霊践の正ししヰ捜しミ

費量を容とうとする. 方に慣れる.
? jの懇練会ぢ子カミる. 7 r J の使いñ~持分かる ?湾1I:
8 El分の各様Eゲ⑫梓で.11 8 8常生滋場護憲でよく使わ s 覚えた漢字~Blè斜伏文
る@ れる然準々 漢字の司障害方式詳 1(J;f湾できる.

分かる.
古 寺己2ドU.て年賀状や暑中 9 簡主事な手紙文カ河島ける. 百 ワープロで型軽単t，>lO防1
気鰍効司書ける臨 できる e 楽関車{技~Fl)



宇こt:4J主~ (ぞ子匂::>1 ) 

区分 Jl IJ[ W v 繍 考

A 1 総後や笈遂の名言ijが分か i 家族の名曹]が分かる， i 轍側線謀長， i搬の人な i 場4び5じて熊単な自己紹 i 場4ζ段、とてi緩紋Jt.;:級介-¥!>
?>. どのお燃が分かるe 介ができる@ あいさて)tJ1で~Ð事

2 来絞殺や鐙2蓄のかかった 2 毎努のかけア，)')1できる鯵 2 13分のJ!:-¥!>浅草撃に割強続 2 来型~-".O).之要な対応や雪量 2 メモによる係簿'tJiで者t..
女す ことを療の人に安告らせる. かけるζとができる. 話での伝震ができる。

3 李総が分かる. 3 年望感夫などカ勾慢げる。 3 年齢犬-'t:ネu夫などの学寄託 3 年賀状や礼状などの手紙 3 必幾3α主じていろいろな
tfi出せる. のやちと号ができる。 手紙のやりとちがで者る俗

人 4 13分のものとf臥へのもの 4 繍単な挙療ができる. 4 Q3嚢と欄鳴を符号，爽 4 ff!L九《活安要Lこならないよ 4 集E習のやで決まりを守り
とカ絃罪1)できる. 19て・きる. 号犯行動できる. 礼儀正しく行般的I"t'~る.

5 笈灘と仲良く通産ぷ 5 友速におもちゃや学芹渇 5 潔宝章なe)，)籾っているの 5 友還と智7して仕事をす 5 人の立場tc糊事し， ]まい
開書 a U:k紛は，協力で~る. るζとができる. に協力し合って集凶行動を

とるζとができる.

6 B明かれれば，J¥l.kζと， 16 見たこと，聞いたζと， 日 日常生活で体験したζと 6 身近な問題をあ童と絡し 6 学級会没後会事事て滋ん
f晶 遊んだととを話そろとする 遊んだことなどを話そうと を3首し合うζとができる. 合ろζとができる. で意見tc述べたり， I首し合

する. ったりすることがで者る.

7 t隊司王者れればIおはようl 7 日常のあいさつが大体雷 7 際分から進んであい8つ 7 場に応じて適切なあいさ 7 相手の立場tc考えて灘切
rdようならJrありがと える. ができる. つができる. な曾君臨や態度で附村~t.，

うJなどが設える.

B 1 i語釈されれば a どみの始 1 f拠終わったf齢後始末 i 決められttJI犠8，(，決め i 市町村のごみ回収やし尿 I 1:措環境捕しく骨量つ法
州主て"きる⑥ が自分でできる. られたどみの処理撃をする a 処理里叫がEみカ1分かる. 律があるととカ幼かる e

全土 2 問3質量きなどの淡まちゃ約 2 集会科餅学習などの時 2 学校や学級の決まりカ時 2 決められた時韓請に従って 2 笠殺する上で.役会には

会 東金I~Ðζ とが分かる砂 ば，指示にしたがってt現動 れる。 生活ができる. いろいろな淡僚があるζと

の できる。 )')ゆかる，

主発 3 告発められた排斥て滋ぷ. 3 パスや電車を待っている 3 立入声高ll:J1入祭望書Il:J 3 r買さE 3 いろいろな機器護者宛て，

ま 雲寺は，去、ぎけない。 ?験全員Jri銭入業務Il:Jr建支 危後なときには家主撃にもさ主

号 f重治ヨ陸jなどの線総合芸分か 意できる。

4 銭入のものは?とまって持 4 薯為抽ぴ何也前進びを 4る人の逃感κなるよろ問て 14 祉会のしきたりなどを知 4 米英霊洋著書に事実じられてい
ってしみカ》ないm しない。 衡笠なζと;ましない。 り，それに従'5. ること舟宅分かり.それらを

守る.

社会C 

i 療の人の職業が設える。 i 日制使われている品物が 住t遣に必著書ないろいろな l 生緩者と消費者をつなぐ i 労働と賃金の関係を知り
どζで'11=られているかに隣 品物が，工場ぺ待機家待相手 市場，詩型庖などの働きを知 自情論旬時ζ生活するζとを童日

心をもっ. られているζと力紛がる. る. る羽

の 2 i.!iくの交績や停留所，駅 2 生活で、使われる水，電気 2 繁務理署，側資庭訪，被験， 2 問友 2 警察署，郵使声帯.jjl覇提，

仕 なと"が分かる. lガスなどの働きに気付く。 市役所(町村検場)などの 保健所，市役所(町平行段場)

東直 およその働者が分かる。 などの働曹が分かる.

l
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担コ会〈その 2 ) 

区分 1 

p 1 震調障やパスLζ乗るときは
費駐車券の必要なζとが分か

ムr、、ー る.
2 蜘酔家の人とー然災機
断歩道を渡れる，

災

3 滋樹JI院患のと曹は，線車
機 と一章者に行動できる。

関 4 救急患やJ降車率などがあ
るととカ芳子かる。

の

5 大人と一緒にま三瀦や量産111
事j 士患で液ドる.

容 際線接訪の場駅斤力紛かる.
用

7 費震の懸ちの様子を話すι
とができる.

E l 簡単な樹滋習に興事長をも
つ.

士患 2 家のR寄りの様子を話すこ
主義 とがで!る。
の
後 3 翻分の住U'市町村名か含
二子 える。
と

ネ土

会

の 5 テレどのマンガニニュース
移 などに際uをもっ.
り
変 6 チレt:のマン:Jj事費ぱなし
わ なとfに降格L';をもっ.
ち

rr 

I B常幸ilJflしてし喝電車や
パスの費量準券が買える。

2 克直言号ffi分かり，…人
で横断歩道舟液れる毎

3 火災報知器告側陣火器0)録
きが分かる.

4 緩急緩やi開紡車の役寄IJK
陣容ひをもっ。

5 公園や灘濁織で滋べる.

S 学級'¥'.>/J-1立みなどをとちす
とと2与すできるe
? 持寄挙fょ組阻やお車の路
線図など;IJ~分かる。

l 絵地震泌を分かる倫

2 通学道路付滋伏線予を話
すιとができる，

3 関分の住む無名が言える

4 EI分の住む国名か苦言える

5 テレどのニaースなどを
見る姐

6 テレビマンガやマンガ雑
総などの務ぱなしなどに剣

;州もつ。

111 W v 
4・.. 加 一一一1 馨繍野村のいろいろな表示 I l.るろいろな抱邸機関が大 1 いろいろな苅盤側測を遡

が分かる. {判ijiflできる. 係部lJflで孝弘

2 r通行止Jr線級術賞j 2 どんな務iJTにお，lても. 2 慨を
「危険jなどの進路線臓が 約澄規Rljを守ち，遺切なf守
分かり，安全に桝?するζ 劃的綴れる，
とができる。
3 融市と一緒IC火災級鵠霊 3 自分から火災線級緩や決 3 火1IJ.や$放のと者 I1 9 
側関火署長制使うζとができ 火器制使うιとができる. 香(火j且1， 110. (讐
る。 集elに句"で湖・置す，ζ

と車内'晶.
4 激主警3馨科書妨車問史書11tJ; 4 ま免!l減税やi同防暑のしく 4 /IItf 
分かる. みや留陸!;IJ扮かる.

5 公園や遊涯闘監の滋災也事指 5 公共施政f:i度号治会の線 5 公共艶重量などを1持病する
設を大切に扱うζと;IJ旬、き 手続曹のあるζと金粉かる. 己とができる.
る.
S 務復庭訪のおよその骨量きが s 釧T使鵬の宙船曹を知り，上 6 務税局や鰍すヘ1'fって貯
分かるa 寺旬。IJ飛できる. 金や僚会均!-C:i聖る自
? 家から学校や駅までの滋 ? 家から等対買や駅までの進 ? 機械の糊単な絵地図や交
高翼奇書官重臣に雪える. 頭葉を疋縫K~言える. i患の路線図などカ司書ける.

1 簡単な絵鑓盤カ司書ける. i いろしミろな絵地図地司書け 1 r湾t.r:
るe

2 伎んでいる泌総めはJ.)11 2 住んでいる総緩め銭彫や 2 地域の縁努5やそζLとi.i:U'
海などの各部側ゆかる， 土地の様子.;IJ幼かふ 人たちの袋詰きの綴予が分か

る.
3 近L棋の県名が蓄える. 3 講生の地図f:箆て， 13分?と 3 日本叫銭:BJHtて， EI分

ちの市(町村)樹立霊が たちの県令市〈苗T'村〉の
分かる僑 佼績が分かる.

4 l.るくつかの列掴の国名が 4 t堂界の地図を見て，臼本 4 ;it，.:媛倒立笹均等主かる.
苦言える. の佼湿カ拐かる.
5 テレどやラジ才f:過して 5 'Tl〆どやラジオf:i思して 5 テレビやラジオ・新測な
t舗の生活の様子Lι刷、を 姥車誌の生活の様子が分かる， どをi還して地繊のさ主治の機
もつ. 子力幼ヲふるa
8 テレ例措疑事選，緩体など 6 普と今の生t話の機子力t大 6 歴史に療する同帯数な年a
~.iii.'て，畿のゑt設の機子(C 体分かる， や本から罪専心どとf:総べる
間L';をもっ. ιとができる.



多厳緩父波書止とメ設食会幹 〈々"':-0:>1 ) 

fK分 I [J !Il 1V 亨 昔前 考

: 身近なものを芹強によっ
点 a 
i 浅草撃の中からi吉lじ色.1iiJ 1 宿?と大i聖書のものを取り i 獲f類主の，斉ゆZか，大ら分き類きすなど， 数 I r奇左
ζ彩のものを選ぶ. t起す. る. て分類し.i活用できるa
2 絵カ叩ドを組み合わせる 2 3・4分割きれた絞カー 2 いろし巧な絵カード都豊 2 防左 2 間E
ととがで!!tる. (2分警11) I'-!-組み合わせる. み合わせる.

数 3 組になったものを会わせ 3 対応させてものb疲れる 3 同等.i都t認定紛がる. 3 いろいろな禁事才であって 3 指i左

る. も般.f紙患やえ多と少のが数分字かを読るむ. 
4 1~ICまで￠激を唱えた 4 都1停『却を悦ますん立だ激りをす唱るえた 4 1∞まで佐寝押:-!-Btむ I4 11YIfij;'J..t~-!-BtÙ. 4 綾子計算器などの数字が
り数字を緩んだりする. り 絞める.

数
5 10まてが匂で浸き幼る幼.かり，醤 5 3詰ま'"(;'の数が分かり，穫 5 lC時までの数が分かり渉後 5 100，以との数カ幼かり，思 5 r顎E
くとと くととがで者る. くととができる。 杭以との数字-!-.くととが

できる.
←一一一1 1~5 までの致問'J:t湯田 1 5~悶まで一吃倉蜘J:t織が 1I 1 30. ~泊までの散の大が 1 1∞までの般の丸小が分b 1 1∞与え上輸の霊堂の大小が分
できる. できる. 分カ〉る. かる. かる.

と力日 2 5までの舵合わせて. 12 1役数+1佼君主の3測が 2 2位霊堂+lj撒の計算が 2 2佼数+1位激のZ十伽i2 3{立数+3f波数の計算が
いく勺忠治粉かる. で!!tる〈くり上がりなし) できる{くりよがりなし) で脅る(くり上がりあり〉 できるa

3 2{波数+2j立教のき溝:tJs3 大きな数の力説船霊場が
i iま できる(くり上がりあり) で!!tる.

4 d博轄の耐えま扱いti力;I 4 計算総併せ煎し綴去がで 4 1:1活の<tで必議!な語版鎗十
5十 できる. きる. 算ができる.

c 1 5までの数で，減るとい 1 1{立霊堂一 1位室長の自十鱒が 1 2{立主主-1佼盟主の計算が 1 3{立数 3位数の計算が
くつかが，分かる. できる(くち下がりなし) できる{くり下がりあり) できる.

減 2 2佼霊長ωi佼数の計算が 2 2佼数-2位数の計算tt. 2 大きな数の減去の対車が
算 できる. できる。 できる，

まま
3 ~十1斡蜘織型車な扱い方主主 3 I十冊告をi利用し縦~;で 3 生活の中で必療な詩祭主主f
てeきる. きる. 分かり計算で曹る.

トー…

d 1 5ず勺教える， 1 ，るくつ分にあたる大きさ i 間E
かがわかる。

費陸 (5 + 5ゃ5 ・5x 3) 
2 10ず勺激える. 2 3倍が:51かる。 2 簿阪
3 2j膏カ扮かる. 3 力丸Jがあるととを知る. 3 佐治の中で九九を華IJfflす

るEとができる@
4 gゆ勝告の湾当障な扱いtiが 4 計算援をflj，E若し策法がで 4 1:活比企ど療な粂おまの意味
できる. !!tる. 力移守3ふる.

ト…………

1 学分カ当分かる. l 学分の半分カ幼かる. 1 Ji.Xの数字の意味が分 1 U号~Xを袋行吉川俊ろとと
かる. ができる.

2 物を人お151 ，お持事~t:分It 2 ~情総併IJfflし乗混十型車 2 fIj単な隣揺す錬Ils'"(;'きる
るιとができる. ができる.

3 主治む必要Yよ然法の滋味
力紛かり， j費える.

!
一
円
∞
∞
!



'解幾女方請にと〆後化学在 〈ぞケGD2) 

• tt 
i 侵害の毘11号制分か号 a
蕊司郎ζ測るζとがでn.
2 f笥左

v 

1.きの宮盛ち志幼がち，
亙.1ζi主主主ることができる-
2 f現友

111 

1 3つ以上の型軽きくらべが 115cm.1Ocm.1mの縁位
できる が分かる.
2 波浪のものきしカ可愛える.12 1m以上のものさしなど

カ耳』をえる，

N 

者
--ι 

る

ζ

昔
、
J

る

で
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が
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時
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争
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温
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7

ら
さ
国
同

く
小
る

お
い
群
一
服
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同

部

'

i

n
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1 3つ以上の3監さくらべが 11 1偽， 1誌草壁〉韓車協幼か
で者る。 1 る.
2 I主力主特製キのあることを 12 ばかりを{突って現総する
童話る ζとがマきる.

i 重さくらべがで~る。
〈霊堂の小さなもの〉

11 

1 1監さくらべができる，
{ま農の大きなもの}

l 生治η中でì~1淀病兵を季1)
F再し.いろいろなものをは
かることができる.

i 調ID笠黙黙の!'U譲りを際み
とるとと地付~る.
.開シー .，.!"rt)， ~!C. <)，トル

(cc.d1.1など)

i はかるま棋を知り，一定
.均時まかれる.

1 3つ以上の慾績をくらべ
るζとができる.
l番多い より多い
l骨少ないより少ない

1 2つの容績をくらべると
とがで者る.(多い，少なしミ}

と
c 

調1]1か
さ

i 単位¢澗覧手掛分かり.~主
活の中で利用できる，

分， 1時間単位て慎開
計算ができる.
2 雲寺霊I~聖を正確ic:B費み取る
ζとができる.
3 袴霊すや悪霊を乏しく生活もと
京湾できる.

m'の周阿波4制捜って潮時ま
な節蜘球められる。

1 袴剣蟻位て官寺割合戦める.11 5分， 10分断立で量殺す
力戦める.
2 乗りものなどの餓納基寺
察機t-I売をfζとカまて“きる.

1;遺照時78や 13 1J寺崎鈴~318や
1B司 24草寺織が分かる.1 年時12島月.空宇警などが

分かる@

1 3つ以上の広さがくらべ
られる.
(1番広~，唱執ミ)

8fマ手曙日が分かる.

1m齢槻紛大体分かり
行霊協と絡せる.
2 生活の中での金制緩防I12 
持努事と合わせてで!:る。

l 広きがくらべられる.
〈慧の小さい?っのIt:d)-虫、

る
広
加
叩
べ
E
ら
い

ノ
、
、
お
d

がムス
き
の
広
慾

d
広
さ

申
品

l 学校のおま票，華寺第知合tl!l
令望書勺，守れる.
2 怨，*，紋君臨，受綬，下被
線装i奴冷燈Iil幼かる.

e 
同
部

]
{
i 3 

1.灘なu;徐際問!itJifjかる.11 いろいろな形制広角
]頁勅榊る.
2 いろいろなHタ羽根数が分
かり.静月できる.
3 東西南関知内.~住在E
.c:利用できる.

1 F奇砕三角形，正方形，主要
方形の名前か宮えるe
2 形ぬ詰主っきりと分かり正
しく寄付る.

3 上下，前後な(;カぢ尚》る.13 怠b.遠近などが分かり
区Jjltすることができる.

I 円.三角 a悶角の:s両官会i
分かり区Jlljで者る*
z 円，三角，四角力鳴Itる.

物￠彫のちカ~ゐが分かる，Olall 
i関
怒号|形
|と
形 ln
f立

2 定緩やコンパス制使って
簡単な区間障を司書く.
3 方角が;大体分かる.

i いろしミろな密肢を続んだ
り奮しミたりするζとがで者
る.

i 織蝦Jょ織グラフt-銑んだ
り書いたりで替る.

i 絵グうフか扮かる.1 遊びゃ生活畿の中て;ox
表カ3使える.

i 総事と一章者Lと，織単な買い 鋳型車なおつりのある型軽い
し織ができる。 1 物ができるa

1 ワープロの俊織により計
算ができる。
※総塞〈窪滋09.t支診察

F 1) 

1 織議J捜し物のまf舞場十
算総令後うと便利な乙とが
分かり，後府することがで
きる.



傷者

罪防と軒Eや野遺産め術系
金i手扮為る，

2 鰍絞殺単刷物とはた

ら~カ幼かる.

1 季節によって見られる~

E誌や，織なとに違いのあると

と力紛かる.

2 鍛物の罰金号機機をま5る.

いるιとや，糸などは穏を
伝えているととカ扮か4ふ

るトf¥'lIti:

2 お望書生活H:j捜われている 12 カメラや議潟鎌，顕微鏡

光学製品会粉il>る などの織畿な操作がで者る.

3 徳秘主型車.Tや湖同盟て増え
成畏するのにa_咽哲明のあ
るζとtr扮かる，

1 'L'選後手鍔.n期，腸などの
去な内緩め幾舎が分かる.

問主王

I 奮のとおている効は震えて

V 

3 同友

1 (:I滋符1事，揚なe:の主
な内臓の働きに高島心者もう.

2 人は，母傭式;で滅後して 12 時女の体のっくりに縛徴 12

3主まれる乙とが分かる があるζとが分かる@

一一一寸------
l 糸密書を作って選ぶζと11
ができる っ。

l 身近な新肺野菜の名称

辛終殺防E分かる.

2 才E. 事E，薬，書~.綾など

のと住な特徴志功会主る.

3 織物や野猿がよく育つた

めの習船佼n:地3分かる.

(水，百酔L徐重要〉
…一十一一一…-
1 野UJの5担や鳥などに様子

を線療する。

2 般物の普段宇特徴に雪辱心

をまわ.

3 飼勺ている鯵物をかわい

がり，その由香をする.

管制去わちがζ高専心をも

IV 

i 学級濁などの軒をの鰍:

と待機ζ鱗心をもっ.

2 7摘の議花苧獲木の轡顕

3 飼っている鯵熱波えさや

7Kをやったりできる e

l 綴は号揮を写したり，光を

反射する働きのあるととに

燃心をもっ.

2 秘主治て物的吹きく見

えるζと字母島を終身iすζと

カi分カョる.

ζと1う2分かる.

3 僚のまi!'か?と平欄畏の

紛えつけ11が分かる.

2 勝井物の種鄭ζよって色や

形Lζ濃いのあるιとが分'IJ)

る.

i 体の::1:々 っくりや働者に

関心をもっ.

によって花明伸勧漣う

III 

1 罪放

…
遊
…
て
一
つ

一
帯
究

一
刻
一
治
一
定
…
め

…
片
以や錬

'ぶ

ー

1 草花などを利用して滋"(}

箪花などに拠心をもっ.

2 同じ緩績の撃花や爽を集

i 野山の5担や鳥などの;g誇ij

と特徴に気付く a

2 身近な般物の名称ぷ分会主

る捗 (うさぎ.~ζわとめ，

すずめ〉

体の宝な制抑制示一一一一~:Ò幼

3 即効の間齢ミFI:久々 す

る.

3 議1をの中の線高揮をとると
とができる.

めるとと:olできる.

II 

ト十一十一一… …一一一寸一一
苦の出る物壱E詳しItとち. II 問主E

ふ
附

・刀

ふ
Mζ
 
る跡父は

る

・
に
か

る

家

紛

・

#

書

c
人

縁
。
岨
舟

ぷ
を

い
遊
閣
内

相

即

時

抗

一

弘

仲

概

同

一
一
わ
離
陀
配
一ーベ

3 人マ設置の軒E~c:*か

物!物| けができる.

とト…

Ibll M.ちょう，かたっ心
りなど令書壊し?と号，見つけ

撃ちiたりして滋ぷ.

ζすったりして選ぶ。(音

あて遊び〉

瑠科くその 1 ) 

物

環

境

の

体

5主分

a

品
目

盟
副
物
質
と
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b
 

エ
、
ネ

ヨz

の

)1，. 

そ

i
阿

部

日

!



王監耳F斗〈その 2)

区分 I 1I i韮 N 可f 事韓 ~ 

Blc 1 動くおもち1>で泡O'. 1 やじろべえ，燃簿なごを 1 どかひもなどで襲警尊重な動 i ぜんまいや画監事などの茨 i てとやζろなど¢泊副院や

作って滋ぶ. くおもち令を作って通産ぷ. 異のぢ湯量おと~C:、をもっ. 機憾の費量きを長室る.

f題 カ
雪電

と d 1 i華道ぜ量産ぷ. 1 ~譲:c脅使って磁飲などを i 滋道五iとは，つくものとつ 1 Sとおの2娠のあるとと : 磁石を使令て方伎を総べ

コ二 E選 祭器ち欝その費陸~Iと罰野心をさ寺 金がよいものとがあるζとが が分かる. ることができる.

ネ 石 つ@ 分"IJ>る.

)V 

ギ e 11 wrや緩や鰍?のz械が 1 館内燃や鰍?に男都清 1 l1li単tJ:.貴司祭典を耳立ち扱 1 B常生浴E多〈使われる 1 電気滋典の鶴単な伎緩み
11. できる. もつ. う ζ とが吋~~る. 倒語障な電気縫異などの扱い 主務かり z安全な取扱いが

費売 ができる. できる.

f 1 1 シャボン玉滋びができる l 1:i量産令書きかしてシ少ボン l 物Lとは泉く調書げるものと l 物は温顔~C:よって溶げ方 l 水志望量度比よラて，氷町

物 玉量産びをする. 事援けないものとがあるとと に遣いのあるととiJ幼かる 氷水蒸気に変化するζと

量E カ粉かる. が分かるe

2 物の燃え;1;1と高野心をもっ. 2 水や石油・アルコールな 2 石油ストーブなどの正し

どの逮L功粉かる. Lミ使い方古1できる.

C a 1 1 お臼さまお月さまお l ホ講義，j守， II震など?に関心 1 井繍防車bi智や.J守の変化 1 J守の満ち欠けカ幼かる。 1 夜空の星{>月を般謀Itする
夫 憂きまなどが分かる. をもっ. (形Hc:気付し (満月'半月，三日月日) ζとカtできる.

t本 十五夜

地

宝章 b 1 1 e青，雨などの天気均幼か 1.りの日.lJio.汚患い悶. i 1 天気の変イ協同専心をもっ. 111の様子から翌日の天気 l 空模様と気j~などからそ

と る. 貨の日などが分かる. を乎煙、するととができる. の日の夫l財切かる.
字 気 2 型車~'Bや暑い日カ存知治， 2 J:・~などカ杉1iJ' る。 2 理手東町秋，冬カ扮かる. E 担浮の気象が分かる. 2 匹摩と生1説綻帥扮かる.
笛 象 3 その日の笑気I{;関心を示 3 ~翌日の天然I{;関心をjf\し 3 火気予報収鵬心をもっι 3 テレビの天気予報がだい 3 天気区伽大体分かり，予

す. 先生I{;縛ねるζ とが可:.'~る. とができる. ?とい分カ3る. 報を知るととができる.

c 11 公園，野山，川1，海など l 山， )11.池，海などの潟 i 高い所.{，遣い所などの地 i 山.111.池.I毎などの大 l 山，川，池.i毎などので

で遊ぶ. いが分かる. 形の泌ρか幼かる。 体のはたらき力紛かる. き方が分かる.

地 2 土師恥樹1カ幼かる. 2 総燃や火LlJi活動I{;拠c.~を E 紺慣や':hlJi宮跡とっしるて 2 士鴎阪湯勤カ幼かり，安
形 もつ. 平成体]な安鳴をもっ. 金な生活の必要性が分かる，

i
凶
器
日
目

?
j
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油

y
g
…
区

1 'l=:足の汚れffi分かち告えと号と
する。
2 鼻討がでたら紙で然ζろとす
る.
3 歯ぶらしを口比入れ友右~C動
かせる.
4 水を口に入れ吐き出せる.
5 櫛やブラシて喫をとかそうと
する@
6 嫌がらないで髪蹴ってもら 16 一人で繋がだいたい洗える.
う.
7 爪~蜘iらず切ってもら号 e
8 裁の一部を水でぬらせる.
S パンツの上げ下げを争伝って
もらい用震ができる e
10湾使のとき，指示Lζ臨場設を
{凝ったち*-を昔在したりできる.

考

i 体をきれしヰζしよろとする気
持ちがあり，清潔4と保てる.
2 荷主E

{辞書V lV 111 11 

同左

3 D寺と場に応じて歯みが曹が℃
きる。
4 間取
5 髪の主要さiαちじて線んだり絡
んだりできる.
6 情l左

7 1害にIl¥をきれいにしておける.
g 向左
幸男左

同左2 

3 針量，注しく働みがきができ
る.
4 斥捻に応じてしくできる。
5 髪をとかして襲撃えられる。

日 決っ?と後，乾かしたりとかし
たり立しくできる e
7 同左
g 正識を{突って務地燃える砂
§ 問主王

1 l'亭~t.l通いたり汚れたときは，
その録抹ができる.
2 友お交13}cJl.?十が上手にかめ
る。
3 歯のすみi'みまで上手に磨け
る.
4 ガラ:J:jうのうカl~ ゐができる.
5 撲を者れいにしようとする気
持ちがありとかせる健
6 シャンヅーやリンスを儀袋
治時党える.
? 爪切り倒{裂しミカができる.
8 'f.でこすってきれいに淡号.
宮 湾僚主主主しくできる。

3 11皆ぶらしを上下左右に動かせ
る.
4 ブクブタのろがいができる“
日 一人て喫t.llte，戊Lミとかせる.

? 爪を一人でだいたい切れる鈴
$ 顔全体ぬ，ltiどいたい洗える.
容 一人でトイレ3ζ行き病療がで
馨る.
i合熊媛綴織を{忠逸材完走せる.11号

J元

思賢

11 生涯の予定臼志功かわ， !当分 1※捌迫撃練Ae3 家Ka2 
で処置ができる。
12 マナーを守り楽しく食事が℃
きる。
13栄養を考えいろいろな食品を
組み合わせて食べる.
14食事の準備や後片付けができr
る.
15 同左

12 マナーカS分かり迷理事告かけず
に食べる.
13 好き調和しは体iζ務いζとが分
かる.
14食事の準備や後片付けの手伝
いができる.
15醐授の場蜘洋単く恋しくで
きるa
16天嬢や鳴に応、じて製lを滋んで 116同左
履ける
17λ必後(j)後片付けまでE草分か 117間左
らできる
18 E!覚まし槻十など告総分て匂 1181吉宏
ットし事1m怜ふ

101烹左るで使 110

11 11 笈貴重になったら知らせ手f去っ 111
てもらし槌遣できる.
12 スブ…ン，フォーク，はしを
/!!!ってζ;まきずに食べる.
13 住余毒事程祉をi醗笈食べる.

12 配絡を待ち食事¢主主'I"で換か
ない.
13 よくかんて食べる e
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※関連係Aal家HaB

※償援車費拡Ia 1 (fl震装)

14簡単な食績の準備や後片付け
などを判制。
15 ポ担ンやファスナーの靭且しミ
ができ，衣服の精鋭ができる.
16緩やファスナー付舎の制tを脱
いだり殺いだりできる.
17一人でAi札，体会備校え
るa
18 尽さ王

14 まわりを汚きないで食べる乙
とかてきる。
15撚授の別カ幼かり，衣服の着
脱がて鳴きる.
16制tの友右が分かり，正しく脱
いだり嫌いだやできる，
17一人で入浴し，体の→防戦
え'.¥.
18決まっk塁線IJIζ寝起きする。

14 口のまわりや食事均竜寺れたら
拭こうとする.
15指示比したがい，衣服の片付
けできる.
16 靴を一人で脱しゐだり緩しミだり
で垂る。
17 入浴は→E介即効iあれ』灯台き
る.
18一人て寝られる g
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∞九日
1

2購入む i織票

2 繍紙質量付舎の寝転車Iζ乗れる.12 

3廊下情段など軒まないよ13糊力紛かり，廊下や摺量な
ろは:!pく 1 ë~iEしく:!pく.
4 通学況の友達などと，判史へ 14 滋齢世ゃあ量の家に遊以前
一人で行ける ける.
5 樹新歩道 I踏切，信号な1:':，が 15 繍断歩道踏切・{雷号などが 15
分かり，指示を受けて渡れる. 1 分かり，一人て疲れる。 1

路 指導者がついていればパスな 16 パス飛車のときは鍍理券の必 16 パス叫腹自民衆が分かりお金を
どの乗り物Lζ乗れる 動没カ幼ヮかり鐙理券カ酒宝れる。 1 払って量乗り降りできる。

i 待望障には，>れない笈濃をま究っ
て遊ぶ.

同左3 

: グループ桜苧t);し-)しを守勺
て選ぶ.
2 身近な地織で13絞E震を安全に
利用し遊ぶ.
3 向左

お垂と襲警尊重な迫撃びができる.

3 横断令するときは，左右を確
かめて安全に:!pく.
4 部祈へ制度いに行ける硲

13覇王室撃に事告勺て遊ぶ.

大人とー絡に遊ぶ.i 一人で好きなこさこをして滋ぷ.

2 主総議などに乗って混ぶ.

E長生命の安会期旨導

自的に応じて行動できる.

間11r:

4 

5 

同左

5 苅劇嬬践例貰路標丹i';~酬率し
下級生~導く ζ とができる.
5 一人てザ澗~闘い官鹿取などに
乗れる.

4 

間友

B 

C 
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8 いろしミろなあ重機剣の華腕与が
できる.



笠三れきくそα::>2)

区分 E " 111 w ￥ 事構 量守

A 1 1ら賂」霞なのど人のあ.cfおはよう eさよな 1 身汲.t.. 人IC"単な日常のあい i 期左
lbi簡でa常単寄必なる書i院E己とす紹介るがお柑で'内~側，

a4eiでで・縫恥"aとt.蜘・制e暗A巴じ柵h伐・.切醐制句"酬・帽w お いさつがTきる. さつがで脅Q.
二家 2 eI分の名前がきえる 12 家族のg断書f癒える 12 住所‘司酷桝が脅える. 2 1!IIlJt:!I EMffl1ft't' t ~. 料油A1
議員近
務13 潔買収使殺粗格4告をきげる. 1 3告勝げ「ある殻働機t..と冷賂沼紛人に 3 笈遣のげ忠文わときなど第闘の 線沼RA事

身 先生 の人 4 指示されて r á)りがと今Jfci4~'f ，itりがとう J rどめんなさ 4人い4しbJ箆学雄で見舵御喧掛あかすた伝陵閉鑓.ζえり自ヒ臨町がらずi動舎筋Eれのなると，とfIm雷る今台事aで』え院史るに『字自ど.ζめ分どとん四も進駐意どんさ見う遊 園 と めんなさしれりれ3ば5湾発雪表えでる. 発Lリ学表総カしfよS舌雪動えうなると. 
な事の 5t続き きる 15 どで.手祉計 5

B87eH加初国生い‘同よur鍾そつ友a山・RのどW岨鍛抑ろ'と困1mな遣・で鯛g稲を'R細耐立eも民他てと帽民mて人何ぜ施e・‘を慮せm・毘るz・4と. t 々 し § 学校側帯に楽しんで参加す e 向友 8 
と ?する.

の 7 Mかれれば，選んだことを務 7たmこ岩と波，削進んZだ.jζaたとカζ靖と舌せ，則る弘e通 ? 
緩 C すζとができる. 交だ進番こ舎がでと尋カ分曙かね議らる船なι ζで脅る.
方し 8先来分生か紡な者らどなにやい尋慰ねと永よと肋がうきあかとすっったら. 18に分尋かねらないときは， 震翻の人 j1lS くなった曹終るな.ご

1890の潜分伝Hか脅芯からとS勘でA主き3制るζしてH.仕咽宅穆を止す協いるζと
来 る， るととがで~る. とがでる。
喜寿 9 ~i5Q)tJw>...， tヒとと 9 111叡ヌ加11ヲができる 19 eIζ分とのが家でやき友る遣.に管銀脅かけ 官 メモによる依擦がでtる.
者 ; 奇書摘震の人と{LE犠知らせる. る る.
お く遊ぶ 10友途におむちゃや学照品を策 10友速などか思っているのを発 10力人しの合立づ織て鍋を湿到解澗L蜘，fEとi~れ叫るE協. 

せる 1tとE積立，協力できる. とがて?きる.

::'.IA l …申友保告濃鍵I~か量産!蹄苧ら密借で濁きり音たる量なおt.r.1::を気主主と 1根う賓保同自と館分健左と扮程が筆謝か償脅るえも却ち.るE4Epをa返と学し鴨ても有向 1 争際司阿麹吸をグル プで利
l 学校関の施重量を一人で索開で 1 陪認定

学 B

2 い用切咳話帯学で白疋校自押をき民剛るや一器ろB人公.乙宥で賓とし忠剖て買f?掠いう也でと倶きるパるとp鶴がス魁なrで怜きど大のah a 
きる.

公校寄事 公 2 もちゃを返 2 滋IIV..どを譲り合って使ろζ

428測λをホ学公す知量日制械換陪る量服す駒叫やと守公をすと島析量使がるζ舵うでζ企で鴻討・'と合mカ舎るでe?の人きで掛幡でるき町交噂手るな続通手機き
共物 の 3の薬 すζとができる. 3 と公が共で物~るを使.う場合の絡手続き3 大人と一勝ζ公測や遊際世可? 3 ~ 13 
の決 B題 法てる. のあることが分かる.
手iilま般 4占叙.芭摩鰐4券Fパf:見スせの乗るり降りのとき 4 111事物切の核燃を先ゑt..ど 4 4機身衡近のな華11芹と稔と3でろな曹ら一人で交測
用り ことtJs分かる. 嚇釈明乙問料・ i る.

四 A B l片t付皆保けにられより使った道具などが : 問友 l蝦学奇襲用"t:'き品やる灘.具を隣諸巨の城野もζ 1 I務:Ji

23i物e唱使神金を聞す鋼用配板をるし向方たとZ白温してと地が異て〈AでなでL!a抽e倉どきるるE離温.目しp彊pくs謹Rで'きる

自語家縫Ja蟻簿滋鈍R
生 る.
t議 空襲金 2 貨幣や紙僚のよZ樹齢拐かる，

23使氏以自え1料F鰍るなな.お8ど空内機の，ω黛槻約明書主か.1務低り料か，一るぷ人.刻でコ司
2 学芹磁や日熊F院のおよその{嘩

2手し場fな身癖妨近療it1のなしで犠要もき堅阪持のる唆でのrJ)/い曹機金る動粉.扮かかり， 上と
号型車産 銭量E 3綴がお年分玉か白なる.どいただいたお金が
消費 3 ElII鮒械をf緋f:受けて俊 3 号J(
者重湯 号乙とがマ?きる. 分かる. る.

五 ABC 1 g簡をE事ばれたら返事がで~ 1 名前f:呼ばれたら光気3ζqま i 大燃のt:tで名言守宅H呼ばれても 1と爽って留行な動どでで指者糸るや.鋭明を罰護者 i 必要!な絡は，メそをとったり 型民健漣 産隠A3
る. しりと返事，f)Sできる. 返司陣地tで曹る. して鍛示特勝馬を:iEしく測曹と

.~構
静交襲事担 2 みんなの前で言語そうとする. 2 間同2灘左単胡間暗棟盟鹿A島祉のdか会3げA)か2たか技で家き 2 みIvt.. の簡で揺すととができ 2 みんI訟にわかるよう6司舌すζ 2きる苅ζ自当分とるが骨よでろ旬に含電話るやす考.えをとみかλで々 に 再令書指腿~F速2〈.全職土AA2d . 3枝} 

の る る. とがで者る. ζ~る.

伝ま量
F 

3を療来紡の者人やIC知鍍怒らのせ#る坊。主ったζと 3 ~ 3せ主る帯状やきし状などの手紙がEEil3叫来曾理事へがので必き要るな対);f;や僧舌で 3 必拠ζ応じて，色々 な手紙の 主主側漣社会A3
やりとりtfJで曹る.
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笠三ま舌(その 3)

[区分 I H 1ll W v 繍 考

六七 i あり，ちょろ aか?とつむりな 1 身近な般需障の客数~S分かる. l 側抑留掛手伝いをする. i 銀っている即効時とえさや水を 1 t毒っている卸絢をかわい会均
どを探したり.J託つけたりして (ろdtr.Kわとり，すずめ} ゃったりできる。 その湖話をする。

関空罪 選ぶa
然節 z 会主主とー覇者Lと.1閣の軒Etζ 2 …人で花壇の暫Etζ氷かけが 2 草花の中神僻告とるととが 2 績予のま脅か?とや球根の繍え 2 織物や野菜がよく育つための

との *かげができ?る. できる， できる. つけ11が分かる. 性強慾准1;車場かる.

発の量 変化 3 身近な鍛熱や葱花などを満開 3 身近な制前や新EなどLζ拠心 3 ffIJjの虫{>鳥様車出などの機
〈水.D欝L総理Eなど)

3協税r七滞Eゐ夕つなLみご，ζI耕を，E木月しEての，し遊実楽ひぶ拾なしいめ.まつる.~。り喜なi;策
3 般物の憲性平沼拷の新Eの特

れと
して遊ぶ. をし泌も，型っ総軽倒穆しめ神る科争記事遊関ζ斡

ニ子-t:娘然する. 徴カぢ子かる.

合生 4 ど 4 両左 4 tiÞJit~"1'>1~mc~D 4 -tごタ，正月，ひな祭り物滋Il 4 国陸

い活 ? ν， (J)行事を調べたり遺書Mしだりする.

八 A B 1 草木，木の鶏小あなどを集 i 紙類などをち絞ったり，切っ 1 はさみてを議v;よどを織崎重K切 1 はさみでを溺:ttl~を上手に切 i カッターナイフで紙を滋搬や

ぬ?とり並べたりでi!る Itとち，つないだりして遊ぶ. ったり.1主り付けたりでi!る. ったり合言襲号付けたりできる. 内似合って切る乙とができる‘

製作
I 司直 2 ピーズを巡し-cひも遊びがで 2 ば…3てなど色を変え，量撃ちも 2 紙類を主な申林寺とし，織韓乱な 2 作ろろとする物を絵宇密に工 2 イ快勝と必要閣枠L用具の機
7<.側 きる. のを制作り遊ぶ. 3お地も域ちのゃ行な事どカや判総宇泳れ滋る仰.と戦雲

夫して描ける。 繍・櫛練ができる‘

し 3E蜘3島討日し議楽Wし4むどに，朝市と一緒 3 友道患に合わせて，いろいろな
3 みんなで作るものについては 3 輔伸文{ヒ併号事!<::測する作

量産 滋?と 後始
b ととができる. 濃加ζ勝喜できる聡 し，楽しめる. 自分刺繍|め粉かり協力する。 占も射乍って楽しむζとができる.

ぴ 4の蜘側市怖とーが申で書iきL 準婦や作新世 4 王子伝ってもらって材料馬県 4 所定の場所hと用具を箆墜する 4 耳獲物，必要物主I~子かち蕊し 4 用具を決められた湾全去で正し

ぴ末 る. の準{繍号後始業がでi!る. ことができる. く提議できる. く扱うことがで君事.

九 A B 
2 と往今fし滋発示尽表のに学すよ校るり喝でこの灯との出が点来で事滅i!が告.Q患でaいき

i 船丘の学校での滋来事を患い l 入学してからの主な由来車を 1 e!分の後書紡糟えている績か i 成長したζとを.び，めあて
出掲し発示表にすよるととができる. 綴備り返制り，反り省司Bで7きる. ら.Ii完奏しているζと力紛かる. をもって得力しようとする.

自 役!際 2 りコンセント4ζ電源 2 よ .:J，イッチ. I 2 係，当番として鰍T，:J，イッチ 2 機応ζ応じて慰T.スイッチ
分 智IjI射 るa コー?を幾し込むことができる， 怒の側閉戸締まりができる， 懇の開閉.1"事務まりができる. 懇¢柑九戸線まりができる.

の 3 名前を呼ばれたら遂事ができ 3 務方オ1h:.鰍ζ判買や家縫のtI:ll3議君先事生を使や目上ζのと人がi・ζていねいな 3 与えられた牧場の大切さが分 3 校総ζ策筏をもち感謝の気持

5主 る. 来司匹を絡すζとができる. うζ がでi!る， かる. ちて合計合することができる.

重要 4 間親をt:t，ひとした家族の名前 4 金Eまれてから現在までの魚沼 4 生活を調べ闘分の成幾の事事 4 褐緩や周りの人々 の世話を受 4 周りの}，ふら期待されフ柑く

がおよそ分かるa の様子を濁べることがで曹る。 をたどるととがでi!る IIt絞渡しているζとカゆかる. なってしゐる乙とに悠殺で砦る倖
トー…

十 A B C D 11 おもちゃなど身近に 1 簡単な進異を総み3立てたりし l 自分?ともで織単な進異を作っ 1 めいブなどで協力し.t:.~滋 i 問左

手 I!i B 綴正予 2あ学る習もの用具でが遊ぶ立をべ.られ 2てキ遊えやぶ.ロッカーの鍍獲ができる.
て遊ぶ@ 奥を作って，安全に遊ぶ.

基 2 問15:: 2 身の回りにあるものを厳慾す 2 教室金体の媛緩瞥Il!C気をま

本 や現官官 るa るζとができる. るζとができる.

約な
体自量生へ 3 ffiif;はよりはさみや 3 i宇るものが分かり，用具を準 3 1ill15:: 3 作る目的金粉かり，材料や用 3 i湾総ζ段、じ?と榊ヰや用具の準
-t:竜翼 1首の のちなど-t:消備する. {慣する。 具の準備ができる. 備ができる.

ヨz露事 e の恩 14 鱗患と内線IC御台末 4 物や波書亀を者買ったあと一人で 4 他人の!度ったものでも片付け 4 物の配置置や片付け方をヱ夫す 4 司|者受けた作業などは最後ま

t番 会主器{燦解 Jレい ができt.Q. 片付けるととができる. るζとfJl.できる， る乙とがでi!る. で決ff:を累?とすe

望号 す i や 5 給食のとき務署とー 5 数時抑留2りや絡会重さりなどの係 5 Bn包給食さ語幾，欄除当4普な 5 学級和学校の行事などで役書U1 5 淘分の役麟王将量化糞筏壱もっ
1賞 Jしり 織に食器普を並べたり牛 i活Iil:oiできる， どの{手話議被1竺r::i!る. -t:分空襲して仕事をする。 で殺後までやり遂げる。

後 事し身を近配なったりできるe
始 a 人にfおはよう 5 身近な人に，簡単な8争替のあ B 教えられたり湖需をしてくれ 6 日常3主活で必要な萎判明し織 6 善寺と場ζ応じたi際仰';r~l:修学

末 きよろならlができる. いきつができる. る人ICr~りがとう jがきえる. 作殺がて、きる. j部tできる.
? 他人の物をだまって 7 注意されたιとのある感再選 7 他人Lζ迷理事になるようなとと 7 社会のルーんなどが分カzり. 7 来高定年'1，<::然じられていると

?寺ってしミカ》な~'. ぴや危険な遊びをしない. が分かり， f買をつける. それに従う. とカぢ?かち，それらを守る.

8 友遂とf中段く遊ぶ。 8 友途カlltがをしたときなどに s a約る機とのきにと手きな伝しとが安途で方き郡るって $ 友速などのζと者考えてf溜め 8 中目手4ζラ買を絞って，扱ったり
保健室へよ護れていける. しる できる。 接したりできるa

i
M
m
w仇

1



(考参d脅}

⑥交際

三公共物の'"開

⑦決まち

⑪ 公然の縫重量

密生活と消費

⑧金銭

五 f開削減

<ID g然

七糊寝耳Y変{ヒとf主

j設とのかかわり

⑩ 全土的)/f露呈み

八物の則乍

《③静遊ぴ

8 繁婚頭均次官銃お材搬できる.

B 納得位以療機械綴齢制欄獄事関
で泌.

A 輩辞襲うも専を綴麹置し.tl時期Eする(thlてする.

B o動糊自問醤綜afft!J品総統きる.

A 書偽物空軍酬改ì.IC~.絡調書i粉:llI:i重量号できる，

九… A~号繍智騨叫説掛糊醐醤龍齢t出?糊欄謝欄欄柵:燃慨慨鰍幣幣鴨鴨j詰詑:f!略悶麟鰍時「主行引1!旧ιi控5j 
③吋伺欄欄捌11@…托指LいJミ
ゴ:槻性樹細吋1繍吋粛'1イ¥一:一一一一一》一一一一一一一一一一IlI!I一干ILT;一一一?九Q.¥ iHi;2引芸手，錦;諮諮!劉鈴釦釘附~:噛:1臨噂鰭詑貯ò(…!一一一jト! … 

B品般116開明鱒敵機脚得制i1議:欝重要議艶錨hT蜘附るE総
Cょ緒豊島;:叩鰍t搬しゅ1I奇襲醐耕輔?と蜘韓日目祉協て葬ろうける.

①基機織iD322掛川動~.融問するWJl ll 史観Eii臨むうω.

187 -



嫌疑〈ぞケα:;， 1 ) 

区分 I II 111 N 可F 告患 盟守

Ala i ヲズムに会わぜ朝市と 1 織滋1ょ溌楽の抱や拍子Lζ 1 I湾1.E l 響楽4ζ合わせて，やや空襲 i 織のf喜子やリズム4札参

絡に'f..f霊4皆勤かす. 合わせて持や全身を伽 維な手足の表現ができる. f喜子や歩き方で櫛見できる.
す.

2 いろいろな数のゲームを 2 歌いなi.)!ら，リズミカルS守 2 みんなとー絡をζfかどめ 2 rせっせヲせjrrをいち 2 同左
~ かどめJのよろな鶴畿な歎 もんめ」のよろなザズミカ する. ~t ，しゐくつかの遥続動作を

t本 連星びをする. J!，.で簡単な集団汲ぴ:iJ1"t'~ する.

る.

~ 3 欝放のまねをして.はね 3 華文辛織に合わせて模倣遊 3 務事誌を燃いて.自由な身 3 総定型にふさわしい自由な 3 際陸

たり，とんだちする. びをする. 依然容ををする. 身嫁漢型車をする.

現 4 糊伽量おきを更ながら動 4 餓単t..フォークダンスを 4 フ方ークダンスや民総が 4 フォークダンスや際絡を

{学をつけようとする. する， 殺しくできる， 上手占ζ隠れる.

b I ハーモニカ，ホ簿.鉄簿 1 レコードやCD(コンパヲトデ4 1 レコードやCD音楽に会 1 いろいろなメロディーや

トライアングル，シンバル m後調陸Lζ合わせて模擬楽 わそきてリズム華諸君を演奏す ザズムに会わせて演演する.
などの務あて通産びをする. 総t-f凝って楽しむ. る‘

号車 楽 2 カスタネット，鈴，コッ 2 タンブワンやカスタネッ 2 樹齢総子打ちゃ砕リズ 2 いろいろな総司F打ちゃリ 2 簡単な会袋線設舗をJ!.て，

ブなどで資活びをする。 トなどで， t白子守7ちをする倖 ムnちを模倣するω ズム打ちをする. いろいろなリズム打ちゃ旋

擦事障をする.

3 路線接自由にたたく. 3 車協乙合わせて，みんなと j3 f主総量を{買って，織厳な 3 ，湾1.E 3 j財飢ζしたがって演奏す

一絡に楽務t-鳴らすιとが 合奏をする. る*

書普 できる.

4 /II!滋t..ザズム絵諮を見て 4 ワズム絵絡を見て，併且 4 III!単Yょ合奏績を見て，い

合漢をする. 務や合事専をする. ろいろな楽器を使って浪費

する.

5 賠訴されれぽ嘩織をてい 5 t訴はより，決められた 5 それぞれの楽緩めま議Lゆ3 5 楽器出口忠じて，てしぜ'.l~ミ
ねいに級える. 場所記楽器をしまえる。 分かり，決められた梅線と に扱ったり，保管したりで

しまえる. きる.

至宝F

i
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音楽くその 2 ) 

区分 王 II III lV 、F 事韓 宥

i やさしいメロディーのー i やさしし犠なら.iEしい i リズムやメロディーに気 i 擦ぽ i はっき号し?と発奮.iEし

善事を口ずさむ. メロディ…て敬う. をつけて歎号。 い膏穏て教える.

表 2 好きな歎軒続的ζ歎号. 2 織単Jよ署設を逃して霊友ろ. 2 やさしい数綴なら.l1li通信 2 いろいろな秘書飲えo. 2 i苦碇

毒主 えないで鍛える.

3 みんなと歎お号とする. 3 みんなと…豪華に歎ろ. 3 みんなと声簡を合わせて署長 3 t滋撃に合わせて建支える. 3 織畿な数織や鱗恐ができ

現 える. る事

塁塁 4 様車と一憲章に大きな声で 4 l1li尊重な慾をまねて数える. 4 銭の型車i二%台わをきて建支え 4 総警の徐費警は合わせて霊友 4 歎郊の内容が分かち，気

要支える. る. える. 持ちを込めて電支える.

5 教綴の会畿で費支える， 5 療費降-t:-総λて大人と…事警 5 警1瀕伶幼'IJ>ち，一人で君主 5 伴奏Ie.合わせて章夫える.

4と数える. える.

B 1 知っている歯科持な遡 l 費量っている歌のレコード l 術主五 1 !初鴨神主主レコー内 i いろいろな音楽を聴いて

IJ治まるとよろζんで穂き やCDを楽しんで聴く. CD-t:-汲んで，金功すて担軽し その良さが分かる.

たがる. まれ

鑑 z オルゴールやレコード・ 2 掛患の瞥，e.興事時汚売す. 2 身近な灘和努後が分7J> 2 務事韓よくEれとする鮒器の 2 いろし喝な鱒和音色の
CDなどで単純なメロディ る. 名前と管色が分かる. 特徴カザ初3るe

ーを聴く.

3 輯躍などの歎や演習院E輿 3 歌新演奏の楽しき治効カョ 3 リズミカ1しな湾要経とゆっ 3 官flI院をま惑いて践想、の変化 3 音楽を聴いて也会体のイ

3町 味を示す， る。 たりした務燃の感じカ幼か に気付く. メージが分かる.

る.

4 自分仮調飲.'t>.友だちの献に 4 !担分の飲料.号障を録潰し 4 13分q調飲宇唱直奏-t:-練習し

需品心告示す. 将司住して糠曹，楽しむζと 再生してより楽しい酬を

がでa-る. しようとする.

i
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区沼匡!iLC1乍主主!..Lfl残高是伸子 fそ:-<7.コ 1 ) 

増守官襲Y 

i 晃?とζと.1感じたとと.

渇え?とととなど，描く場所

や描きn均むヌできる。
2 

?ぜ

i 中'，c. ..tとなるものを決めて
簡単な給対語げる.

111 II 

クレヨン.バスなどを使 11 クしヨンなと官子者な色を

って鱗惨なぬり絵ができる.1 契って患いのままに箔く.

Eま分

a 

A 

問主E

2 かきたいものの絞殺や形

をよく莞て播く a

筒技王

母緩や父親の絵射鼠通た

り，織単Jょrをの総を錨く ζ
とかマきる.

3 事事，膏，揮をなどの色が分 13 緑手臼，島県，ピンクなど 13

:IT-l> . 初日ン時紙などの名

前がき雪える。

4 人第般物，有量約などをそ

れらしい色で事態く。

2 事務のf主や形をよく気て

惜し港

1 色待先どの組み合わせ

を工夫して，作ったり，飾

ったりできる w

2 周ア王

4 j苗くものや白書守主と夜、じ，

ある穏療の彩!l.明!l.e.

紹の変化のある表現ができ

る.

5 1'1島単なレタザングや率密

機放によるポスターや案内

図が絡げる e

4 j簡くものや関宮税ζ夜、じ，

織畿な彩度，明!l，色穏の

衡化のある表現ができる.

4 対象によっていろいろな

色を組み合わせ 3 精伎でき

る。

4 ~棋な絵の具遊rJカfでき

る.

f整

!胃左5 I'IIU韓なポス担…や業内話器 15

か織げる.

ま露

いろし》ろな色辛形を集め

たり，立tべたりでき守る.

!〕戸川
w
o
i

2 色宇彬など従構成を工3民

して..:i琳議決ζ雲寺見できる

簿1左3 同友3 

晃男君E

3 I;l:dみて随時圧や割まな

どを上手に切ったり，美し

く娘り付けたりできる。

4 Iまきみで紙を直面撃にそっ

て切るζとができる。

1 Jを?ととと，感じたιと，
符えたζとなどを絵K摘く

ととができる。

2 司t，心になるものとまわり

のもの¢事節感をよく見なが

ら箔く ζとができる。

3 クレaン，色紙などの12 3 
色以上の名前が震える.

2 色紙，包装紙.箱など身 12
近な材料t:1突ってEl自な立
憎句表現がて、きる。

3 はさみて闘用紙や色紙な

どを鱗調障に切った1).自由

Kft占り付けたちできる.

b 

ラi"12 新E.木の楽小石など
R:再昨心をもち，集めたり~

べ?とりできる砂

3 紙類などt:ちすったり，

折ったり，切ったり，つな

いだりして滋ぷ.

を建!ザ

イ

持司左4 はきみ，カッ控…ナイフ 14

一株主組織や内ιi白って切
るζと;Olで曹る。

5 行駅よど叫燃に絞り付 15 閣左

、
./ 

事
飢
餓

え

が

一

議
d

l

c

認刊一一
m
m
服
一

身の回り州煙の織滋な5 



区召彊訂二C1今器湾高にと精建材lj (ぞケα~ 2 ) 

区分 I 1I 1Il N す 習量 盟専

c I 1 身近な物の形-!-移して滋 l 永の遺産，手のひらなどの i 紙海軍冨で簡織な似絡をf乍 i お官官級盟国や木版扇で織滋 i 凸辛在臓の叫4波多色麟ち
A ぶ. 形を事長み合わせたりf寸け加 る. な作苦訟を作る. (悶版) ができるe

版 えたりして綴蛮にする。

S題 2 バレン，ローラーが愛弓 2 同友 2 三角力やニ-r)しやヅレ 2 丸刀，.119'].切ち出しなど
ととカiできる。 ス機を使ろととができる， を効欄切にf費える，

d I 1 ニ仁控室・粘土などをζね 1 粘土のかたまりからひね 1 I喝さE i 総土で人物.般的，乗号 i 総書鈴ζわたって，ある縫

たり，ちぎったりして遊ぶ， りだして妻子者なものを作品. 物なと?賎詩まらな形制骨1るか E聖鰍宇できる.

ヨ聖 彫

空襲 2 料辻をたたいたり， 1慾iま z 粘土で長いひもや章表-!-1撃 2 形がわかち，車道主主号事ち 2 簡単必形金ヰ'Fれるa 2 製作逸駒制連ち a書l踏

したり，丸めたりして遊ぶ. っ?とη，竹ナイフで切った ないよろに付けるζとtsで 的~C:取り絡める e

燦 ちできる， きる，

成 3 粘土で苦欝却を形成し.必 3 戦こtを{突って自分のtJで
獲に応じて焼成可?きる. 決総ぞきる.

トー

1 l::…ズを過してひも通!U 1 ビーズなどをEを変え，鈴 i 際政 i ビーズなどを利用し，い l 問主E

ヱ tJSできる. ちものが作れる。 ろいろな飾りものJ械情泌.

2 紙類を支な申林ヰとして， 2 *や竹などを切ったり， 2 持オなどで酬詰品や機密

{宇 簡単なおもちφなごが作れ 7て-!-あげたりして，いろい を作るととができる.
る@ ろな物語討俊1るa

君主 3 積木などで，いろいろな 3 はさみやのちを{突って割高 3 電離猟のと~りや小刀の 3 げんのろ，のと絞り，~ 3 工主要や機械などの正しい'
彩を作ったり.<ずし?とち 鋭なはり絵ができる， 基軸~t.d及L ヰと慣れる. りなどを{突って.1，ミろいろ 取り扱いができ，物をイ学る

エ して選ぶ. t14勅詩情1ふ ζとがで者る.

4 ニニスやエナメルなどの慾 4 問主王 4 鎗料の初歩的校法-!-潔鯵

芸 料の1惨事情tJ粉かる. し.i返照するιとができる.
5 1乍ろろとする物を絵や悶 5 生活を楽しく鰻かにする

~C:工夫して空襲げる. ものを製伶するζとができ

る.

お 1 El分晴子きな色形，絵 i 緩いだり，作ったりした i 展示してあるいろいろな 1 総語監‘匙~JJ デザイン・ 1 82ドや蝕界の文化遺産量と
などを滋んだり，集めたり ものを莞るとともと鵬心をも 作翁-!-メ滅ζするととがで ヱ星野湾もなどをJ!.て!感想が して，ま?と，窪澱槻替とし

表監 するととができる. っととができる省 きる。 述べられる. て幾?とす後書iぬi大きいとと
-!-知る.

賞
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ィ;本軍聖rB乙と~1!祭移譲監令本積雪「

区分 1 11 i語 N Y 繍 最雪

Ala i 合闘で怒ったり喜至ったり i 指示にしたがって診ぷζ 1 iEしく襲列できる. i 前後左右の区政均等子申込り l 階段
9農 ~J1:，集合したりする. とができる. 方向変換ができる.
EIl 2 手をつないで指示どおり 2 リズムに合わせて返しく 2 二予IJではや足・かけ忍lr2 数芦1]0コ縦隊や機担震ではや 2変数換安がl防で制き覇.R平書官場率勝的れてを安対全宙]
行 歩いたり，直線上告一利に 行進する. 進ができる. 1主争力ヰ?足行進がで~る.
体 動 議んで赤，￥たりできる。 な集団首班肋tで普ふ
ト一一

b I 1 教簡の重患者をJ!!.て，脚t:- 1 体の義務憾，機隠.回旋 i 身体各書簡伎の廠1申，ねん l 湾尊重な後争体操ができる 1 後手係機が;iEしくできる
育1搬出犯罪書いたり，覇軍を 腕の育普及上下，内州国旋 転，磁波がで~る e (主担徽，懸!I!.補強運動等)
撮ったり濁したちできる笥 ができる.

萎 2 間忠告鍛えたち，読をよ 2 う眠t:-1守けjの姿勢.1，)1で a 楽勝「気がiをEやし?げJr f，本めjの 2 lllJi.i:: 2 関2王

く一J!!.人て後で事片事足よ立く立ちがてる. きる。 くできるe
2事 3 どfうに 3 ふらふらしないで片足で 3 片足:iZちて錫tぷζとがで 3 片足立ちでいろいろな動 3 問主E
かで者るa :iZっていられる. きる. f怖できる.

練 の 4 若討liRIで，はったり，くぐ 4 I笥2王 4 用具を1買って敏しように 4 問友 4 問左
ったり，またいだりなごの 動{孝昌3できる。

灘 動作ができる.
5 台何の笠り降りやi綾奥t:- 5 霊淀議磁を使って滋ぷι 5 いろいろな獲化を加えて 5 撚兄悶苓じた庇確な豊島き

圏内 {吏い，ぶらさがり.よじ登 i とができる。 遺憾悦灘園bて守る. ができる。
り，飛と燐ちなどができる.
日 昔械を奇寄ってパランス遊 日 しゃがみずも号や片足ず 8 トランポザンキ浮均台で 8 バランスよく体の動きが
びができ?る. もうが<::きる. いろいろな通産びができる. 習をえられる，
7 if'をつなぎその場銭びゃ 7 なわとび遊びができる. 7 君主化のあるなわとびがで 7 :iZis糟器産びや垂直銚ぴが
片足銚びができるa きる. でi雪る.

B a I 1 j器紋織にぶら下がるζと i ぶらさがり，体を前後に i 斜吟懸垂の姿併で般の主義 i 膝カヰナ上がり，逆上がり i 連続した動作ができる.
ができる毎 奇襲ったち，懸黍振りをする {事ができる. ができる.

鉄 2 量産ぴ上がったり患者自躍っ 2 重義び上がり，銚C腕り， 2 総方回総海り，繍険組iニ z 懸委ができる。 2 高鉄樽で様り跳E脚りが
織 i たり第EIち降ちがで者る. 足ぬきliiIちができる. がりなどがで者る。 できる.
総
b I 1 iiiい献織に量殺ったり， l 跳び袴t:-i撲って，またぎ 1 r建友 i 鴨綴紛ができる. 1 照時五
降りたり，またがったりす 乗り ，~tとず織り，銚び上

事費 銚 る. がり，闘をと締りなど輯郡ζ
び 支持者れ?と運動ができるe
軍事 2 対守されて，台上前夜伽 2 人て台よ震恋ができる. 2 ~総説もと嬬て台よ療施ぬf
運 できる. できる.

c II いろいろな方向へとろが i 翻劫1できる. i 後鉱ができる. i 関慨事伝，開鰍蹴がで 1 校時E合わせがで奪るe
重力 マ るζとができる. きる.
ッ l マットあそびがで~る. 2 宿夜王 2 重立のE聖ま前氏側れR司王F 2 嘗{燦:iZ，縁側r:z， 片足7Ki 2 技時E合わせができる会

で着古監するζとがで曹る. 平立ち1，)1できる.

d 1 i，臨し呼均おの上t:-支えら l 低し将終1命現〉上を，立つ l 平必?おのよォ り座 l 銚ぴよかったち，紘噛 草平案均総治齢の、よぞでき自由に，前
手 れて歩く。 たり，機歩きができる. したりする. る.
士号 2 平均街滋びができる. 2 2 ~生々な豊島きができる. 2 ~生々な表演カfできる.
会

ィ;本清亀F(ぞケα〉主〉
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{;本積雪f(ぞケα::>2)

区分 I II 1II Eぜ 亨 意義 景写

C長L科ぬれて走ったりで 1 一人て精じ鶏予てかけ足 ; 
ド3BてグGヌ1$1を1男織る容なをeすどのる.コ… i ミ速釘?と度り7建や1双っOたG書;をIりE去変すをえて， 歩 1失J短金圭獲を1]灘す2定るO。， 祭義滋調E，得きる. ができるe L る.

2 まっすぐ主主る。 2 診るや，1)なカーブを造る 2 2 をする. 2 ~200m主主をする.
警豊 祭鍍灘主主 ζとI);できる.

3 やや捜し曜灘帆.Q移 3 5∞~l鶴間程変を走る. 3 1荻Eト1500m種援を去をる.

jこ b 4 折り返しリレーな 4 ワレーでバトンパス脅す 4 脅~ヰす宇るっ J宅 4 jii]:ff 4 同左
ザレー どをする， る.

業意 塁c章幾歳 ii i P車獲物をきけて走 i 約30cmの粛さのゴム i ゴムひも関車事事去ををする. l 関と車轡が物で~島氏嚇して走る 1 ハ-rJしを銚んてすをるζ
る. ひもをまたいで走る. ζ きる‘ とができる.

技 d 1 片足や濁足で路み i できるだけ高く銚びよカi i 立ち犠銚毛幼iで~る。 l 走り幡銚びをする. i ルールを守って去をり繍跳
線験び・ 切貰tる. り着地する. びができる.
閣総ぴ 2 ゴムひもをまたぎ 2 パーをまた糊Eす。 2 パ…糊~L糊せる. 2員選Hぜ町〈量権ぴょがってパーが 2 走り高跳びができる.

越す. (縄Ji!吋?絡み切る) る.

D 1 浅いプールで水遊びがで i ひざ位の深さの水の中で
i方水7にK慣のの中れ中での沈み1i.i-事脅きる.

2遊ぶプ.ールサイドでばた足が 2 7]((.1)t:t1るci闘をつけ.泳ぐ，7)く 2 水の中て呼吸の仕方を覚 2 クロール，平泳ぎ，背泳
できる。 える. ~，横泳ぎなどができる.

泳

E l ポ…ルを転がしたり，投 1 fM"IC向かつて，ボール l 簡易ルールでフットベー l ルールを守りサッカーな l 問医
げたりして濃ぷ. を投近しげ卓た団り住で，蹴ボったりする. スボール{;lifッカ地域…紛を1するる. どがで~る。

E事 2 i!I_ "!~ftt:;t;-Jレを投げ 2 ::lロ，フライ 。 2 ソフトボールがで曹る. 2 周左
たり受けたりする. ;t;ールカi!Tてる.

t責 3 両手，片手でポールっき 3 パスやドり4ブE渡Iしをすして， 3 バスケットボールができ 3 問左
ができる. 相学tζ;t;-Jレ ιとが る.

で~る.
4 円形ドッチポールができ 4 ドッチ;t;…Jしがで~る a 4 r刻1主
る.

5を機すEる求。 パトミントンなど 5 Jレー1叫粉かりブレーが
で~る@

F 1 織単t，;:粂週Eや空i鑓齢1でi雪 i 罰左
る

主主 2 11寄生韓fょ綴燃ができる後 2 医底
還ま

i 音楽に針コせて撚ミたり i 織雪量なリズム護霊びをする，

l方楽舎e珊しクでk脅ロく合踊スるやわス.フれせテaるr て自盛l~且理
231 上るき手い照い.(宮楽Kろろ島臨踊いやしa鯉ろフれろ〈審なるなォ理週ス自.暦然テでク猪現ダきフ量動象プるンがを簿ス.すがで} 

挑んだりすなる機.後滋
2 鍛秀島宇殺り物のまねをし 2 いろいろ びをす

23ン湾ギス祭を?すなロ茨るッ震コ 念…ヲダ
2 ~?~-クダンスが

て， とんだヌチり跳ッねプたがでりすきる る.
3 テッブ，フォ主主3 サイド る 3 ヌキフブができる. ッブI);で
ーステッブができ守る.

H その後 1 ."̂-'t--.スケ開トをする. 1 :l←.:lすー}怠i露没する.

イヰC宵:Rと~.併説建1;本望号F
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f湾初漆草壁 〈々::-0ご〉 主 〉

区分 1 Il m IV Y 害警 考

a I 1 明るい雰殴費売の中で楽し i 主食.11盟主をとりあわせ i 好き嫌いをしないで食事 i 身体の総司止を2脅えて食事 l 日常食品と栄養と鍵療の

食 く食べられる. て食べる努力がで:!る. の緩め繍闘ができる。 n$'で:!る. 演{呆を知り遼切な食療が吃?

A 事 きる.

b I 1 いつもハンカチやちり紙 l ハンカチ，ちり紙の{郎通 1 tliiTミ意れなくても必吾妻な l いつも清潔な身なりを保 i 同左
を用可震で者る. 方ができる. と:!Kハンカチカ11吏える. っι とがで~る。

t青 2 f量約ζより，王手や'，!i!を洗 2 自分で手足、顔などを 2 人治のときは，見えない 2 A浴q湾都立，体のすみず 2 同左
鍵 ったり拭いたりぜきる. 決って拭ける. 昔日分もよく洗える. みまでよく淡える。

3 fお刊とより虫歯みがきがで 3 13分から音量みがきがで:! 3 lEしい愈の理書き方ができ 3 宿波 3 間左

Z額 きる。 る. る.

4 おもらしをしたら先生に 4 いつも清潔な下務をS警に 4 簿波 4 13分の下司躍は13分で淡話量 4 I弓左 ※燃辺農家凝Jb 2 

f告げるζとができる. 着けることができる. できるe

c I 1 一人でr.u警できる。 i 決まっ?とE絡IIK1灘間で i 問主E 1 S覚まし草寺害対治分でセ i 湾左 員接燃速 さ主主!iAaJ 8 

5垂 きるφ ットしllt!える。
自民 2 身体の絢子力務総るときな 2 同左 2 身体め鈴子力嬉し通ときな 2 問:tt 2 病気のときや疲れたとき

ご測や糊市Lζ働問。 ど傑憾3震を利用することが は自分の意想で遮j!{f:意書廃カ1
休 できる。 とれる。

養

d 1 t皆、により持駒融界が i 嫌緩や苅摂K合わせて衣 i 同友 1 同左
できる。 織の繍告ができる.

ま襲 2 t鈴れにより，戸やヨ患の関 2 戸や窓の持制.照耳障の月、 2 f既により童話量の換気や 2 g~援の嫌気係光照明 2 同左
士重 M.綴織の点主義などができ 滅などができるe 後ぅ¥'Jt注意できるe の儀場臨ζ必議~ょζ とが分か

る. る。

e I 1 fせ事機コれて鍵縮機~ i い辛がらずに13分からう愛 i 湾佐 i 線機織や特務繍の':J¥. 1 I罵左
綿織鰍f受げられる. 診できる. ザ7肋洛者患の鰍ijから和豊野

カミ で:!る@

B軽 ら 2 身宇科目1廃材宮勇経ぷ持品心を 2 身倒防R随時説草さから自分 2 発事寄と体の各審問交の働~ 2 各書冊立の画監きと鋒療との
ti. もつ. の{本の成長K関J心をもっ。 ~知る. 関{串が分かる。

の 3 生理!~C:なったら，知らぜ 3 生理の時は朝市民告げ， 3 小型なけがやさ主獲の処置 3 生理の予定日カ扮かり， ※関車生活Aal1 家庭Aa2
発 手伝ってもらしミ処置するゆ 自分で処置する. が問分でe'きる. 自分て準備ができる.

育 4 l本の5主な部分の名前か富 4 体の主な部分のつくりや 4 体の主な笥扮のはたらき 4 ，[，織。噴背 骨量 .iji市などの 4 {-!蔵・胃腸・肺などの
える. はたらきに拠~vをもっ。 地幼かる. まな内措置のっくりやは?とら 主な内蔵のっくりやはたら

曹に月専心をもっ. きが分かる.

一一

f本事電F.lヨとと判長終係議室イ*望家
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ィニ湾紙嫡くその 2)

区分 11 III N V 官襲 量守

A I f I 体¢綴浮の悪いときは先 1 ~泳がらずに手当を雪量げ l 総予o懇いときの僚子が 1 体の弱予の懇いときの対 1 ~寄1五
生の指示IL従号 るe 処が分かち.i主撃で脅る.

総務 2 日常用いる支な鐙築おζ 2 薬を指糸どおりき霊殿でき 2 持ち量廃~13分て管湾し. i 2 筒友
気 語専心をもっ. る， 自分で服用できる.

子 力!I，ミをするe ぜをひt'11とときは，すすん が分かる. し令病気の科書科再務叫士
燃 でろ均九=をする. 方~知る，
康 4 i干をかいたらf面持Eし?と 4 13分の平熱力15予告渇 r4 .Q~c:r，t;l:-C~ttÞfl1' I 4 体温と健療の関孫を匁る 4 健康幸僚つためには体滋

がってl1;tJして千明拭ける tJ理重要な役j11を果たしてしミ
る乙とtJ幼かる.

5 主な伝旅費時と，その予防 5 怯織の恐ろしさを湯割揮す
について知る. る，

B I a 11 締役やスト…ブのそばで l 物をま設1ftとち，高いとζ 1 体育続滋 2 飛主主の{郎通方 1 安全¥0'主意して運動す晶.
感ふ15けをしない‘ ろへ笠るなど，態鰍遊ぴ 遊ぴ方などを忽り.11tJ1の

活 2 ガス主主，マッチ.nt指. 12 B殺のガス苦闘Iよど剖嘆 2 絞り臨時り主戦し.正し 2 I笥左
安のライ書ーなどの完主総納氏む織をさFぶー く j!l!ろととがで~る。
安 やみに鰍t"よい。

会 13 地震火事などの日寺，K3蜘酔桝脚
i併号 3 危ないと枇隠分から

;3
加物研究したときは 3 即働者発売したときは

皇軍や毒薬5片面利ζ従うιとが 安全に遜重量できる. 遂げたり，他人民知らせた はっきりR怒りの入遣に紛ら 適切な処湿カ報れる.
できる。 りするζとができる. ぜることがで曹る.

一 明叫に白一一(叩吋酷
総事時更と絡に行動できF 動家などに気をつける. かり全信号ζ伽 I Iζ歩f刊きる.
る.

交 2 細市や殺と一緒花道銭円を 2 麓路を{向幼河タくとき 2 同左 2 問1i 12 間左
i重 安全にf詳し は，榔と並んだりふさn:ttと
安 りしなしし
5住 3 道路を終験すると曹は， 3 遊軍僚主主主側を渉~.樹麓 3 r;童話;1とJr横断熱止J 3 お金融幼時れる. 3 ~1i 
朝市や殺と一緒11:.友洛を のある場合は少遂を歩く. !危険jなどの標識悲惨対内

:i: 確かめ，手を上げて渡る@ 交通機器患の指示を守る@
4 綴年号を渡るときは，聴時 4 I罵友 4 踏切では，友布告縫かめ 4 I司左 4 問主主
平瀬とー絡に.定翁を確か 響戦まきのあると曹はそれに
め，警報量恥あるときはそ 従う.
れ制定号。

ち あ基準高貨の原因~知り， 5 問主王 5 頭左
注意できる.

日 関紙司匡の乗りア'itJlできる. 6 自転車のiEしい乗りnが 6 滋隠の泌兄bζ合わせた自 6 I胃友
で'i!る. 紙調Zの利用ができる。

イ2本警察浴弘之}q;隷総選重イ二本官事
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ぞ':-0:>1 ) 

区分 I H 111 N v 理署 量雪

t…… 

A 1 f林ヰbζ学分打ち込んだ>J、l げんのうやきちなどの簡 l のζt!号，かんななどの 1 木工用兵の基本約な耳減量 1 木工潟災の正しい使い方 (最終約な作品餅n
きな喜?をげんのうで?とたく 単制度払為アヲができる。 簡単tlf底'15ができる， アまができる. 金粉かり，色々な作品を作 マルチボックス

木 ζと:lJ1できる。 ることカ3で脅る. む :コーナーテーブル

fl' 2 昔濯の電灯やfl豊中電灯の 2 りコンセントに 2 tliif;iιしtdJ丸勾動Fワ 2 指示にしたか1崎被なヌ 2 安全tc留慾し.経費時工具 O 折りたたみ祷予

IJD 点滅ができる. 電源コード~~L込むとと ルの{鼠ミ方ができる. ι減対政いができる@ の取扱いができる φ O ブックエンF

エ カiできる歩 3 食費動，頭上注意，止まれ 3 切断書慾絞り，木取り， 3 飽きE o :1与なで

3 安全と鎧乗の間|防おお 安全然-.~糊主管など 拶普段着色機唱官，総量毒な

よそ分かる. の浦善治活創平でき，安全に どの縫蜘札鵬誌が自常

t主管するζとができる， 的』ζ{国担える。

お l音躍噌?伽鰍Tの 1 i肌はちコンセント叫 i 訴により棚引l照 1 r潟君主 i 乾@愈{:>交流殴原を華11用 G 撃章子ブザー

臓できる 一一叫一欄時 した作翁を作るζとができ C インターホン

電 ができる. などを作るζとがで静る. る命 O ミニうイト

2 跡公嚇暗殺，制緩 2 筒左 2 家隠の篭常損の燃料 2 高圧種調康，漏電1.アース 2 家庭賀気器呉¢溝手需がで O ラジオ

鉄犠などには絶対に近寄ら 位先程みが分かち a安全な取 カットアウトスイッチ，ヒ i守弘事務ζ扇風機などは綴

空t ないζと:lJl分かる. I i，\l~泳tでi!る. ぷウズ，プレイカ…などの 立てや畿獲ができる.

湾総の和床が大体分かる，

3 電劃燃をイ慶っ?と織準な機

裂傷期終才1'.).

C 1 指示によちやすりがけを 1 r電友 I ベンチ，ブライヤーなど 1 ぶりき叛などを切ったり 1 1監3こ用異の正しい扱い方 む伝鐙絞

するζとカ1できる。 の織封障な{史~ l方ができる. 重量げたり，伸ばしたちする がで場る. O ちりとり

金 ιとができる. O ねじまわし

Z既 2 電動工異の詩型綾な緩い方 2 安会iC緩買まして電動ヱ奥 O ベンスタンド

Ilu がで者る. をf塁主人身の濁りの工作品 。ぶんちん
工

〈宇3たや静子家更度表五~O1:支持7 ・湯気波望E

!
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その 2 ) 

区分 I II III W v 備 考

D 1 自転車のハンドルやプレ l 自転車げよどを布で拭き掃 l 自転車の簡単な手入れが l いろいろな工具を使い， 1 工具を正しく使い，自転 O 自転車の盤側

ーキなと官騨な名柄拘帯示 除する乙とができる. できる. 自転車の分骨車ができる. 車の分骨平均〉ら組立てまでが O 動くおもちゃ(動力剛志童)

機 できる. できる. O オートパイ (50c c以下)の手入れ
械 2 指示により簡単な機械工 2 機械工具の簡単な扱い方 2 安全に留意して機械工具

具の1風通方ができる. ができる. をイ買い，簡単な工作品カ可乍

れる.

3 オートパイなどの>1tJ1Jの 3 同左

偏重カ幼かる.

E 1 抜き取った雑草を指示さ 1 t旨赤により雑草を素手で l スコップなどを使って穴 l カマなどを使って雑草を 1 まんのうやくわを使って O トマト なすきゅうり

れた場所へ集める乙とがで 抜き取り，耕部初と雑草が を掘り雑草を土の中へ埋め 抜き取る乙とができる. 雑草を土で被し欄す乙とが O とうもろ乙し いね

栽 きる. おおよそ区jjltする乙とがで る乙とができる. できる. O じゃカtいも さつまいも だい乙ん
士官 きる. O いんげんえんどうまめ

2 なす，トマト，きゃいん 2 じゃ均fいも，さつまいも 2 簡単な農具を使ってじゃ 2 農具を使い，ていねいに 2 農民を正しく使い分け， O カンナマリーゴールド サルピヤ

げん，えんどうまめ，とう だい乙んなどを農具を使わ がいもなどを掘り出す乙と 作物を掘り出す乙とができ いろいろな農作物を収穫す

もろ乙しなどをもぎ取る乙 ないて畑。出す乙とができ カ1できる. る. る乙とができる.

とができる. る.

3 作物を踏みつけない乙と 3 カンナやマリーゴールド 3 定規を使って閉じ問聞に 3 定規などを使わなくても 3 同左

ができる. などの軒Eの植え付けがで さつまいもなどの定植がで およその岬南て種をまし通た

きる. きる. り定植する乙とができる.

4 指示により作物にじよう 4 問左 4 7)(ホースなどを使いてい 4 制犬の鵬ヰ判闘Eを施す 4 粉調酔ヰや欄酬を指す

ろなどで水かけをする乙と ねいに散水する乙とができ 乙とができる. 乙とカtできる.
ができる. る.

5 簡単な農具で田畑を耕す 5 問左

乙とができる.

F l ワープロのキーボ nc 1 五十音のキーボードがた 1 短い文章射乍る乙とがで 1 自分の作文などを， i英字 1 自分たちの作文や学級新 O 曜甜慢の操作
鴨心を示す. たける. きる. 変換などをつかって{特設す 聞などを，漢字変換などを O ワードプロセッサ-0:幼作

情 る乙とができる. {喪って作事裁する乙とができ ※関車(置関C9)
報 また，計算処理などか簡 る.

基 単にできる乙とを知る.

礎 2 乙とば遊びができる. 2 簡単な竃苦のかけ方がで 2 ※関車(直音A7) 2 みんなにわかるように話 2 自分の意見や考えをみん

きる. す乙とができる. なに分かるように話せる.

く干支伺守室宗濠筆君主Lと月支併守・室夜尿這

l
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申
吋
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ぞ::-0つ)1 ) 

区分 I Il 日l N v 備 考

Gla l 遊びに出る時は家人Lζ告 l 岡左 l 外出する時は家人K行き 1 外出時，家人民行曹先， i 一日の生活に見通しをも

げることができる。 うtを告げるιとができる. 用件，帰宅予報1防t言える. ち主j散で脅る。
要医 3十 2 頼まれた簡単な手伝し功1 2 簡単fょ手{為市:Itli要弘通力j 2 剃去し当の意味(分紫)が大 2 家庭内の仕事の種類や分 2 家事院の役割引を潟鰐しその

車庫 できる. すすんでできる. 体分かりf士戦をする。 f助1分かり手伝える. 一関として役割Hを男性たす.

JJ! 骨~ 3 お金で物を買ろととが分 3 指示のもとに，ヰð~量て物 3 小遣いを計画的に使ろ己 3 労働と賃金の関係者知り 3 翻十について知り，家族

な かる. が買える， とがで嘗る。 計官邸~LC生活したり. J守司監 の締商射器¥C協力するζと

3主 5主 の必要性力紛かる。 がで1!る。

t君 4 雪震の人と楽しく診てる， 4 信夜 4 斜殿や{本日時島どしアまが 4 家の人と余暇新本日を~ 4 斜燃や休B~楽しく，健
分かるa しく過ごすζとができる. 勝句4と滋どをまる。

ヨー i 指示はち灘械に策要覧 i 来革命併殺ふ領単な応対 l 必要おおれ綴寺}料公言書 1 干し畿日Eしくra守し，メモ
せることiJ;できる. 子などをよちすζとができる‘ をし毒殺や次ぎができる。 会1できる. 4をとるなどの主主努jflできる

すききらいをしないで食 i 主食，務総を取り合わせ i 喜子き織るなして食べると 1 栄養を考えて，いろいろ 1 B手控袋詰戸約栄講座と縫製揮の

べられる， て食べられる a 俸に良いわけが分かるe な食品を緩み合わせて食べ 続係者空間.主義切な食事力f

栄 られる e できるe

食 2 食べたし噌事か言える@ 2 鮪韓まな献立の名前が分か 2 食べたし滅工Zの名言~iJ;言 2 簡単な献立方法てられる 2 Eヨ常?をの鰍笈カlli:てられ

豊島 る. える. る.

b 11 指示きれて，食前にろが 1 ;特まを守って食事がで者 1 ;1司去を守って楽しく食事 1 1本や剤耐献にして食 l 開校

いー手洗いができる。 る。 ができる. 事にのぞむζとができる。

作 2 食事α童中で席を立たな 2 掲示によりお調書などを1及 2 A数と茶骨骨数などカトー 2 同左 2 灘切な絡鰭をtl:IL，楽し
法 いでいられる。 むιとかマきる。 数L.簡単な(特去ができる. く1貧富事がで1!る.

物 C 1 献立のf林ヰを街角氏のもと i 献立の名前と干林ヰが大体 i 献立に合わせて，必善悪な i 献:llfζ合わせて必唆itJ:fオ
』ζ火体詰ま分けて*きる。 分かる。 材料を絞りそろえるζとが 料の貸し物がで1!る e

絢 できるゆ

2 餓単な鰍3立のs院が分か z 食べ?とし獄立の名前iJ!雲 2 簡単な献立が立てられる 2 日常重量の献立か立てられ
る. る.

3 務総後棋の制御大体分

3割，えv指Eるs耐古.示書どのの使盛片えもイとるり下にイ.制?構カS令単でな食き調器る理官 1 1l l l 3 m単な象律援惨事多使える
3 錦織鱗か笈溜ζiEしく

王室 かる， {ガヌ喧〉劫蝋その船 {使える.

4 t量示のもとに，変務IJ)手 4 lill1王 4 81. íil!:'Ji'Ì，t~m! 14 r司左 4 鰐聾苧費約つけの主;失や

伝いや録数いができる e 片付けiJ:i.iEしくできる.

く努夜滋器産

努て厳重E広えとメ宇支令符・霧ミ療室
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その 2 ) 

区分 I Il m N V 繍 考

i 織単な衣日患の種勢初'でき l 間従 i 撚誌の着脱がeiEしくでき 1 作業耳障と鵬震をよ釈と着 1 :&!lllの着綴カ詰!llくましく ※燃辺量生活Aal5
る， る. 分けられるa できる.

話量 2 上事f.下着の前後，表裏 2 需主主 2 衣服の昔L:h，ζ気付き護士f 2 集緩や天候iζ合わせて衣 2 自分の働と合った次綴を
被 の皮llltウ1できる.

:車含てる
持読書唱隙官で者~， 選んで稲られる伺

3 総の左右の区III防分かる 3 3 色々な頗~物を場所や叉 3 r務:1i:
候，lC合オ::>ttて使える.

裟 4 tJ> ð OJllllM;?;l'~. iI:h I 4 lJ.le]:!o[f，[.t-r;?';d;/)l;d I 4 4 まわりな凌会R~買を重Eり 4 同友
かさがきせる a

b I 1 ~，cJ:lJ. mill. q.::r:. I 1 1$Hill. q.::r:.. ;?>!;fA.，. < I 1 伺た l 自分の衣燃料寺ち紛争. 11 次則要うと者のζとを考
決められた場所tc正しく登 え，整還のf:t方を工夫する

ミ子 還できる. ととがで~る e
入 2 )¥:"'fJ"f'-t，>J;J;tJt4..e!l) I 2 )¥:"'fJ"f'-t，>J;J;tJvt..e!l) I 2 粉種用異が分かり.t動渋 2 くつしたや下務綴などは 2 布地や汚れlCJt，、と?と洗溜

闘分で詰を濃しアイロンかげ の仕方や生地の繍ま棄に応じ
もできる。

がモ叫基Eでミフ議陛きシイ少鶴なるン遺品の吋，出が働制で携えきトをうるる知巴巳て騨りス¥!. たアイロノか砂カ?できる.
c I I 1 ~>>:~ttt，，;?'I'，$tQ);<f< I 1 糸過し，玉総て戸，玉どめ 1 ~o，;?lï:':!~， 11 IまとろE鰹君主の織修がで

綴 などができる盈 きる.
懇話 2 ミシンで滋線縫いなどが 2 :/:"Of¥!'l.，Jj>>:mIJA I 2 ミシン制度しみ方に蜜黙し

いろいろなものiJ鴇える.
3 ;j{J;J:". A t-':1 '7t.. c.;?l I 3 ~>>:? tt-r;j{J;J:"， A I 3 裂紙託会わぜて滋衝し， 3 [E]Ii' I 3 -;Ji圭苧型紙の数ち方が分

11物件袋などが作れる. か号，織刷物¢轍学>tJlで

f学 4 簡単な刺しゅうができる
きる砂

4 ~r..ë>>:Æ'..，-rllll.!l! 14 刺しゅう，緩み物などが

J I a 11 糊品麟なと

な車種み教声合iできる疹 できる.

i 問主E I 1 自分の持ち物¢滋波書農と

盤堕 湿県などか材付"られ6 j!ll1!22Iでの同師同場き所左左るE3白DL鐙換彊気?やで銀き嶺る=~L?ヨt'i':
んがlIEしくできる.

理と 2 織単な掃除ができる。 2 ほうき，縫rtl.'f:ッブな 2 各事霊の清掃煎異を{風速. 12 滑滑降浜の取君主いやごみ
f主 *総車{宇士会B1 J-V) どをf!堅い府命以できる. 学持層よくf軍事告ができる。 の処理撃を適切にする。

i 掲示のもとに窓やドアの ! 窓やけのカギ料拾に i 話翼賛'i"t長光，照明など{主 i 暑さ宇鎌きを防ぐf主まい
カギカt閉められる. 務められる. まいの工夫がで~る@ の工手そができる@

412町一一D3)

2 間左 2 r湾君主
人と絡ILfflt.Jできる句

K a I 1 男子女子の伽コ遣し功1 i 殺の師長-!:受け成殺して i 努ヂー女子らしし場渓が i 関投 1 異性の'IEしし療費慣の仕方
事選 分かる。 いる乙と;/)5分かるゐ とれる。 車談警告とついて理解できる，
傑 者警 2 いつも演j穏な下着を身に z 日号t:r.※関車(f来襲撃Ab) 2 主主理の役警11を綴り処理が 2 問左 2 妓資産.出産Lζ""J(，ミて逮解

付けるζとができる. できる(※関連f累積護人e3) で~る。
事寄 f果 3 幼兜と遊べる. 3 ~再幼児の間百のや告去しが 3 事凶児の憎毒ができる.
事寄 で:!る.

く努気尿器産
湾民緩筆湾高ιヒメ1'3後初ii・努択緩筆
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専を鮭瞬くその 1 ) 

区分 I II III 1す V 官割 考
い……
a 1 織単な仕事~C:興味t-ff- i 仕事bζ語専心者示し，簡単 1 議波 1 佼療の達成~C:喜び4任感じ 1 r寄友
す. な仕事に参加できる， ること:lJlできる.

A 佼の 2 家庭や学校で餓般~'F 2 手伝いそ型車ん"t'するζと 2 物t-作ったりするζとに 2 完成の喜びを味わい.i土
.斉唱 伝しゅ俄憩般的吋~ふ ができる. 部L"告示し.{工事への意欲 2 問1i. 車へのeH書H寺つ.
へ心 を持つ.

b資 l そのつど猶示を受けな i 一定持織あきずに仕事が 1 与えちれ?と従事にすぐ入 1 El分の分務者職草して行 1 El分の後書紛怨』ζ責任を
集任 がら織講義な佼耳慣ができる. でi雪る. れる。 ろことがで曹る. もって続献でやりとげる.

態 中感

c II 簡単なtt績をみんなとー i 悶1i. 1 与えられた簡単な仕事が 1 グループに協力して{主穆 1 お瓦:t>Of貴書冷紛っても話
ま守 絡にできる. 人ででi!る. がでi!る. カできる.

!l 人 2 指示宇需主戦がき効三る. 2 ふdll'tとりむだま霊 b よそ 2 指示辛被:i!:~ζ支守して協力 2 分からなし堪等もふ進んで
関 見しないで佼療ができる. 的~C:対応できる. 担割く ζとができる，

4茶 3 失敗したら先生に伝える 3 他人《沙救をあなどらな 3 隈1i. 3 失敗老事襲ち返さないよう
とと:lJlできる. t '. 主主司較で~る e

及
d 1 1 :g，紛争呼ばれたら返事が 1 炎当住や友達K進んであい I Fal1i. I t惨毒者やお容さんにでい 1 縫挙制声~51Jc:応じて遜切
挨 できる. きつを交わすιとができる. ねいなあいきつができる。 なあいきつができる*
拶 2 始まりや終わりのあいさ 2 南徒 2 術単なιとがらの伝滋が 2 2~3のζ とがらの係諸重 2 仕事の印章カliEしくでi!
び- つがで曹る切 できる. ができる. る。

ませ 3 簡単な憾掛かげかたが 3 1IU告や楽療があったとき 3 噴簡をiEしく方式7たり受 3 仕事Lζ慢する聾態統iEし
応、 できる臨 は取り次きfができる a げたりできる。 くかけたち受けたりで者る.
「叩m…

習 e 1 1 作業やは悪ふざけしない， 1 t量示きれた注1撃は守り， l 危淡なもの?とますす引麻 i 危F燃獄。樹投tllC:注意で 1 祭会4ζ綴意して，いろい
ヨ苦 ※総量豊{保健Ba 1 1 ) 慰安なことはしない陽 や表完治切かる. きる。 ろな{税調整をすすめるζとが

全 ※級車(技術A2111) でi¥'る。
十……

現11f i 作業衣の磁勝iできる傷 i 作業の内答に花、じた身交 1 同左
度ができる.

監事 2 手伝ってもらって材挙L 2 ぼ段 2 儀完売された材料，用具の 2 作業と必要なき料.!f倶
用具の準勝i守党るa 記事織ができる. のま事録め5できる命

側 3 手伝ってもらって+林ヰ， 3 民主E 3 ffl完E(()場所K用具をしま 3 湾異を決められた方法で
煎異江草敏絞米カ，l"t'きる. 号ζと:lJlできる。 くしまうことができる網

後 4 ~..Iζより，碍糊の始 4 図書E 4 耳守蛾f却の区分つtJlできる. 14 必要物が分かち
米ができる. iEしく処灘できる.

安全 5 慨により，作費駁料理 5 作事断査の槻徐がで脅る， 5 仕事力終わったり作業場 5 作郷後の機軽量.t滋伊防1
除ができる. を離れる隙ま綴後がでi¥'る. 正しくで曹る.

来 6 指示によち膨?の烹掛f 6 t層面択によりコンセントに 6 t届ffKよ号零灯，スイッ 日 係，当番として慨~，:7. 6 j犬i手書ぴ在、じて穏n.スイ
で者る. 情却原コードを2差し込むこと チ，懇の線型尽戸締まりが イッチs窓の照rl/U翁納ま ッチ，懇の続税戸締まり

がで砦る. で者る。 り:lJlできる， ができる.
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取総錫をくその 2 ) 

Zド

考9韓v 

1 j'l喋のゆで語版羽棋を利
用し，いろいろなものを喜怒
ることiJlできる.
2 慨を

JV l
 
i
 

II E互分

i
N
O
M
i
 1 I前左

2 晃本~J!:て，織単t.. 鱒収 12
.渇司書I;tる。
3 関1王

4 ~ミされた額の集会がで 14 伝票にあった集金ができ
きる る8

1 関分の進織について隣L.'11 自分叫密出ζ合う織業を
をもっ会 1 ある線療透 きる.
2 家事実や失当世の聴蹟耕分か 12 いろいろな磯撲と生1舌の
る 関糸が分かる.
3 同友 13 公宍議機安定所の主主な仕

事の内 i かる。

i労号館???拐、
2 j棚寺間体尽力印 12-1*議会均治ができ

る.
3 布駅村役場で絡縁ができ
る.

1 El分のやりたL耳系や餓活
動治活欝穴できる.
2 家族の鱒に関心的つ.

3 職場兇学icl際u;をもっ.

1 自分の好者な遊び会纏え
る.

。
送
時
間

B 1~llる智治安桝炉 1 1

t底部3b述11必ず伎で数える勺1Jg吋 M;

I 3 i11協22三脚畏さ 1
3管U・ 3讃ずけ叫しで

!慨ヨ!ζ一!燃やー1:蝉足立lq!臨高i;滞空問く観
的
l:; ;1嘉義松戸鞍酬やiIPた織や盟点機114412誌や団法I~ iζ鶴品 12物繍謀れ?ス刃lzJZK晃品現12 鮎 |ちJ騒

な l!j~1 13次締結併の!:粧品益拡iU34門一:ァ
校 i詐 112FEat部;li;能21邸主~ 11酬な不良5Ii申告分かる ;id山 つ i 

問主Ei 鋤く ζとによって綴際ぬ1
得られるζとi1移尚治.

1 お3設で混紡を言電ろζとが
分かる。

総
菜
食
浴



襲警まヨ話器

考

O 笑惑に{実技1る文相主「アルファベット jという 26災浮からできているととカ切かる.

o ABCの蜘歌える。

繍学年l学年~第 3第r:t学校分1& 

O 単絡の7eになる， Aからz;t"C'の26ヌ茅「アJしブァベットJ，とっしミて，絵を見ながら重苦{ブロック体曜日体 .t数学併の回i沖大文学会小文字な

どカfあるととが分jJ，る。

O アルファベットの災浮あそびができる.

O アルファベットのヌ浮あそびなどをとおして aアルファベットを番くととがで曹る。

A 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

O 銑il'の駅名，町倒産ちの!i毒Ij，路軍標識，蔵腐の雪量級などのB本語を fアルファベット jを使って「ロー":f:J"C'誼ルてあるととを知る.

o 0…?字は，日本語文をタ1持織の人に伝えるのに!開IJなととを知り，問分の名前や知名獲のある圏・町・海・山'JlIなどのま売み方のあるととをき学ぶ.
O ヘボン式0-マ字〈例 s iをsh i と型軽~ [シ]とま売u 以下関じ S 1司 sh i t i時 ch i h u司 fu z i時 JI など〉があり，務署京l

ト一一一一一

B 

なととをま怒る，

10やさしい慨をトマ字文て表現するとと桝ぶ

ロ
!
マ
学

i
N
φ
N
i
 

l巾O巾蜘悶…飢恥山……Lい吋山凶通痔わ羽刊さわ村問つq叫』はま出く 島M附附悶…fω川!OR引侃F汽ミ
' 

O 附聞によって変わるみいさつが分かる。(豪雪釜空軍などが{風当分けちれる.) 
，ト，プ ワ〆ウェイ パー dドシ.

o ~c~寺として舞えなくてはならない火切な線認 STOP ONE WAY PARKING 
とUt ~ ω 労辺健殉 駐車‘

エタジ，き シ・ン ピm

EXIT CAUTION BE QUIET などをE件以と絵と対応するととがで曹る。
季開包抱ol 期心 l 穂霞 ι しずか隠

O 学校生活す家凝!Ei舌，鵬意思あそび，乗り物色彩，蒋li.天然月，封切紋持罪者， B1需品食事(食べ物)，豊島くん型車い物...など絵と対

応、させ(かるたとりなどでの工夫〉楽しく学ぶζとができる，

O 綬し岐部辞書耳前ょ美総て〉ヌヌ撃を続んだり書Lるたりするととができる.
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i
生
活
英
語

O 外援総会IB材霊化してLミるのをタ幸男議警とい号乙とを知る.

0 1lヲ事選おまカタカナで寄くととを綴る.

O 英語のほかにアメリカ掲3 フランZ諮ドイツ段ロシア語，ギリシ件後ボルトガ)J.，.~，スベイン務，オランダ語などがあるι とを知る.
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'fJ空襲〈その 1 ) ま董

1 自分のさお番号義援り返り， 11 きまり良いさが設をS警につ
喜志演を守るζとができる。 1 け額納のめる生活ができる.
2 自分から闘機を立て努力 i2 身近な絞験を過して生き
するととがマきる。 Iるζとへの希灘と積樋持ζ

! 絞り綴心境気がもてる.
と13 13強悦者え行動し，貿
i:Eカiもてる@
4 自僚に浄Eき》って明るし込心
で生活できる.
5 自分の良いとζろをf事.t
し向上しよろとするととが
できる。

理守事障N Ii 草

l 蜘舗を六仰とできる.11自分で身の回りを鍛えら
れる.
2 やろろと決めたζとは，

事おり5!lくがんばれるa

分

i 自分制寺ち物と他人のき寺
ち物の区~rþウ1できる。
2 81撃さ主治iζ関するζとが
自分でできる@

区

3 よく考えて行動し，あや 13
まちiぶ没めるととがで者る.1
4 正ししミと恵ろζとは換気 14 事の善悪を辛i衝し.eH当
をだして行ろととができる.1 てのある生活ができる。
5 自分の生活者1かしてもR15 自分明務総ζ気付く ζと
くするよ弓符えられる ができる。

2 13分のf士事事をがんばって
やるととができる。

3 間住準えたらあやまるとと
ができrる.
4 ろそやごまかしをしない
で生活できる倶

3 郎通ととと悪しにとカ扮
かる。
4 ろそは悪いζと?とと分'1:1'
る.

1 主として，自

分13，8号;乙関する

ζと。

1 B寺と名義Lζ応じた適切なれ
線問制まできる。

2 t緩め人々に対し感謝と患
いやりの'L'々もつよろ努力
で、きる，

3 心から濁奏できるお壊を
もちョ互しヰζ義語まし会い，
高め合弓ζとえ15;:'きる。
4 男女は， 1ましヰζ級学の人
格者耳事態し，健全な3要性緩
をもつようにできる.

5 後人のイ殴性や立場を尊重
しいろいろなものの見方や

符えアぎがあるととが朝早し
てa 幾重聖Lと学べるP

3臓と{中よくし跡地13腿品購し
ろζとができる争 ; 頼し， g力.t合弓 ζ

る。

4 生活-!-交えている人々 や
高齢者に，事事荷主と!響型軽の気
f寺ちをもってt書するζとが
できる伺
5 a々の生活か人々の支え
会いや主主げ台いで足立り立っ
ているζとに懸翁fし，それ
にとたえるζとができる.

1 だれに対しても気持ちよ
くあいさつかできる。
2 事苦手ぬととを思いやり，

とがて叩きる。

1 主義父応じたあいさつがで
きる。

2 主力い予のめんどうをみる
ζとができるを
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臥

刊
で

わ
し

か

と

か

主

の
長、

内〆

院するとと.ω
φ
日

w
i

4 日ごろ彼草郡ιなっている
人々 Lζ欄サするととができ
るe

3 身近なti:迭と滋ぷζとが
できる.

4 お話援部ζなったとき.<t>
ちがとろ舟~t 通える。

l 自然愛，豊島V必輸する心
で，人澗のtJ'l骨量準えたもの
に対する酬の抗告軍事ちる.
2 生命の事事d-!-噛草し，tJ) 
けがえのない自他の生命を
車事E撃するよろにする.
3 事警きや豊島きを克服する強
さや気演さがあるCとをf醤
じ.生きる乙とに響ぴをJ!.
い?とすように努める。

] 自然を愛し，型産しいもの
む曹動する鍍かえよ心をもっ.

2 主命の車事さを理解し.か
けがえのなし噛他の生命を
稼没するよろにする。
3 入主要;ζは弱きや醜さもあ
るが奪それを吏E草するよろ
に努める.

1 自然倒rl大き争責5り， ~当
然E軍事買を大切にするととが
できる.
2 主命がかけがえのないも
のであるζとを知り，自伎
のき::.!l'持を尊重をする.
3 事長ししきものfCJ.曹¥JIJする心
やλmのtJを越えたものに
対する畏敬の念をもっ野

l 自然のすばらしさや不怠
議さを知り， E当然や欝泌物
を大切にで替る。
2 ~~旨の燥さを知り，生命
あるもの舎大切にする。

3 ~慢しいものや気高，，もの
に感動する心，tJlもてる。

] 身近な自然Lζ殺しみ動

3 として自然 j議総Ki獲しい心で織すると
とおiで理る。

2 主ti'!-!-大切ζする心をも
"'). 

3 ~尾しいものに触れ，すが
すがしい心がもてる織

や崇高なものと

のかかわりに関

するζと，
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fR 分 1 11 I註 N V 官官 量守

l みんな治尊重をうものを大切 l 約束科士会の者約者守 l 身近な集部ζ進んで戦闘 1 !告とが燃する様々 な集包 i 搬 IJと，粧をelftし，昔話
4 主として集包 iCI..，.約燃やきまり点病狩1 り季公徳を大切，Cする心~ 1.." !当分の役害1)を自覚し， の3駐機についての理解を深 力し合って剣淵封佐治似利上

る. もつ. 協力して主体的に責任を果 める. Ic努める.

や宇土会とのかか たす.

2 父母，償父母~鮫愛し， 2 働く乙との犬切さを知り 2 公徳l."をもって法やきま 2 i;まの車問停申~理解し，自他 2 公得心をもち社会の秩序

わりに関する乙 進んで療のや吉正いをするe 進んで働くよ号にする. りを守町，自他の傷事J~大 の織手IJ~1監んじ義務を確実 と続簿を高臨めていくように

協ζし，進んて曹蛾H軽fζ Lζ緩行するよ号に努めるa 努める。

と. すようにする.

3 先自民4を敬愛し，学授の人 3 父母易纏父母を敬愛し合 3 だれに女守しても差別をす 3 蕊章受金援んじ，だれに対 3 正殺を滋んと，だれに交ぜ

に々殺しんで，学級民宅主主主 家族みんなで明るく型軽しし込 るととや録更をいだくこと しても公:iE，公平にし，差 しても公立e公正容はし，去を

を獲しをt/:とtJsで奪る。 家庭をつくるよろに努める. なく，公正，公平にし，JI 車i伶議議Y'I.'のない?土会の実現 理i沖昔章受のなも社会の災貌
殺の期尾IC努める. IC尽eくすように努める. に尽くすよろに努める.

4 先生苧哨立の人々 を欲望t4 宮島くζとの意義を理解す 4 酬の車事さを輪車し社会 4 勤労の車事さを糊車し役会
し，明るく楽しL通学級をつ るとともに，社会に新仕す への痢土の気持ちを深め， への春仕の気持ちを担軽め，

くるよろに努める， る事ぴ~知って公共のため 進んで公共の綴祉と社会の 進んで公共の干齢止と社会の

，;:役立つようにする。 発撲に尽くすよろに努める. 発展lと尽くすよろに努める.

5 郷土の文化や生活ば殺し 5 父母，千島と母を敬愛し， 5 父母.被父母に敬愛の7君、を深め家族のーl唱としての13:l11:.
み，郷土を大切にする心を 家族の幸せを求めて，進ん をもち究費慢し?と家経を築くようにする.

もつ. で{設に立つようにする.

8 我喜湿ぬ文化や伝統Lζ費者 自 然自主や学校の人々 への敬 5 学級や学校の-，.としての自覚をもち，勝静物質の人

心をもち，箆~大切とする 費量を害軽量色，みんなて匁lJ1し 々に敬愛の念:~ì:祭め，協力してよちよL場設l~総念するよ

心をもっ. 会いよりよい校震をつくる うにする。

ように努める，

7 郷ほ=や殺カ習の文化とf云 7 地勝士会の…費量としての自覚をもち.t士会に尽くした先
統~大切にし，先人の努力 人や罪整脈普警に尊敬と感謝の念を深め，郷土の発援に尽くす

~量的，郷土苧恒を愛する ようにする.

』心をもっe

8 舛慌め人々や文化を犬切 8 日本人としての自覚をもって国を愛し，閣家の発般に尽

にする心をもち，日本人と くすとともに，後れた伝統の継承と新しい文化の事l胞に役

しての自覚をもって世界の 立つよろに努める創

人々 と豪望感E努める.

9 t!!:君事のゅの日本人としてのき覚をもち.轍絵械部ζ，fI.

って.t霊界の.ljZ季語と人主翼の季福もこ貢獄するよろに努める.
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